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禁裏修理きんりしゅうり


永禄十四年（一五七一年）　十二月上旬　　　山城国葛野・愛宕あたご郡　　室町第　　細川藤孝






「先ず義助よしすけめを征夷大将軍から解任しなければならぬ。そして将軍宣下せんげ、改元を行う。予が将軍になった事を目に見える形で示さねば……」


義昭よしあき様が噛み締めるような口調で仰おっしゃられた。


「真に以ってその通りにございます」


上野中務少輔なかつかさしょうゆう殿が同意すると義昭様が満足そうに頷かれた。


「そして義助めを討伐する。そうでなければ天下の諸大名に示しがつかぬ」


「御意ぎょい。幕府の権威を守るためにもやらねばなりませぬ」


一色宮内いっしきくない少輔殿の発言に義昭様が頷かれ〝頼むぞ〟と仰られると座を立って奥へと赴かれた。頭を下げてそれを見送る。義昭様が居なくなると頭を上げ皆が顔を見合わせた。


「さて、言うは易く行うは難いと言う言葉も有る」


「左様な事はござるまい。諸大名には献金を促せば良い。それを使えば阿波へ逃げた義助様の解任と義昭様への将軍宣下は難しくない筈」


大館おおだて伊予守いよのかみ殿の危惧を中務少輔殿が一笑した。一色宮内少輔殿、摂津せっつ中務大輔なかつかさたいゆう殿が同意する。他にも頷く姿が有る。私はそれに同意出来ない。兄三淵みぶち大和守やまとのかみ、諏方すわ左近大夫将監さこんだゆうしょうげん殿、一色式部少輔しきぶしょうゆう殿も同様だ。表情を消し無言だ。


「近衛様も京を逃げ出し闕所けっしょ扱いじゃ。帝に縋すがったようだが義昭様はきっぱりと御断りなされた。次の関白は二条様が再任されるだろうともっぱらの噂じゃ」


「義助様を推した高倉たかくら宰相さいしょう様、水無瀬みなせ宰相様も逃げ出した。勧修寺権中納言かじゅうじごんちゅうなごん様は帝みかどより蟄居ちっきょを命じられた。朝廷で義昭様の将軍就任に反対する者は居らぬ」


一色宮内少輔殿、摂津中務大輔殿が言葉を続けた。


「本当にそうなら良い。だが義助様は無力な存在では無い。三好みよしが支えているのだ。義稙よしたね公の事も有る。公家達がそれを忘れたとは思えぬ」


伊予守殿が三人を窘たしなめた。三人が不満そうな表情をするが伊予守殿の言われた事は杞憂きゆうとは言えない。義稙公は二度将軍になられた。一度目は明応めいおうの政変によって廃されたが義稙公はそれを認めず戦い続けた。そして十五年後に復位している。伊予守殿の言う通りだ、義助様が諦めるとは思えぬし公家達が義稙公の事を忘れたとも思えぬ。なにより義昭様が義助様の討伐に拘こだわるのはその事が頭にあるからだろう。義助様の復権を恐れている。


「先ずは義助様の将軍解任と義昭様への将軍宣下だ。兵部大輔ひょうぶたいゆう殿、三条西さんじょうにし権大納言ごんだいなごん様に当たってくれぬか。私は飛鳥井あすかい権中納言様に会う」


「承知しました」


伊予守殿の依頼を承諾した。三条西権大納言様、飛鳥井権中納言様、二人は勧修寺権中納言様と共に武家伝奏を務めている。そして三条西権大納言様は私にとって歌学の師でもあった。その縁から朝廷の感触を掴つかめと言う事だろう。伊予守殿は楽観していない。


「伊予守殿、飛鳥井権中納言様を頼るのは避けた方が良いのでは？」


「某それがしも右馬助うまのすけ殿に同意致す。義昭様の御気持ちを考えると……」


戸惑いながら発言したのは飯尾いいお右馬助殿、松田まつだ豊前守ぶぜんのかみ殿だった。他にも頷いている人間が居る。飛鳥井権中納言様を頼るのは朽木くつきを頼る事、義昭様が喜ばないと思っている。伊予守殿が一つ息を吐いた。


「勧修寺権中納言様が蟄居されている以上、武家伝奏として頼れるのは三条西権大納言様、飛鳥井権中納言様の御二方しかおられぬ。選り好みしている場合ではござるまい。違うかな？」


「……」


尤もっともな意見だ。伊予守殿の言葉に誰も反論しなかった。






話が終わり、自分に与えられた休息用の小部屋にいると兄が訪ねて来た。


「三条西権大納言様を訪ねるか？」


「はい」


「上手く行くか？」


兄は沈痛な表情をしている。


「さあ……、阿波に逃げた水無瀬宰相様は権大納言様の弟君です。その辺りから頼むしかありませぬ」


「伊予守殿は飛鳥井権中納言様を訪ねると言っていたが……」


「正論では有ります。反対は出来ませぬ。ですが結果がどうなるかは分かりませぬ」


「そうだな、……止めた方が良いのではないか？　むしろ悪い方向に進みそうだが……」


声が弱い。余程に不安なのだと思った。


「そうは思いませぬ。権中納言様が如何に動くかは大膳大夫様が如何どう考えているかという事でも有ります。たとえどのような結果であろうと知っておかなければなりますまい。知らなければ公家達に侮あなどりを受けかねませぬ」


兄が顔を歪めた。


「厄介な事だ。我らの懸念が当たっていれば飛鳥井権中納言様は当てには出来ぬ。兵部大輔、そなただけが頼りだ。上手くやってくれ」


「……出来る限りの事は」


また厄介事を押付けられた……。






永禄十四年（一五七一年）　十二月上旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　三条大路　三条西実澄さねずみ邸　　細川藤孝






「久しいのう、兵部大輔。また古今を学びに来たかな？」


三条西権大納言様が愛想よく迎えてくれた。もっとも眼は笑っていない。


「はい、お願い致しまする。ですが今日は別件で参りました」


「ふむ、公方くぼうの解任と義昭殿の将軍宣下か」


「はい、お願い出来ましょうか」


「……」


少しの間無言だった。権大納言様はただじっと私を見ている。


「御協力頂ければ水無瀬宰相様が京にお戻り出来るように取り計らいまする」


権大納言様がフーッと息を吐かれた。


「無用な事だ、左様な事をせずとも協力はする」


「……」


「分からぬかな？　弟が義助殿、麿が義昭殿、二つに分かれて互いにその身を保証し合う。武家では珍しい事でもおじゃらぬだろう」


権大納言様が眼で笑っている。そういう事か。


「まあ多少時は要る。何度も頼まれて已やむを得ず……、そういう形を取らねばのう」


「……何時頃には御協力頂けましょうか」


権大納言様が〝そうよな〟と言って考えるそぶりを見せた。


「年を超えて五月から六月頃か。それなれば阿波の弟にも已むを得ずと文を送れる」


その文が水無瀬宰相様から公方様に渡る。五月から六月、半年も先か……。義昭様がそれまで我慢出来るだろうか……。


「今少し早くなりませぬか？　朝廷では義昭様を支持する勢力が強くなっていると聞き及びますが」


〝ほほほほほほ〟と口元を扇子で隠しながら権大納言様が笑い声を上げた。


「そのような事、誰に聞いた？　二条様かな？」


「……」


「帝みかどは関白かんぱく殿下の事を庇おうと成されたが義昭殿はそれを断った。義助殿に将軍宣下を許したからの、それに対する当てつけかもしれぬ。或いは自分の力を誇示したかったのか。だが帝は二条様が義昭殿を唆そそのかしたと御考えだ。二条様の関白再任は無いと考えた方が良かろう。……少しやり過ぎたの」


また〝ほほほほほほ〟と権大納言様が御笑いになられた。権大納言様は二条様に良い感情をお持ちでは無い。義昭様を利用して自分の権勢を強めようとしていると思っているのだろう。いや権大納言様だけでは無い、帝、他の公卿くぎょう達も同じ様に思っているのかもしれぬ。だとすれば二条様は当てにはならない。それ以前に朝廷は義昭様を危うんでいるとも考えられる。簡単に利用される危うい男……。


「それに関白殿下は朽木で庇護を受けている。上杉家とも親しい。それを考えれば帝も無碍むげな扱いは出来ぬ。それは朝廷だけでは無い、義昭殿も同じではないかな？」


権大納言様が問い掛けてきた。眼が笑っている。朽木、上杉を敵に回す覚悟が有るのか、それが出来るだけの力など有るまいと言っている。その通りだ、そんな力は無い。


「まあ焦らぬ事でおじゃるの。もっとも時を掛けたからと言って上手く行くかどうかは麿まろにも分からぬ」


「……やはり公卿の皆様は義助様を恐れておりましょうか？」


権大納言様が首を横に振った。


「無いとは言えぬ。だが問題はそこではおじゃらぬ。義昭殿の力に皆が不安を持っている事、それが全てでおじゃろうな」


「不安、でございますか？」


問い掛けると頷かれた。


「大膳大夫だいぜんだゆうとの不仲が噂として流れておじゃる。これから先大膳大夫が義昭殿のために動く事が有るのか？　皆疑問に思っておじゃろう」


やはりそれか……。


「朽木は足利あしかがにとって忠義の家、当代の大膳大夫も義輝よしてる殿には随分と忠義を尽くした。だが義昭殿は如何かな？　上手く行っているようには見えぬ。朽木の力が無ければ義昭殿は危うい。うかうかとは与くみせぬ、そういう事でおじゃろうの。麿も大膳大夫が味方に付かねば動くのは難しい。下手に動けば義助殿のために義昭殿の一派を炙あぶり出すつもりかと疑われかねぬ。それほどまでに義昭殿は危うい」


悪い予感が当たった……。


「飛鳥井権中納言様は如何御考えでしょう？」


権大納言様が〝さて〟と言って首を傾げた。


「一度義昭殿の将軍宣下について話したが麿の言葉に相槌を打つだけでおじゃったの。積極的に権中納言が動く事は無い、そのように感じた」


「左様でございますか」


つまり権大納言様が将軍宣下は難しいというのもそれが有るからか……。






永禄十四年（一五七一年）　十二月上旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　東洞院大路　飛鳥井邸　　大館晴忠おおだてはるただ






「権中納言様には初めて御意を得まする。大館伊予守いよのかみ晴忠はるただにございまする」


「おお、そなたが伊予守か。名は聞いておじゃる。これまで義昭殿に従い随分と苦労されたとか。真、忠義の臣でおじゃりますな」


「畏れ入りまする」


権中納言様は上機嫌で応対してくれた。忠義の臣か、大膳大夫様の事を思った。それにしてもこの屋敷、他の公家の屋敷に比べると随分と内装が立派だ。飛鳥井家は裕福と聞くが朽木家からの援助が有るのだろう。


「そなたが麿を訪ねて来たという事は公方の解任と義昭殿の将軍宣下の事でおじゃるかな？」


「はっ、武家伝奏であられる権中納言様にお願いをと思い参上仕りました」


「ふむ、武家伝奏である以上武家からの要請を無視は出来ぬ。だが簡単にはいかぬ」


やはり簡単にはいかぬか。大膳大夫様から止められているのであろうか。


「義助様を恐れての事でしょうか？」


権中納言様が〝それも有る〟と頷かれた。それも有る？


「問題は公方の解任でおじゃるな。これが難しい」


「と申されますと？」


問い掛けると権中納言様がじっと私を見た。


「義助殿が将軍宣下を受けて一年と経たぬ。これを解任と言われても……。分かるであろう、朝廷としても任じた以上簡単には解任出来ぬ。そのような事をすれば朝廷の権威が……。麿も伝奏として取り次ぐ事は出来ぬ」


渋い表情をされている。なるほど、面子めんつが立たぬか。


「しかし義助様を担いだ者達は義輝公を弑しいした者達でございます。言わば謀反人。その者達が押し立てた義助様を解任するのはおかしな事ではございませぬ」


権中納言様が一つ息を吐いた。


「分かっておじゃる。なればこそ帝は義栄よしひで殿に将軍宣下を許さなかった。義助殿にも長らく将軍宣下を許さなかった。永禄の変から数えれば五年も武家の棟梁とうりょうである征夷大将軍せいいたいしょうぐんが居なかった。尋常の事に非ず、そなたとてそれは分かっておじゃろう」


「……」


権中納言様がまた一つ息を吐いた。遣る瀬なさそうな表情をしている。確かに、将軍宣下は中々許されなかった。しかしあれは大膳大夫様への遠慮と聞いていたが……。


「本来武家からの要請に対しては朝廷は出来るだけその意向に沿う様にしておじゃる。朝廷は力が無い、逆らっても武家が力で押し切れば朝廷の権威は落ちるだけという現実がおじゃるからな。それよりは協力した方が双方にとって良い」


「……」


「勧修寺権中納言殿が義助殿の将軍宣下に動いたのもこれ以上の遅滞は武家と朝廷の関係が悪化しかねぬ、帝の御為にならぬと危惧したからよ。たとえ謀反人であろうと京を支配するのはあの者達。その意向を無視は出来ぬ」


「……」


なるほど、と何度も口に出そうになったが抑えた。同意は出来ぬ。あくまでも義昭様の将軍宣下を願わねばならぬ。


「帝もその辺りは御理解されておられる。勧修寺殿に蟄居を命じたが武家伝奏を解任してはおらぬ。分かるかな？　蟄居は義昭殿の面子を立てるため、だが朝廷のために、帝の御為に動いたのじゃ、そして公武の衝突を防いだ。その行動を咎める事は出来ぬ。あれは間違いであったとは言えぬのじゃ」


「……しかし、明応の政変では……」


先例が有る。そう言おうとすると権中納言様が〝分かっておじゃる〟と言って頷かれた。


「先例は有る。義稙公を廃し義澄よしずみ公が公方となられた。先例が有る以上障害にはならぬ、そう言うのでおじゃろう。だがあの時どのような混乱が有ったか、伊予守は分かっておじゃるかな？」


「……」


「あの騒動の時、当時の帝は納得されなかった。武家の都合で解任とはどういう事かと酷く御怒りになられた。そのように安易に解任して良いのかと。将軍宣下をなんと心得るのか、朝廷を馬鹿にするのかと。譲位を口にされたとも聞く」


「譲位……」


思わず呟くと権中納言様が頷かれた。


「なんとか周囲の者が宥なだめ譲位は回避された。幕府に銭が無かった以上譲位が出来なかったという事も有る。だがその後の事はそなたも分かっておろう。解任された義稙公は納得されず混乱は続いた。その後義澄公は廃され義稙公が将軍に戻られた。のう、帝の危惧は正しかったとは思わぬか？　征夷大将軍は武家の棟梁じゃ。なればこそ簡単に解任などしてはならぬ。そうではおじゃらぬかな？」


否定出来ない。それ以上に混乱する足利家を責められている様な気がした。


「では義昭様の将軍宣下は難しいと？」


問い掛けると〝そうではない〟と首を横に振られた。


「将軍宣下は難しくない。難しいのは将軍の解任でおじゃろう。それを何とかせねば……。だが義昭殿が京を治めているのも事実。義昭殿が将軍宣下を望む以上これを無視する事も出来ぬ。それではまた公武の関係が悪化する。困ったものよ」


権中納言様が溜息を吐かれた。


朝廷は公武の関係悪化を恐れている。となれば、いずれは折れて義昭様の将軍宣下を認めるという事だろうか。


「時が掛かりましょうか？」


権中納言様が沈痛な面持ちで頷かれた。


「そうでおじゃるの。武家を無視は出来ぬ。平島ひらじま公方くぼう家は将軍宣下まで五年かかった。五年とは言わぬが最低でも二年から三年は……」


二年から三年、それが目安か……。それだけの時が過ぎれば朝廷も動く。義昭様にそれが待てるだろうか……。


「だがのう、阿波あわに逃げられた公方がそれを許すとも思えぬ。必ず巻き返してくる筈、公方の勢威が増せば当然だが朝廷内で公方の解任に反対する意見は強まろう」


確かにその通りだ。となれば積極的に義助様を討伐すべきか。だが現実に四国へ押し渡り義助様を討つのは難しい。それだけの力は無い。毛利もうりを頼るという手も有るが陸奥守むつのかみ元就もとなり殿が亡くなった事で内を固める事を優先している。積極的に軍を出すとも思えぬ……。


「良くないのう、朝廷としてはこれ以上の混乱は避けたいのじゃ」


「……なればこそ、義昭様に将軍宣下を」


「それは出来ぬと申しておろう。……義昭殿は最低でも二年は待たねば……、耐えられるかの？」


権中納言様がこちらをじっと見ている。耐えられるかとは何であろう。義昭様の忍耐か、それとも義助様の反攻に対してか……。


「ふむ、答えられぬか」


〝そのような事は〟と慌てて否定しようとしたが権中納言様が首を横に振られた。


「止めよ、麿も厳しいと思っておじゃる」


「……」


「大膳大夫の力を借りれば良いのだが義昭殿はそれを望んでおらぬようじゃ。その辺りも公家くげ達が不安に思う一因では有る」


見透かされている。大膳大夫様から権中納言様に話されたのであろう。となればやはり権中納言様を頼るのは難しいかもしれぬ。それに公家達も知っているとなれば……。


「伊予守、義助殿の動きを抑える事は出来るか？」


「と申されますと？」


「一年、抑えられるのなら手が無いでもない」


権中納言様がじっと私を見ている。喉が干上がる様な感じがした。


「それは？」


「要は征夷大将軍には義助殿よりも義昭殿の方が相応ふさわしいと皆に思わせれば良いのよ。違うかな？」


「確かに」


〝そうであろう〟と権中納言様が満足そうに頷かれた。


「しかし左様な手が有りましょうか？」


「有る。禁裏修理を申し出ては如何どうじゃ」


「……禁裏修理」


声が掠れた。禁裏修理、一体如何いか程の銭が掛かるのか……。五千貫、或いは一万貫だろうか。


「さすれば一年後には将軍宣下は間違いない。麿が必ず皆を説得する」


「……」


声が出なかった。






永禄十四年（一五七一年）　十二月上旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　細川藤孝






三条西権大納言の屋敷から戻って休息用の部屋で休んでいると大舘伊予守殿が訪ねてきた。二人で首尾を話し合うが溜息しか出なかった。


「権大納言様は半年と申されたか……」


「はい、但し大膳大夫様が味方に付いてです」


「権中納言様は二年から三年と申された。こちらは大膳大夫様を味方に付けるのは現状では無理と判断している。おそらくは既にお二方の間で話したのであろう」


伊予守殿の口調も表情も苦い。おそらくは私も同様だろう。それほどまでに現状は厳しい。


「それにしても禁裏修理とは……」


「最低でも五千貫は要るだろう。それだけの銭を用意するなど……」


伊予守殿が首を横に振られた。


「大膳大夫様なら用意出来ます」


「義昭様はそれを望まぬ」


「それは分かっております。しかし権中納言様が禁裏修理を口にされたのは大膳大夫様を御味方に付けろという謎かけでは有りませぬか？」


「……そうかもしれぬ」


「ならば積極的に御味方に付けるべきでは有りませぬか？　大膳大夫様を敵には出来ぬのです」


「私もそう思う。しかし義昭様はそれを望まぬ」


結局はそこに行き着く。大膳大夫様の力を借りられれば全てが解決するのだ。だが力を借りれば大膳大夫様の勢威は今まで以上に大きくなる。義昭様にはそれが我慢出来ない。


「権中納言様は明日には公家達に禁裏修理の事を話しましょう。これからは将軍の解任、将軍宣下を願う度に公家達は禁裏修理を持ち出す筈。公家達にとっては格好の口実です」


伊予守殿が頷いた。禁裏修理が可能になるという事は大膳大夫様を味方に付けたという事、公家達にとって義助様を恐れる必要は無くなる。出来ぬという事は大膳大夫様を味方に付けられぬという事、義助様の反攻を恐れなければならぬ。とてもではないが将軍の解任、将軍宣下には賛成出来ぬ。


「義昭様には何と？」


伊予守殿が表情を歪められた。


「正直に言わねばなるまい。義昭様の御判断を待つ」


「……時をかけて義昭様を説得すると御考えですか？」


伊予守殿が頷かれた。確かにそれしかあるまい。しかし義助様が、公家達がそれを許すのか。時が経てばより厳しくなるかもしれぬ……。







亡命者ぼうめいしゃ


永禄十五年（一五七二年）　一月下旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　朽木基綱もとつな






永禄十五年ももう一カ月が過ぎようとしている。永禄を使うのは今年が最後になるかもしれない。義昭が改元をしたがっている。将軍が代わったのだという事を周囲に表明したいらしい。朝廷も将軍宣下は渋るかもしれないが改元は受け入れるかもしれない。しかし、義助は認めないだろう。天下は永禄と新たな元号を使う二つの勢力に分かれる事になる。どちらの元号を使うかで誰を支持しているかが分かると言う事だ。後世の歴史家が喜ぶだろうな。


子供が生まれた。雪乃ゆきのが先に女子を、小夜さよが後から男子を、一日違いで生んだ。男二人でない事に安心したよ。一つ間違えば正室腹を兄に、側室腹を弟になんて話が出かねない。今回も出産に立ち会えなかった事には申し訳なく思っているが男女で産み分けてくれた事には正直に言えばホッとした。恨み言の一つぐらい出ても仕方ないと思うが二人とも俺が屋形号を貰った事、守護に任じられた事を素直に喜んで祝ってくれる。益々申し訳ない気持ちが強くなる。小夜と雪乃を大事にしないと。


小夜の産んだ男子は亀千代かめちよ、雪乃の産んだ女子は鶴つると名付けた。雪乃は男子が生みたかったらしい。次は男子をと意気込んでいる。小夜も同様だ、男子が三人続いたからな、次は女子をと願っている。舅の平井ひらい加賀守かがのかみは大喜びだ。竹若丸たけわかまるに同腹の弟が二人居る。将来はもっとも頼りになる親族衆になると考えているようだ。そうなって欲しいよ、間違っても六角ろっかくみたいな事は御免だ。目指せ、毛利三本の矢だな。さて暦の間に行くか、今日は九鬼くき、堀内ほりうちが会いに来る筈だ。楽しい話し合いになるだろう。


「二人とも雑賀さいかの件では良くやってくれたな、おかげで上洛はかなり楽に出来た」


新年の挨拶を受けた後、九鬼孫次郎嘉隆よしたか、堀内新次郎氏善うじよしを労ねぎらうと二人が嬉しそうに笑みを見せた。良い傾向だ、二人とも俺に褒められて喜んでいる。


「二人に恩賞をと思ったのだが適当な土地が無い。という事で銭を用意した。それぞれ一千貫だ。後で御倉奉行の荒川あらかわ平九郎へいくろうから受け取ってくれ」


二人が顔を見合わせた。


「如何した？」


「いえ、我ら雑賀の船を奪い随分と儲けましたので」


「これ以上貰っては何やら申し訳なく」


「二人で競争でもしたか？」


二人がちょっと困った様な顔をしている。どうやら図星か。


「構わぬ、仕事は楽しくやるものだ。ま、楽しみ過ぎるのも問題だがな」


敢えて笑い声を上げると二人も笑い声を上げた。暦の間に三人の笑い声が響いた。蒲生がもう下野守しもつけのかみが苦笑を浮かべている。正月なんだから領地に戻れば良いんだが清水山城に詰めている。今年は色々と忙しくなると見ている様だ。実際にその兆候は出ている。


「雑賀が泣き付いて来たぞ。これ以上は勘弁してくれと。はっきりと釘を刺しておいた。畠山はたけやまの陰に隠れて坊主や三好の味方をするのは許さんとな」


「守りましょうか？」


新次郎が小首を傾げた。


「どうかな、だが警告はした。多少はあの連中の動きを鈍らせる事が出来よう」


三人が頷いた。二人を傍に呼び小姓共を下がらせた。俺、下野守、孫次郎、新次郎の四人が部屋に残った。孫次郎、新次郎の表情が引き締まっている。大事な話だと思っている。その通り、大事な話だ。


「三好が動いている」


「……」


「密かに軍備を整えている。そして摂津に手を入れているようだ。多分摂津から山城へと兵を進め義昭様の命を狙うつもりだろう」


二人が頷いた。


「連中には安宅あたぎ水軍と淡路国あわじのくにが有る。摂津へ兵を送るのは難しくない」


また二人が頷いた。


淡路国、こいつが厄介なのだ。畿内、四国、中国地方の丁度中間に有って東瀬戸内海を制する位置にある。つまり明石あかし海峡、鳴門なると海峡、紀淡海峡を押さえ紀伊水道、大阪湾、播磨灘はりまなだを睨んでいるのだ。淡路国を押さえ安宅水軍を所持している三好は播磨、摂津、和泉、紀伊に対していつでも攻撃出来るという事になる。阿波、讃岐、淡路から兵力は一万は出せるだろう。摂津には大きな勢力は無い。守護の和田氏も摂津には地盤が無いから抵抗するのは難しい。摂津の国人衆はたちまち三好に協力する筈だ。あっという間に兵力は膨れ上がるだろう。


「兵を京の都に置かれますか？」


「いや、孫次郎、それはせぬ。それでは三好は出兵を取り止めかねぬ。三好には京に攻め込ませるつもりだ」


二人が驚いている。義昭を囮おとりにするつもりかと思ったのだろう。その通りだ、そのくらいしか役に立たん。坂本城には予あらかじめ三千程の兵力を置いておこう。三好が攻め寄せて来たら先発として京に向かわせる。多少の時間を稼げる筈だ。


「その方等に訊きたい。安宅水軍が摂津に兵を送っている間に淡路を攻め取る事は可能か？」


新次郎が〝それは〟と言って口を噤つぐみ孫次郎は首を横に振った。


「やはり難しいか？」


「……いささか厳しいかと思いまする。安宅が抑えの兵を残しておかぬとは思えませぬ。手間取れば摂津より安宅水軍の本隊が戻って参りましょう。その際、雑賀が後ろを遮断すれば我らは前後から攻撃を受ける事となりまする」


孫次郎の言葉に新次郎が頷いた。


「そうか、だとすると兵を移送する安宅水軍を攻撃するのも難しいだろうな」


二人が〝はっ〟と頷いて俺の言葉を肯定した。


「御屋形おやかた様、やはり現状では淡路攻めは難しいかと」


「そうだな」


分かっていたんだよ、下野守。もしかしたらと思っただけだ。


「新次郎、孫次郎、淡路攻めが整う前提条件は？」


二人が顔を見合わせた。


「摂津、和泉、紀伊の北部が朽木領になっている事でございましょう。欲を言えば播磨も、さすれば雑賀衆も水軍を動かす事に躊躇ためらいを感じる筈」


「その上で摂津、和泉方面と紀伊方面から兵を動かせば必ず淡路は獲れまする」


「分かった、では当分はお預けだな。二人は十分に将兵を休ませてくれ。おそらくその後は土佐方面に行って貰うかもしれん。その覚悟はしていてくれ」


「はっ」


二人が頭を下げた。要するに今の義昭体制を潰さなければ淡路攻略は無理という事だ。そうだろうな、史実でも秀吉ひでよしが淡路を攻略したのは信長のぶながの最後の頃だった。そして淡路を攻略したから四国征伐が可能になった。四国の三好勢力が衰退した一因に長宗我部ちょうそかべの勃興が有る。だがこの世界では俺が一条にテコ入れするから長宗我部は大きくはなれないだろう。となると三好の勢力は衰えない可能性が有る。三好は何度も摂津に押し寄せてくる筈だ。やはり摂津、河内、和泉は直接押さえなければならない。そうでなければ畿内は安定しない。次の三好軍侵攻をどう利用するかだな。さて、如何するか……。






永禄十五年（一五七二年）　一月下旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　九鬼嘉隆






新次郎殿と共に御屋形様の御前を下がり御倉奉行の元に向かった。


「驚いたな、孫次郎殿」


「うむ、驚いた」


二人で顔を見合わせて頷いた。まさか義昭様を囮とは……。やはり天下だ。御屋形様は天下を狙っておられる。天下獲りの為には義昭様も道具でしかない。ゾクゾクする様な快感が有った。


「淡路は簡単には獲れまい」


新次郎殿が問い掛けてきた。


「うむ、摂津には石山本願寺いしやまほんがんじが有る。それに播磨の英賀あがは一向門徒いっこうもんとの勢力下に有る。必ず邪魔しよう」


「堺もそれは望まぬ筈だ。如何なされるか、楽しみでは有る」


「うむ、楽しみだ」


相手は天下なのだ。簡単にはいかぬ。だからこそ面白い。


「今度な、新しい南蛮船なんばんせんを造ろうと思う」


「新しい南蛮船？」


新次郎殿が問い掛けてきた。


「うむ、ガレオン船という船だ。今までのキャラック船よりも大筒おおづつを多く載せる事が出来る」


「ほう」


眼を輝かせている。覇気はきを見せぬ男だがやはり海の男だと思った。


「今絵図面を手に入れるべく敦賀つるが、九州に人をやっている。手に入ったらお主にも渡す。一隻ずつ造らんか？」


「それは有難い。しかし、良いのかな？」


「構わぬ。造る時も協力したいが使い勝手も確認したい」


「なるほど、九鬼と堀内でガレオン船を試すか」


「うむ、その方が効率が良かろう」


新次郎殿が頷いた。出来るだけ早く、実戦で使えるようにしなければならん。そのためには堀内にも協力して貰った方が良い。


「それは良いが今の南蛮船は如何する？　俺は二隻だが九鬼は五隻有るだろう？」


「さて、如何したものか……」


頭の痛い事だ。ガレオン船が有効ならキャラック船は如何見ても性能が落ちる事になる。


「商船として使っては如何かな。琉球との交易には荷が多く積める船が良かろう。大筒も有るから倭寇わこうに襲われても撃退は難しくない」


「なるほど、それが良いな。或いは商船の護衛、輸送船の護衛として使うか。それならガレオン船は戦闘のみに使う事が出来る」


これから西へ進むとなれば瀬戸内せとうちを使う事になる。兵糧ひょうろうの運搬には海を使った方が効率的だ。……銭が掛かるな、ガレオン船とキャラック船、それに人も必要だ。


「銭がかかるのう」


「全くだが取り敢えずは一千貫が手に入る。……孫次郎殿、どうやって持って帰る？」


「そうだな、改めて取りに来るしかあるまい」


「そうだな、不便な事だ」


全く不便だ。もっと良い方法が無い物か……。


御倉奉行の御用部屋に行くと奉行の荒川殿が〝おお、来たか〟と笑顔で迎えてくれた。


「話は御屋形様から聞いておる。それぞれ一千貫ずつ、そうであったな？」


「如何いかにも」


「はい」


妙な感じだ。一千貫は決して少ないとは言えない。普通は嫌がるものだが……。新次郎殿も訝いぶかしげな表情をしている。


「船で来ているのかな？」


「桑名までは。そこからは今浜まで陸路を、今浜からは船でござる」


新次郎殿が答えると〝そうか、そうか〟と頷いた。


「荷は林与次左衛門が今浜まで運んでくれる。今浜からは左門殿が警護の兵を用意してくれる事になっているからの、心配は要らん」


〝御配慮、忝かたじけのうござる〟と二人で礼を言った。


「なんの、船を造るのじゃろう。必要な銭じゃ、遠慮は要らん。それにお主らが銭を持って行ってくれるので助かっているのよ。重くて嵩張かさばるからの、直ぐに倉の床が抜ける騒ぎじゃ」


荒川殿が溜息を吐いた。


「上洛戦で使ったのでは？」


新次郎殿が問うと首を横に振った。


「使ったのだが直ぐに入って来た」


どういう事だ？　新次郎殿も訝しんでいる。


「京の商人達が矢銭として使ってくれと持ってきたのだ」


〝はあ〟と間抜けな声が出た。


「孫次郎殿は分かるであろう。伊勢では長島に味方した者達が絞められた」


「なるほど、京の商人達はこれまで三好を相手に取引をしてきた。だから……」


荒川殿が頷いた。


「そういう事であろうの、御屋形様を恐れて矢銭を納めて来たのよ」


「……如何程ですか？」


新次郎殿が問うと荒川殿がじっと我らを見詰めた。


「二万貫。流石に京だ、儲かっている」


溜息が出た。新次郎殿も息を吐いている。


「しかしそんな話は聞いた事が有りませぬが……」


「こっそりと持ってきたのだ。三好が京に戻らぬとは限らぬし御屋形様と義昭様の関係も良いとは言えぬ。将来がどうなるかは分からぬ。だが御屋形様を怒らせたくは無い……」


なるほどと思った。商人とはなんとも強したたかなものよ。荒川殿が息を吐いた。


「そんなに怖がる事はないんじゃが……」


「心外ですかな？」


問い掛けると荒川殿が頷いた。


「御屋形様を幼い時から見ているから多少は分かっておる。そりゃ変わった御方では有る。せっかちだし冗談もお好きで困った御方よ。だが残虐な所など無いし領民思いで御仕えし易い御方じゃ。儂わしはあのお方に一度も叱責された事が無い。一向門徒も政まつりごとに関わらなければ御屋形様の下で穏やかに暮らせるのだが……」


荒川殿が我らを見た。　


「朽木の領内は戦も無ければ関も無く領民達も安心して暮らしておる。御倉奉行を務めているから分かる。年貢は四公六民だが入ってくる税は年々増えている。豊かなのだ。銭というのは不思議な物でな、銭の有る所に集まる癖が有る。仲間を呼ぶのじゃ。貧しければ銭はあっという間に消えてしまう」


なるほどと思った。朽木に銭が集まるのは朽木に銭が有るからか。面白い話だと思った。


「もう直ぐ琉球から船が戻って来ますな」


新次郎殿の言葉に荒川殿が顔を綻ばせた。


「楽しみな事だ。何より御屋形様が喜ばれよう。交易には熱心な御方だからな。伊勢はこれから益々賑わうぞ。お主ぬし達も楽しみにしているが良かろう」


全く楽しみだ。銭儲けに天下獲り、朽木家でなければ味わえぬ楽しみよ。
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カラリと戸を開けて兄三淵大和守が部屋に入って来た。表情は暗い。分かっていた事では有ったが気が重かった。兄が腰を下ろすのを待ってから声を掛けた。


「湯冷ましが有りますが？」


「そうだな、貰おうか」


茶碗に湯冷ましを入れて兄に渡した。兄が一口飲んで息を吐いた。大分鬱屈うっくつしている。


「如何でございました？」


兄が私を見た。渋い表情だ。


「良くない。今日は西園寺さいおんじ、甘露寺かんろじを当たってみた。どちらも言う事は同じだ。義助様を討伐するか、或いは朝廷に奉仕する事で将軍の実を作れ。さすれば名は自然と付いてくると……」


「禁裏修理ですか」


兄が頷いた。


「そちらは？」


「今出川いまでがわ家と中院なかのいんを回りました。こちらも同じです。禁裏修理を望んでいます」


禁裏修理、膨大な費用が発生するだろう。それが出来るだけの力が有れば朝廷も安心して義助様を解任し義昭様に将軍宣下を許すに違いない。だが義昭様にその力は無い……。


「三条西権大納言様の仰られた通りだ。皆、義昭様に不安を持っている。そして義助様に怖れを抱いている。今のままでは勝てぬ、義助様が京に戻ると見ているのだ。そうなれば必ず報復が有る」


「……大膳大夫様を味方に付けろという事ですな。自分達を安心させろと」


「そういう事だと思う」


「義昭様はそれを御認めになりません」


兄が顔を歪めた。


義昭様と大膳大夫様の関係は敵対しているわけではないが冷ややかと言って良い。その冷やかさは大膳大夫様が京を去られてから一層強くなった。京を逃げ出した近衛様が頼ったのは大膳大夫様であった。大膳大夫様からは余り追い詰めると義助様の元に行きかねぬ。それでは義昭様の御為にならないから自分が預かると文が届いた。確かにその通りでは有る。だが近江での近衛様は賓客として遇され観能や淡海乃海あふみのうみでの舟遊びと近江での暮らしを満喫しているらしい。そこには京を追われた惨めさなどは全く感じられない。義昭様はその事に不快感を募らせている。


正月の年賀の品にも不満を漏らされた。年末、大膳大夫様は朝廷に対して朽木領内での産物を献上した。澄み酒、漆器、石鹸、塩、綿糸、椎茸しいたけ、瑪瑙めのう、和紙、焼き物、海産物、珍陀酒ちんたしゅ。その一方で義昭様に対する年賀の品は澄み酒、鎧一領、太刀たち一振り、鉄砲一丁、馬一頭だった。確かに義昭様に武具を献上するのはおかしな話では無い。太刀は朽木物の業物わざものであったし鉄砲も美しく装飾されたものだった。馬も葦毛の逞たくましい馬だった。だが朝廷に対する扱いとはまるで違う。義昭様は苦労された所為せいで物欲が強い。それだけに馬鹿にされたと感じられている。


「他には何か？」


「……義昭様を御諫おいさめしろと。今のままでは反発を買うだけだと……」


溜息が出た。兄は切なそうな表情をしている。


「私もそれを言われました。ですがそれも難しいでしょう。あれは義昭様を認めようとしない公家に対する、いえ朝廷に対する恫喝どうかつなのですから……」


今度は兄が溜息を吐いた。
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「寒い日はこれが一番でおじゃるの」


兄が背を丸めながら焙ほうじ茶を啜すすっている。


「左様でございますね。温まりますし落ち着きます」


「香りが良い。大膳大夫からかな？」


「はい、昨年暮れの」


兄がウンウンと頷いた。


「見事な献上品であった」


兄がホウッと息を吐いた。


「驚きました」


これまでにも暮れになると近江から献上品が届いた。でも今年は以前よりもさらに多くの品が送られてきた。三好家が京から居なくなった所為だろう。気兼ねなく送れるという事に違いない。


「義昭は差を付けられて面白くなかったそうじゃ」


「左様ですか……」


「将軍宣下も思う様に進まぬしの」


「はい」


「幕臣達が公家達みなの屋敷を回っているそうでおじゃるの」


「そのように聞いております。皆様、禁裏修理を望まれているとか。出来ましょうか？」


兄が首を横に振った。


「難しいようでおじゃるの。だからと言って我等に当たられても困る」


「……」


兄がぼそぼそと言う。しかし義昭様を追い込んだのは間違いなく兄だ。将軍解任の難しさを訴えて禁裏修理を勧めた。妙手では有るが義昭様には実行不可能な手。公家達は皆兄の言う禁裏修理を唱える事で将軍宣下を先延ばしにしている。いや義昭様を追い詰めている。


「大膳大夫を頼ればの、難しくはないのじゃが……。やはり冷え切っておじゃるの」


「頼れぬ事は兄上もお分かりの筈、なればこその禁裏修理。兄上も御人が悪い」


冷やかすと兄が表情を隠す様に一口茶を啜った。


「妬ましいのかの、力も富も持つ大膳大夫が」


「……それだけではございますまい。義昭様には子が有りませぬ。大膳大夫は義昭様より若年なれど若君が三人、姫が二人。義昭様は三十半ばとはいえ子が無い事は不安でしょう。そういう義昭様に大膳大夫が如何見えるか……」


兄が私を見た。


「なるほどのう、子か……。それは気付かなんだ」


義昭様にとって大膳大夫は全てに恵まれた男。本来なら自分こそがそうあるべき男に見えるのではないだろうか。だからこそ許せない、頼れない……。


「先日、阿茶局あちゃのつぼねが訪ねてきました」


兄が私を見て〝ほう〟と言った。


「井家庄いのうえのしょうの事かな？」


「はい」


「そなたを頼ったという事は大膳大夫に取り成しを頼むという事か」


「ええ」


井家庄、加賀国に有る勧修寺家の所領。年貢は約二百貫というから決して小さくはない。勧修寺家にとっては大事な所領だと言える。だがこの井家庄を二条太閤たいこうが二条家に所有権が有ると言い出した。公家の所領安堵あんどは将軍の仕事だが義助様は京に居られない。義昭様が代わりに裁決を出したがそれは所有権は二条家に有るというものだった……。


「帝は勧修寺家に所有権は有ると義昭へ女房奉書を渡したのでおじゃるが……」


「叡慮えいりょには応じられないと拒絶致しました」


「愚かな事よな、敵ばかり作る」


兄が軽蔑したように笑った。兄の言う通りだ。敵ばかり作っている。帝を怒らせた以上、義助様の将軍解任も義昭様の将軍宣下も上手く行く事は無い。


「二条様への褒賞でございましょうか？」


「それもあろうが我等への恫喝でおじゃろう。味方せねば酷い目に遭うと脅しておるのよ。特に勧修寺は義助に与したからの。痛めつけて当然と言うわけよ。稚拙ちせつな事よな」


兄がまた笑った。確かに稚拙としか言いようがない。義昭様の回答を御聞きになった時、帝は〝大膳大夫とは違う〟と吐き捨てられた。そして〝近衛は如何しておるか〟と周囲に訊ねられた。


関白殿下が近江に逃げられた事を帝が知らぬ筈はない。敢えてそれを周囲に訊ねられたという事は帝の信任は今も関白殿下に有ると言う事を周囲に漏らされたという事。二条太閤の関白再任は無い。帝は義昭様と義昭様に与する二条様を嫌悪しておられる。


「それで阿茶局には何と」


「私から文を送る故、兄君を近江へと」


「ほう、では頭弁とうのべんが近江へ行っているのはそなたの差し金か」


兄が眼を瞠みはった。


「あれだけの献上品、礼を言うのは当たり前でございましょう。それに大膳大夫にとっても勧修寺と懇意になるのは利が有る筈。姉上にも文を送りました」


兄が笑い出した。


「畏れ入った。麿よりそなたの方が遣り手だ」


「御戯れを、禁裏修理を義昭様に押し付けた兄上には及びませぬ」


二人で声を合わせて笑い声を上げた。
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目の前に若い公家が居る。年の頃は三十にはまだ間が有るだろう。座っていてもヒョロッとした感じのする顔の長い男だ。まあ如何見ても鎧だの太刀が似合う男ではない。勧修寺晴豊はるとよ、正四位上しょうしいのじょう、左中弁さちゅうべん兼蔵人頭くろうどのとうの任に有る男だ。帝の使者として来たから上座に座っている。勧修寺家の家格は名家だから羽林家の飛鳥井家とは家格は同格という事になる。


もっとも羽林家が武官の家柄なのに対し名家は文官の家柄だ。それは目の前の男が左中弁、蔵人頭に就いている事でも分かる。左中弁というのは弁官の一つなのだが弁官の役割は太政官だじょうかん八省とその傘下の役職の監督、庶事の受け付け、官内の糾弾と決裁、起案文への署名というから権力の中枢に居ると言える。


そして蔵人頭だ。こいつは藤原ふじわらの冬嗣ふゆつぐが任じられて以来、天皇の秘書官長として重視されてきた役職だ。蔵人頭と中弁、大弁を兼任する者は頭弁と呼ばれている。次の参議候補だ。従三位じゅさんみになるのももう直ぐの筈だ。要するにエリートコースを走っている男なのだ。


詳しいだろう、この辺りは綾あやママから教わった。千津ちづ叔母ちゃんに頼まれたと言って鼻息を荒くして叩きこまれた。綾ママって教育ママだったんだ。昔俺によそよそしかったのは俺が勉強をしない不良だったからかもしれん。領内統治で忙しかったんだよ……。


「昨年暮れの献上品につきましては帝も大変に喜ばれております。かねてからの忠義にいずれは報いたいと仰せられていました。目出度めでたい事でおじゃりますな」


多分官位の事だろう。


「有り難い御言葉では有りますが既にこの身は大膳大夫に任じられております。お気遣いは御無用に願いたいとお伝えください」


勧修寺晴豊が顔を綻ほころばせた。


「噂通り、大膳大夫殿は無欲な方でおじゃりますな」


俺に対する一般的な評価は無欲な忠義者だ。官位を勧めても断るし恩賞も辞退するから。残念でした、そうじゃありません。ただ働きは嫌いなだけです。貰うんなら実利の有る物を頂きます。今官位なんて貰っても義昭がカミキリ虫みたいにキーキー言うだけだ。


「ところで頭弁殿、叔母より頭弁殿がお困りだと聞いております。力になって欲しいと」


勧修寺晴豊が顔を曇らせた。


「些いささか困っております。大膳大夫殿の御力をお借りしたい。……これは私事、それに助けて貰うのはこちらなれば座を替えましょう」


「某はこのままで構いませぬ」


勧修寺晴豊が〝そうは参りませぬ〟と言って席を立った。仕方ないな、俺も立って席を交換した。それにしてもなかなか気遣いをするな、相当困っているようだ。


「加賀国に有る当家の所領、井家庄の事、お聞き及びでおじゃりましょうか？」


「聞いております、義昭様が二条様の所領とされたとか」


「あれは当家にとって大事な所領、些か曰いわくが有って二条家が自分の所領であると主張しておじゃりますが勧修寺家の所領である事は帝も御認めになっておじゃります」


「それも存じております。義昭様は叡慮には応じられないと拒絶なされた」


「はい」


勧修寺晴豊が渋い表情で頷いた。


井家庄が勧修寺家の所領というのはそれなりに根拠が有る。加賀が一向一揆の支配下に入った時、当然だが井家庄も一向宗に押領おうりょうされた。しかし当時の将軍足利義澄が勧修寺家への返還を命じているのだ。つまり幕府も井家庄を勧修寺家の所領と認めていたのだ。そして一向宗はそれを返還した。これは朽木に出向している伊勢の三人に聞いたから間違いない。


まあ見せしめと論功行賞だろう。勧修寺家は義助の将軍宣下に協力した。それに対する罰だ。そして協力者の二条にじょう晴良はるよしへの恩賞。帝の叡慮に逆らったのも義助を将軍にした事への不快感の表明、そして自分に味方すれば帝の叡慮に逆らっても恩賞を与える、そう示しているのだと思う。要するに俺が一番強いんだ、俺の言う事を聞けと言いたいわけだ。


「頭弁殿、某への頼み事というのが義昭様に掛け合って井家庄を勧修寺家に返して貰いたいというのであれば無理でしょうな」


「……」


「某が頼めばむしろ意地になって拒絶しかねませぬ」


「やはり左様でおじゃりますか」


一旦決めた事を撤回したらどうなるか？　義昭の命令など簡単に覆くつがえるのだと周囲は思うだろう。誰も義昭の言葉に重きを置かなくなる。将軍宣下が上手く行かない状況で自分の権威を下げるわけには行かないと義昭はむきになる筈だ。頼む相手が大物であればある程拒絶するだろう。権威面では帝、実力面では俺だ。


勧修寺晴豊は浮かなそうな表情をしているが露骨な落胆はしていない。この男も撤回は無理だと分かっていたのだ。此処に来たのは俺を観察する為だろうな。頼れる相手か如何かだ。頼れる相手なら三好から朽木に乗り換えよう、そんなところだろう。勧修寺が阿波に逃亡した高倉宰相、水無瀬宰相と連絡を取り合っている事は八門から報告が上がっている。


「少し時を置かれるのですな」


「時を置く」


勧修寺晴豊がじっと俺を見た。


「ええ、今の義昭様は燃え盛る火事の様なものです。傍に寄る事も出来ませぬ。しかし燃える物が無くなれば火の勢いは弱くなる。傍に寄るのはそれからの方が良い」


「……」


まだ見ている。


「とはいえ勧修寺家にとって井家庄の事は不満でしょうしこれからの事を考えれば不安でも有りましょう。某としても頼られたのに力になれなくては面目が立ちませぬ。叔母の顔を潰す事にもなる。如何です、御迷惑でなければ当家から援助させて貰いたいと思いますが」


「援助、と申されますか？」


ちょっと小首を傾げた。


この時代の公家は家によって進む道が決まっている。勧修寺家は代々弁官から参議、納言へと進む家だ。そして武家伝奏を務めている。家格も官位も決して高くは無いが帝の傍近くに居て武家との接触も多い家なのだ。それに勧修寺晴豊の妹、阿茶局は皇太子誠仁さねひと親王の子を二人生んでいる。そのうち一人は男子だ。千津叔母ちゃんが勧修寺晴豊を此処に寄越したのも上手く繋がりを持てという事だろう。


「井家庄は二百貫でしたな。その分を当家が御用立てするのです」


「ですが……」


「御安心を、後々返せ等とは言いませぬよ」


「有難いお話でおじゃりますが勧修寺家はその御好意に如何答えれば良いのか……、麿には分かりかねまする」


流石に簡単には喰い付かないか。


「そうですな、これから京に行く事も有るかと思います。その時には話し相手になって頂ければ有難いですな」


「話し相手でおじゃりますか、気の利いた話など出来ませぬが……」


「十分でございます、御安心を」


勧修寺晴豊が笑みを浮かべた。そう、難しく考える必要は無いんだ。そちらで話しても良いと思った事を話してくれれば良い。二百貫はそれの代価だ。いや六百貫にしよう。二百貫そのままでは当然と思う、感謝などしない。倍の四百貫では驚くが怪しむ、三倍の六百貫なら素直に驚くだろう。


「ところで御父君、権中納言様の蟄居は何時頃解けましょう」


「年も明け正月も終わりましたのでそろそろかと」


表情が明るい。確証が有るな、帝の御内意が有ったか。


「先程も申しましたが今少し時を置かれた方が良いでしょう。未だ火の勢いが強過ぎる。御自重、御自重」


勧修寺晴豊が眼を細めた。


「なるほど、そのように御伝えしましょう」


誰に？　と聞くのは野暮だよな。
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「この櫓やぐら台から見る風景は何とも言えぬ。雪に覆われて神々しい限りじゃ、この風景を独り占めするとは大膳大夫が羨ましい事よ」


周囲を眺めながら関白近衛前久このえさきひさ殿下が〝ほほほ〟と笑い声を上げた。同じ〝ほほほ〟でも義昭よりもずっと不快感を感じない。なんて言うか軽やかで嫌味が無いんだよな。自然に殿下と呼ぶ事が出来る。でもなあ、少し寒くないか。昨日雪が降って冷えるんだ。部屋に戻りたいんだけど殿下は上機嫌、もう少し付き合うか。







    
  
  




「春から夏は青々と秋は黄金色こがねいろに波打ちましょう。その美しさは豊かさその物にございますれば何物にも代え難い美しさと思いまする」


俺が答えるとまた殿下が〝ほほほ〟と笑い声を上げた。


「それは楽しみじゃのう、見てみたいものじゃ」


「是非にも御覧頂きたく存じます」


関白近衛前久殿下が清水山城に居る。義昭に疎うとまれ京を逃げ出して来た。妙な話では有る。義輝、義昭兄弟の母親は近衛家の出なのだから義昭と殿下は従兄弟だ。そして義輝の正室は前久の妹だった事を思えば義昭にとって殿下はもっとも親しい親族と言える。それなのに京から追い出された。何故疎まれたか？


まあ早い話が三好に近いと思われたわけだ。元々殿下の名前は晴嗣はるつぐだった。この晴の字は義輝、義昭兄弟の父足利義晴よしはるから貰ったものだ。ところが殿下は義輝が朽木に亡命中に晴嗣の名を前嗣さきつぐと変えてしまう。晴の字を捨てた事を考えれば足利との距離を置こう、三好との関係を改善しようとしたわけだ。足利にとって必ずしも好ましい事ではない。


だが義輝が京に戻った時は殿下は妹を義輝に嫁がせる事で関係を改善している。おそらく義輝の母親のとりなしも有ったのだろうが義輝自身、朝廷の重鎮である殿下の協力を必要だと考えたのだと思う。だが義昭にはその辺りが強かで信用出来ない奴と見えたようだ。


決定的なのは義輝の死だった。義昭は殿下が本当に義輝に逃げるようにと忠告したか疑っているらしい。義輝が一度は逃げようとしたが屋敷に戻った事を考えると本心から説得しなかったのではないか、危険度を正確に伝えなかったのではないかと疑っているようだ。そして義昭の還俗げんぞくの時の事も有る。還俗の時、力を貸したのは殿下ではなく殿下の政敵である二条晴良だった。本当ならもっとも近い親族である殿下が力を貸すべきなのに何もしなかった、自分を、足利を見限ったと思っている。


それに比べると義昭と晴良の関係は良好らしい。晴良の晴は足利義晴の一字を貰ったものだ。名を変えた殿下に比べれば当然だが義昭の好意は晴良に行く。義昭の母親が存命なら取り成してくれただろうが母親は義輝が殺された時に自害した。帝が取り成したんだが義昭が拒絶した。もう取り成す人間はいない、多分関白は解任され次の関白は二条晴良になるだろうと言われているらしい。要するに殿下は晴良との政争に負けたのだ。近衛家は闕所扱いにされ身の危険を感じた殿下は息子の明丸と共に朽木に逃げてきた。


もっとも逃げてきたと言っても落ちぶれたところは全然ない。ごく自然体で朽木での生活を楽しんでいる。舟遊びを楽しんだり正月には人日じんじつの節句の宴を喜んでいた。息子の明丸は竹若丸より一歳年長だ。直ぐに二人は仲良くなって毎日算盤そろばんを弾いたり安曇川あどがわで釣りをしたりして遊んでいる。近衛家の息子が算盤を覚えて如何するんだろう？　時々殿下も一緒に釣りに行っている様だ。デカいのを釣ったと自慢する事が有る。義昭が知ったら怒り狂うに違いない。いや、多分知っているだろう。唇をへの字に曲げて不機嫌だと周囲に教えているに違いない。


義昭の気持ちは分からないでもない。だが公家なんて武力が無いから弱いんだ。その辺りを考慮してやらないと……。関白の解任は俺も止めないが殿下は傍に置いた方が利用価値が有るんだがな。二条晴良へのカードにもなる。不都合が有ればいつでも関白を解任出来る、殿下を復帰させると言う事を理解させればその分だけ晴良をコントロールし易くなるんだが……。義昭には朽木で殿下を預かると連絡している。三好や毛利に行かれたら厄介な事になるからな。もっとも何処どこまでそれを義昭が理解出来るかと言う問題も有る。


「もう少し暖かくなれば鷹狩をと思っているのだが此処は良い獲物が居るかのう？」


「それは居ると思いますが？　問題は鷹でございましょう。殿下の御意に叶う鷹が居るかどうか」


「そうじゃのう、後で鷹を見せてくれるか」


「はっ」


殿下の鷹狩好きは有名だ。信長とは同好の士だった。俺も鷹狩はやるが領内の見回りが主目的だ。狩りの成果は上々だと思う。今年は藤堂とうどう与右衛門ようえもん高虎たかとら、田中久兵衛きゅうべえ宗政むねまさ、加藤孫六まごろくを見出した。田中久兵衛宗政は多分田中吉政よしまさ、加藤孫六は嘉明よしあきだと思う。ちなみに孫六は未だ十歳にならない。元服前だが小姓として召し抱えている。こいつ、苦労している所為か健気で可愛いんだ。周囲からも可愛がられている。


「京みやこは混乱しているそうじゃな」


「そのように聞いております」


「義助の頃の方が良かったと皆が言っているとか。大膳大夫、そちは如何思う？」


「……」


如何思うって言われてもね。嬉しそうですね、とか言えば良いのかな？　俺が無言でいると殿下がまた〝ほほほ〟と笑い声を上げた。やっぱり嬉しそうですね、殿下。


京で混乱が起きているのは事実だ。義昭の側近達が公家や寺院の所領を押領し始めた。その中には賀茂神社の社領を没収したなんてのも有る。賀茂神社と言えば朝廷とは密接に関わっている神社だ。綾ママはプンプン怒っていたな。そしてそれに対する苦情、訴訟を幕府は処理出来ずにいる。政所まんどころから伊勢氏を排除した弊害が出ているのだ。


考えて見ると今の義昭とその側近達って実際に政を行った経験が無いんだ。義輝の時代は三好氏と伊勢氏が幕政を牛耳っていて義輝には実権は無かった。当然だが実務経験なんて無い。そのまま永禄の変が起きて義輝の遺臣達が義昭の元に集まり義昭が還俗する。しかし義昭も寺に居たんだから幕政の事なんて分からない。分からない者同士が権力を握って幕府の真似事を始めた。そして義昭は横車を押し通す事で力を誇示している。義昭政権の実態はそんな感じだ。


義昭の将軍宣下は未だ目処が付かない。銭の用意が出来ずにいる。俺に資金援助の要請が来るかと思ったが、どうやら義昭はこれ以上朽木を頼るのは嫌らしい。周囲には朽木をこれ以上大きくしたくないと言っている様だ。結構な事だ。


義昭は何とか銭を集めようとしているが中々集まらない。そして公家達は義昭を見離しつつある。朝廷は正式に禁裏修理を義昭に要請した。元々は飛鳥井の伯父が義助の解任、義昭の将軍宣下を断るための口実だったようだが義昭への嫌悪感が正式な要請になった。俺ではなく義昭に要請した所が朝廷の意地の悪い所だ。銭の無い義昭がそれに応えられる筈が無い。たとえ義昭が将軍宣下の銭を用意しても朝廷は禁裏修理を出来ない男に将軍宣下は許せないと言うだろう。公家達の間では義昭よりも義助を支持する声が上がりつつ有る。殿下の言う通りなのだ。そしてその声は四国の三好にも届いている。


「良いのかな、大膳大夫。このままでは義昭の評判は落ちるばかりだが」


そんな試す様な目で見るのは止めてくれるかな。


「義昭を擁立したその方も困るのではないか？　先日は頭弁が来ていたようだが」


最初はそう思った。馬鹿が碌ろくな事をしない。その内、朽木にまで非難が来るだろうと。


だが今では別な事を考えている、好都合だと。義昭の悪評が高まれば高まるほど三好に対する期待は高まる。それを見込んで三好が京に攻め込んで来るのは間違いない。義昭は囮として使う。見殺しにするつもりはないが義昭が死んでも全然構わない。いやむしろ死んでくれた方が都合が良いな。その時は義昭の仇討あだうちという形で三好を討つ。三好孫六郎、松永兄弟とも争わずに済むだろう。ちょっとあざといかな？


「大膳大夫にとっては京よりも土佐が心配かな」


「そのような事は」


「無いと言うか？　一条権大納言は困っておろうの。土佐は一条家にとって大事な所、長宗我部とやらに奪われるのは辛いからの」


殿下が〝ほほほ〟と笑い声を上げた。


その通りだな。土佐一条家は様々な形で京の一条本家を助けている。土佐の材木、海外貿易で得た珍しい品。結構美味しい。それに対する代価は土佐一条家に対して官位等で優遇するように取り計らう事。そして土佐一条家の依頼を受け、京の一条本家が土佐の国人衆達が官位を授かるように取り計らう事。要するに土佐では京の一条家本家、土佐一条家を頂点とする秩序が出来上がっていたわけだ。長宗我部の行動はその秩序の破壊だと言える。権大納言が土佐に赴くと言うのも単に分家が心配だという事ではない。


その土佐一条家だが当主の兼定かねさだは伊勢に来るのを渋っている。土居宗珊どいそうさんを通して今後の事を話したいと言っているのだが朽木は援助だけすれば良いと言っているようだ。朽木如きに呼ばれて伊勢に行くのはプライドが許さないらしい。一条権大納言とも相談して権大納言も伊勢に来る、三者で今後の事を相談しようと改めて呼びかけている。


「その方の考えは土佐一条家を援助し、土佐を統一させ阿波へ攻め込ませようというものであろう。だが、権大納言にそこまでの欲が有るかな？　今の土佐一条家が守れればそれで良しとするのではないかと麿は思うのだが……」


結構鋭いな、まあそうかもしれない。その辺りは俺も考えてはいる。土佐一条家を阿波への牽制に使えなくても琉球への交易の中継点には使える。それだけでも十分に価値は有る筈だ。欲張らずとも良い。ここは土佐の長宗我部を抑え一条家をがっちりと掴む事だ。


「大膳大夫、そなた何を考えている？」


「はて、何を考えていると言われましても……」


「天下か？」


「はあ？」


天下？　殿下が面白そうな表情で俺を見ている。天下？　ピンと来ないな。そんなものを欲しいなんて考えた事無かった。俺が考えた事は生き残る事、自分の領地を豊かにする事だった。天下？


「気付いておらぬのか？　今天下に一番近いのはその方であろう。東には織田と上杉、どちらも朽木とは友好関係に有る。その方は西に集中出来る」


「朽木は足利の忠臣と言われておりますが？」


殿下が〝ほほほ〟と笑い声を上げた。何処かに嘲笑を感じた。何を言っていやがる、そんな感じだ。


「麿にはそうは見えぬな。能登の畠山、伊勢の北畠、どちらも滅ぼした。そなた、真に足利の忠臣か？」


「……」


いや、違うんだけどね。面と向かって言われたことは無いな。それに織田、上杉は足利にうんざりしている朽木に同情はしているが敵対した場合如何出るかは未知数だ。織田、上杉が敵に回れば天下に一番近いどころかあの世に一番近くなる。義昭は大喜びで朽木包囲網を作るだろう。


しかし、今なら織田は動けない。織田はこの正月に東三河の柳生やぎゅう川がわの付近で徳川軍と共に今川・武田連合軍と戦った。ざっと十日くらい陣を敷いて向き合ったらしい。兵力は織田が二万、徳川が二千、今川が一万、武田が六千だから織田・徳川連合軍二万二千対今川・武田連合軍一万六千となる。兵力的には織田・徳川連合軍が優位なんだが戦いはどちらかと言えば今川・武田連合軍の優勢に終始したようだ。


この柳生川の戦いでは大軍を率いた織田、今川よりも武田、徳川の働きが目立ったようだ。信長はちょっと油断したな、今川氏真うじざねも武田信頼のぶよりも実戦経験が少ない。その所為で甘く見たようだ。信長からの文には今回の事で相手方の手並みの程は十分に分かった。次は油断せずに戦うと書いて有った。信長には手伝える事が有ればいつでも言って欲しいと返事を書いておいた。


もしかすると織田・徳川・朽木の連合軍で戦う事になるかもしれない。家康にも文を書いた。今回の御働き真に見事なもので感服しましたと書いて送ったら家康から積年の恨みを晴らしたいと返事が来た。東海戦線はこれからが本番らしい、どちらかが潰れるまで続くだろう。今なら織田は朽木との同盟を維持する筈だ。


「麿には三好などよりもずっと大膳大夫の方が強かで油断ならぬ存在に見えるが」


「……」


「義昭は気付いておるぞよ」


「……」


殿下が俺の顔を覗き込んだ。


「あの男はそういう事には敏さとい。猜疑心が強いからの」


なるほど、実感がこもっている。義昭の天下じゃ殿下は一生亡命者のままだ。死んで欲しいぐらいの感情は有るだろうが三好の天下では面白くないとも思っているだろう。もしかすると俺を焚き付けているのかもしれん。うっかり返事は出来んな。しかし二条晴良が廟堂びょうどうのトップになるのは面白く無い。二条よりも朽木に近い殿下の方が何かと都合が良い。


「殿下、殿下の御力をお借りする事になるかもしれませぬ」


「ほう、麿の力とな」


声が弾んでいるぞ。　「左馬頭の為かな？」


「いえ、朽木、近衛両家のためでございます」


「……ほほほ、良いぞ。その日が楽しみよな」


朽木・近衛同盟の成立だな。同盟の目的は……、ま、同床異夢どうしょういむという事も有るよな。
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「一体何事でございます。先触れも無く突然の御来訪とは」


「まあちょっとな、新次郎を驚かしてみたかっただけだ」


城主の間で楽しそうに笑う主君、大膳大夫様を見て懸命に溜息を堪えた。御屋形様と呼ばれるようになっても朽木谷に居た頃と少しも変わらぬ。他人を驚かして喜ぶという困った癖をお持ちだ。


「真、それだけで？」


御屋形様が笑うのを止めた。


「いや、少し真面目な話が有る。人払いをしてくれるか」


家臣達を下げさせると御屋形様が手招きをした。余り大きな声では話したくない内容らしい。遠慮なく傍に寄った。それを見て満足そうに笑みを浮かべられた。


「兵三千を送ったが意味は分かるか？」


「……京に三好が攻め込んでくると御考えで？」


御屋形様が頷かれた。


「連中、戦の準備に余念が無いらしい。早ければ来月には京に攻め込んでくる」


来月……。阿波に撤退してから半年も経っていない。焦っているのか、それともそれだけの力が有るのか……。


「随分と急いでいる様に思いますが……」


御屋形様が〝フッ〟と軽く御笑いになった。


「義助様には御子は居られないが弟君が居られる。義昭様には御子も居なければ御兄弟も居られぬ。義昭様が死ねば将軍位の争いは終わりだ」


「なるほど、平島公方家が有利でございますか」


御屋形様が頷かれた。


「義昭様は今僅かな兵と共に京に居る。そして朽木との関係は冷え切っていると言って良い。今なら義昭様を殺せる。三好はそう考えているのだ」


「……」


「四国から京に入るには和泉いずみから河内かわちを通って京を目指すか摂津から京を目指すかだ。和泉、河内は三好孫六郎、内藤備前守が居る。簡単には抜けられぬ。だが摂津は……」


御屋形様が儂を見られた。


「和田弾正忠だんじょうちゅうですな」


御屋形様が頷かれた。


「国人衆に三好の手が大分入っている。和田では抑えにならぬ」


三好に寝返ったか。御屋形様が守護であれば今少し違ったものを。その事を言うと御屋形様が〝新次郎、新次郎〟と言いながら笑い出した。


「義昭様がそれを嫌がった。それにたとえ勧められても俺も断った」


「……何故でございましょう」


御屋形様が笑みを冷ややかなものに変えられた。


「摂津の連中は信用出来ぬ。あそこは本願寺も有れば堺も有るからな。あの連中を味方にしようなどと考えて苦労するよりも敵に回して叩き潰した方が簡単だし後腐れが無くて良いわ」


「なるほど、京に兵を置きませぬので？」


「義昭様がそんな事は望まぬ。それに京に兵を置いては摂津の国人衆が三好に付くのを躊躇うだろう。三好も攻め込むのを躊躇うに違いない。それは面白くない」


つまり連中を京に誘おびき寄せて討ち取ろうと御考えか。義昭様はそのための餌……。やれやれ、相も変わらず怖い事を御考えになる。義昭様との反目も利用なされるとは……。


「某の役目は先発隊として京に入り義昭様をお守りする事ですな？」


「表向きはな」


「と申されますと？」


「俺の狙いは今回の戦で山城、摂津を朽木の勢力範囲にする事だ。義昭様など死んでも構わん。無理はするな」


「……」


冷淡な口調だ。本心らしい。多分御心の内では義昭様を馬鹿とか阿呆とか呼んでおられるのだろう。


だが朽木を利用しつつも押さえつけようとする義昭様は確かに邪魔だ。西は織田、北陸は上杉と接している以上朽木は西に進むしかない。今のままでは朽木は伸びる事は出来ぬ。義昭様を助ける事よりも山城、摂津を朽木の勢力範囲にする事を優先なさる御屋形様は正しい。それにしても義昭様を餌に三好を引き付けるとは何とも頼もしい事よ。問題は義昭様だな、死なせてしまって良いものか如何か……。
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「それで、京の様子は如何か？」


問い掛けると二の組頭くみがしら正木弥八まさきやはちと三の組頭村田むらた伝兵衛でんべえが頷き合った。


「良くありませぬな。洛中では義昭様の悪評が飛び交っております。困った事で」


伝兵衛が生真面目な表情で答えると周囲から失笑が起きた。


「真面目に答えよ」


「真面目に答えております。我らが煽ってもあそこまで酷くはなりませぬぞ。京の人間は上も下も義昭様を嫌っております。悪御所とまで呼ばれる始末にござる。あれなら阿波に逃げた公方様の方がずっと良いと言っておりますな。戻って来るのを願っている有様にござる」


今度は誰も笑わなかった。


「では公方様の将軍解任、義昭様への将軍宣下は無いか」


〝有りませぬな〟と答えたのは伝兵衛と共に京の情勢を探っていた弥八であった。


「公家達は将軍解任の条件として禁裏修理を義昭様に要求しております。費用は最低でも五千貫、いや義昭様への嫌がらせも入っておりますから七千貫から八千貫にはなりましょう。義昭様にそれだけの銭を用意する事は出来ませぬ」


それだけの銭を用意出来るのは御屋形様だけだ。だが義昭様は御屋形様を頼ろうとはしない。


「飛鳥井権中納言様も上手い事を考えるもので。義昭様は苛立つばかりだとか」


「禁裏修理は御屋形様の策という声も有りますぞ。飛鳥井権中納言様と仕組んで義昭様を嵌はめたと。義昭様が禁裏修理を行おうとすれば御屋形様を頼るしかない。そうなれば当然では有りますが御屋形様の勢威は益々強くなる。何かと御屋形様を無視する義昭様に対して思い知らせようとしての策だと」


「伝兵衛、弥八、それは無い。御屋形様は禁裏修理には関わっておらぬ。あれは権中納言様の御発案だ。もっとも御屋形様にとって不都合では無いがな」


皆が一様に頷いた。


皆不満に思っている。上洛、上洛と騒ぎ御屋形様を頼りながら上洛が成れば御屋形様を邪魔者扱いして冷遇した。義昭様だけでは無い、幕臣達にも御屋形様を嫌う声が有る。義輝様、義昭様と二度に亘って御屋形様を頼りながら恩を仇で返す信用出来ぬ者達、皆がそう思っている。そして御屋形様がこのままで済ます筈が無いとも思っている。


「二条様の動きは如何だ。弥八、伝兵衛、二条様が義昭様の為に将軍宣下にと動く事は無いか？」


問い掛けると二人が首を横に振った。


「有りませぬな。井家庄が二条家の物になった事、関白殿下を京から追い払う事が出来た事で満足しております」


「忙しいようですぞ。公家達には義昭様を宥めていると言い義昭様には公家達を説得していると言っているとか。京雀達はあなたこなたの二条太閤と揶揄やゆしております」


また皆が失笑した。伝兵衛の奴、相変わらず口が悪い。殊勝なのは顔だけだな。


「京の事は分かった。次は摂津だ。堺は如何か？」


皆の視線が十の組頭葉月はづきに向かった。


「皆様儲けておりますよ。三好様から大量の注文が入っておりますから。多少値段はお安くしているようです」


「堺も大分危機感を抱いているようだな」


葉月が〝はあい〟と返事をした。


「御屋形様が堺に代官を置きたいと申されましたからなあ。会合衆えごうしゅうはそれが何を意味するか、伊勢の事でようお分かりです。それだけに阿波の公方様、三好様に期待しているようで」


葉月が〝ほほほほほほ〟と笑い出した。いかん、また始まった。皆も困った様な顔をしている。


「義昭様には嫌われ堺には嫌われ、御屋形様も難儀な事ですなあ。ほほほほほほ」


葉月が胸を突出し頭を仰のけ反らして笑っている。伝兵衛、佐助、見とれるな。葉月も色仕掛けは外でやれ、身内にやるな。


「摂津の国人衆は如何か？　前回報告を聞いた時は三好の者が動いていると聞いた。内蔵助くらのすけ、八郎、どうなっている」


五の組頭瀬川内蔵助、六の組頭佐々木八郎が姿勢を正した。お前達も見ていたな。


「池田、伊丹いたみ、入江、能勢のせが三好に付きましたぞ。残っているのは藍岡山あいおかやま城の藍出雲守いずものかみ、三田城の有馬九郎三郎、茨木城の茨木佐渡守さどのかみ、高山城の高山飛騨守ひだのかみ、道場城の松原左近大夫さこんだゆうぐらいのものにござろう」


「それとて義昭様に付いて三好に敵対するわけではござらぬ。様子見でござろうな。三好の優位が間違い無しとなれば三好に付きましょう。それに摂津の国人衆には守護となった和田への反発が強い。和田のような小身者が自分達の上に立つなど馬鹿にするなと。御屋形様が摂津の守護なれば斯様かような事はござらぬのに……。馬鹿な事ばかりする。義昭様は自ら鎧を捨てる愚か者にござるな」


内蔵助が吐き捨てた。その言葉に皆が頷く。


「では三好は来るな」


内蔵助、八郎が頷いた。


「和田は如何か？　防げるか？」


内蔵助が首を横に振った。口を開いたのは八郎だった。


「和田も摂津の国人衆が当てにならぬ事は薄々気付いております。兵を集めているようですが……」


「集まらぬか」


八郎が頷いた。


「ようやく二千五百程です。誰が見ても孤立しておりますからな。なんとか集めた兵も戦となれば逃げ出しかねませぬ。戦うどころか芥川山城での籠城もままなりますまい」


「頭領、無理なのでござるよ。和田は元は近江の出、摂津とは何の地縁も無い。兵も無ければ銭も無い。これでは……」


内蔵助が首を横に振った。


「では和田を討てるか？」


座の空気が引き締まった。御屋形様から出た初の暗殺の命、失敗は許されぬ。


「和田を討つ事は難しくはござらぬ。されど我らが動いたと知られるのは拙まずい、そこが難しゅうござる」


八郎が沈痛な表情をしている。内蔵助も同様だ。そう、殺すだけなら難しくはない。だが八門が動いたと知られてはならぬ。疑われる事も許されぬ。そこが難しい。


「落ち武者狩りを利用しようと思っております。和田の首なれば大きな恩賞を貰えましょう」


「上手く行くか、内蔵助」


内蔵助が渋い表情をした。


「和田は三好が攻めてきた時には京に退く事を考えておりますな。摂津では戦えぬと見ているのでしょう。室町第で義昭様を守って戦う。摂津から京までの間に多少脱落しても摂津で戦うよりは良い。それに京でなら三好左京大夫、松永弾正、内藤備前守の後詰ごづめを期待出来る。兵達の脱落を防げましょう」


組頭達の間から嘆声が漏れた。和田弾正忠、馬鹿では無い。いや、なかなかの軍略家だ。十分な援助と兵力が有れば摂津を守る事も出来ただろう。義昭様の傍に置くのは危険だな。何としてでも始末しなければならぬ。


「それでは落ち武者狩りは上手く行くまい」


「されば、和田の眼を潰したいと考えております」


八郎が答えた。なるほど、和田に京へ撤退する間を与えぬか。和田は三好の来襲を逸いち早く知るために忍びを使う筈。それを狩る事で眼を潰せば……。上手く行けば討死、逃げ出しても兵は四散しているだろう。落ち武者狩り、逃げる先は京の筈、待ち伏せは難しくない……。八郎と内蔵助に確認すると二人が頷いた。


「人が足るまい」


〝二人欲しい〟と内蔵助が答えた。組頭二人か。


「分かった、一の組と四の組を応援に出す。秀介しゅうすけ、佐助さすけ、頼む」


一の組頭小酒井秀介、四の組頭石井佐助が頷いた。


「機を捉え間違えるなよ。眼を潰すのが早過ぎれば和田は再度眼を用意する筈だ。それに一つ間違えると我らが動いたと思われかねん。三好の来襲直前、三好の忍びが動いたと見せるのだ」


四人が頷いた。


「それと和田から出る三好左京大夫、松永弾正、内藤備前守びぜんのかみへの使者は殺せ」


「……」


「京に最初に着く援軍は坂本の宮川殿になる。御屋形様が義昭様を救った、それが大事だ」


皆が顔を見合わせた。


「場合によっては義昭様が御命を落としかねませぬぞ」


弥八が問い掛けてきた。


「それも構わぬ。御屋形様の狙いは義昭様を餌にして山城から摂津を得る事だ。大事なのは獲物が釣れる事、餌の安否など気にする釣り人は居るまい。避けるべきは御屋形様以外の者が義昭様を助ける事よ」


シンとした。御屋形様は既に義昭様を切り捨てたのだ。義昭様はあくまで利用するだけの存在、場合によってはその死も利用する。その事を理解させねば。


「ほほほほほほ」


葉月が笑った。


「怖い怖い、痺れるような怖さじゃ。葉月は御屋形様に惚れ直しましたぞ。これから忍んで行きたい程じゃ」


葉月が両手で胸を抑え小娘の様に燥はしゃいでいる。皆が苦笑を漏らした。


「葉月、その辺にしておけ」


注意すると葉月が〝頭領は詰まらぬ〟と言い皆が笑った。仕様の無い奴だ。


「京への使者は宜しいので？」


「それは構わぬ。戦支度の準備はさせねばならぬからな」


答えると秀介が頷いた。御屋形様が義昭様に贈った鎧、太刀が役に立つだろう。義昭様も感謝するに違いない。


「本願寺は如何か？」


七の組頭望月もちづき主馬しゅめが俺を見た。


「内ががたついております。下間しもつま豊前守ぶぜんのかみを手討ちにした事が響いているようで」


「長島の者達か？」


主馬が〝はい〟と言って頷いた。


「自分達は顕如けんにょに疎まれているのではないか。戦になれば使い捨てにされるのではないかと。彼らは証意しょういを頼りにしております。証意はそのような事は無いと説得しておりますが証意自身も悩んでいるようで……」


手打ちは引き締めの為だったのだろうが裏目に出たか。


「掻き回せ、何をやっても良い」


「証意を殺しても？」


顕如の仕業に見せかけるか、或いはそこまで顕如と証意を追い込むという事か。


「構わぬ。それが本願寺の結束を弱めるならやれ」


「はっ」


主馬が畏かしこまった。御屋形様から命は無いが放置すれば本願寺は結束を固める。綻びを見つけた以上見逃すべきではない。


「顕如の動きは？」


「頻りに播磨の英賀、安芸あきの毛利に使者を出しております。どちらも一向宗の勢いの強い所、結束を固めようとしているようで」


「阿波の公方様とは？」


主馬が首を横に振った。


「義昭様に頭を下げましたからな。連絡は控えているようです。もっとも全く無いとも思えませぬが……」


「今回、動くか？」


主馬がまた首を横に振った。


「本願寺が戦の準備を始めれば誰もが三好が攻めて来ると思いましょう。それは三好の望む所ではありますまい」


そうだな、今回は奇襲、不意打ちだ。本願寺を絡めては成り立たなくなる。


「頭領、本願寺は油断しておりますぞ」


油断？　妙な事を言うな。


「あの連中は義昭様が御屋形様を近江に追い払った事で安心しているのではないかと」


「……なるほど」


「本願寺が忌諱きいするのは御屋形様のみ。今の状況は不都合では無い。その事も戦に参加せぬ理由かと。今回の件も三好が勝てばそれはそれで良しと考えておりましょうな。御屋形様は担ぐ御方を失う」


本願寺の敵は御屋形様のみか。有り得る話だ。だからこそ義昭様も本願寺を受け入れた。主馬が俺をじっと見ている。答えねばなるまい。


「甘いわ。そんな事で御屋形様を抑える事が出来ると考えているなら笑止な事よ。御屋形様は動くぞ。三好を討ち公方様を追い畿内を制圧する。御屋形様は大きくなりたがっているのだからな」


何のために大きくなるのか？　分からぬ、或いはと思う事も有る。だがそんな事は如何でも良い。我らは八門。四方に置いて四隅を守る者。御屋形様と共に在れば良いのだ。
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「御屋形様」


隣りの部屋から襖越しに躊躇いがちな声が聞こえた。俺を呼んでいる。今宵の宿直とのいは秋葉あきば九兵衛きゅうべえと千住せんじゅ嘉兵衛かへえだったな、この声は九兵衛か。


「どうかしたか、九兵衛」


隣りで雪乃がもぞもぞと動いた。起こしてしまうな。


「黒野様が至急の要件にて御目通りを願っております」


重蔵が来たか。昔は直接入って来たんだがな。今は小夜と雪乃が居るからそうもいかん。不便になった。


用心のため布団の下に入れていた太刀を持って部屋を出た。九兵衛、嘉兵衛と重蔵がそこに控えて居た。冷えるな。


「如何した、重蔵」


「三好が」


「動いたか」


「はっ」


重蔵が大きく頷いた。九兵衛、嘉兵衛はある程度予想していたのだろう、それほど大きな驚きを見せていない。


「既に三好勢は一万二千程の兵で摂津に上陸、摂津では豊島郡池田城の池田筑後守ちくごのかみ勝正かつまさが三好に通じた池田久左衛門きゅうざえもん知正ともまさによって弑されました。池田久左衛門は三好勢に合流、川辺郡伊丹城の伊丹次郎親興ちかおきも三好勢に加わっております。三好勢は味方を増やしつつ行軍、今頃は山城に入り室町第へと向かっておりましょう」


九兵衛、嘉兵衛の二人は流石に驚きを見せている。三好の動きの速さ、摂津の予想外の脆さに驚いたのだろう。


「和田は如何した？」


「抵抗致しましたが……」


重蔵が首を横に振った。


「敗れたか」


「はっ、衆寡敵せず、生死は不明にございます」


「已むを得ぬ事よ」


和田は摂津守護とはいえ摂津では根無し草も同然だ。とても三好の大軍の前に抵抗は出来まい。まして池田、伊丹が三好に付いた。他にも三好に付く国人衆は出るだろう。兵達も孤立すれば危険だと認識する、殆ど戦にならずに敗れただろうな。重蔵に視線を向けた、重蔵が頷く。たとえ和田が生き延びても八門が命を絶つべく動く。摂津守護の和田は邪魔なのだ。何の役にも立たずに死んだ、そうする事で摂津は朽木が支配するという流れを作る。


「坂本の新次郎には報せたか？」


「はっ」


坂本には三千の兵を預けてある。新次郎には義昭が死んでも構わん、無理はするなと言っておいた。新次郎は俺が何を考えたかは或る程度察したようだ。呆れた様な表情をしていたが俺を咎める事はしなかった。新次郎から見ても義昭は朽木にとって障害でしかないらしい。敢えて京へはゆっくり進むかもしれない。


「九兵衛、今何刻なんどきか？」


九兵衛がまごついていると見かねた重蔵が〝されば間もなく卯うの刻こくかと〟と教えてくれた。九兵衛は面目無さげだが宿直である以上、時刻を認識しているのは当然の事だ。千四郎も俯うつむいている。二人に以後は気を付けるようにと注意した。もう直ぐ夜明け、午前六時頃か。冷えるし未だ暗いし行きたくないな。


「出陣する。九兵衛、皆に報せよ」


「はっ」


九兵衛が下がると部屋を出て行った。直ぐに陣太鼓と法螺貝ほらがいが鳴り響くだろう。そうなれば忽たちまち大騒ぎになる。半刻はんときで出陣の準備を整えるのが朽木家の決まりだ。今回は国人衆は使えない、朽木の直轄軍だけで動く事になる。清水山に一万の兵を置いて残り三万で京へ向かう事になる。


「千四郎」


「はっ」


「殿下に出陣だとお伝えせよ。直ちに御準備されたしとな」


「はっ」


千四郎が部屋を下がった。夜明けに出陣だ。近衛前久、驚くかな。いや関東でも戦には加わったというからそうでもないか。それに出陣する頃は陽が出ているな。


「重蔵」


「はっ」


「堺、本願寺から目を離すな」


「はっ」


重蔵の調べでは堺は三好に武器の調達でかなり協力している。まあ商人だから仕方が無い。しかし咎める口実にはなる。堺には代官を置く許しを得たが未だ置いていない。今回の乱で堺を咎め自治を廃し代官を置く事になるだろう。本願寺は畿内では動きを見せていない。中国地方では積極的に動いている。どうやら中国筋の大名と同盟を結んで朽木に対抗しようと考えているらしい。狙いは当然だが西国の雄、毛利だ。


寝所に戻ると雪乃が起きていた。不安そうな表情で俺を見ている。


「三好が京に攻め込んできた」


「まあ」


「出陣する、小夜を起こしてくれるか」


「はい」


雪乃が身支度を整え小夜の元に向かった。俺も自室に向かい着替えを始めると陣太鼓と法螺貝が鳴り響いた。まるでお祭りだな。


城内が慌ただしくなった。廊下を走る足音と緊迫した様な声が交錯する。城主の部屋にまで聞こえるのだ。城内は交通整理が必要な状況だろう。着替えをしていると小姓達がやってきて南蛮鎧を身に着けるのを手伝ってくれた。身支度が終わる頃に小夜と雪乃、そして綾ママが現れた。三人とも手に盆を持っている。綾ママの盆には茶碗と箸、小夜の盆には飯櫃めしびつと漬物の入った皿、雪乃の盆には布の上に薬缶やかんが有った。


綾ママが手際良く湯漬けを作っていく。飯を茶碗に盛り、湯をかけて漬物を乗せた。盆に載せたまま俺に差し出す。立ったまま受け取って食べた。信長を真似たわけじゃない、恰好を付けたわけでもない。鎧を着けているからこの方が楽なのだ。おそらくは皆が同じ事をしているだろう。







    
  
  




「母上、三月も半ばとはいえ未だ冷えまする。御用心を」


「はい、そなたも気を付けるのですよ」


「有難うございます。小夜、雪乃、そなた達も気を付けよ。子等を頼むぞ」


「はい」


いかん、忘れた。


「母上、辰たつと篠しのの事も頼みます。それと此度は殿下にも同道して頂きますれば明丸殿の事も頼みまする」


「大丈夫ですよ」


何時ごろ帰るのかと小夜に問われたから田植え前には帰れると思うと答えた。ま、その頃には終わるだろう。


湯漬を二杯食べてから部屋を出て大広間に向かう。皆が大広間に揃うまで更に小半刻ほどかかった。義昭、俺が行くまで生きているかな？　三好は摂津で兵を増やすだろうから二万程まで膨れ上がるかもしれない。一応室町第にはそこそこの土塁や堀、塀が有るけど何処まで役に立つか……。本当に死ぬかもしれん。葬式とか面倒そうだな。誰が喪主になるんだろう……。
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「際限きりが無いぞ！　兵部大輔！　このままでは防ぎきれん！」


「諦めてはなりませんぞ！　兄上！　必ず味方が来ます！」


ワーワーと兵達の声が響く中、矢が周囲に突き刺さる中、怒鳴り合う様に兄と言葉を交わした。


「分かっている！　未だ河内、和泉から援軍は来ないのか！」


「今少し！　今少しの辛抱です！」


兄が弱音を吐くのを責められぬ。室町第は二万に近い大軍に攻め寄せられているのだ。味方は一千、この広い室町第を守るには少なすぎる。我ら兄弟が守る東の烏丸からすま小路こうじにも三好勢が押し寄せていた。二千は居よう、それを三百に足らぬ兵力で防いでいる。四国に追い払った三好にそれほどの力が残っていたとは……。


いや、兵力だけではない。手際も良かった。夜が明けるとともに一万五千の兵が押し寄せてきた。事前に摂津守護の和田殿より報せが有ったから対応出来たが、そうでなければ室町第は何の抵抗も出来ずに落とされていただろう。既に戦いは夜明けから二刻を超えた。報せを寄越した和田殿は未だ来ない。おそらくは敗れたのだろうが何とか兵を纏めて此処へ来られないものか。和泉の内藤備前守、河内の三好孫六郎、大和の松永弾正忠、未だ誰も来ない。今は一兵でも味方が欲しい。


「三淵殿、細川殿！」


上野中務少輔清信殿がガチャガチャと鎧の音を立てながら近付いて来た。顔が強張っている


「如何された上野殿」


「南の北小路からの敵が勢いを増している！　このままでは防ぎきれぬ！　兵を幾らかこちらへ回せぬか！」


思わず兄と顔を見合わせた。兄が顔を顰しかめている。無理だ、この東も敵が堀を乗り越えようとしている。私も兄も自ら矢を放って何とかそれを防いでいるのだ！


「上野殿、見ての通り我らも手一杯にござる。北と西を当たって下され」


上野殿が顔を曇らせたが〝分かった〟と答えるとまたガチャガチャと音を立てながら去って行った。北と西もこちらと状況は変わるまい。上野殿もそれは分かっている筈。もうこれ以上は無理かもしれぬ。兄も絶望的な表情をしている。


「朽木が摂津に居れば……」


兄が呻いた。摂津は朽木に任せるべきだったかもしれぬ。我らの間でもそういう意見は出た。だがこれ以上、朽木の勢力を大きくしたくないという義昭様の御意向に反対は出来なかった。朽木が摂津を押さえれば朽木は東西から京を挟む形になるのだ。三好があっさりと四国に追い払われた事で慢心が有ったかもしれぬ。


歓声が上がった。どういう事だ、味方が歓声を上げている。武者がこちらに駆け寄ってきた。


「殿、敵が退いておりますぞ！」


「真か、新助！」


問い掛けると松井新助が大きく頷いた。


「朽木勢が来ております！」


「間違いないか！」


「間違い有りませぬ！　隅立四すみたてよつ目結めゆいの旗が見えまする！」


兄が大きく頷いた。もう来たのか、早い！


三好軍が後退し兵を整える間に朽木軍が室町第に入った。二千程だが兵達の士気が上がった。朽木軍の本隊では無いようだ、おそらくは先発隊であろう。指揮官は六十を過ぎた老将だった。見覚えが有る、確か宮川……。


「宮川新次郎にござる。主あるじ、大膳大夫の命により罷まかり越し申した」


「忝い、地獄で仏に会った思いでござる」


そう、新次郎であった。朽木の譜代重臣の筈。


早速に義昭様の前に連れて行った。皆も集まった。


「宮川と申すか、よう来てくれた。だが兵二千ではいささか心許こころもと無いの」


先程まで三好の大軍に囲まれて震えていたのだが安心した所為だろう、義昭様が不満を露わにした。或いは朽木に助けられたというのが面白くないのかもしれぬ。微かに宮川新次郎が眉を上げた。


「申し訳ありませぬ。主より三千を預かり率いましたが一千は三好勢の背後で朽木の旗を掲げさせました故、ここへは連れて来れませなんだ。その一千が有れば今少し御安心頂けましたものを」


「おお、それで三好勢が退いたか。流石、物に慣れた古強者ふるつわもの。義昭様、頼もしい限りにございます」


私の言葉に周囲が同調し義昭様がきまり悪げに〝うむ〟と頷かれた。


「して、大膳大夫様は何時此処へ」


「某は坂本城にて報せを受け直ちに兵を動かしました。使者は坂本から船で清水山に向かいました故……」


宮川新次郎が首を傾げた。


「坂本か、ならば後二刻から三刻程で大膳大夫様の本隊が来よう」


「うむ、他にも味方が来る筈だ」


「兵の士気も上がっておる。大丈夫、防ぎきれる！」


「無論の事。それに三好には焦りが有ろう」


「油断はするな、三好も本気だ。甘く見てはならん！」


「今の内に兵に何か食べさせよう、我らもな」


皆が笑い声を上げた。もう少しで味方が来る。後少しだ……。
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「思ったよりも堀が深そうだな」


「確かに」


「攻め落とすのは容易ではあるまい」


「大筒を使えば良かろう。堺の町中に打ち込めば忽たちまち音を上げよう」


朽木の武将達、蒲生下野守、明智あけち十兵衛じゅうべえ、宮川新次郎、田沢又兵衛、それに叔父御達が堺の町を見ながら話している。俺を含めてだが野次馬が見物しているような感じだ。でかいわ、これが東洋のベニス、堺か。


堺、この町の名前の由来は摂津国、河内国、和泉国の三ヵ国の境で有った事が理由らしい。町と言っても西は海に面し南北東の三方は堀に囲まれた要塞のような町だ。堀はこの堺を流れる内川、土居川を利用して造った水堀だから大筒でもなければ攻略するのは容易ではないだろう。堺が自治を維持し繁栄出来たのはこれだけの備えが有ったからだ。無防備では踏み躙にじられ収奪の対象になったと思う。そして今、俺が三万二千の兵を率いて堺を囲んでいる。攻撃する気は無い、何とか交渉で堺を下したいと考えている。


義昭は死ななかった。新次郎の奴が後半刻遅く行けば死んでいたのに……。新次郎の到着後、三好孫六郎、いや違った、三好左京大夫義継になったんだったな。左京大夫、内藤備前、松永弾正忠が室町第に駆け付けた。もっとも兵力はそれほど多くない、三人合わせても四千程だ。だがそれでも三好の攻勢を跳ね除けるには十分だった。新次郎の存在が大きかったな。俺が室町第に着いたのは正午を過ぎていたが俺の到着を知ると三好は躊躇いなく退いた。無理をしない、次の機会を待つ。戦慣れしているよ、手強い。


三淵、細川には礼を言われたが少しも喜べん。でも新次郎を責める事は出来ん。新次郎は義昭を三好に殺されては朽木の武名が廃るって言うんだからな。この時代、武名が廃る事は絶対避けねばならん事だ。それにしても一千の兵に旗を持たせて偽兵の計って何でそんな事を考えつくんだ？　落ち込むわ。〝良くやってくれた、流石は新次郎だ、頼もしいぞ〟と大声で褒めて肩の辺りをバシバシ叩いてやった。皆俺が大喜びだと思っただろう。


義昭なんて面倒なだけだ、生きていれば凄く面倒で死んでもちょっと面倒。三好に殺させるのが駄目なら病死とかしてくれないかな。八門、伊賀に暗殺させるか？　和田を始末したばかりだ、余り気が進まんな。それに朽木が犯人だと露見する事を考えるとリスクが大き過ぎる。ホント、面倒な奴。


三好左京大夫、内藤備前、松永弾正忠には義昭の御守りを頼んで俺は摂津にと向かった。近衛前久には三千の兵を与えて京都御所の守りを頼んだ。此処がミソだよ。帝を守るのは朽木と近衛であって足利と二条では無い。そこをアピールするのだ。近衛前久にはその辺りの事は説明済みだ。前久も理解している。朝廷で権力を維持するために朽木と組むと。少しずつ義昭から権力を奪うのだ。


三好への追撃は殆ど無かったに等しかった。窮鼠きゅうそ猫を噛むなんてのは御免だ。三好は阿波に撤退させる。俺の狙いは摂津の制圧だ。ゆっくりと一つずつ三好方に付いた国人衆の城を落として行った。池田城の池田久左衛門知正は城を捨てて逃げた。当然だな、城主の池田筑後守勝正を殺しているのだ。池田の主だった者は殆どが久左衛門に従って阿波へ逃げた。その中には荒木十二郎村重むらしげなんて名前も有る。


伊丹城の伊丹次郎親興も阿波に逃げた。高槻城の入江左近将監春景は籠城したが抗し切れないと見たのだろう、腹を切って死んだ。妻と子も死んだからこの一戦で入江氏は滅んだ事になる。弱小勢力が戦国を生きるのは厳しいわ。他にも安威城の安威五左衛門、山辺城の大町豊後守、能勢城の能勢十郎兵衛が籠城して死んだ。能勢は能勢郡に一族が広がっていたのだが、殆どが三好について能勢十郎兵衛と行動を共にした。皆死ぬか逃げた。


兵を出さずに様子見をした国人衆は改めて朽木に服属する事を確認した。藍岡山城の藍出雲守房清、三田城の有馬九郎三郎則頼、茨木城の茨木佐渡守重朝、高山城の高山飛騨守友照、道場城の松原左近大夫貞利等だ。今は兵を率いて俺の軍に加わり堺の町を包囲している。お、真田源五郎昌幸さなだげんごろうまさゆきが小走りに近付いて来た。動きが有ったか。


源五郎が片膝を着いた。


「御屋形様」


「如何した」


「はっ、今井いまい宗久そうきゅう、津田つだ宗及そうぎゅうが御屋形様への拝謁を願い出ておりまする」


周囲からざわめきが起きた。


「会おう。両人をこれへ」


「はっ」


さて、自治の放棄に素直に従ってくれれば良いんだが……。


床几しょうぎに腰掛けて待つと現れたのは五十台の老人二人だった。少し太めの老人とでっぷり太った老人だ。老人と言っても血色は良いし背筋はピンと伸びている。当分御迎えが来る事は無さそうだ。後三十年くらいは生きるだろうと思わせる容貌をしている。多分高麗人参を毎日飲んでいるのだろう。俺も飲もうかな？　最近子作りで小夜と雪乃に責められるのだ。


老人二人が片膝を着いた。


「大膳大夫様には初めて御意を得まする。今井宗久にございます」


「津田宗及にございます」


少し太めの老人が今井宗久、でっぷり太った老人が津田宗及だった。今井は納屋の屋号を持ち、津田は天王寺屋てんのうじやの屋号を持つ。声は津田宗及の方が低くて響く。声優でもやらせたい声だ。


「朽木大膳大夫基綱である」


「……」


「……」


二人とも困惑している。普通は〝良く来た〟とか〝三好に味方するとは不届き〟とか有る。それによって対応を決めて行くのだろうが、俺が何も言わないので如何して良いのか分からないらしい。そう、駆け引きはもう始まっているのだ。先にそちらの手の内を見せて貰う。大体の想像は付くが。


「此度三好方に付きました事、真に申し訳なく心よりお詫び申し上げまする」


喋ったのは今井宗久だった。殊勝だな、宗久。しかし謝罪と言うが誰の謝罪だ？　お前個人か、それとも会合衆を代表しての謝罪か。


「以後は大膳大夫様の御用命を承りますので何卒ご容赦を願いまする」


今度は津田宗及だ。声の響きは良いが内容は零点だな。俺の用を受けると言うが俺が望んでいるのは俺の命を受ける事だ。


「お詫びと言うわけでは有りませぬが、矢銭を一万貫献上致しまする。何卒お納め頂きたく……」


今井宗久が俺を窺う様に見ている。値踏みする眼だ。俺は余程に強欲と見られているらしい。不本意な事だ。伊勢で毟むしり過ぎたかな。


「御苦労だったな、両名。気を付けて帰れ」


二人がホッとした様な表情を見せた。周囲の家臣達は〝それで良いの〟なんて表情で俺を見ている。二人の老人は内心では俺の事を大した事は無い、所詮は若造と嗤わらっているだろう。俺も大笑いだ。


「帰ったら銭の用意よりも戦の準備をするのだな」


二人が固まった。


「俺は商売には煩うるさくてな、役に立たん商人は嫌いなのだ」


二人がむっとした様な表情を見せた。


「役に立ちませぬか？」


「立たんな、宗久。その方等は俺が望む物を持って来なかった。商人としては二流、三流だろう。分からない等と詰まらない事は言うなよ。この場で殺したくなるからな」


敢えて乱暴な言葉を使った。二人がじっと俺を見ている。表情に怯えは無い。良いねえ、流石に今井宗久と津田宗及だ。ゾクゾクする様な快感が有る。


「我らに自治を捨てよと」


底力の有る声だ。津田宗及、低い声音が良く似合う。気圧されそうだな。


「そうだ。以後は朽木の堺になって貰う」


「堺の自治は幕府より許しを得たものにございます」


「俺は堺に代官を置く事を許された」


二人が黙り込んだ。豪えらいねえ、二人とも一度も顔を見合わせない。そして怯ひるみも見せない。こういう男達が大好きなんだ。


「我らは大膳大夫様の御用命を承ると申しております。決して大膳大夫様を拒絶するものではございませぬ。疎かにする事もございませぬ」


「話にならぬな、宗久。三好に義理立てしているのか？　武器弾薬、兵糧の売買だけでは無いな。兵を逃がす事にも協力したようだが」


「好んでの事ではございませぬ。せがまれ已むを得ずの事にございます」


宗久が顔を顰めた。どうやら三好の不手際にはウンザリしているらしい。宗及も顔を顰めているからその点は信じて良さそうだ。しかし使えるな。


「已むを得ずか。それを許せると思うか？　十分過ぎる程の敵対行為だぞ」


「……」


「改めて要求する。自治を廃止し朽木に服属せよ。会合衆が如何しても堺の自治は手放せないと言うなら今後も朽木に敵対するものと判断して堺の町を焼き払う事になる」


二人がまた黙り込んだ。俺を見ている。敢えて軍扇を弄って気の無い振りをして見せた。


「堺の町を焼くと仰る」


今井宗久がゆっくりと問い掛けて来た。俺が何処まで本気か計っているらしい。堺は焼かないという確信が有るのだ。利用した方が得だと思う筈だと算盤を弾いている。落としどころを探っている。だから強気に出ている。


「皆殺しにしてな」


「……」


「脅しだと思っているか？　残念だが本気だ。その方等は銭の怖さは知っても武士の怖さは知らぬようだな。商人は銭のためなら何でもやるが武家は勝つために何でもやる」


初めて二人の顔が強張った。


「堺を利用すれば利が有ると俺が判断すると思ったか？　残念だな、俺が考えたのは堺を潰す事の利だ。俺には敦賀が有り大湊が有る。だが三好、本願寺は如何だ？　三好は今回の戦で随分と堺に世話になったようだな。堺を失えばあっという間に干上がるだろう」


「……」


「安心しろ、焼き払い、皆殺しにした後で堺の町を再建してやる。ここは場所が良いからな。商人を集め人を集めればあっという間に賑わいを取り戻すだろう。新たな堺の住人は間違っても自治が欲しい等とは言うまい。俺の支配を喜んで受け入れる筈だ。そうは思わぬか？」


顔色が悪いぞ、二人とも。御迎えが来そうな感じだ。


「つまりだ、その方等の代わりは居るのだ。だから遠慮せずに戦支度いくさじたくをしろ。長島では少し仏心ほとけごころを出したからな。俺を甘く見る奴が居るらしい。この辺で俺が如何いう人間かを教えた方が良いだろう、そのための道具になって貰う。堺は良い道具になりそうだ」


「し、暫しばらくお待ちください」


「戻りまして皆を説得致しまする。何卒猶予を」


今井宗久、津田宗及が懇願してきた。声が切迫している。漸ようやくはったりが効いたか。


「安心しろ、戦支度をするだけの時は与えてやる。一刻程だな」


「それまでに今一度お会いしとうございます」


「何卒」


にじり寄って来た。年寄り二人が血相を変えて近寄ってきた。腰が引けそうになったが何とか耐えた。


「好きにしろ。だが約束はせぬ。気が向けば何時でも攻撃を開始する。それで良ければ説得でもなんでもするが良い。戦支度の方が良いかもしれんぞ」







    
  
  




〝有難うございまする〟、〝必ず参じまする〟と言って二人が立ち去った。走って帰るのかな。心臓発作とか起こさなきゃ良いが……。でも焼かないから安心してゆっくり帰れとは言えないし……。戻ってきたら焙じ茶でも御馳走しよう。お湯を沸かすか。






永禄十五年（一五七二年）　四月上旬　　　和泉国大鳥郡堺町　　大念仏寺　　今井宗久






「焼くと申されたのですか、天王寺屋さん」


「そうです、紅屋べにやさん。皆殺しだと申されました」


天王寺屋さんが答えると紅屋さんが〝馬鹿な〟と呟いた。


「はったりでしょう、そんな事が出来るわけがない」


油屋さんの言葉に私と天王寺屋さん、そして紅屋さんを除く皆が頷いた。


紅屋宗陽そうよう、塩屋しおや宗悦そうえつ、茜屋あかねや宗左そうすけ、山上やまのうえ宗二そうじ、松江まつえ隆仙りゅうせん、高三たかさぶ隆世りゅうぜ、千宗易せんのそうえき、油屋あぶらや常琢じょうたく。私と天王寺屋さんを入れて十名。この堺を実質的に動かしているのはこの十名だ。その十名が会所である大念仏寺に集まった。残り時間は少ない、早く説得しなければ……。


「私も十の内八までははったりだと思います。私達に自治を捨てさせるのが目的でしょう」


〝それなら〟と声が上がった。


「ですが残りの二は本気かもしれませぬ」


座が静まった。皆が顔を見合わせている。


「私も納屋さんと考えを同じくします。大膳大夫様を甘く見る事は出来ません」


天王寺屋さんが私を支持してくれた。


「しかし私達は一向門徒では有りません。商人です。利用すれば役に立つ。それが分からぬお方では有りますまい」


「茜屋さん、先程も言いましたがあの方は堺を焼いた方が利が有ると仰られたのです」


私が答えると茜屋さんが顔を強張らせた。


「勿論、私達に自治を捨てさせるためのはったりかもしれませぬ。ですが三好様や本願寺が窮するのは事実。それは否定出来ませぬ。だから私も十の内二までは有り得ると申しております」


また皆が顔を見合わせている。大膳大夫様が何処まで本気か計りかねているのだと思った。


「猶予は一刻でしたな」


問い掛けて来たのは紅屋さんだった。


「そうです。後半刻程で刻限となります」


また皆が顔を見合わせている。だが先程とは違う、表情に怯おびえが有る。危険だと認識し始めた。


「矢銭で解決は出来ませんか。二万貫では……」


塩屋さんがこちらを伺う様に訊ねて来た。無理だ、銭の問題ではないのだ。あのお方は堺が朽木の支配を受け入れる事を望んでいる。だからこそ焼き討ちも皆殺しも有り得るのだ。脅しでは有るが何時本気になるか分からぬ脅しだ。首を横に振って否定すると塩屋さんが息を吐いた。


「受け入れるしかありませんな」


〝紅屋さん！〟と悲鳴の様な声が幾つか上がった。


「大膳大夫様は他の御大名とは違うようです。他の御大名と同じ様に対処したら怪我をします。怪我なら良いが命を失うかもしれません」


何人かが頷いた。そして何人かが〝ですが〟、〝しかし〟と不同意を示した。


「それに大膳大夫様に対抗出来るような御大名は畿内にはおりません。阿波の三好様もあれでは当てになりませんな」


確かにあてにならない。我らがあれだけ協力しても義昭様を討ち損ねた。いや大膳大夫様の動きが早かった。最初から三好の反攻を想定していたのだろう。


「失礼します」


外から声が掛かった。戸が開いて若い僧が姿を現した。顔色が悪い、まさか……。


「如何かしましたか？」


「朽木勢が動いていると寺の小僧が報せて参りましたので」


「そうですか、有難うございます」


礼を言うと一礼して戸を閉めた。それを待ってから皆に視線を向けた。顔が強張っている。


「まだ時間は有る」


声が上擦うわずっている。


「松江さん、大膳大夫様は約束はしないと申されました。気が向けば何時でも攻撃すると」


〝そんな〟と松江さんが情けない声を出した。最初に話したのに何を聞いていたのか。多分、脅しだろう。いや、脅しだと思いたい。何時までグズグズしているとこちらを叱責しているのだ。噂通り、せっかちな方らしい。或いは我らに対する援護だろうか。


「決めなければなりませんな。自治を捨てて大膳大夫様の下で生きて行くか、自治を守って大膳大夫様に滅ぼされるか。私と納屋さん、紅屋さんは自治を捨てるべきだと考えています。他の皆さんは如何します？」


天王寺屋さんが問い掛けた。問い掛けられた方は無言で顔を見合わせている。


「そうですか、皆さん自治を捨てるのに反対ですか。では七対三で焼き討ちを待つという事ですな」


「待って下さい、反対だとは言っていません」


「そうです」


天王寺屋さんの言葉に皆が慌てて自治を捨てると言い出した。やっと決まった。後は大膳大夫様の下に駆け込むだけだ。安心すると同時にどっと疲れた。だが思った程、自治を失う事の悲しみは無かった。何時かはこういう日が来ると感じていたのかもしれない。






永禄十五年（一五七二年）　五月上旬　　　尾張春日井郡小牧村　　小牧山城　　織田濃のう






タンタンタンタンと床を踏み締める力強い足音が聞こえてきた。相も変わらず小気味の良い音。カラッと戸が開いて夫が部屋に入って来た。


「いらせられませ」


「うむ」


頷くとドスンと腰を落とす様にお座りになられた。これもいつもの事。嫁いだ頃は驚いたけれど今では可笑おかしく、いや愛おしく思う自分が居る。


「焙じ茶を淹いれましょう」


「うむ」


無愛想に頷くだけ。初対面の人間なら要らないのかと思うだろう。でも要らない時には〝要らぬ〟とはっきりと口に出す。


〝どうぞ〟と御茶を出したけれど夫は飲もうとしない。何処となく憂欝そうな表情だ。


「如何なされました？」


「うむ。……義昭が傀儡かいらいになった」


「まあ、義昭様が」


夫が頷いた。


「朽木様が堺を押さえたという事は先日伺いましたが」


「伊勢が政所執事に戻った。朝廷は近衛が押さえた。これで義昭は身動きが出来ぬ。やりおるわ、上手いものよ」


「朽木様は足利家の忠臣と言われておりますが？」


「ただの忠臣では無かったという事よ」


夫が一口茶を啜った。そして〝俺にも出来た〟と小声で吐いた。


「織田弾正忠信長様にも御出来になりましたか？」


ジロリと夫が私を見た。


「……出来た。あの男は俺が考える事と同じ事を考える」


以前から夫はそれを言っている。朽木大膳大夫は俺と同じ匂いがすると。


「これから先はどうなりましょう？」


「知れた事よ、天下を目指す」


「まあ、朽木様が？」


夫が頷いた。そして〝俺なら目指す〟といった。だから朽木様も目指すと夫は考えている。


「上杉には無理だな」


「無理でございますか？」


問い掛けると夫が薄い笑みを浮かべた。


「関を廃さぬあの男には無理だ。あれは戦は巧いがそれ以上ではない」


「……」


「憎いものよ」


「……」


「徳川が今少し踏ん張ってくれればな」


「上洛を、いえ天下を目指されましたか？」


夫が頷いた。夫が美濃みの、三河みかわで手間取る間に朽木様は畿内で勢力を固められた。それが無ければ夫は上洛を目指したのだろう。そして朽木様と同じように天下を望んだ……。


夫が憂欝そうな表情で御茶を飲んでいる。夫の心には朽木様への共感と賛辞、そして嫉妬と憎悪が有るのかもしれない。自分と同じ事を考える人間がもう一人居る。その人間が天下を目指そうとしている。


ならばそれは朽木大膳大夫では無く織田弾正忠信長でも良いのだと。天下を望むのは自分でも良いのだと思っているのだろう。いやむしろ何故自分ではないのかと思っているのかもしれない。







    
  
  




「家臣達にそれを申されましたか？」


夫が首を横に振った。


「朽木は大事な同盟者だ。朽木が西に居るから俺は東に進める。上杉とも協力出来る。それに朽木と織田は関が無い。商人が自由に行き来する。それが織田に富をもたらす。だが戦になればそうもいかぬ。それは無視出来ぬ」


自分に言い聞かせる様な口調だった。


「戦えば俺も大膳大夫も大きくなれぬ。負けるとは思わぬが潰し合いになるだけだ」


夫が唇を噛み締めた。悔しそうな、御顔。


「私の前だけですね」


「そうだ、そなたの前だけだ、お濃」


私の前だけ、……愚痴ではない、いえ愚痴と思ってはいけない。人前には出せない、夫の心の闇なのだろう。夫はその闇を表では無理矢理捻ねじ伏せている。それは苦しい事なのだろう、その闇を夫は私の前に居る時だけ表に出す。


「お代わりは如何ですか？」


夫が〝うむ〟と頷いた。


「朽木様は天下をお獲りになられた後は如何するのでございましょう？」


「さあな、幕府でも開くのであろうよ」


「貴方様は？」


夫がジッと私を見た。


「……俺ならば頂点を目指す」


「頂点？」


夫が頷いた。頂点とは……。訝しんでいると夫が薄い笑みを唇に浮かべた。


「頂点に立ち全てを一掃し全てを一新する。俺ならば出来る。だが、あの男には出来まい。あの男は京に近過ぎる」


夫が低い声で笑い出した。


「そして海の外に打って出る」


「まあ、海の外へ？」


驚いて問い掛けると夫が頷いた。視線が怖い程に強い。本気なのだと思った。


「そして支那しなを攻め獲る。そのためにも頂点に立つ必要が有るのだ」


「……」


「俺ならば出来る、俺ならばやる」


強い声で言った後で直ぐに息を吐いて視線を逸らした。〝夢よな〟と夫が呟いた……。







権威


永禄十五年（一五七二年）　五月下旬　　　近江国高島郡安井川村　　清水山城　　平井定武






亀千代をあやしていると小夜がクスクスと笑い出した。


「最近良くいらっしゃいます事。孫というのはそんなに可愛いものですか、父上」


「ああ可愛いな、娘や息子より倍は可愛い」


「まあ、聞き捨てなりませぬ。兄上にも御報せせねば」


そう言うと小夜が声を上げて笑った。笑い声に曇りが無い。朽木家の正室として三人の男子を生んだ。今では御裏方様と呼ばれる立場だ。小夜の地位は盤石と言って良かろう。おかげで私も孫の行く末を心配する事無く楽しめる。


「竹若丸と松千代を呼びましょうか？」


「それには及ばぬ。子供は遊ぶのが仕事だ。……御屋形様は六月にはお戻りなられると聞いたが」


「はい、半ば過ぎには戻られるとか。その後は八幡に築いた新しいお城に移る事になっております。今よりも近くなりますね、父上。嬉しいでしょう？」


小夜が悪戯いたずらっぽい目で私を見た。照れ隠しに笑い声を上げた。


「有り難い話だが中々会うのは難しくなりそうだ」


「まあ」


「御屋形様の命により摂津に行かねばならぬ」


「摂津でございますか？」


「芥川山城の城代を命じられた」


娘が目を瞠った。


「真でございますか？　ですが摂津は……」


「そうだな、朽木家にとって摂津は飛び地になる。三好がまた押し寄せてくるやもしれぬ。それに厄介な事に本願寺が有り本願寺には左京大夫様が居る。という事でな、生半可な者には任せられぬ。私に頼むとの仰せだ」


摂津には六角家の旧臣は置けぬ。おそらくは朽木本家、旧浅井あざい家臣、伊勢辺りから人が配備されるだろう。それらを取り纏めるのが私という事になる。容易ならぬ役目だ。亀千代がアウ、アウと声を上げた。御機嫌だな。


「父上、御屋形様と義昭様の御仲は如何なのでしょう？　色々な噂が此処にも聞こえてくるのですが……」


不安そうな表情をしている。嘘は付けぬな、真実を語るしかない。


「良くない、いや日に日に険悪になりつつあると言って良かろう」


「そんな……、それでは」


「そうだ、山城国が不安定だとなれば摂津にも影響は出る筈。油断は出来ぬ。御屋形様からもその事は注意して欲しいと御言葉が有った」


娘が唇を噛み締めた。


「ですが御屋形様が将軍宣下のための費用を用立てると聞きました。義昭様に命じられていた禁裏修理も御屋形様が行うと。御屋形様は義昭様をお助けし盛り立てているのではありませぬか。それなのに……」


「そうだ、義昭様をお助けしている。だが盛り立ててはおらぬ。その無力さを際立たせている」


「無力さを？」


「ああ」


そうとしか思えぬ。御屋形様は巧妙に義昭様を追い詰めている。


「政所執事の摂津中務大輔様が罷免された。御屋形様が強くそれを申し入れた。京の施政の混乱が今回の三好の侵攻を呼んだと言うのが理由だ。実際その通りでは有る。京では義昭様よりも阿波に去った義助様を慕う声が強いのだ。義昭様もそれを受け入れざるを得なかった」


「……」


「代わって政所執事の地位に就いたのは前の政所執事、伊勢伊勢守貞孝様だ。伊勢氏は義昭様によって政所から排斥された。今回政所執事に復帰したのは御屋形様の強い要求が有ったから。……伊勢守様が誰に忠誠を誓うか、そなたにも分かるな？」


小夜が頷いた。


「……義昭様は無理にその人事を呑まされたのですね」


「そうだ。中務大輔様を政所執事に任じたのは義昭様、御屋形様は暗にそれを咎めたと言える。そして摂津中務大輔様の下で為された政所の命令、訴訟の判決は全て白紙撤回された。そうする必要が有ったのは事実だが義昭様がこれまで為された事は全て否定された」


「……」


「義昭様ももう少しで命を失いかけたのだ。嫌とは言えぬ。だがこれで義昭様の失政が天下に明らかとなった」


小夜がホウッと息を吐いた。


「御屋形様は何をお考えなのでしょう？」


「さあ、分からぬな」


分からぬ、或いはと思う事も有る。しかし分からぬという事にした方が良かろう。口に出せば二度と取り消す事は出来ぬ。私と同じ想いを何人の人間が抱いているか……。






永禄十五年（一五七二年）　五月下旬　　　大和国添上郡法蓮村　　多聞山城　　内藤宗勝






「結構な御手前でございました」


「今一服、如何かな？」


「いえ、十分に足りましてござる」


兄が柔らかく頷いた。


「ではこの先は焙じ茶にでもするか？」


「はっ」


その方が有難い。焙じ茶を啜りながら肩肘張らずに話をする。それが昨今の流行はやりだ。兄が手際よく焙じ茶を淹れてくれた。


「兄上、今回の件、如何思われます？」


「そなたは如何思うのだ、備前守」


「狡ずるいですぞ、兄上。問うているのは某にござる」


兄が微かに笑みを浮かべた。


「そうであったな。……厄介な事になるやもしれぬ」


兄が笑みを収めそして一口茶を啜った。


「上手い事を考えるものよ。義昭様はあっという間に力を失ってしまった」


「伊勢の事、それに幕臣達に禄を与えた事ですな？」


私が確認すると兄が〝うむ〟と頷いた。


「元々京で幕臣達が公家、寺社の所領を押領したのは幕府に領地を与えるだけの余裕が無かった事が原因としてある。義昭様は吝嗇りんしょくだからの」


「兄上、失礼ですぞ」


兄が微かに苦笑を浮かべた。茶を口に運ぶ、香ばしさが口中に広がった。


「そして義助様、三好に協力してきた公家、寺社の所領など押領して構わぬという想いが義昭様に有った。だから見て見ぬ振りをした。摂津中務大輔はその義昭様の想いを慮おもんぱかったに過ぎぬ。失策だの」


兄の表情が渋い。兄は何度か義昭様に止めるようにと忠告した。だが受け入れられなかった。


「その事が今回の騒動に繋がりましたな」


「そうよの。大膳大夫様が義昭様の失政を正したのは已むを得ぬ事、それは認めざるを得ぬ。だがそうなれば幕臣共は困窮する、朽木を恨むだろうと思っていた。まさか朽木家が禄を出すとは……」


三淵みつぶち大和守やまとのかみ藤英ふじひで、細川兵部大輔藤孝を始めとして義昭様と共に苦労をした幕臣達に大膳大夫様が禄を与えた。それぞれに一千五百貫、ざっと一万五千貫を超える。石高に直せばおよそ六万石にはなろう。そして今後も恩賞を与えたい幕臣が居れば自分が与えると義昭様に申し出た。


「これで幕臣達は大膳大夫様の顔色を窺わざるを得なくなります」


「そうよの、領地ならともかく禄ではの。大膳大夫様の御気持ち一つで取り上げられる事になる。……義昭様は誰を信じて良いか分からなくなろう」


「孤立、ですか」


「そうなるな、政所は伊勢に押さえられた。伊勢は大膳大夫様の意を汲くんで動く。そして周囲に居る幕臣達もそれは同じであろう、誰も信用は出来ぬ。何も出来まい」


これでは義輝様よりも惨めな境遇であろう。


「大膳大夫様は金が有りますな」


兄が笑い声を上げた。


「堺を得たからの。堺は矢銭を一万貫払ったそうではないか」


「敦賀、小浜おばま、安濃津あのつ、桑名、大湊、堺。羨ましい事で」


「日の本一の富強よ。琉球に船を出しているとも聞いた。なかなか抜け目がない」


兄のいう通りだ。抜け目がない、金儲けも金の使い方も。


「二条様も力を失いましたな」


「そうよな、物の見事にひっくり返された。それでも京から追放されたわけでは無い。命を奪われる心配も無い。大膳大夫様を恨む事は出来まい」


「なかなか派手な事が御好きな様で」


兄がクスクスと笑い出した。


「関白殿下の事か」


「はい。甲冑姿で参内とは帝も驚かれた事でありましょう」


兄が声を上げて笑った。私も笑った。重苦しい空気が一気に吹き払われる様な気がした。


「しかしこれで朝廷、公家も大膳大夫様が押さえた事になる」


「義昭様は如何なされましょう？」


「分かりきった事を、諸大名に朽木を討てと書状を出すであろうな。義輝様と同じよ」


「諸大名は？」


兄が僅かに首を傾かしげた。


「さて、如何であろう、分からぬな。だが分かっている事も有る。義昭様は信を失う」


「……」


「義昭様にとって大膳大夫様は命の恩人、京へ戻れたのも大膳大夫様の御力によるもの。そして将軍宣下も朽木の力によって行われる事が決まった。にも拘らず朽木を討てではの、誰も信じまい」


「そうでしょうな。しかし諸大名は敵対しませぬか？　三好の時は敵対しましたぞ。六角、畠山」


兄が首を横に振った。


「三好と朽木は違う、簡単にそうなるとは思えぬ」


「と申されますと？」


兄が大きく息を吐いた。


「聚光院じゅこういん様は畿内を制し周囲を従えその勢威は並ぶ者が無かった。にも拘らず六角、畠山、波多野はその威に従わなかった。理由の一つに三好家が陪臣ばいしんであった事が有ると儂は見ている」


「某もその事は気付いておりました。六角も畠山も聚光院様を恐れつつ蔑んでいた」


兄が頷いた。


「聚光院様もその事はお分かりであったろう。だが、こればかりは如何にもならぬ」


「聚光院様は家格を上げようとなされましたな。御供衆から相伴衆、そして官位は従四位下じゅしいげ、修理大夫。陪臣から足利氏の直臣じきしんになり申した」


「聚光院様だけではない、三好一族、家臣、それぞれに御供衆、相伴衆になり官位を頂いた。儂もその一人。聚光院様は御自身、三好本家だけでなく三好家全体の家格を上げようとされた」


だが、その事は余計に畠山、六角を不快にさせただけだった。三好家は足利将軍家を圧迫しつつ幕府内で地位を確立しようとしている、そう見えたのであろう。細川家を下剋上で打倒し、足利家も倒すつもりかと見えたのかもしれぬ。或いは聚光院様は真にそれを望んだのかもしれぬ。幕府を足利氏から三好氏の物にする。なればこそ一族、家臣の幕府内での地位の向上を図った……。三好本家を頂点とする新たな幕府内部での序列の確立……。


私がその事を兄に言うと兄が頷きつつ〝今となっては分からぬが〟と言った。兄も同じ事を考えた事が有るのであろう。


「朽木は違う。小なりとはいえ将軍家の直臣であった。そして代々将軍家に忠義を尽くしてきた家でもある。その事は大膳大夫様も変わらぬ。毛利、畠山、一色、波多野、大膳大夫様の事を快くは思わぬであろう。反発するかもしれん。だが蔑む事は出来まい、もの言う事もな」


兄の言う通りだ。毛利はともかく畠山、一色、波多野の三家は今回の乱に兵を出さなかった。何も言えまい。


「それに大膳大夫様は幕府の中に入ろうとせぬ。幕政に関わろうとせぬ以上、聚光院様程反発は受けまい。ま、実際は伊勢が大膳大夫様のために動くのであろうが。此度も京に居座る事無く近江に戻られるようだ。摂津を得た事も阿波からの攻撃を防ぐためと言われれば……」


兄が首を横に振った。


「少しずつですが、幕府は形骸化しますな」


「そうなるな」


「孫六郎様、いえ左京大夫様でござるが……」


「義昭様の義弟になられた事は拙かったやもしれぬ。必ずや義昭様は左京大夫様を頼られる筈、そして我ら兄弟を使おうとなさるであろう」


兄が沈痛な声を出した。


「何としても左京大夫様を守らなければなりませぬ」


「そうよな、聚光院様の御恩に報いなければ……」


兄が茶を一口啜った。私も一口飲んだ、茶は温くなっていた。
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室町第の一室、義昭様が側近達を集められた。義輝様に仕え、その後義昭様の元に参じた者達。それは義昭様が最も信頼を寄せる者達でもある。大館伊予守晴忠、上野中務少輔清信、真木島玄蕃頭昭光、一色宮内少輔昭辰、摂津中務大輔晴門、諏方左近大夫将監晴長、飯尾右馬助昭連、松田豊前守頼隆、米田壱岐守求政、一色式部少輔藤長、三淵大和守藤英、そして私。義昭様が我等を見回された。


「予はその方達を信じている。それ故、予の思いを打ち明ける」


嫌な予感がした。


「大膳大夫の増長は許せぬ！　朽木を討つ！」


シンとした。皆身動みじろぎせずに座っている。驚く者が居ないのはこの日が来るのを察していたからだろう。


「その方等も予が受けた屈辱は分かっておろう。予の政は全て否定され予の面目は悉く潰された。洛中には予を嘲笑する声が満ちている。その全てを大膳大夫が成したのだ。あの男を討たねばならぬ。あの男を討つのは予の為であり足利の為であり幕府の為である！」


義昭様が皆を見回した。意見を言えと言っている。


大館伊予守殿が〝畏れながら申し上げまする〟と口を開いた。


「某は反対にございまする。御腹立ちは分かりますが今は将軍宣下を優先させるべきかと思いまする」


義昭様が不満気に唇を歪めた。それを見て上野中務少輔殿が〝伊予守殿〟と声を掛けた。


「伊予守殿は大膳大夫めの増長を見逃せと申されるか。満座の中で義昭様は辱められたのですぞ！　それをお忘れか！」


義昭様が満足げに頷かれた。どうやら事前に相談していたらしい。中務少輔殿は反対する者達を論破する役を仰せつかったか。他にも何人か居るだろう……。兄もその一人かもしれない。


「ならば某から中務少輔殿にお訊ねしたい。大膳大夫様以外に義昭様に将軍宣下を齎もたらせる方が居られるかな？」


「それは」


中務少輔殿が口籠くちごもった。


「それに義昭様と大膳大夫様が仲違いなされれば喜ぶのは四国の公方様であろう。それでも大膳大夫様を討つと申されるか？」


中務少輔殿が顔を伏せた。それを見て伊予守殿が座を見渡す。異論が有るかと言っている。


「確かに伊予守殿の申される通り、大膳大夫様以外には居られるまい。そして義昭様と大膳大夫様の不和を喜ぶのは公方様であろう。しかし、このままでは義昭様では無く大膳大夫様の声望が高くなるだけでござろう。それで良いのか。義昭様が案じるのはそこだと思うが」


低い声、真木島玄蕃頭殿か。義昭様が頷いている。どうやら玄蕃頭殿も義昭様の命を受けたか。伊予守殿が玄蕃頭殿に向き直った。


「確かにそうかもしれぬ。しかしそれでも某は将軍宣下を優先させるべきだと思う。大膳大夫様のなさり様を増長と非難するのは容易たやすい。だが本当に増長なのか？　我等は義昭様を将軍に押し上げる事が出来なかった。大膳大夫様が動かれ、初めて義昭様の将軍宣下が見えてきたのだ。その事を忘れてはなるまい。端的に言えば我等は公家達の扱いを、大膳大夫様の扱いを間違えたのだ。そして力が無いのだ。それを無視して増長している、討つなどと言っても誰も付いては来るまい。笑われるだけであろう」


皆が息を飲んだ。伊予守殿は静かに座っている。


「伊予守殿、御控えなされ、口が過ぎますぞ」


慌てたように摂津中務大輔殿が伊予守殿を窘めたが伊予守殿は首を横に振った。


「大膳大夫様を討つと義昭様は仰せになられた。ならばこれは軍議でござろう。十分に討議をし最善の策を選ばねばなりませぬ。軍議の場で意見を控えるなど不忠以外の何物でもござるまい。如何？」


〝軍議〟の言葉が重く圧し掛かった。皆の表情が強張った。


「伊予守は反対か、大膳大夫に貰った禄に心が傾いたか」


義昭様が嘲笑した。それにしても禄に心が傾いたとは……。伊予守殿が義昭様に向き直った。


「そのような事はございませぬ。某は足利の家臣にございます」


「ならば何故予の心に応えようとせぬ」


「畏れながら申し上げまする」


伊予守殿が軽く頭を下げた。


「某、後悔している事がございます。義輝様御存命中、義輝様は三好に対する憤懣ふんまん止み難く幾度となく三好を討つと口にされました。そのような義輝様が御気の毒で某もそれに同意致しました。義輝様は御喜びになられその御顔を見るだけで嬉しゅうございました」


「……」


「しかし永禄の変で義輝様をあのような形で失った後、自分は誤ったのではないかと思う様になりました。あれは阿諛追従あゆついしょう、迎合では無かったか。たとえ御不興を買っても義輝様を御諫めするべきでは無かったか。さすれば義輝様は今も将軍として京に居られたのではないか。諸大名の争いを調停し、義輝様の権威を高めて行けば、三好もいずれは義輝様の前に頭を下げたのではないか……」


「……」


三好が頭を下げただろうか？　三好は内部対立から分裂した事を思えば調停する事によって三好の上に立つ事は出来たかもしれぬ。それを考えれば徒いたずらに三好討伐を口にする我らには焦りが有ったのだろうし、それ以上に三好の心情を無視したのかもしれぬ。あの時、三好が攻めてくると思った者がどれだけ居たか？　どこかで将軍の地位に安心し三好を甘く見たのだろう。それがあの事件になった。


いや甘く見ていたのではない、甘えていたのだ。三好修理大夫長慶しゅりだゆうながよしの生存中は三好は小揺るぎもしなかった。その所為かもしれぬが義輝様の反三好活動にも見て見ぬ振りをした。我らはそれが常態なのだと勘違いした……。大膳大夫様が危険だから自重しろと警告をしたがそれすらも無視してしまった……。


「此度はあのような後悔はしたくありませぬ。いやしてはなりませぬ。たとえ御不興を買おうと心を変える事は出来ませぬ。それは忠義に非ず、阿諛追従にございます。某は反対にございまする。今は将軍宣下を優先すべきかと考えまする」


義昭様と伊予守殿がお互いを見合っている。先に視線を逸らしたのは義昭様だった。伊予守殿が勝った、攻めるなら今だ。


「畏れながら某も伊予守殿と意見を同じくします。今は将軍宣下を優先させるべきかと思いまする。将軍となり実績を積めば周囲の義昭様を見る目も変わりましょう。大膳大夫様も義昭様への忠義に励むやもしれませぬ。御自重なさるべきかと思います」


義昭様の口元に力が入っているのが見えた。


「伊予守、兵部大輔、その方等の意見は分かった。予ももう少し考えて見よう。皆御苦労であった」


義昭様が席を立たれた。皆で平伏して義昭様を見送った後、一人、二人と席を立った。最後に残ったのは伊予守殿と私、伊予守殿はじっと眼を瞑っていた。傍によると伊予守殿が眼を開けた。


「御見事な御働きでした。義昭様も伊予守殿の忠義には心を打たれた事でございましょう。泉下の義輝様も御喜びの事と思いまする」


「御力添え、痛み入る。……それなら良いのだが……」


伊予守殿が沈んだ声を出した。楽観視していない。伊予守殿は義昭様の御気持ちは変わらないと見ている。私も同意見だ、義昭様の口元に力が入っていた。あれは御不満が有る時の癖だ。だがそれでも我らの意見を無視出来なかったのも事実だ。伊予守殿が一つ息を吐いた。


「義昭様の御気持ちも分からないではない。今の義昭様は昔の義輝様よりも御立場は悪い」


「それに頼れる大名も居りませぬ。孤独なのでございましょう」


昔は京の近くに六角、畠山、朽木が居た。だが六角は滅び畠山の勢力は衰えた。そして朽木は……。


「朝廷も義昭様よりも大膳大夫様を御信頼なされている。このままでは将軍宣下が義昭様になされても形だけの将軍となろう。義昭様の苛立ちは募る一方で有ろうな」


「……」


「困った事に煽る者達も居る」


「煽る者？」


伊予守殿が頷いた。


「上野中務少輔殿、摂津中務大輔殿、真木島玄蕃頭殿、一色宮内少輔殿、一色式部少輔殿だ」


「……」


「頻しきりに大膳大夫様の悪口を言い義昭様に朽木を討つべきだと訴えていると聞く。特に一色宮内少輔殿、一色式部少輔殿がな、義昭様の寵ちょうを得るために競っているらしい」


「なんと……」


思わず溜息が出た。そのような事で大膳大夫様を討てと訴えるとは……、それがどれだけ危険な事なのか分からぬのか。


「兄は其処に入っておりましょうか？」


伊予守殿が〝いや〟と言って首を横に振った。


「大和守殿は入ってはおらぬらしい。だが義昭様からしばしば御下問が有るようだ。二人だけで長時間話している事が有ると聞く」


「……」


ホッとするとともに不安が有った。義昭様と何を話しているのか。兄からは聞いた事が無い。


「兵部大輔殿は呼ばれておるまい」


「はい」


「私も呼ばれぬ。義昭様が望む意見を言わぬ、煙たいと思われているようだ」


「……或いは疑われている……」


伊予守殿が顔を顰めた。禄の事を思い出したのかもしれぬ。


「かもしれぬな。……義昭様の動きに注意される事だ。私やお主が思っている以上にあのお方は危うい。それと大和守殿が何を考えているのか……。単純に朽木憎しで動く御人ではないと思うが……」


「……」


そう思いたい、伊予守殿の言葉を肯定したかったが言葉が出なかった。


「永禄の変のような事になってはならぬ。大膳大夫様はそのような方ではないと思っているが一度有ったという事は二度目は容易く出来るという事だ。自重の上にも自重が要る」


「そうですな」


だがその自重が出来ぬのだ。あのお方を将軍にと思ったのは過ちであったのだろうか……。
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「此度は摂津平定、真におめでとうございまする」


組屋源四郎くみやげんしろうが祝うと古関こぜき利兵衛りへえ、田中たなか宗徳そうとくがそれぞれ同意の言葉を口にした。


「いや、有難う。思ったよりも上手く行った」


三人が意味有り気な表情で顔を見合わせている。


「はてさて、ではやはり義昭様は囮で？」


組屋源四郎が茶目っ気たっぷりの表情で訊ねてきた。笑う事で肯定した。三人も笑う。なんか俺達、本当のワルだよな。


「堺も御屋形様の支配に服しましたな。真に目出度い事で」


「町を焼き尽くして更地にし、新たに商人を呼んで町作りをすると仰られたと聞きました。会合衆も震え上がった事でございましょう」


「それにしても惜しい事をしました。そうなれば我等も御声を掛けて頂けたのにと何度も三人で話しておりました」


三人がまた笑った。益々俺って本当のワルだ。多分戦国時代ナンバーワンの悪人だろう。


「まあ焼かずに済んだのは僥倖ぎょうこうであった。意地を張るようであれば焼かずばなるまいと覚悟していたからな」


三人が笑うのを止めた。顔を強張らせている。これで良い、この三人から俺が本気で堺を焼くつもりだったと広まるだろう。その噂は堺にも届く。あの連中には長宗我部との交易の停止、阿波の義助との講和を依頼してある。舐めた真似はしなくなる筈だ。


「禁裏修理を行う事になった。色々と手伝って貰う事になるだろう」


「それはもう喜んで」


古関利兵衛が嬉しそうに言う。そうだよな、大規模公共事業による景気高揚だ。京の町全体が賑わう事になるだろう。商機が広がるのだ。町が賑わえばそれ自体が朽木への支持に繋がる。


「堺の商人に阿波の公方様との和睦を頼んでいる。和睦が成れば京の町が戦で荒れる可能性は一段と低くなる。京を中心に畿内が賑わうようになる。小浜の湊も一層賑わうようになるだろう」


三人が〝有難うございます〟と言って頭を下げた。商売の基点を敦賀に移したとはいえ元は若狭の出だ。嬉しいのだろう。


「もう直ぐ居城を南近江に移す」


「八幡山城でございますな。私共もそちらの方に店を出させて頂きます」


田中宗徳が生真面目な表情で答えた。後世ではこの三人は政商とか言われるのだろう。


「そうして貰えると助かる」


商人達が集まる事で城下が賑わうようになる。淡海乃海を使った水運が使えるのだ。繁栄はし易い筈だ。


「やはり松永様を気にしておいででございますか？」


「うん？」


組屋源四郎が俺の顔を覗き込んでいる。


「今回の一件で御屋形様と義昭様の軋轢あつれきは一層強まるだろうと見ております。いえこれは我々だけではありませぬ。皆がそう思っておりましょう」


残りの二人が頷いている。俺も頷きたかったけど我慢した。義昭なんて気にしてないよのポーズだ。


「御屋形様に対抗しようとすれば当然ではございますが、義弟の三好左京大夫様を頼りましょう。そして左京大夫様には松永弾正忠様、内藤備前守様が付いておられます。南近江に移られたのは大和の松永様を牽制するためではないかともっぱらの噂でございます」


ありゃりゃ、なんかとんでもない噂だな。まあ確かに南近江から伊勢を押さえれば大和の松永はちょっと厳しいのは事実だ。


「それは噂だ。南近江に城を造り始めたのはもう随分と前の事だ。今回の事は関係無いし弾正殿を牽制などとも考えた事は無い」


これは事実だから胸を張って言える。狙いは南近江の掌握だ。今では伊勢まで含めて考えなければならん。北は能登、加賀、越前と一向宗の御蔭で国人衆の力は弱い。その殆どが俺が配した領主だ。これは安心出来る。


問題は南だ。南近江は代々六角家に仕えた国人領主が多いし伊勢も南北に長いから気を付けなくてはならない。南伊勢には真田が居るから多少は安心だが北近江に居るより南近江に居る方が眼は届き易いのだ。松永の事は関係ないが現状ではそういう見方も出るだろう。松永弾正忠、内藤備前守とは戦いたくないわ……。


「まああまり心配は要らん。今は苛立っておられるかもしれぬが和睦が成り将軍宣下が成されれば義昭様も落ち着くだろう」


三人が曖昧な表情で頷いている。信用無いな。もっとも信用無いのは俺か、それとも義昭かと言われれば俺は躊躇いなく義昭を推すけど。


天下騒乱はこれからが本番だろう。史実でも義昭が将軍になってから大名達の潰し合いが激しくなった。要するに煮詰まって来たのだ。その一因に義昭が大名達に発した密書が有る。織田を討てだ。この世界では朽木を討てとして広まるだろう。その密書に乗った阿呆共を討つ。信長がやったように俺もな。
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「此度は摂津を平定なされました事、真におめでとうございまする。心からお喜び申し上げまする」


祝いの言葉を述べると上段の間に座った大膳大夫基綱様が満足そうに頷くのが見えた。私とオルガンティノ神父が座っている下段の間の横には大膳大夫様の重臣が控えている。


「フロイスも元気そうだな。何よりだ。ところで隣に居るのは何者だ」


「大膳大夫様には初めて御目通り致します。グネッキ・ソルディ・オルガンティノと申します。イエズス会の宣教師でございます」


オルガンティノ神父が挨拶すると大膳大夫様は〝ほう〟と声を上げて神父を興味有り気に見た。


「オルガンティノか、何時日本に来たのかな？」


「二年前にございます」


「二年前か、そこのフロイスも流暢にこの国の言葉を話すが少しも引けをとらぬな。努力したのであろう、大したものだ。そうは思わぬか、下野守」


声を掛けられた重臣が〝真に〟と答えオルガンティノ神父が〝畏れ入りまする〟と答えた。


機嫌が良い、幸先さいさきが良いと思った。目の前の人物はこの日本の最強の王なのだ。五年前に初めて会った時は四カ国の王だった。今では山城を含めれば十カ国を支配している。動かす兵力は八万を超えるだろう。未だ二十歳を過ぎたばかり、これから支配する国は更に増える筈だ。


「今日は御祝いの品をお持ちしました。お納め頂ければ幸いでございまする」


大膳大夫様が我等の後ろに視線を向けている。時計、地球儀、葡萄酒、黒いビロードの帽子、大きな鏡、孔雀の尾、コンフェイトの入ったガラス瓶。この日本では手に入らぬ物だ。


「見事な品だな、いずれも珍しい物だ。有り難く頂こう。それで、俺はこの好意に如何答えれば良いのかな？」


声には嫌な物は感じなかった。面白そうな表情でこちらを見ている。


「京の町での布教をお許し頂きとうございます」


「……」


「元々は義輝様により布教を認められておりましたが三好様が京を治めるようになると布教を禁じられました。今回義昭様が京に入られたので改めて布教の御許しを願ったのでございますが……」


「許されなかったか」


「はい」


大膳大夫様が〝ふむ〟と頷いた。


九州での布教は一定の成果が出ている。大友、大村が帰依した。しかし畿内では思う様に進まない。三好様が京を支配している間、我ら宣教師は京での布教を認められなかった。その後、京の支配者となられた義昭様は元々大和の僧侶であった事もあってか我らに対する反応は極めて厳しかった。


しかし、今回の政変で大膳大夫様が新たな京の支配者になられた。この御方は我らの教えに帰依しているわけでは無いがその教えを否定しているわけでも無い。その領内では布教を認められている。もっとも朽木領内での信者は多くない。眼の前の御方が宗教に厳しい事も有って領民達も一歩引いているという状況にある。


「その方等が政に関わらぬ、信徒を唆そそのかして政に関わろうとするような事はせぬと誓うなら京での布教を認めよう」


「有難うござます」


「御約束致しまする」


私とオルガンティノ神父が礼を言うと大膳大夫様が頷かれた。


その後は少しヨーロッパの話をして謁見は終わった。帰路二人で話をした。使ったのはラテン語、周囲の日本人には分からない。本音で話す事が出来る。


「フロイス神父、上々の首尾でしたね」


「ええ、あのお方は義昭様とは不和ですが義輝様とは親しかったそうです。そういう意味でも布教が許される可能性は有ると思いましたが上手く行きました」


オルガンティノ神父が〝なるほど〟と頷いた。


「ですが、あのお方を我らの教えに帰依させる事が出来ましょうか？」


オルガンティノ神父が不安そうに私を見た。


「……難しいと思います。あのお方は何かを信じるという事はしません。宗教はあくまで人の心を救い安らかにするために必要な物、統治のために必要な道具と考えています」


自然と声が小さくなった。あの方を帰依させる事が出来るなら犬や猫も帰依するだろう。


「ですがそれでは明を……」


オルガンティノ神父が表情を曇らせている。そう我々には明をカトリックの強国であるポルトガル、またはイスパニアの物にしなければならないという使命が有る。明の産物により富を得、そして力を今以上に強大な物にする事でプロテスタント、そしてプロテスタントを支持する国々を打ち破らなければ……。


「焦る事は有りません。九州では大友宗麟おおともそうりん殿が我らの良き友人になりました。大村は宗麟殿程の力は有りませんが彼も我らの良き友人です」


「……」


明を攻め獲るためには日本人の協力が要る。日本人は戦をし続けた事で極めて勇敢な戦士だ。彼らを利用すれば明を攻め獲るのは決して難しくは無い。最善の策は日本を占領する事。それによってこの国の兵を明に向ける事。九州の大友が帰依したのは大きい。しかし大友には毛利、龍造寺等の敵がいる。それにあのお方が居る以上簡単には日本占領は出来ない……。


「それにあのお方は交易に熱心です。我らの教えに帰依しなくても協力は出来るかもしれません」


オルガンティノ神父が頷いた。帰依しないのなら利用する事を考えれば良い。大事なのは明を征服する事なのだ。ポルトガルは既にマカオに拠点を築いた。そして我らは京で布教する許しを得た。一つ前に進んだのだ。
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「御屋形様、宜しいのでございますか？」


「布教の事か、叔父上」


確認すると長門の叔父上が頷いた。少し気遣わしげな表情をしている。元は幕臣だからな、已むを得ないか。蒲生下野守、明智十兵衛、竹中半兵衛、沼田上野之助、黒野重蔵、荒川平九郎、田沢又兵衛達は微妙な表情をしていた。


「構わぬ。元々義輝様が許したものなのだ。俺は追認したに過ぎん。それに義昭様の下知は全て白紙に戻された」


皆が顔を見合わせている。


「敢えてなさったのでございますな」


下野守が確認してきたから〝そうだ〟と答えた。


「京に義昭様は居る。だが京を支配するのは俺だ。その事を皆に、いや誰よりも義昭様に理解して貰う。そういう事だ」


征夷大将軍職は義昭にくれてやる。それが望みだったのだ、満足だろう。だが天下は俺が獲る。
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「御屋形様に鉄砲隊の事で内密に御相談したい事が有る。御都合を伺って欲しい」


小姓を務める鯰江左近なまずえさこんに頼むと直ぐに確認してくれ小半刻後に暦の間で会うという事になった。小半刻後か、少し時間が有る。城中は八幡山城への引っ越しの準備で何処か騒々しい。城内をうろうろしながら時を潰した。


暦の間では御屋形様が蒲生下野守、黒野重蔵の二人と共に待っていた。御前に進み義昭様から来た文をお渡しする。


「これが今回、義昭様から某、左兵衛尉さひょうえのじょうに届いた文にございます。書状には上野中務少輔殿の添え状がございました」


「御内書のつもりかな。将軍でもあるまいに」


蒲生下野守、黒野重蔵の二人が失笑した。


「右兵衛尉の叔父上、左衛門尉の叔父上には？」


「今回は来ておりませぬ」


答えると御屋形様が〝ほう〟と声を発した。そして書状を確認する。最初に儂の、次に左兵衛尉の。直ぐに苦笑を漏らされた。


「和睦が気に入らぬらしい。叔父上に和睦を止めさせろと命じている。それに伊勢守の政所執事も気に入らぬらしい。替える様に進言しろと書いて有る。次の政所執事は松田豊前守だそうだ。松田は代々政所執事代を務めた家柄、十分に務まるとな。伴天連ばてれん達の布教についても不満なようだ」


御屋形様が書状を蒲生下野守、黒野重蔵に渡した。儂の書状を受け取ったのは黒野重蔵だった。二人とも苦笑を浮かべながら読んでいる。


「重蔵殿、松田豊前守とはどのような仁かな？」


「されば永禄の変の後、京に留まった伊勢伊勢守様に反発し、大和に赴き義昭様に御仕えした者にござる。朽木に対しても随分と不満を持っているとか。政所執事を狙っておりましたが、摂津中務大輔に奪われ反目していたと聞きます。今はどうなっているかは分かりませぬ」


蒲生下野守の問いに重蔵が答えた。流石に詳しい。


「叔父上もこのような文を貰うのも見せるのもウンザリであろうな」


「いえ、そのような事は……」


「遠慮される事は無い、見ている俺もウンザリなのだ。阿呆の相手は疲れるわ」


阿呆と言い捨てた。蒲生下野守、黒野重蔵、二人ともそれを咎めない。


「和睦は義昭様にとっても利は有ると思いますが」


下野守の言葉に御屋形様が首を横に振った。


「和睦では平島公方家は残ってしまうからな。義昭様の望みは平島公方家を潰す事だ。競争相手を減らしたいのだろう」


「なるほど、怖れでございますか」


重蔵が頷いている。


「それに将軍の実を示したいと思っているのだろう。今のままでは傀儡だと思っているのだ。実際その通りだ、なんの実権も無い。傀儡そのものだな。だが、それぐらいしか使い様が無い」


傀儡という言葉を平然と使った。そしてその事を蒲生下野守、黒野重蔵、儂も受け入れている。已むを得ぬ事だ、京では誰も義昭様を歓迎していない。義昭様の政は京を混乱させただけだった。


「返事は如何様に？」


確認すると御屋形様が〝そうだな〟と言って口元に手をやった。


「少し趣向を変えよう。もう宥めるのは止めだ」


「と申されますと？」


「怒りをぶつける。命の恩人に文句を言うなど無礼だろう。その事を分からせよう。叔父上にもこれまでの様な無茶は言わなくなるだろう」


気遣ってくれているらしい。〝畏れ入りまする〟と礼を言った。


「俺が酷く怒っていると返書に書いてくれ。俺への恩賞が無かった事には文句は言わぬが京で出鱈目でたらめな政を行った事に怒っていると。京の公家達から文句や嫌味をかなり言われたらしい。よくも俺の顔を潰してくれた、上洛などすべきでは無かったと御怒りであるとな」


「はっ」


「それから和睦の事、政所執事の事も拒絶されたと書いてくれ。死にかけたのにまだ懲りぬか、政は遊びではない、今は伊勢殿の経験が要ると言われたと。そしてその程度の事も分からぬようでは頼りない、征夷大将軍の器に非ずと不満を持っているとな」


「はっ」


口実ではない、本心だろう。御屋形様は義昭様に強い不満を持っておられる。そして義昭様もそれは同じだ。それにしても征夷大将軍の器に非ずとは……。


「少しは懲りましょうか？」


下野守が問うと御屋形様が御笑いになった。


「懲りるまい。義昭様はそのような御方ではない。次は朽木を討てと密書を出すだろうな。足利のお家芸でもある。一体誰がそれに乗るか……」


やはり先程の征夷大将軍の器に非ずは義昭様への挑発か。密書を出させ、乗った者を討つ事で勢力を拡大するという事か……。いや、義昭様の政所執事交代もその狙いは監視役の排除、つまりは打倒朽木を誰憚はばかる事無くやりたいという事。衝突は必至だ。


「伴天連達の事は？」


問い掛けると御屋形様が〝フン〟と鼻を鳴らされた。答える必要を認めぬという事らしい。


御前を下がり屋敷に戻ると左兵衛尉成綱なりつなが来ていた。


「如何でございました」


「うむ、……御屋形様が牙を剥いた」


左兵衛尉が息を飲んだ。掠れる様な声で〝では？〟と訊いて来た。


「義昭様と戦う覚悟を成された様だ」


「やはり……」


沈痛な表情をしている。この日がいつか来るとは思っていたが本当に来た。複雑な想いが有るのだろう。


御前での遣り取りを話す、事実だけを話した。儂の感じた事は言わなかった。左兵衛尉は口を挟む事無く最後まで聞いた。そして息を吐いた。


「兄上の申される通りですな、御屋形様は牙を剥いたと思います」


「うむ、これまでは義昭様が御屋形様を抑えようとなされた。だが御屋形様はそれを撥ね退けられた。これからは御屋形様が少しずつ義昭様を追い込んで行くだろう。耐えられなくなった義昭様は御屋形様を抑えるのでは無く討とうとなされる筈だ」


左兵衛尉が頷いた。


「三好は幕府内で力を伸ばす事を望みました。御屋形様は違います。その辺りを義昭様と側近達は何処まで理解しているか……」


「徐々に理解するだろう。そうなれば対立は益々激しくなる」


京の実権は御屋形様が握った。義昭様の意が通るのは室町第の中だけしかない。義昭様の権威は失墜したのだ。将軍宣下が行われてもそれは変わるまい。そして御屋形様は幕府の中に入ろうとしない。徐々に幕府の権威も失墜していく……。


「兄上、返事を書きますか？」


「そうだな」


「柔らかく？」


「いや厳しく書く。それが御屋形様の御意志だ」


左兵衛尉が頷いた。我等は朽木の親族なのだ。御屋形様の御意志を損なう事は出来ない……。
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清水山城の櫓台からは青々とした水田が一面に広がって見えた。


「もう直ぐこのお城ともお別れなのかと思うと寂しゅうございます」


「今一度黄金色に輝く稲田を見とうございました」


小夜と雪乃が口々に清水山城との別れを惜しんだ。確かに北近江ではこれだけの城は小谷城を除けば無い。小谷城は朽木家の直轄城だが警備の兵を置いているだけの扱いだ。武器の貯蔵、保管に使うかとも思ったがそれも止めた。今では大叔父と主殿が硝石造りを行っている。史実に比べればかなり寂しい扱いになってしまったな。


「新しい御城は如何いう御城なのでしょう？　山城だと聞きましたが」


「山城だ、この城よりも大きい。城は完成したが城下町は今作っているところだ。賑わうのはこれからだな。まあ観音寺城の城下から商人が集まって来るだろうと考えている。商人は利には敏さといからな」


雪乃の問いに答えると小夜と雪乃が感心したように頷いた。


暫く三人で風景を見ていた。考えてみるとこの城には余り思い出が無い。俺にとって朽木を大きくするための城は塩津浜の城だった。北近江制覇、越前、若狭、加賀、能登。あの小さな城を基点に行った。本来ならこの城は西へ進むための城なんだが南近江を掌握するためにはこの城では駄目だ。小谷城同様ちょっと不運な城かもしれない。御爺おじいはこの城が好きだった。どこか御爺に似ているのかもしれない。


小夜が控えていた小姓達に下がる様に命じた。櫓台には俺と小夜と雪乃の三人だけになった。何だ？　一方を贔屓ひいきにするのは止めろとか言うのか？　俺はそんな事はしていないぞ。二人とも大事に扱っている。子供の男女が偏ったのは俺の所為じゃない。それは文句を言われても困る。


「御屋形様」


小夜が問い掛けてきた。


「御屋形様は天下を御望みですか？」


「その事か、……何故そう思う？」


「色々と聞こえてきます。雪乃殿とも話しました。それで……」


小夜と雪乃がこちらを窺うように見ている。俺の事如何思っているんだろう、謀反人？　身の程知らず？　ちょっと不安だ。


「朽木は足利の忠臣だと言われている」


「御屋形様は足利を信じてはおられますまい。雪乃には分かります」


自信満々に言わないでくれよ。


「確かに信じてはおらぬ。だが天下を望むのとは関係あるまい」


「御屋形様、正直にお答えください。御屋形様は以前、喰う事を躊躇ってはならぬと仰せられました。天下を喰らうのですか？　その時が来たとお考えなのですか？」


小夜と雪乃がじっと俺を見ている。嘘は吐つけんな。


「分からん。天下等という物が喰えるものなのか、俺には分からん。だが今のままでは朽木は頭打ちだ。だから摂津を獲った、更に西へ進む」


「西へ？　では毛利と？」


「違う、毛利では無い。足利だ、雪乃」


小夜が〝足利〟と呟いた。二人が訝しげな表情をしている。


「朽木が大きくなろうとすれば足利は必ずそれを阻止しようとする。これからは足利との戦いになる。足利に勝てれば天下を獲れるのかもしれん」


「……」


「だが手強いぞ、足利は三好修理大夫長慶も潰せなかった相手だ。俺に潰せるのかどうか」


「ですが将軍家は……」


雪乃が訝しげな声を出した。


「足利の武器は兵力では無い、権威だ。足利との戦いはその権威をどうやって潰すかという戦いだ。周囲の諸大名が足利では駄目なのだ、これからは朽木なのだと思った時、朽木は足利を凌駕した事になる」


三好は義輝を殺した。だが、その後平島公方家から義栄、義助を担ぎ出した。要するに連中は足利の権威を否定したわけでは無かった。義輝を嫌っただけだ。そして義栄、義助を平島公方家から引っ張り出した。足利の権威の下で、権威を利用して勢力を伸ばそうとしただけだ。


だから嫌われた。細川の下で細川を食い潰し足利の下で足利を圧迫した。周囲からは宿主を食い殺す寄生虫むしにしか見えなかっただろう。好かれる筈がない。史実の信長も足利の権威を利用して天下を獲った。義昭を担いで上洛し覇を唱えた。担いだ以上簡単に捨てる事は出来ない。だから信長は義昭の追放までかなり苦労している。権威という物はそれほどに厄介だ。


「足利の権威を利用して大きくなるのではなく朽木の権威を作り出しながら大きくなる。そして周囲にそれを認めさせる。それがこれからの戦の仕方になるだろう」


小夜、雪乃、二人が曖昧に頷いている。分からんのだろうな。無理もない、俺だってどういう戦いになるのか良く分からんのだ。だが、これまで以上に厄介な事になるのは分かっている。この天下は足利の作った天下だ。争っている諸大名は足利の権威を認めた上で争っている。言わば茶碗の中での嵐にしか過ぎない。足利の天下という器そのものを壊す嵐ではないのだ。俺はその器そのものを壊す戦いをしなければならない……。
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「してやられたか」


朽木大膳大夫基綱、忌々いまいましい奴よ。思わず唇を噛んだ。いかん、噛み破ってはならぬぞ。抑えるのだ。


「まさか義昭様を利用するとは」


「意表を突かれました」


顕悟けんごと刑部卿ぎょうぶきょうが口々に予想外の事が起きたと言った。私を抑えようとしているのかもしれぬ。不意に可笑しくなって笑ってしまった。


二人が呆然としている。その事が更に私を笑わせた。そのように気を使わなくても良いのだ。下間豊前守を手打ちにして以来、激する事が少なくなった様な気がする。だが顕悟は以前よりも私が怖くなったと言う。刑部卿からは眼が冷えていると言われた。だとすれば心の色が眼に出たのかもしれぬ。


「いや、許せ。義昭様を上手く利用して大膳大夫めを抑える事が出来たと思ったのだがより上手く利用されたようだ。義昭様は利用し易い御方らしい。それを思ったら可笑しくなってしまってな」


二人も笑い出した。〝左様でございますな〟、〝真に〟と二人が笑いながら言っている。部屋に笑いが溢れた。先程まで深刻な表情をしていた三人が笑っている。人間とは妙なものだ。


「三好も役に立たぬな。公方様も京には戻れまい」


私の言葉に二人が頷いた。もっとも義昭様も哀れな立場だ。実権を全て奪われた。どちらも現状に失望していよう。大膳大夫の独り勝ちだ。


「しかし厄介な事になった。朽木が摂津にまで入り込んできた。いよいよ此処で戦う事になる」


二人が頷いた。


「摂津の旗頭は平井加賀守という男にございます。大膳大夫の舅だとか。元は六角家で六人衆と呼ばれた重臣でございました」


顕悟が教えてくれた。六角家の六人衆と言えば近隣に聞こえた存在だ。六角家の全盛期を支えた男達だった。能力も有れば親族として信頼もされているという事か。


「直ぐに来ると思うか？」


二人が顔を見合わせた。刑部卿が首を振り顕悟が頷いた。


「大膳大夫は公方様と義昭様の和睦を考えているそうにございます。それによって将軍職を返上させ義昭様に将軍宣下をと。さすれば直ぐには来ますまい」


「刑部卿に同意致します。大膳大夫は先ずは京を押さえる事を優先しましょう。そうでなければ摂津で安心して動けませぬ。その手始めが伊勢伊勢守の政所執事就任かと」


「なるほど」


伊勢伊勢守を政所執事に就ける事で幕府を牛耳るか。そして和睦から将軍宣下で京を安定させ朝廷を掌握する。一つ一つか、戦と同じだ、派手に見せるが実際には手堅い。


「ですが、油断は出来ませぬぞ」


「何がだ、刑部卿」


刑部卿がじっと私を見た。


「公方様と義昭様の和睦ですが、おそらくは三好家も含む形になる筈。さすれば本願寺は三好家からの援助は受けられませぬ」


〝うむ〟、思わず唸り声が出た。


「しかし刑部卿、この和睦、成るか？　大膳大夫の狙いは分かるが成らねば絵に描いた餅ぞ」


問い掛けると〝分かりませぬな〟と言って刑部卿が首を横に振った。


「なれど御上人様、勝敗は見え申した。公方様に勝ち目はございますまい」


確かに勝ち目は無い。となると和睦の可能性は有るか……。顕悟に視線を向けると頷いた。顕悟も和睦の可能性は有ると見ている。


「それに堺が大膳大夫に服属致しました」


「我等も三好も武器弾薬が手に入り難くなるな。なるほど、摂津を押さえられ堺を奪われた。成るかもしれぬ」


刑部卿が〝それだけでは有りませぬ〟と首を横に振った。未だ有るか……。


「御上人様、雑賀はこれまで以上に大膳大夫の顔色を窺いましょう。当てには出来ませぬぞ」


思わず溜息が出た。良くもまあ次から次へと悪い材料が出て来るものだ。思わず苦笑いが漏れた。


「和睦は本願寺を孤立させる狙いもあるか」


二人が頷いた。籠城となれば鉄砲が役に立つ。だが雑賀が当てに出来ない……。以前は朽木の水軍に痛めつけられた。そして今度は堺から物が入らぬとなれば……。


「厳しいのう」


また二人が頷いた。二人とも沈痛な表情をしている。


「手が有るか？」


「やはり英賀を基点に播磨を反朽木で纏めるしかありますまい。それと丹波でございます。あそこを反朽木で纏める。京の北が反朽木となれば大膳大夫も放置は出来ますまい。そして丹波は極めて攻め辛い土地でございます。その事は三好家が証明しております」


また溜息が出た。


「顕悟、丹波は当てになるまい。左京大夫を送ったが何の役にも立たなかった」


「分かりませぬぞ」


顕悟が首を横に振った。はて……。


「御上人様、丹波は昔から自立の気風が強く同時に親足利の色が強うございます。大膳大夫の専横が強まれば、そこに義昭様の文が届けば……」


「目は有るか」


顕悟が頷いた。刑部卿も頷いている。


そうか、情勢は一変したのだ。以前の大膳大夫は親義昭派の大名に過ぎなかった。だが今では京を押さえ義昭様を傀儡としている。当然他の大名、国人衆達の大膳大夫を見る眼は以前とは違う筈だ。反感を示す者も居るだろう。今一度情勢を検討する必要が有る。畠山、一色とも手が組めるかもしれぬ。そして三好左京大夫……。


「それと御不快を承知の上で申し上げます」


刑部卿がじっと私を見詰めた。


「何か？　刑部卿」


「海を塞がれてはどうにもなりませぬ」


思わず〝うむ〟と唸り声が出た。下間豊前守か……。海を塞がれては敗れると言っていた。その前に和睦しろと……。


「義昭様と公方様が和を結べば安宅水軍は中立、或いは朽木に味方しましょう。そうなれば朽木の水軍が和泉灘に入って来ます。海を塞がれる事になる」


唇を噛み破った。鉄臭い血の味が口中に広がった。手強いと思った。百戦錬磨とは大膳大夫の為に有る言葉で有ろう。一つ一つの手が此方の喉元を締め上げて来る。


「これを防ぐには毛利を味方に付けなければならぬかと」


「村上水軍か」


刑部卿が頷いた。毛利か、陸奥守元就が死んでそろそろ一年。動けるだけの体制固めは出来たのか……。簡単にはいかぬかもしれぬ。


「丹波、播磨を中心に時を稼ぎその間に毛利との連携を強めましょう。そして瀬戸内の海を支配する。さすれば負ける事は有りませぬ」


「分かった。急がねばならぬな」


二人が頷いた。毛利に文を書かねばならぬ。それと安芸の唯順ゆいじゅんにも文を書く。これまでは長島を失った事の動揺を鎮めるために文を書いたがこれからは戦うためだ。我等本願寺の存亡の危機だと書こう。そして毛利の尻を叩くのだ。
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「見事な御城でございますな」


「世辞でもそう言って貰えると嬉しいな」


「世辞等と、とんでもございませぬ。本心から申しております」


俺の目の前で五十代の老人が上品な微笑みを浮かべている。今井宗久、屋号は納屋。堺の商人だ。この時代の商人は戦で儲けているようなところが有る。言ってみれば宗久は死の商人だ。上品な笑みに騙されてはいけない。


実際八幡城はそれなりの城だが摂津には芥川山城、河内には飯盛山城が有る。どちらも三好の重要拠点の城で八幡城に負けぬだけの威容を備えている。それに摂津には石山本願寺が有る。八幡城程度の城なら見慣れているだろう。


「如何かな？　会合衆は慣れたかな？」


「多少は困惑がございます。ですが徐々に慣れましょう」


「そうか、それは良かった」


堺の町は先の阿波三好家の侵攻で大きな役割を果たした。武器弾薬、兵糧の売買、まあこれは商人なのだから仕方が無い。問題は船と湊だ。朽木に追われ摂津に逃げ込んだ三好勢を四国へ逃がすために船と湊を使用させている。船はそれほど大きな数じゃない。何と言っても安宅水軍が有るのだからな。だが一部の将兵を逃がすために堺は積極的に動いたと取られても仕方が無かった。まあ三好は長い間畿内を統治した。堺はそんな三好に協力してきたのだ。断り切れない部分も有ったのだと思う。


当然だが俺はそれを咎めた。


この二人のおかげで血を見ずに済んだ。もっとも服属とは言ってもかなり緩い服属になっている。市政についてはこれまで通りとする。但し朽木家の代官所から命令が有った時はそれを最優先で実施する。もしそれが守られない場合は朽木家の代官所が処罰を下す事になる。要するに朽木支配下での自治、そういう事になる。かなり窮屈には感じているだろう。


俺も百パーセント満足しているわけではないが朽木が大きくなれば従属度は強まると見て受け入れている。取り敢えずはこれで良い。阿波三好家との関係も完全に切れたとも思えん。それも構わない。無理を強いれば反発が酷くなる。堺には葉月も居るのだ、情勢を知る事に困る事は無い。ゆっくりとじっくりと堺を消化し朽木の物にする。


「ところで、例の件は如何かな。公方様は征夷大将軍を返上されそうかな？」


俺が問うと宗久が〝なかなか〟と言って首を横に振った。


「今天王寺屋さんが公方様と交渉しておりますが簡単には……」


「いかぬか」


「はい」


宗久がゆっくりと頷いた。天王寺屋と言うのは津田宗及の屋号だ。俺は天王寺屋を使って義助に将軍職を返上させようと考えている。


「年内には何とか纏めたいものよ。義昭様をあまり待たせる事は出来ぬ。公方様だけでなく父君の義維よしつな様の方からも説得するように伝えてくれ」


「承知いたしました。ですが、何故それほどまでに公方様に御気を使われますのか御教え願えませぬか？　解任してしまった方が事は早く済みましょう。左馬頭様もそれをお望みの筈」


俺の心を探ろうとしている。誰が後ろにいるのかな？　義昭？　義助？　三好豊前守？　安宅摂津守？　俺の猜疑心が強いのか、それともこいつらの信用が無いのか、どちらだろう。


「義昭様にはかつて兄君と弟君が居られたが御二方とも御命を奪われた。そして義昭様には御子は居られない。未だお若く壮健であるとはいえ極めて心細い事だ」


「……」


「平島公方家も義維様は御高齢。御長男義栄様は既に御他界、男子は公方様と御舎弟の義任よしとう様のみ。決して安心は出来ぬ。足利の血は嘆かわしい事だが痩せ細っている」


宗久が〝確かに〟と言って頷いた。


「この状況で公方様の将軍職を解任すれば如何なる？　公方様は納得なさるまい。自分こそが正統な将軍であると主張されるであろう。そうなればこの天下に二人の将軍が存在する事になる。それを正す為には公方様を討たざるを得なくなる。場合によっては平島公方家そのものを討つ事にもなろう。そうなれば足利家の血は更に痩せ細る事になる」


宗久がフムフムと頷いた。


「なるほど、それで公方様に将軍職を辞して貰おうという訳ですな」


「その通りだ。義昭様は公方様に、平島公方家に良い感情をお持ちでは無い。だがそれは義昭様個人の御気持ち、足利家のためには我慢して貰わなければ……、義昭様には年内はお待ち頂きたいとお願いしている」


「そこまでお考えでしたか……」


宗久が感心したような声を出した。そう、朽木は足利家の忠臣なのだ。……足利の忠臣か。多分誰もがそう思うだろう。この事は天下の諸大名に手紙で伝える。北条、今川、武田、長宗我部にもだ。俺を嫌っている大名も俺が平和を作り出そうとしている、そう見る筈だ。


「しかし公方様は受け入れましょうか？」


「難しいかもしれん。だが義維様、義任様は話の持って行き方では受け入れると思う。そこから崩していく一手だな」


「と仰られますと？」


宗久は訝しげだ。大丈夫か、こいつ。なんか頼りないな。それとも俺が悪なのか？


「平島公方家はこれまで将軍を出した事は無い。だが今回公方様が将軍に就任した事で平島公方家は将軍を出せる家だと周囲は思った筈。要するに平島公方家の家格は上がった。他の足利一族よりも頭一つ抜け出したと言って良い。此処で意地を張る事に意味が有るか？」


宗久が大きく頷いた。


「そうですな。仮に左馬頭様に何か有れば次の将軍は平島公方家からとなる可能性は高い。それを理解して頂ければ……」


「宗久、それではなにやら嗾けしかけている様にも聞こえるぞ。俺はそんな事は望んでおらぬ」


「これは申し訳ありませぬ」


宗久が苦笑している。俺も笑った。だがその辺りを匂わせれば交渉は可能だろう。


「問題は三好豊前守、安宅摂津守だが平島公方家から征夷大将軍職の返上と引き換えに彼らへの寛恕を願い出れば良い。左馬頭様への取り成しは俺が請け負う」


「それなれば豊前守様、摂津守様も受け入れるやもしれませぬ。平島公方家も御二方に負い目を持たずに済みましょう。しかし左馬頭様は如何でございましょう？　受け入れましょうか？」


「戦を続けては義昭様の治世は安定せぬ。義昭様にとっても和を結ぶ良い機会であろう」


「確かに左様でございますな。天王寺屋さんにその事を伝えましょう」


「頼む。後程文に記す、天王寺屋に渡してくれ。……三好日向守殿を知っているな？」


「それは勿論。三好家でも力の有るお方でございます」


宗久が笑みを浮かべている。かなり親しいのかもしれん。好都合だ。


「日向守殿にも話を通すように伝えてくれ。道理の分かる方だ、理を尽くせば味方になってくれるだろう」


「分かりました。大膳大夫様は日向守様を御存じで？」


「一度会って話をした事が有る。悪い御仁では無かったと覚えている」


宗久が思い出したと言うような表情を見せた。もう二十年近く前になるな。


「ところで長宗我部の件だが」


問い掛けると宗久が笑みを浮かべた。


「御指示通りにしております。堺では長宗我部の荷は扱いませぬ」


「頼む。これで少しは土佐も落ち着くだろう」


先ずは兵糧攻めだな。そこから長宗我部を追い詰めて行こう。義昭が動くのは将軍宣下の後だ、おそらくは年明けだろう。それまでに土佐を何とかしなくてはならん。
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「伊予の西園寺が土佐を攻めた？」


御屋形様が呆然としている。珍しい物を見た、後で日記に記さなければなるまい。


「はい、そして少将様が御勝ちなされたとか。御屋形様が送られた鉄砲三百丁、大いに役立ったと聞いております」


「……」


「御存じ有りませぬか？」


御屋形様が〝知らぬ〟と言って首を振った。


「土居宗珊からは何も言って来ぬ。伊賀衆からの報せか、大叔父上」


私が頷くと御屋形様がホウッと息を吐いた。


「毛利は何を考えている。土佐一条家は伊予には介入せぬ。長宗我部との戦いに専念すると伝えたのに……、西園寺の独断か？」


「直に土佐から報せが来ましょう」


「そうだな、だが厄介な事になった」


「……」


「これでは少将様を隠居させる事は出来ぬ。宗珊も頭を痛めていよう。報せが遅れているのはその所為かもしれん」


御屋形様の表情が厳しい。確かに戦に勝った少将様を隠居させる事は名分が立たぬ。土佐の方針は振り出しに戻った。


「御屋形様、それよりも心配なのは少将様が伊予に攻め込まぬかという事でございましょう」


御屋形様が顔を顰めた。


「土佐一条家にとって一番危険なのは長宗我部だ。長宗我部は明らかに土佐統一を目指している。自分の足元が揺らいでいる時に伊予に出張る余裕など有るまい。むしろ西園寺を叩いた今、長宗我部に全力で向き合うべきであろう」


「大友が要請するやもしれませぬ」


御屋形様がまたホウッと息を吐いた。宗珊からの報せが遅れているのはそれを止めるので手一杯なのかもしれぬ。


「大友の娘など嫁に貰うからだ！」


御屋形様が吐き捨てた。


「長宗我部相手に大友は何の役にも立たん。大友と結べば毛利との戦いに利用されるのがオチであろう。伊予に攻め込めば必ず毛利が出てくる。負ければ長宗我部が喜ぶだけだ」


御屋形様が言われる通りだ。私にも分かる。だが土佐一条家の当主にはその辺りが理解出来ているか甚だ心許ない所が有る。全く余計な勝ち戦だ、負けてくれた方が未だ良かった。それを理由に隠居に持ち込めただろう。いや負ければ長宗我部の攻勢が強まるか……。こっちも溜息が出そうだ。


「土佐に使者を送られては？」


「そうだな、伊予に攻め込むのなら援助は出来ぬと文を書こう。それと毛利にも使者を出す。今回の西園寺の件、如何いう事なのか問い質ただすつもりだ」


「それが宜しゅうございます。ところで伊勢の件は？　隠居は難しいとなりますと……」


御屋形様が顔を顰められた。


「いや、来て貰う。俺と権大納言様で長宗我部に専念しろとしっかりと釘を刺す。場合によっては大友の娘との離縁も突き付けるつもりだ。その折、大友にも使者を出そう。土佐一条家が滅べば娘も惨めな境遇になるが、それで良いかとな」


かなり御怒りになられている。


「大友も苦しいのでしょうな。肥前の龍造寺ですが、あれは自立しましょう」


「大叔父上の言う通りだ。大友は駄目だな。足元が危ういのに毛利との戦いを続けている。龍造寺に足元を見られるのも道理よ」


「……」


「似ているな、大友と一条。足元を疎かにして外に出たがる。虚栄心が強いと見た。この乱世では生き残れまい」


冷たい声だった。御屋形様は北畠を誅ちゅうし伊勢を安定させた。大湊を始めとする町の自治も取り上げ、今では伊勢は小揺るぎもせぬ。大友と一条を蔑む心が有るのだろう。虚栄心か、確かに御屋形様には感じられぬ。


「西に龍造寺、東に毛利。いずれ大友は南からも攻められるぞ」


「南、と言いますと？」


「薩摩の島津だ」


「何故それを？」


伊賀衆からもそんな報告は上がっていない。何処から御屋形様はそれを？　御屋形様が顔を顰めた。


「琉球だ」


「琉球？」


「琉球に出した船が戻って来た。琉球は島津に近い、取引も多いからその動向には敏感だ。島津は日向ひゅうがの伊東氏と戦の最中だが島津が勝てば日向方面に出て来る。忽ち豊後ぶんごは危うくなる」


「伊東が勝てば？」


御屋形様が溜息を吐いた。


「大隅から薩摩へと伊東は勢力を伸ばす。その後は豊後だな。毛利と龍造寺に手間取っている大友は南から見れば隙が有る。大友は囲まれて防戦一方になるだろう」


「土佐一条家もそれに巻き込まれますな」


「その前に長宗我部に滅ぼされる。大友はそれを防げない」


御屋形様の表情が暗い。話を琉球の事に変えた方が良かろう、少しは御気も晴れる筈。


「琉球から船が戻ったと聞きましたが首尾は？」


「交易は上々と言って良い。絹の他に沈香じんこう、象牙、砂糖を大量に買い付けてきた。だが琉球王が死んだそうだ」


「なんと」


御屋形様の表情は晴れない。何たることか……。


「跡継ぎは未だ幼い。琉球は混乱するかもしれん。それによっては交易にも影響は出るだろう。今年も船は出すが楽観は出来ん」


「……」


「土佐、琉球は暗い話ばかりだな、大叔父上。唯一の成果は堺と長宗我部の繋がりを断った事くらいだ。頼りない事よ」


御屋形様が遣る瀬無さそうな表情をしている。困ったものよ、何か良い手は無いか伊賀衆に相談してみるか……。
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吉田郡山城に用意された部屋で寛いでいると兄駿河守元春が入って来た。ドカッと眼の前に座る。


「左衛門佐、朽木から文が届いたと聞いたが」


「はい、伊予の件で」


兄が渋い表情をした。伊予の西園寺左衛門太郎公広きみひろが土佐に攻め込み一条左近衛少将兼定に敗れた。西園寺は鉄砲で叩かれ酷い損害を受けた。


「朽木は何と言ってきたのだ？」


「どういう事かと。一条は東に向かわせると伝えた筈、何故西園寺が土佐に攻め込むのかと。一条と西園寺は不戦で同意した筈だと。一条には長宗我部戦に専念させるから改めて西園寺を抑えろと言っております。毛利が西園寺を唆したのではないかと疑っておりますな」


益々兄が渋い表情をした。


「そんな事はせぬ。こちらも一条が大友に加担せぬのなら利が有るのだ。一条が東に向かうのなら望む所よ。むしろ一条少将の尻を叩いてやりたいわ」


兄の言う通りだ。一条が伊予に攻め込めばその分だけこちらも伊予に手を取られる事になる。それは避けたい。朽木からの申し出は毛利にとっても十分に旨味の有るものだった。


「それより西園寺だが一体どうなっているのだ？　何故土佐に攻め込む？　南は駄目だと言った筈だぞ」


「唆した者が居るようです」


兄が訝しげな表情をした。


「唆した者？……まさかとは思うが長宗我部か？」


「いえ、世鬼の調べでは大友ではないかと」


兄が〝まさか〟と呟いた。呆然としている。


「世鬼も確証が有るわけでは無いようです」


「左衛門佐、一条少将は大友宗麟の娘婿だぞ？　世鬼は宗麟が西園寺を使って娘婿を攻めさせたと言っているのか？」


兄が訝しんでいる。無理も無い。私自身、最初に聞いた時は首を傾げた。


「一条は朽木から援助を受けています。その所為で朽木からは長宗我部戦に専念しろと釘を刺されている。宗麟にとっては何とも腹立たしい事でしょう。一条少将も出来れば舅の宗麟を助けたいと考えている。不満は有った筈です」


兄が唸り声を上げた。


「それで西園寺を唆したか、しかし……」


「或いは一条も承知の上の事かもしれませぬぞ、兄上。世鬼の調べでは一条の動きは相当素早かったようです。西園寺の敗北は鉄砲隊の活躍によるものと言われておりますが一条の動きを読み誤ったという事も有るようです。意表を突かれたのでしょう」


また兄が唸り声を上げた。


「これをきっかけに伊予に出るか……、それが狙いか」


「ええ、先に攻めて来たのは西園寺です。ならば長宗我部よりも西園寺を先にと考えるのはおかしな話では無い。朽木にも言い訳出来る」


兄が私を睨んだ。一条は朽木から援助を受けている。鉄砲が三百丁、決して少ないとは言えない。大友にとっては喉から手が出る程に欲しい兵力だろう。大友と一条の狙いは東土佐ではなく伊予方面への侵攻だ。それによって毛利の兵力を伊予方面に引き摺りこもうとしている。


「負ければ如何する？」


「朽木から援助を引き出せばよいでしょう。そのための琉球との交易です。朽木としても無視は出来ますまい」


兄が唸り声を上げた。大友の狙いはむしろそれかもしれない。朽木から援助を引き出し、それを大友のために使う。その事を言うと兄が顔を顰めた。毛利にとっては一番避けたい事態だ。


「大友もえげつない事を考えるものよ」


「それだけ苦しいという事でしょう。龍造寺の件も有ります」


兄が〝そうだな〟と言って頷いた。龍造寺は大友に服属しているが実際には自立しているに等しい。二年前には戦いが有り龍造寺が勝利を収めている。大友は龍造寺を持て余している。


「それで、朽木には何と返事を出すのだ」


「……未だ決まっておりませぬ」


「……」


兄が呆然としている。


「右衛門督は迷っております」


「……馬鹿な」


「西園寺から救援要請が出ております。一条が伊予に攻め込む勢いを見せているようです。それを如何すべきかと悩んでいます」


兄が溜息を吐いた。


「悩む事など有るまい。朽木は一条を長宗我部に向かわせると言っているのだ。それに合わせれば良い。西園寺が何を言おうと動かずに備えていろと言えば良いのだ」


その通りだ。朽木は一条が伊予に攻め込む事を許さない。一条を恐れる事は無いのだ。それでも一条が攻め込んできた時は軍を動かすと同時に朽木に使者を送り一条を退かせればよい。一条も不利となれば朽木の言を受け入れる筈だ。


「如何するのだ？」


「悩ませましょう。敗北で西園寺に土佐に攻め込む力は無い。後は朽木と一条の問題です」


兄が眼を剥いた。


「……良いのか、それで」


「毛利家当主として決断する事に慣れて貰わなければ……、我らが助けては意味が有りませぬ」


兄がまた溜息を吐いた。


未だ若いとはいえ二十歳になったのだ。余りにも頼り無い。天下は動いている。三好は四国に追い落とされ朽木が摂津までその勢力を広げた。毛利にとっては未だ脅威ではない。だが無視出来る相手でも無い。何とか当主として独り立ちして貰わなければならぬ……。
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「それで伊勢守殿は何と？」


「はっ、左馬頭義昭様、大分御不満の様に見受けられるとの事にございまする」


「そうか」


俺の前で伊勢与十郎よじゅうろう貞知さだとも、因幡守いなばのかみ貞常さだつね、上総介かずさのすけ貞良さだよしが畏まっていた。本家からの連絡事項を俺に伝えに来たというわけだ。大体において話すのは一番若い上総介貞良だ。与十郎貞知と因幡守貞常は時折補足をするかのように話す。


「何を不満だと言っておられるのだ？」


「されば将軍宣下が成されぬ事、そして大膳大夫様が公方様、平島公方家に気を使う事がお気に召さぬとか」


「ほう、伊勢守殿が政所執事に戻られた事には何も言われぬのかな？」


俺が皮肉ると与十郎が困った様な表情を見せた。後の二人は表情を変えない。流石、伊勢の一族だな。


「それもございます。政まつりごとを自らが執れぬ事に対してしばしば御不満を口にされるとか」


不満の根本は其処に有る。要するに義昭は自分の好きにやりたいのだ。叔父に届いた手紙からもそれは分かる。


「残念だがそれは認められぬ。それを認めればこの八幡城は陳情にやってきた公家達で溢れ返ってしまう」


俺の言葉に三人が苦笑を浮かべた。


同席している蒲生下野守、黒野重蔵、明智十兵衛も顔を歪めている。俺は冗談を言ったつもりはない。京の近衛、飛鳥井、勧修寺達からは伊勢が政所執事に復帰した事について感謝の文が届いているのだ。千津叔母ちゃん、新たに宮中に入った権ごんの典侍ないしのすけからも同様の文が届いている。義昭の親政？　京はひっくり返る様な騒ぎになるだろう。誰も義昭の親政など望んでいない。京では義昭の事を悪御所と呼んでいるのだ。未だ将軍にはなっていないがな。


「幕臣達は如何か？　迎合しているのか？」


「いえ、大体において抑える側に回っておりまする」


「禄を与えた効果が少しは有ったか」


皆が苦笑を浮かべた。銭の力は大きいよな。或いは俺が怒っていると知って慌てたのか。叔父が書いた返書は結構幕臣共を驚かせたらしい。あの馬鹿共、俺が怒っているとは思っていなかったようだ。自分達がする事は何でも許されるとでも思っていたらしい。甘いよ、これからは時々不快感を表明していこう。いつも怒ると慣れるからな。時々だ。


「それで、義昭様に迎合しているのは？」


「一色宮内少輔昭辰、一色式部少輔藤長、摂津中務大輔晴門、上野中務少輔清信、真木島玄蕃頭昭光」


「なるほどな」


一色は丹後の一色家の一族、摂津は前政所執事だ。まあ朽木には反感を示すだろう。


「困ったものよ、義昭様にはご説明したのだがな。足利家の為に今暫くお待ち頂きたいと。理解しては頂けなかったか」


「左馬頭様は将軍に就任しその上で公方様、平島公方家に降伏を促した方が良いと御考えだとか。将軍に逆らう者は居らぬ、左様な不埒者ふらちものは討伐すれば良いと……」


うんざりした。下野守が失笑しているが重蔵と十兵衛はうんざり顔だ。馬鹿じゃないのとでも言いたそうだな。


「それによって御自身が将軍であると実感を得たいのでありましょう」


「命令を出せば叶うと思っていると言うのか、下野守。馬鹿げているぞ。もしそうなら義輝様が弑される事は無かった。どの大名も自分に都合の悪い命令は聞かぬ。自分に益が有ると見た時だけ受け入れるのだ」


俺だって義輝、義昭の命令を無視しまくった。それなのに朽木は足利の忠臣だ。如何いう訳だろう？　納得がいかんな、誰かに嵌められているような気がする。もしかすると褒め殺しか？　気を付けないといかん……。







伊勢伊勢守貞孝
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「伊勢守様は公方様に将軍職を返上させるには今少し時がかかるだろうと見ておられます。このままでは左馬頭様の苛立ちが募るばかり、一つ間違えると苛立った左馬頭様が交渉を壊しかねません。御気持ちを宥める必要があると考えておいでです」


「そうだな、何か手が有るか？」


俺が問うと上総介が与十郎と因幡守の二人を見た。二人が頷く。


「左馬頭様を従四位下に」


「なるほど」


義昭は従五位下じゅごいのげ左馬頭さまのかみだったな。俺が従四位下大膳大夫だからその辺りも不満なのかもしれない。昇進させればこちらが義昭を軽視しているわけでは無いと思うだろう。征夷大将軍に就任する前に位階を上げておく。多少は落ち着くか。まあ一月から二月が限度だろうがやらないよりはましだな。


「銭がかかるな」


「はっ、それを御屋形様に用立てて頂きたいと」


多分伊勢守の真意はこっちだろう。世の中先立つものは銭か。どの時代でも変わらないな。


「良いだろう。伊勢守殿に昇進の手続きを取る様に言ってくれ。費用は朽木が持つ」


「はっ」


「多少水増ししても構わんぞ。お守も大変だろうからな、骨折り料だ、遠慮するなと伝えてくれ」


上総介が困った様な顔をすると下野守、重蔵、十兵衛が笑い出した。


「それと御屋形様にも新たな官位をと朝廷から伊勢守様に打診が有ったそうにございます」


またか、三好の反攻を防いでから時々話が来る。その度に断っている。


「朝廷はこの度の御屋形様の御働きに大分感謝しております。禁裏修理の件も有りますれば御屋形様の労に酬いたいと考えているようです」


「無用だと伊勢守殿に伝えてくれ。わざわざ義昭様を不愉快にさせる事は無いとな」


「はっ」


伊勢の三人は何も言わずに引き下がった。まあ俺が受けようとすれば止めただろう。伊勢守がこちらに報せてきたのは朝廷での動きを報せるため、それ以上ではない筈だ。官位を受けるのは平島公方家を降伏させ義昭の将軍宣下後だな。足利が一つに纏まり畿内から争いが消える。官位を受けても何処からも文句は出ない筈だ。文句を言う奴が居るとすればそいつは心の狭い嫉妬心の強い男だろう。


伊勢の三人が下がると下野守が話しかけてきた。


「御屋形様、左馬頭様の事ですが今のままでは将軍になられても朽木に対して不満を持つのでは有りませぬか？」


重蔵、十兵衛が頷く。


「間違いなくそうだろうな。政の実権が無い、朽木は大き過ぎる、十分過ぎる程の理由だ」


「それでは朽木はかつての三好と同じ扱いを受けましょう」


十兵衛が眉を寄せている。厄介な事になった、そんな感じだ。


「已むを得ぬな、十兵衛。今京が安定しているのは摂津を朽木が押さえたから、そして幕府政所を伊勢を使って朽木が押さえたからだ。それ無しでは京は混乱し三好は何度でも四国から京に押し寄せるだろう」


「……それは分かりますが……」


「義昭様の御力ではそれを押し返せぬ。混乱するだけだ」


三人が頷く。もっとも渋々といった感じだ。足利と対立するという事に不安が有るのだろう。要するに不満は持たせても怒らせては拙いという事だ。


「下野守、承禎入道じょうていにゅうどう様は天下を望まれなかったのか？」


「……天下、でございますか？」


意表を突かれた、そんな表情だ。


「もし、六角家が東の美濃へ兵を進めず朽木が若狭、越前を得れば六角、朽木は約五万の軍を西に向けられた筈だ。畠山と力を合わせれば三好を打ち破る事が出来たかもしれぬ。それを考えなかったか？」


下野守が考え込んでいる。そんな下野守を重蔵と十兵衛が興味深げに見ていた。三好を打ち破れば六角の影響力は山城、河内、和泉に伸びた筈だ。天下という文字が頭に浮かんでもおかしくは無い。


「そこまでは御考えにならなかったのではないかと思いまする。それゆえ美濃に兵を送られたのでしょう」


「なるほど、そうかもしれぬな」


俺は史実を知っている。足利の天下は終わった。織田、豊臣、徳川の天下も終わった。不変の物など無いのだ。だが俺以外の人間にとっては足利の天下が終わるというのは信じられない事なのかもしれない。天下を目指すなどキチガイ沙汰か。小夜と雪乃が心配する筈だな、二人とも不安そうな顔をしていた。


「御屋形様は天下を望まれますので？」


重蔵が問い掛けてきた。忍びらしく表情が無い。普段は頼もしいんだけどな、今はちょっと不安になる。


「望む望まぬではない。天下を獲らざるを得ぬ立場になったのではないかと考えている」


「……獲らざるを得ぬ立場と言われますか」


「うむ。関白殿下に指摘されて気付いた。いや目を逸らしていたのかもしれぬ。無理矢理殿下に現実を見せられた、そんなところか」


三人が呆然としている。殿下が絡んでいる事に驚いた様だ。


「朽木は大きくなった。豊かでも有る。そなた達、能登の畠山、伊勢の北畠の事は覚えていよう。義昭様が口を出してこちらの邪魔をした」


三人が頷いた。


「これ以上朽木に大きくなられては困る、そういう事なのだが能登も伊勢も譲る事は出来なかった。朽木が支配した」


北陸、東海道から一向一揆を駆逐するには必要な事だった。それは朽木だけじゃない、上杉、織田、徳川も同意見だろう。


「朽木に匹敵する勢力と言えば毛利と上杉ぐらいのものだろう。三好は分裂し四国へ追いやられた事で勢力を縮小したからな。だが毛利も上杉も京からは遠い、朽木は直ぐ傍に居る。足利にとってもっとも危険な存在は朽木なのだ」


「……」


「京に関わらなければ、三好の様に足利を圧しなければ最低限の信頼関係は維持出来るかと思ったが残念だが義昭様は失敗した。三好の反攻を防ぐには朽木が摂津を獲り京を押さえるしかなかった。まあ朽木が大きくなるには摂津から播磨方面を目指すしかないのも事実だが……」


戦国である以上停滞は許されない。摂津から播磨への進出は譲れない。


「では左馬頭様と朽木家の衝突は必至だと御屋形様はお考えなのですな？」


「そうだ、重蔵。将軍宣下まではなんとか現状を維持出来るだろうが、その後は朽木を討てという密書が彼方此方あちこちに回るだろう。義輝様が三好に対してやった事だ。それが朽木に対して行われる」


三人とも暗い顔だ。そんな顔するなよ、気が滅入るだろう。


「しかし天下を獲ると言われましてもどのように？」


十兵衛が困惑した様な声を出した。


「分からん、これまで武家で天下を獲ったのは二人しかおらん。頼朝公と尊氏公だ。頼朝公は関東の武士達が担ぎ上げた。尊氏公は建武の新政に幻滅した武士達が担ぎ上げた。要するに武士の支持が有ってお二方は天下を獲れたのだ。一人で天下を獲ったわけでは無い。となればだ、朽木が天下を獲ろうとすれば朽木は武士達の支持を得なければならん」


「武士の支持と言われますか？」


重蔵が困惑した様な表情を見せた。


「武士だけではないな、今では商人の力も強くなった、商人の支持もいる。極端な事を言えばこの日の本の民の支持が要るという事だ」


三人が大きく息を吐いた。下野守は首を横に振っている。俺も首を振りたい気分だ。俺に可能なのだろうか？　


「具体的には何を？」


十兵衛が訊ねてきた。十兵衛も困惑している。


「先ず強さを示す必要が有る。もっと国を攻め獲らねばならんだろう。豊かさも必要だ。それと信用だな」


「信用……」


下野守が呟いた。眉を寄せている。この乱世で信用を得る、容易ではないよな。俺も眉を寄せたくなった。当然だな、天下など簡単に獲れるわけがない。暗い顔をして首を振り眉を寄せ溜息を吐きながら獲るのだろう。信長、秀吉、家康、みんなそうやって天下を得たのだ、そう思おう。


「俺が今やっている事もその信用を得るためだ。足利氏の内訌ないこうを収め畿内に静謐せいひつをもたらす。義昭様を征夷大将軍に就け天下の秩序を正す。朽木は天下の為に働いている、良くやっているという評価を得なければならん。そうなれば今朽木が伊勢を使って幕府を押さえているのも私利私欲からではないと周囲も見る筈だ」


「……しかしそれでは足利の為に働いているように見えますが？」


首を傾げながら十兵衛が訊ねてきた。主旨が違うんじゃない？　そんな感じだ。


「先に言ったがいずれ義昭様は朽木を排除しようとする。周囲に朽木を討てと密書を出すだろう。その時密書を受け取った大名が如何思うか……」


「なるほど、左馬頭様に不信を抱きましょう」


「そうだ、下野守。大名が朽木に敵対しても構わん。大事なのは義昭様に、いや足利に対して不信を抱かせる事だ。天下の諸大名に足利では駄目なのだと思わせる、それが天下獲りの土台になる」


俺の言葉に三人が頷いた。


「そこから先はどうなるか分からん。何と言っても天下を獲った二人は死んでしまったからな。教えを請う事も出来ん」


三人が軽く笑い声を上げた。ようやく笑ってくれた。でも冗談を言ったわけじゃないんだけど……、ちょっと不本意だな。


「天下を獲り損ねた場合、どうなるのでしょうな？」


重蔵が呟いた。獲り損ねた場合か、良く分からん。織田家は崩壊した、石田三成は命を失った。でも、どちらもこの世界では起きそうもない事だ。


「三好修理大夫様は如何だったのでしょう？　天下を望まれなかったのでしょうか？」


今度は十兵衛が呟いた。後の二人は考え込んでいる。三好長慶か、やはりそこに行くよな。現代ではあまり評価されていないが戦国の一大巨人だ。天下獲りを狙わなかったのか、皆が思う筈だ。


「十兵衛、俺が思うに修理大夫殿は一度は天下を望んだが諦めたのだと思う」


三人が訝しそうな表情をした。


「最初は幕府を潰そうとしたと思う。三好家は何代にも亘って酷い目に有って来たからな、細川や足利に対する恨み、幻滅は強かっただろう。幕府を潰し新たな幕府を作ろうと考えてもおかしくは無い」


三人が頷いた。


「だが三好家が勢力を強めるにつれて六角、畠山を始めとして諸大名の反発が酷くなった。三好家は武士達の支持を得る事が出来なかったのだ。それでは足利の幕府を潰しても三好の幕府を作る事は出来ない。修理大夫殿は諦めざるを得なくなったのだと思う、悔しかっただろうな」


「……」


「三好幕府の創設を諦めた修理大夫殿は次善の策として足利幕府の乗っ取りを考えたと俺は思っている」


「足利幕府の乗っ取り、でございますか？」


驚いたように十兵衛が声を上げた。


「そうだ、十兵衛。だから義輝様を朽木に追い払って長期間放置した。将軍が居なくても幕府は何の問題も無い、周囲にそれを見せ付けたのだ。そして逃げた義輝様を殺さなかった。殺せば新たな将軍を京に迎え擁立しなければならんからな」


義輝が居ない間に三好長慶は幕府を掌握した。大事なのはそれだった。


「しかし、御屋形様が和睦を成就なされました」


重蔵か、懐かしそうな表情をしている。あの時は大分働いて貰ったな。


「あの時にはもう幕府は修理大夫殿の支配下に有った。義輝様が戻っても何も出来ぬ。そして他にも義輝様を戻す理由が有った」


三人が訝しげな表情をしている。


「三好家の家格を上げる事だ。修理大夫殿は相伴衆になり細川の臣から足利の直臣になった。他にも三好家から足利の直臣になった人間が居る。狙いはそれだろう。そのためには義輝様が必要だったのだ」


「修理大夫様は管領になろうとされたのでしょうか？　そのために相伴衆になられた……」


十兵衛が考え込みながら問い掛けてきた。


「いや、俺は違うと思う。管領では細川、斯波しば、畠山に並ぶ事になる。修理大夫殿はもっと上を目指したと思う」


「それは？」


「鎌倉幕府の執権だ」


三人がなるほどという様に頷いた。


「源氏の将軍は三代で途絶えた。北条氏は執権となり宮将軍を担いで実権を握った。それと同じ事だ、足利将軍を飾りとし三好家の一門で幕府要職を独占する。場合によっては宮将軍を担ぐ。それが狙いだったと思う」


残念だが長男の義興が死に長慶は気力を失った。それが無ければ三好一門による幕府の乗っ取りは上手く行ったかもしれない。天下人に必要な条件、それには寿命も有るだろうな。天下獲りの事業は長期プロジェクトだ。短命ではならん。俺も気を付けなければ……。
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御屋形様の御前を下がると上総介貞良殿が一つ息を吐いた。


「如何した、疲れたか？」


与十郎貞知殿がからかうと〝いえ、そのような事は〟と上総介が顔を赤らめた。


「遠慮は要らぬぞ、俺も疲れたからな」


与十郎殿の言葉に俺も頷いた。あのお方の前に出ると確かに疲れる。


八幡城内には我等三人それぞれに与えられた部屋が有る。大きな物ではない、休息、打ち合わせ用に用意された部屋だ。その一つ、上総介の部屋に入った。上総介が麦湯を出してくれた。薬缶やかんで煮出してくれていたらしい。上総介は若いが気が利く。温くなった麦湯が喉を潤す。三人で暫しの間疲れを取った。


「さて、伊勢守様に文を書かねばならぬ。昇進の件に関しては問題無い。御屋形様も同意なされたし御自身の昇進はお断わりなされた」


二人が頷いた。御屋形様は御自身の事に関しては極めて淡白だ。或いは自制心が強いのか……。


「多少水増ししても良いと書きますか？」


与十郎殿が笑いながら冗談を言う。


「それはせぬ。伊勢守様もそのような事はすまい。政所執事に復帰した事で十分の筈。これ以上は貪るという物よ」


「ま、そうですな」


まだ笑っている。冗談の好きな男だ。


「となりますと問題はもう一通の方でございます」


上総介の言葉に与十郎殿が笑うのを止めた。伊勢守様からは二つの命を受けている。一つは伊勢家と朽木家の間の繋ぎとなる事。今一つは御屋形様の為人ひととなり、御考えを知る事……。これが疲れるのだ、なかなか読めぬ。


「歯牙にもかけておられませぬな」


「そうだな、小煩こうるさい孺子こぞうぐらいにしか思っておられまい」


与十郎殿と私の言葉に上総介が頷いた。上総介から見ても御屋形様の眼中には義昭様は無いと見えるのだろう。


「しかし御屋形様は義昭様の為に奉仕なされております。これを如何見るか……」


上総介が麦湯を飲みながら言った。三人で顔を見合わせた。


「奉仕に見えるが奉仕ではない。禁裏修理は御屋形様の財力を示す物だ」


私の言葉に二人が頷いた。


「和睦は五畿内から争いが無くなる、足利の争いを御屋形様が収める。それによって自らの地位の向上を目指すのでしょう」


与十郎殿の言葉に上総介が頷く。頷かない私に二人が視線を向けてきた。


「因幡守殿？　何か？」


「いやな、上総介。俺も以前はそう思っていた。だがそれだけでは無く義昭様への牽制という意味も有るのではないかと思えてきたのでな」


私の言葉に与十郎殿が〝なるほど〟と頷いた。上総介は分かっていない。訝しげな表情だ。


「京の公家達の間では義昭様の評判は悪御所と呼ばれ散々だ。義助様の評判の方が良い。御屋形様も擁立するのなら義昭様よりも義助様、そう考えたのではないか。或いはそういう事も出来るのだと義昭様へ伝えているのではないかと思ったのだ。義昭様が現状に不満を御持ちなのは明らかだ。そういう義昭様を抑える為にもいざとなればいつでも切り捨てるぞ。嫌なら大人しくしていろと警告している」


今度は上総介も〝なるほど〟と頷いた。


「となると義昭様が和睦に反対している事、義助様の討伐を望んでいるという事は……」


上総介が私の顔を窺う様に見た。


「義昭様は御屋形様が義助様に気を使い過ぎると不満を漏らしておられる。気付いているのやもしれぬな」


答えたのは与十郎殿だった。その通りだ、気付いているのやもしれぬ。いや御屋形様にその御気持ちがなくても可能性が有ると疑ったか……。その事を言うと二人が頷いた。


「しかし、成りましょうか？　義助様を擁立する三好がそれを認めるとも思えませぬ。第一和睦が成りましょうか？　和睦がなれば義助様は将軍職を解任される事になります、面白くは有りますまい。解任される前ならともかく解任されてからでは……」


「解任ではない、返上だ。義助様には前将軍としてそれなりの官位が与えられる。面目は立つのだ。となれば義助様は乗る可能性が有るのではないかな。問題は三好だな、彼らが如何思うか……」


上総介、与十郎殿が考え込んでいる。三好か……。


「お主ら、知っているかな？」


二人が俺を見た。


「義栄様が御病死なされた後、御屋形様から三好豊前守様へ共に義昭様を将軍として擁立せぬかと提案が有ったそうだ」


〝なんと！〟、〝真で！〟、二人が驚いている。知らなかったか……。


「本当だ、伊勢守様より伺った事が有る。当時三好家は平島公方家に義助様を公方様として迎えたいと要請していたが平島公方家は迷っていた。義栄様は将軍には成れなかったし京の東には御屋形様がおられた。簡単に将軍には成れないと不安だったのだと思う。御屋形様の提案はそういう時にもたらされた……。三好家だけでは無く伊勢守様も大いに驚いたと聞いている」


二人が頷きながら聞いている。


「嘘とは言いませぬが真で？　その話が表に出なかった理由わけは」


上総介が首を傾げている。


「伊勢守様の御話ではな、上総介、その気が有れば義昭様に取り次ぐというもので内々の打診であったらしい。正式な提案では無かったようだ」


与十郎が頷いている。視線をこちらに向けてきた。


「……瀬踏みですか、では義昭様は？」


「おそらくは知らぬだろう。知れば義昭様の事だ、大騒ぎになったであろうし豊前守様、伊勢守様に文を書きまくった筈だ。ウンザリする程な」


与十郎、上総介が失笑した。我等の見る義昭様は我慢の出来ぬお方だ。


「しかし成らなかった。やはり三好左京大夫様、松永弾正様、内藤備前守様の件が引っかかったのでしょうか」


「そうではないようだぞ、与十郎殿。当時畠山は力を失っていた。朽木と三好が義昭様の擁立で合意すれば三好左京大夫様、松永弾正様、内藤備前守様も従うしかなかっただろう。豊前守様達は余りその事を重視していなかったと聞いている」


「では？」


上総介が問い掛けてきた。


「うむ、伊勢守様の御話では三好家の中で義昭様への忌諱が強かったそうだ。御兄君、義輝様には随分と嫌な思いをさせられたという嫌悪感が強かった所為だろう。結局その話は平島公方家への脅しとして使われる事になった。義昭様が将軍になれば平島公方家討伐を御考えになる。それを防ぐためにも……」


「義助様が将軍に……」


「そういう事だ」


私と与十郎殿の会話を聞いていた上総介が息を吐いた。


「伊勢守様は如何御考えであったのでございましょう？」


上総介が問い掛けてきた。


「成れば三好と朽木が幕府を支える事になる。朽木は織田、上杉とも親しい。幕府はより安定するだろう、幕府の再興も難しくないと御考えになったようだ。惜しい事であったと仰られていた」


与十郎殿、上総介が溜息を吐いた。


「確かに、惜しい事ですな」


「真に」


実現すれば、と思っているのだろう。実現すれば畿内、四国、東海、北陸、関東に幕府の威令が届いた筈だ。


「しかしな、そういう話が三好家と御屋形様の間で成された事は事実だ。両家は単純に敵対する関係ではないのだろう。御屋形様が義助様を将軍に迎えたいと言えば実現する可能性は有る」


二人が頷いた。


「それに御屋形様は幕政に関わろうとせぬ。明らかに関心は無い。それを考えると……」


「さようですな、幕府そのものに見切りを付けたのやもしれませぬ。だとすると将軍など誰でも良いと御考えなのかも。そういう意味でも実現する可能性は有りましょう」


俺と与十郎殿の会話に上総介が沈痛な表情をしている。これまで幕府を無視する人間は居た、しかし幕府に見切りを付ける人間は居なかった。だが……。


京に行かぬのも室町第へ出仕せぬのも義昭様の家臣なのだと見られる事を出来るだけ避けようとしているのかと思った。だが違うのだ、明らかに幕府に関心が無い。その所為かもしれぬが朽木家の上層部には幕府に冷ややかな感情を持つ人間が多い。文にはその辺りも書かねばなるまい……。
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「勝端城しょうずいじょうではなく此処へ来るとはどういう事かな？」


問い掛けると津田宗及が愛想の良い笑みを浮かべた。八月ともなるとでっぷりと肥えた目の前の老人は少々暑苦しい。しかし不思議な事にこの男、汗をかいておらぬ。妙な男だ。


「和議の一件、日向守様を頼るようにと助言を頂きまして」


「ほう、儂をか」


「はい、大膳大夫様が」


「……そうか」


驚きは無かった。何処かで儂は期待していたのかもしれぬ。小姓が麦湯を持ってきた。大振りの茶碗にたっぷりと入っている。儂と津田宗及の前に置くと一礼して下がった。　「随分と信頼しておいでですぞ。道理の分かる方だ、理を尽くせば味方になってくれると仰られたそうにございます」


「照れるのう」


正直嬉しかった。一度だけの会見であった、結果は不首尾では有ったが悪い会見では無かったと思っていたのは儂だけでは無かったらしい。


「如何でしょう、御力添え頂けましょうか？」


津田宗及が笑みを浮かべながら一歩踏み込んできた。


「力を貸さぬとは言わぬ。だが和議は中々に難しかろう」


「難しゅうございますか？」


「うむ、武家の頂点を目指す争いだ。簡単には行かぬ」


津田宗及が〝左様で〟と言った。流石に笑みは消している。


「状況を検討すれば和議と言うのは悪くない。先日の反攻の失敗で京へ戻るのは難しいと言うのが実情だ。その事は我らだけでは無く公方様、平島公方家でも理解している。もっとも大膳大夫殿が四国に攻め込むのも難しい。睨み合いになると見ている」


津田宗及が〝なるほど〟と言って頷いた。喋った所為で少し喉が渇いた。一口飲むと津田宗及も一口飲んだ。


「だがの、堺が朽木家に服属した事で明らかに分が悪くなった。戦の準備は以前ほど思う様には行くまい。このまま敵対を続ければ徐々に押されるだろうという事も分かっている」


「左様でございますな」


津田宗及の表情が渋い。自治を失った事はやはり無念なのだろう。


「流石に大膳大夫殿だ、痛い所ばかり狙ってくる。そうは思わぬか」


「真に」


今度は苦笑した。


「弱くなってからでは無く力の有る内に和議を結ぶ。これが道理では有る。だが……」


「なりませぬか」


「うむ、義昭様への不信が強い。それと平島公方家にとっては漸く掴んだ将軍位だ。なかなか手放せぬ」


津田宗及が〝なるほど〟と言って頷いた。一つだけでも頭が痛いのに悪い材料が二つある。そして左馬頭義昭への不信は我ら三好家にも有る。


和議を結ぶと言っても公方様と義昭の和議では我ら三好家はどうなるのか。我らは新たな将軍となった義昭の敵として討伐されるのではないか。そして討伐後の平島公方家の扱いは？　三好の庇護を失えば平島公方家はあっという間に義昭に滅ぼされかねぬ。それならば公方様を担いで四国で時期を待つというのが我らにとっても公方様にとっても最善の策となる。義昭と大膳大夫の関係は決して円満では無い。あの二人が決裂してから大膳大夫と和を結ぶという選択肢も有るのだ。大膳大夫を味方に付ければ義昭の動かす軍事力など恐ろしくは無い。そして堺も使える事になる。場合によっては大膳大夫と共に公方様を支えるという未来も有る。


「確かに簡単には離せませぬなあ」


「うむ」


「大膳大夫様は足利の血が細くなってしまったと嘆いておられたそうです」


「足利の血が細くか……」


津田宗及が〝はい〟と頷いた。かもしれぬ。足利は代々身内での諍いさかいが酷い。その所為で中々枝葉が広がらぬ。


「義昭様は御兄弟、御子息が無く平島公方家も義維よしつな様は御高齢、御長男義栄様は御他界、残るは公方様と御舎弟の義任様のみ。なんとも心細い事だと」


「そうだな」


「和議を以って将軍職の返上をと考えるのも解任などしては益々争いは続く、足利の血は更に細くなりかねぬと御考えになったからのようです」


「……」


「義昭様が平島公方家に御不快をお持ちだという事は分かるが、それは義昭様個人の御不快。足利家の為には抑えて貰わねばならぬと」


「なるほどの」


この名分を以って義昭を抑えるか。だから平島公方家をそれで説得しろという事だな。確かに名分としては成り立つが……。津田宗及が麦湯を一口飲んだ。飲み終るとじっと儂を見た。


「それと義助様が将軍となられた事で平島公方家の家格は上がった。他の足利一族よりも上の存在になったと申されたとか」


「ほう」


義昭には兄弟も子も居ない。そこを考えろという事か。なるほど、義昭に対して牽制として平島公方家は使えるか。大膳大夫にも平島公方家を温存したいという考えは有るのだ。頭を下げて時期を待つのも手か……。


「三好様の事も案じておられましたぞ」


「と言うと」


何やら心が浮き立った。あの男が何を考えたか……。


「平島公方家から征夷大将軍職の返上と引き換えに三好様への寛恕かんじょを願い出れば良いと。義昭様への取り成しは自分が請け負うと申されたそうにございます」


「なるほどのう」


「これに書状が」


津田宗及が懐から書状を取り出した。そして下に置きすっとこちらに差し出した。


受け取って書状を開く。読み辛い字だが不快では無かった。むしろ楽しかった。如何すればこの様に右肩上がりの文字を書く事が出来るのか。


「いや、畏れ入った。ここまで心配こころくばりをされては応えねばならぬ。力を貸そう」


津田宗及が〝有難うございます〟と言って頭を下げた。


「しかし不思議でございますな。大膳大夫様とはずっと敵対してきた筈、そのように信頼なさるとは……」


津田宗及が首を傾げた。


「こちらにも色々と情報は入ってくる。高倉宰相、水無瀬宰相が居るからな。京の様子、朝廷の様子、義昭様の様子は分かるのだ」


「なるほど、……勧修寺様でございますか」


「うむ」


「そう言えば勧修寺様の蟄居が解けたのは大膳大夫様が京の実権を握られてからでしたな」


津田宗及の言葉が弾んだ。この強か者の商人も驚く事が有るらしい。


「権中納言様は積極的に京の情勢をこちらに流してくれる。最初は妙な事だと思っていたが大膳大夫殿の依頼らしい」


「なんと」


津田宗及が唖然としている。これも可笑しい。思わず笑い声が出た。


「和議を結びたいという向こうの意志は分かっていたがこれまでは踏み込めずにいた。だが今回の事でこちらも肚を固める事が出来る。和議は必ず成ろう」


津田宗及が大きく息を吐いた。


「どうやら気付かぬうちに助けられていたようですな。なんとも手強てごわい御方で」


「そうよな、童子の頃から強かな御仁であった。あの時三好に迎え入れられていれば……」


時が経つ程にその想いは強くなる。そしてあの会談を思い出す。


「迎え入れられていれば？」


津田宗及を見た。興味深げに儂を見ている。首を振った。


「愚痴じゃ」


迎え入れていれば如何であったろう。亡くなられた修理大夫様は高く評価されていた。三好の娘を娶めとらせ一族として迎え入れるぐらいの事はしたであろう。そうであれば……、愚痴じゃな……。
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「では左馬頭様が従四位下に叙されると？」


兄、三淵大和守が問うと政所執事、伊勢伊勢守殿がゆっくりと頷いた。


「如何にも、来月の半ば過ぎ、遅くとも末にはそうなる筈。真に目出度い事にござる。左馬頭様、お慶び申し上げまする」


上段の間に居られる義昭様に向けて伊勢守殿が恭しく平伏すると皆で〝おめでとうございまする〟と唱和した。義昭様が〝うむ〟と頷かれた。表情は決して悪くない。


「将軍宣下に向けて良い弾みになり申した。政所執事殿、左馬頭様の将軍宣下、何時頃になりましょう？」


一色宮内少輔昭辰殿が問うと伊勢守殿が宮内少輔殿に視線を向け笑みを浮かべた。


「さて、大膳大夫様の交渉次第と御伝えした筈ですが」


「無駄ではござりませぬか。将軍職の返上など有る筈も無し、今直ぐ将軍職の解任と左馬頭様への将軍宣下を願い出た方が宜しゅうござろう」


宮内少輔殿の言葉に何人かが頷いた。義昭様も頷いている。


「大膳大夫様からは年内は猶予を頂きたいと申し出が有り左馬頭様もそれを諒承なされた。宮内少輔殿もそれは御存じであろう」


「しかし」


言い募る宮内少輔殿に対し伊勢守殿がすっと正対した。


「御不満ならば直接大膳大夫様に申されては如何かな、宮内少輔殿。某は止めは致さぬ」


宮内少輔殿が顔を真っ赤に染めて口籠った。朽木長門守殿から大膳大夫様が酷く怒っているという報せが届いてから幕臣達は大膳大夫様を憚るようになった。もっともその分だけ不満は陰に籠るようになったと思う。


口籠る宮内少輔殿を見兼ねたのか上野中務少輔殿が〝伊勢守殿〟と声をかけた。


「御手前を責めているわけでは無い、気を悪くしないで欲しい。だが将軍職の返上など本当に可能なのかという思いが我らにはある」


伊勢守殿が身体を上段の義昭様に正対させた。


「本日、左馬頭様の御前に参上しましたのは御昇進の儀の他に御願い事が有っての事でございます」


多くの者が訝しげな表情をしている。無視された中務少輔殿が唇を噛んだ。


「公方様ですが、将軍職の返上には難色を示されているとか」


伊勢守殿の言葉に皆がざわめいたが伊勢守殿はそれを全く無視した。


「しかし御父君義維様、御舎弟義任様は大膳大夫様からの報せでは将軍職の返上に反対では無いと聞いておりまする」


ざわめきが止まった。皆顔を見合わせている。


「お願いと申しまするのは四国に居りまする三好豊前守、安宅摂津守の一党に対して御寛恕を賜りたく存じまする」


「何を言う！　あの者共は兄を弑した逆賊どもであろう！」


「左馬頭様の申される通り！」


「伊勢守殿、御控えなされよ！」


義昭様が御怒りになられると何人かが声を出して伊勢守殿を責めた。伊勢守殿が軽く頭を下げた。


「公方様が将軍職の返上に難色を示されているのはその者達が理由だとか」


「……」


「自分を盛り立て将軍職へ就けてくれた者達を切り捨てる事は忍びないと申されているそうにござる」


皆が顔を見合わせた。


「伊勢守殿、それは御寛恕が有れば公方様は将軍職を返上すると理解しても宜しいか？」


私が尋ねても伊勢守殿は身動ぎもせず無言だ。答える必要を認めぬか……。


重苦しい空気が部屋に満ちた。皆顔を見合わせ、時折義昭様へ視線を向ける。義昭様は無表情に伊勢守殿を見ている。無表情なのは伊勢守殿も同様だ。


「伊勢守、答えぬか」


義昭様が低い声で命ずると伊勢守殿が軽く頭を下げた。


「公方様が将軍職を返上されれば既に義維様、義任様が返上に賛意を示している以上、平島公方家は左馬頭様を将軍職を継ぐべき御方と認めたという事になりましょう」


彼方此方から呻き声が聞こえた。


「昨今公方様から将軍職を取り上げ不満を言うようなら討てば良いとの声が左馬頭様周辺に有ると聞きまする。討つという事は左馬頭様を認めぬ者を討つという事、左馬頭様を認めさせ、その上で将軍職に就く事に比べれば数段劣りましょう。何卒御賢察願いまする」


伊勢守殿が深々と頭を下げた。







悪癖
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義昭様の御前を下がると兄が後を追ってきて少し話したい事が有ると誘ってきた。話したい事、おそらくは先程の伊勢守殿の話の事であろう。幾分憂鬱では有ったが断らずに兄に与えられている部屋に入った。兄の表情は暗く沈んでいる。何か有る、そう思った。座ると兄は直ぐに〝先程の件、如何思うか〟と訊ねて来た。嫌な感じがした、兄はかなり焦っている。


「従四位下への昇進、義昭様を宥めようというのでしょう」


私の言葉に兄が頷いた。


「そうだな、つまり伊勢守殿、大膳大夫様は義昭様の御不満を知って今回の昇進を取り計らったという事であろう。義昭様は信頼出来る側近以外には御本心を漏らさぬようにしておいでだ。だが御不満を持っているという事を知られた。側近の中に内情を漏らした者が居るのやもしれぬ」


なるほど、裏切者の心配か。朽木から禄を貰っている以上側近達の去就に不安が有るという事か。


「必ずしもそうとは限りますまい。政所に伊勢守殿が居る以上、義昭様が政からは排除されるのは自明の理。不満を持っていないと言っても誰も信じませぬ。用心は必要では有りますが此度の昇進の裏を深く読むのは危険では有りませぬか」


「では朽木討伐は漏れていないと？」


兄が顔を寄せ小声で囁いた。


「大膳大夫様は警戒はしておられましょう。しかし確証を掴んだとも思えませぬ。用心は必要でしょうが疑心暗鬼になっては……」


小声で返事をすると兄が〝そうかもしれぬ〟と呟いた。


「義昭様は真に朽木を討伐するおつもりですか？　考えてみると仰られていましたが」


問い掛けると兄が頷いた。


「朽木は大き過ぎる。三好も大きかったが朽木はさらに大きい。足利にとって危険過ぎると義昭様はお考えだ。否定は出来ぬ」


「……危険では有りませぬか？　朽木を敵と決めつけるのは。むしろ味方とすべきでしょう。朽木は代々足利に忠義を尽くしてきた家、それは大膳大夫様も変わりませぬぞ」


兄が首を横に振った。


「伊勢を使って幕政を壟断ろうだんし始めた。義昭様を傀儡にして実権を握るつもりだ。表向きは幕政に関与していないように見せながらな。三好などよりも余程に強かと言えよう」


「已むを得ぬ部分も有ります、伊勢守殿が朽木を利用している部分も有りましょう。それだけで朽木を討つというのは乱暴ではありませぬか」


「伊勢守殿が朽木を利用している面が有るのは認める。だがそれも朽木が大き過ぎるからであろう」


「……」


結局の所そこに行きつく。朽木が大き過ぎる、それが義昭様には許せぬのだ。


「朝廷も義昭様よりも朽木を頼りにしておられる。義昭様は万座の中で恥をかかされたようなものではないか」


兄が遣る瀬無さそうに息を吐いた。


「関白殿下にしてやられましたな」


「二条様はもう役に立たぬ！　朝廷は親朽木で一色になってしまった。そして皆が義昭様を蔑んでいる。そなたは関白殿下にしてやられたと言うが殿下に兵を与えたのは大膳大夫様ではないか。否定出来るか？」


「……」


昨年の阿波からの反攻、こちらは義昭様を守るのが精一杯であった。敵を追い払ったのは大膳大夫様の兵、そして大膳大夫様は関白殿下に兵を預け朝廷を守らせた。その事で公家達は義昭様を嘲笑している。征夷大将軍を望む立場でありながら敵の来襲に何も出来ずに震えていた。朝廷を守れずして何が征夷大将軍かと……。


「先程の寛恕の事も気に入らぬ。公方様だけでは無く三好の者達まで許せとは……」


「……」


「公方様から将軍職を取り上げるのを下策と言い切った」


「それは伊勢守殿が申された事、大膳大夫様の御言葉では有りますまい」


「しかし伊勢守殿があそこまで強気に出るのも大膳大夫様が後ろに居るからであろう。虎の威を借る狐めが！」


兄が不快げに吐き捨てた。


義昭様は不快気で有られた。本当は公方様を討ち平島公方家を屈服させたかったのだ。それによって武威を輝かせたいと考えていた。だが……。


「兄上、現実を考えれば寛恕はおかしな考えでは有りますまい。こちらから四国へは攻め込めぬのです。平島公方家が義昭様を将軍職を継ぐべき御方と認めるなら受け入れた方が利が有りましょう。それに四国からの来襲を恐れる必要も無くなります」


兄がきつい眼で私を見た。


「そなたは大膳大夫様の肩を持つのか？」


「そうでは有りませぬ。全てを否定する事は無いと申し上げているのです。義昭様が寛恕を受け入れられたのもそれに一理有ると思われたからでは有りませぬか？」


兄が目を逸らした。納得していない時の兄の癖だ。


「そなたは甘い。確かにあの者共を許せば義昭様の将軍宣下は何の障害も無く執り行われよう。だがその事で名を上げるのは義昭様ではないぞ、大膳大夫様だ。幕府も義昭様も無力だと思われるだけであろうな」


杞憂とは言えぬ。しかし……。


「ならば何故交渉に反対されなかったのです。今になってあれこれ言うのは卑怯で有りましょう。この件で大膳大夫様を責めるのは不当ですぞ」


兄が顔を歪めた。


「成る話だとは思わなかったのだ。阿波があれほどまでに簡単に応じるとは思わなかった。むしろ失敗して面目を潰すだろうと思っていた。私だけではない、義昭様も同じ想いであったろう。だからお許しなされた。だが今日の事で良く分かった。朽木の力は我らが思っている以上に大きい。このまま放置は出来ぬ」


「勝手な事を申される。だから朽木を討つと？」


「そうだ、討たねばならぬ。朽木が摂津を得た事で播磨の別所、小寺、赤松が朽木に使者を出した。朽木は徐々に西へと勢力を伸ばしている」


「服属したわけでは有りますまい、挨拶程度の使者を出しただけでしょう」


「今はな、だが放置すれば服属するだろう。これ以上力を付けさせてはならぬ。あの三好も二十年以上かけてようやく力を削いだ。今度は朽木だ」


兄がゆっくりと、自分に言い聞かせるように言った。


「……際限きりが有りませんな」


否定された、揶揄されたと思ったのだろうか、兄が唇を噛み締めた。


「幕府の威光を取り戻すには已むを得ぬ事だ。朽木は大きくなり過ぎた。たとえ幕府に忠義の家でも許す事は出来ぬ」


「……簡単に勝てる相手では有りませぬぞ」


「それは分かっている。そなたは反対か？」


兄がじっと視線を当ててきた。


「正直に申せば気が進みませぬ。我らは何度も朽木家に助けられてきた筈、それを邪魔になったから潰すと言うのは……」


兄が顔を顰めた。


「そう言うな、私とて好んでやっているわけでは無い。恩を感じていないわけでも無い。それに潰すとは言っておらぬ、勢力を削ぎたいだけだ。近江、越前、若狭、その三国ぐらいの方が収まりが良い。元は朽木谷の小領主、三国の太守ならば十分ではないか」


後ろめたいのだろう、兄が膝を叩いて力説した。兄の言い分は身勝手な言い分でしかない。朽木は自力で大きくなった。幕府の援助で大きくなったわけでは無い。浅井、一向一揆、六角、北畠、犠牲を払いながら大きくなったのだ。到底納得するまい。もし幕府の試みが上手く行って三国に減らされた時は朽木は露骨に幕府に敵対するようになるだろう。もう二度と朽木を頼る事は出来なくなる。幕府はそうやって頼るべき味方を無くして行く。


「朽木からは禄も貰っておりましょう」


「そうだな、だが我らは幕臣、そうではないか？」


「……誰が朽木と戦うのです」


「畠山修理亮、三好左京大夫、松永弾正忠、内藤備前守、波多野左衛門大夫、一色左京大夫。既に密書は送った」


既に使者を送ったのか……。伊予守殿の懸念が現実になった。兄が朽木に漏れたと懼れたのはそれが理由か。そうかもしれぬ、有り得ぬ話ではない。朽木は八門、伊賀を配下に持つ。身の処し方が難しくなった。


「某は知りませんでした」


「知れば反対したであろう、だからそなたには知らせなかった」


或いは私は疑われているのかもしれぬ。たとえ兄の前であろうと慎重に動かねば危ない。義昭様を動かしているのは兄かもしれぬ。長時間二人で密議を凝らしていると伊予守殿が言っていた……。


「……感触は？」


「……」


兄が顔を歪めた。余り良くないらしい。当然だろう、三好、松永、内藤は朽木から援助を受けて戦ったのだ。


「次は毛利、織田、上杉にも使者を送る、本願寺、そして播磨、丹波にもな。大膳大夫の勢いを止めねばならぬ」


思わず溜息が出た。播磨に送るという事は別所、小寺、赤松に大膳大夫様に近付くなという警告か。そして丹波には波多野を始めとして自立心の強い国人衆が居る。彼らを大膳大夫様に敵対させようと考えている。余りにも見通しが甘過ぎる。播磨、丹波を大膳大夫様に敵対させようと考えているのだろうが時間を稼ぐのが精一杯だろう。本願寺は伊勢長島から二万人近い門徒を受け入れ混乱が続いていると聞く。元から居る信徒達と移住してきた信徒達の間で対立が有るらしい。顕如も頭を痛めているようだ。何処まで当てに出来るのか。それに朽木は一向一揆には厳しい。本願寺が立ち上がれば絶対に放置はしない。内部に対立が有る状態で戦う事が出来るのか……。　「毛利は動きますまい。大友との戦で手一杯です。その証拠に伊予、土佐では朽木と協力しておりますぞ」


伊予の西園寺が土佐一条家に攻めかかり敗れた。土佐一条家は伊予に攻め込もうとしたようだが大膳大夫様がそれを止めた。そして西園寺から援助を求められた毛利も動かなかった。土佐一条家と西園寺家の戦は終わった。


大膳大夫様は土佐一条家にとって危険なのは長宗我部と見ている。そして土佐一条家に西園寺と長宗我部を同時に相手をする力が無いとも見ている。だから毛利を動かして伊予の西園寺を抑えさせた。毛利も大友との戦いに土佐一条家が介入しないのなら利が有る。だから西園寺を抑えた。両家とも土佐一条家、西園寺家に対して言う事を聞かないなら援助を打ち切ると強い調子で迫ったらしい。


「今は協力しているな。……だが、いずれ朽木が播磨から備前、備中と力を伸ばせば毛利とぶつかる。今は動かずともいずれは動く。その日のために使者を出す」


「……」


「織田、上杉も同様だ。北条は代替わりでぐらついている。上杉が北条を滅ぼせば、今川、武田は織田、上杉に包囲される事になる。今川、武田は終わりだ。その後は朽木に向かわせれば……」


「朽木を包囲出来ると？」


兄が頷いた。


確かに北条はぐらついている。北条左京大夫氏康が八月に死んだ。ここ半年ほどは寝たきりだったらしい。後を継いだ氏政は良い評判は聞かない。北条は上杉の攻勢の前にさらに追い込まれるだろう。だが、北条が滅ぶまで、今川、武田が滅ぶまでには何年もかかる筈だ。その間、どうやって戦うというのか……。
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主君輝虎てるとら様が義昭様からの文を読んでいる。直ぐに不愉快そうな表情になった。


「たわけた事を」


「実城みじょう様？」


問い掛けると主君が私を見た。


「大膳大夫殿を討てと書いて有る。将軍宣下を前に何を考えているのか」


「真でございますか？」


驚いて問い返すと〝見るが良い〟と言って文をこちらに差し出した。受け取ってそれを読む、確かに足利に忠ならざる者、朽木大膳大夫を討てと書いて有った。


「如何いう事でございましょう？　大膳大夫様は義昭様の為に忠義を尽くしておられますが」


三好を追い払い義昭様の危急を救った。禁裏修理を行い公方様との和睦を纏める事で義昭様への将軍宣下の実現に力を尽くしている。それを忠ならざる者？　文を返しながら訝しんでいると主が片頬を歪めた。


「気に入らぬのだろうよ、大和守。大膳大夫殿はその実力も声望も些か大き過ぎる。義昭様にとっては目障りなのだと見た。能登、伊勢の件を考えれば分かる事だ」


「……」


「本来ならその力を上手く利用すべきなのだが……」


実城様が眉を顰め息を吐いた。難しいと見ておられる。


「まあ大膳大夫殿も義昭様には大分憤懣が有ろう。上手く行くまいな」


憤懣か、確かに有るだろう。上洛戦では随分と強い不満をお持ちで有られた。その事は実城様への文に記されていた。上洛して将軍になる事しか頭にないと記されていたと聞く。


「周囲の者達は止めぬのでしょうか？　このような事が公になれば義昭様の将軍宣下は取り止めになりかねませぬが」


実城様が軽くお笑いになられた。


「高を括っているのやもしれぬぞ。自分以外に征夷大将軍になる者は居らぬとな」


なるほど、公方様は三好が担いでいる。それで強気に出ているという事か。


「となると公方様との和睦は……」


「ならぬと見ているのだろうな」


「なるほど」


まあ簡単にはいかぬのは確かであろう。公方様本人が征夷大将軍の返上を受け入れるとは思えぬ。それに三好一族もそれには同意すまい。京と阿波で睨み合いが続くか……。


「これからどうなりましょう？」


「……幕府の力は今まで以上に衰えよう。阿波の公方様は勢いを失い京の義昭様は信を失った」


「……」


「自分の為に力を尽くす者を討てと言う。しかも将軍宣下の前にだ。その方は信じられるか？　その頭も心も」


「いえ、信じられませぬ」


自然に頭を振っていた。余りにも未熟に過ぎよう。もしかすると義昭様は足利の名に甘えているのやもしれぬ。だがこの乱世にそんな事が許される筈が無い。


「うかとは頼れぬと皆が思うだろう。側に寄るのも危ういと思うに違いない。義昭様の周りには人が集まらなくなる」


「……」


「人の上に立つという事は人を纏める力が要るという事だ。残念だが義昭様にはそれが無いようだ。そしてお分かりでもない。にも拘らず将軍として幕府の頂点に立とうとなされる。幕府の権威は落ちる一方だろう」


一方に声望、実力に抜きん出た大膳大夫様が居り一方にその大膳大夫様を認められぬ義昭様がいる。義昭様と大膳大夫様の軋轢は益々強まるだろう。


「これからも助けを求めて文が届きましょうな」


実城様が顔を顰められた。


「気の塞ぐ事を言うな。……まさかな……」


「如何なされました？」


問い掛けたが実城様は眉を顰めて考え込んでいる。〝実城様〟と躊躇いがちに声を掛けたが実城様は宙を睨んで考え込んでおられる。そしてもう一度〝まさかな〟と呟かれた。


「大和守よ、義昭様は嵌められたかもしれぬな」


「嵌められた？」


問い返すと主が頷いた。強い視線で私を見た。


「越後からは見えぬがな、大膳大夫殿は義昭様が反発するように動いたのやもしれぬぞ」


「……」


訳が分からぬ。混乱していると実城様がジッと私を見た。


「分からぬか？　義昭様は何かと大膳大夫殿を抑え付けようとした。大きくなるのを阻もうとした。大膳大夫殿にとってその様な義昭様は邪魔だとは思わぬか？」


「ですが、大膳大夫様は義昭様への将軍宣下の実現に力を尽くしておりますぞ」


反論すると実城様が低い笑い声を上げた。


「盛り立てると見せて貶める事も出来よう。それ、慇懃無礼いんぎんぶれいという言葉も有る」


「……」


「皆が義昭様に愛想を尽かす様に仕向けたのかもしれぬ。義昭様を無力な存在にするためにな」


「大きくなるためにございますか？」


実城様が〝そうだ〟と頷かれた。


「北は上杉、東は織田が居るのだ。大きくなるためには西に進まねばならぬ。京に居られる義昭様が力を持っては何かと邪魔であろう」


なるほどと思った。大膳大夫様は未だ御若い、今のままで満足は出来まい。となれば義昭様は邪魔か。


「大膳大夫殿が大きくなれば益々義昭様は反発を強めような」


「如何なされます？」


実城様が私をじっと見た。


「大きくなる事を咎める事は出来ぬ。天下を安定させるには力が要る。その力が幕府に無い以上、幕府を支える者が力を持つのは已むを得ぬ事だ。大膳大夫殿に義昭様が不満を持っているようだと伝えよう」


「……」


「だが大膳大夫殿に邪よこしまなるものが見えた時は別だ。その時は上洛し大膳大夫殿を討つ！」


語気が強い。実城様は本心から大膳大夫様と戦うつもりだ。邪なるものとは大膳大夫様が足利に取って代わろうとする事であろう。関東管領である上杉家には認められぬ事だ。


「ならば関東制圧、急がねばなりませぬな」


「そうだな」


関東の兵を率いて上洛する。その時には織田にも協力を求める事になろう。織田との連携も強めなければならぬ。
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御着城から戻り父の隠居部屋に赴くと父は火鉢で手を温めていた。


「父上、只今戻りました」


「おお、外は寒かったであろう、官兵衛。さ、此処へ。温まると良い」


笑顔で傍に寄れと手招きをした。確かに寒い。特に馬上では身体を動かさないから冷える。父の正面に座ると手をかざした。暖かさが心地良い。


「今日は少し風が冷たい様に感じたが？」


「はい、馬上は特に」


「そうよな、屋敷内に居ても寒いのだ、外では堪るまい。まして馬ではの」


「はい」


ニコニコと笑みを浮かべていた父が笑みを消した。


「それで、如何であった？」


「やはり届いておりました」


私の答えに父が〝そうか〟と言って頷いた。


「それで加賀守様は何と？」


「喜んでおられました」


「喜んでいた？」


父が眼を瞬しばたいた。俺の言った意味が分からないらしい。


「次の将軍と目される御方が文を送って来たのです。小寺家の名も将軍家の御耳に達したかと」


父が大きく息を吐いた。手を握ったり開いたりしている。


「我が家にも来たと言ったのか？」


「言いませぬ。わざわざ御不快にさせる事は有りますまい」


「……」


「それに小河、長浜にも来ておりますな。二人とも困った様な顔をしておりました」


父がまた大きく息を吐いた。


「手当たり次第だの」


「はい」


答えると父が困った様に笑った。


足利義昭様から主君小寺加賀守に文が届いた。内容は〝朽木大膳大夫を討て！〟。そして、それと同じ文が当家にも届いている。おそらくは小河三河守、長浜河内守にも。父の言う通り、手当たり次第だ。播磨国は義昭様の文が溢れているに違いない。


「それにしても喜んでいるだけとは……」


父の表情が暗い。発しなかった言葉は頼りないだろう。主君小寺加賀守は既に四十歳を超えた。経験不足の若い当主ではないのだ。確かに頼り無い。


「小寺に文が届いたという事は別所や赤松にも届いておりましょう。両家から問い合わせが来た時は如何するか、この文を如何受け取るかと御下問が有るかと思ったのですが……」


「頼り無い事よ」


今度は声に出した。


「文を持っているか？」


「はい、これに」


懐から文を取り出し父に渡した。文を開きじっと見る。


「将軍家に仇なす朽木大膳大夫基綱を討てか。官兵衛よ、そなたは如何見る」


「偽物かもしれませぬな。朽木の勢力は隣の摂津まで届いております。播磨に偽の文を送り反応を調べているのかもしれませぬ」


父が〝なるほど〟と言って頷いている。


「だとすると加賀守様の反応は上出来かな？」


「かもしれませぬ」


二人で顔を見合わせ笑い合った。


「酷い奴だ」


「父上こそ」


「儂は隠居だ。多少の事は許される」


一頻ひとしきり笑うと父がじっと俺を見た。


「本物なら？」


「……大膳大夫様は義昭様を将軍に擁立しようとされている方です。その方を将軍家に仇なす者とは尋常な事では有りませぬ」


父が〝うむ〟と頷いた。


「将軍宣下がなされておらず阿波には公方様が居られます。この状態で最大の庇護者である大膳大夫様を討つ、文を貰った者は義昭様の頭の中を疑いましょう。とても乗れませぬな」


父がまた頷いた。


「なればこそ偽物という疑いが出るか」


「はい」


本物でも偽物でもどちらでも同じだ。まして家臣にまで送っているとなれば誰も相手にはするまい。大名にとっては義昭様が自分の家臣を使って自分を思う様に動かそうとしているのではないか、そんな疑いを持つ筈だ。別所も赤松も本気には取らぬだろう。ある意味、加賀守様の対応は一番無難で正しい。　


「京の噂はこちらにも聞こえてくる。義昭様の御立場はかなり悪いらしいな」


「そのように聞いております」


「そのような御方を担ぐとは、大膳大夫様も御気の毒な事よ」


だからこそ担ぐのかもしれぬ。弱い、愚かな主だからこそ家臣が強くなれる。盛り立てるのではなく利用するのなら一番適当だろう。摂津を獲ったやり方を見ても明らかに義昭様を利用した事が分かる。不要になれば切り捨てるのも容易い。


義昭様もそれが分かるから反発するのであろう。多分、この文は本物だ。


「父上、宜しゅうございますか？」


父に手を差し出した。父が文を置く。その文を火鉢に落とした。


「官兵衛！」


「当家に有っても役に立たぬ物です。ならば無かった事に致しましょう」


文が燃える。紙が燃える臭いがした。当家に文は来なかった。それで良い……。
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「兵庫頭にございます」


「入れ」


父伊勢守の自室に入ると父が端然と正座をしていた。父の前に座る、この瞬間は常に緊張を強いられる。慣れる事は無い。


「近江から書状が届いた」


大膳大夫様から書状が届いたか。


「阿波に居られる公方様が将軍職の返上に同意された」


「では？」


「間もなく阿波から朝廷に使者が送られる。将軍職返上の願いが提出され受理されるであろう。その後は左馬頭様への将軍宣下となる。十五代様の誕生だ、目出度い事よ」


声に抑揚が無い。もっとも常の事だ。これだけでは父の想いは判断出来ぬ。


「では準備に取り掛かります。費用は既に大膳大夫様から頂いておりますから直ぐに将軍宣下への運びとなりましょう」


「将軍宣下には公方様、三好豊前守、安宅摂津守、三好日向守も参列する」


「なんと」


「そうする事で将軍位を巡る争いが終ったのだと天下に示す。他にも近隣の諸大名に上洛を求める事になる」


事になる？


「それは大膳大夫様の御発案でございますか？」


父が頷いた。


「では諸大名への上洛の要請は？」


「政所から出す、大膳大夫様の副状を付けてな」


なるほど、大膳大夫様の副状か。幕府の実権は大膳大夫様と政所執事の父が握っている事の表明か。


「となりますと将軍宣下は年内に執り行うのは難しいかと思いますが？」


「年明けで良い」


「宜しいので？　左馬頭様は一日も早い将軍宣下を望んでおられましょう」


「天下の諸大名が集つどうて祝うというのだ、文句は言うまいよ」


父の声に微かに笑いが含まれていた。珍しい事だ、嘲笑か？


「では年明け、吉日を選びまして将軍宣下の運びと致しまする」


「うむ。公方様の御命を狙おうと考える愚か者が現れるやもしれぬ。大膳大夫様に公方様の警護をお頼みする事になる」


「はっ」


「それと将軍宣下は室町第では行わぬ。本国寺で行う、左様手配せよ」


「はっ、承りました」


室町第では行わぬ、つまり室町第は危険という事か。愚か者と父が言ったのは左馬頭様とその側近達の事だな。本国寺で行うという事は事前の警備は大膳大夫様に頼む事になろう。


下がろうとすると父が〝待て〟と押し止めた。


「兵庫頭、左馬頭様が足利の悪い癖を出した」


「悪い癖、と申されますと」


父が軽く笑った。


「密書を出し始めた」


「……まさかとは思いますが」


「そのまさかよ、朽木を討て。飾り物にされたのが余程に不満らしい。政など何も知らぬ小童が」


「なんと……」


私が呆然としていると父が声を上げて笑った。


何たる事か。左馬頭様の今が有るのは大膳大夫様の御力によるもの。将軍宣下も間近な今、何故密書等を送るのか……。一つ間違えば全てが無に帰するというのに……。


「堪え性の無い男よな。将軍宣下までは待つと思ったが我慢出来なくなったと見える。周囲も面白くないらしい、実権の無い盆暗ぼんくらの愚痴を聞くのは飽きたらしいわ」


「父上、その話、何処から得られたのです？」


問い掛けると父が私を見て苦笑を漏らした。


「大膳大夫様からの書状に記してあった。左馬頭様は織田、上杉にも密書を出したらしい。織田、上杉が驚いて朽木に問い合わせたようだ。何とも笑止な事よ」


笑止とは織田、上杉に密書を送った左馬頭様の事だろうか、或いは密書に驚いた織田、上杉の事か……。


「大膳大夫様はその事について何か？」


「何も無い」


「何も無い？」


問い返すと父が頷いた。


「大膳大夫様は将軍宣下を執り行うのが先決と見ておられる」


「しかし」


「最初はなからこうなる事は想定済みという事よ。ま、驚いてはおられたな、将軍宣下を待たずして密書を出したと」


また父が声を上げて笑った。


「しかし、宜しいのですか？　将軍宣下を執り行えば公方様と、いや幕府と大膳大夫様が争う事になりますぞ」


「……左馬頭様も大膳大夫様もそれをお望みだ」


「……大変な事になりますぞ。場合によっては幕府は崩壊しかねませぬ。我等伊勢氏の今が有るのは幕府が有ればこそでは有りませぬか？」


「幕府が滅ぶか、それも運命であろう」


父が私に視線を向けた。


「その方の申す通り政所執事として伊勢氏が栄えてきた事は事実。我らは幕府を守るために努めて来た。残念だが応仁の乱以降、将軍家の権威は低下し幕府の力も落ちた。幕府を守るためには有力大名と手を結びその力に頼らざるを得なかった」


哀しげな父の声だった。父のこんな声は初めて聞く。細川、大内、三好、時の権力者と結ぶ事で伊勢氏は幕府の権威を何とか守ろうとした。それは本意ではなかった。他に術が無く已むを得ず取った手段であった。


「だが、足利にとってはそういう我らの生き方は裏切りに見えるらしい。そうかもしれぬ、我等は足利よりも幕府に重きを置いたからの。そして、そんな我らを足利は許せぬようだ。左馬頭様が勝てば伊勢氏は滅びる事となろう」


「……そうでしょうな、薄々感じていた事でも有ります。では大膳大夫様が勝てば如何なりましょう？」


父が首を振った。


「分からぬ、これまでは皆が幕府の中で力を振るおうとした。それ故手強くてもやり様は有った。だが、大膳大夫様は違う。幕府の中で力を振るおうとはせぬ。或いは幕府に見切りをつけているのやもしれぬ。大膳大夫様の下に送った三人からはそのような報告が届いている。困惑しておろうな。左馬頭様も側近も何処まで理解しているか……、心許ない事よ」


「……我らは如何なりましょう？」


「生き残る事は出来ようがそれ以上は……、何とも言えぬの」


父は幕府が滅ぶ事も覚悟している。それは伊勢氏が政所執事ではなくなる日でもある。寂寥せきりょう、それを感じているのかもしれない……。







弓八幡
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闇の中、微かに何かが動く気配がした。注意していなければ気付かない程の気配だ。布団の中に有る太刀の柄を握り締めた。鯉口は既に切ってある。


「御屋形様」


「重蔵か」


「はっ」


押し殺したような声を確認してから太刀をゆっくりと鞘に納めた。そして身体を起こした。







    
  
  




「御見事でございます」


「臆病なだけだ」


「それが大事な事で」


「見事と言えばそちらもだろう。宿直とのいは何も気付かずに眠りこけている」


「八門に伝わる秘伝の香薬、一度嗅げば一刻は目覚めませぬ」


今日は寝所には誰も居ない。重蔵に夜、寝所に来るようにと伝えたからな。昔は自在に入って来たんだが今は不便になった。


「左馬頭様は相当に苛立っているらしいな」


「はっ、諸大名達が動きを見せませぬゆえ」


「まあ当然だろう。将軍宣下の前に密書を出してもな、頭の中がおかしいのかと疑われるのがオチだ。誰も動くまい。少々苛め過ぎたかな？　重蔵」


重蔵が闇の中でクスクスと笑った。


「京の都みやこでは公家も庶民も皆が役立たずの左馬頭、兄に及ばぬ愚弟と貶けなしているとか。散々な評判でございますな」


「已むを得まい、何もせずに邸やしきで震えていただけだからな。せめて三好が去った後に直ぐにでも参内さんだいして敵を追い払いましたと言上すれば違うのだが」


「それが出来ぬ事は御屋形様が一番良く御存知で有られましょう。御所は関白殿下が警護しておられました。そこにのこのことは行けませぬ」


「あの二人、仲が悪いのだな、困ったものよ」


重蔵がまたクスクスと笑った。闇の中の方が感情の表現が豊かな感じがする。まあ重蔵が喜ぶのも無理は無い。八門を使って流した評判だが予想以上に広まったようだ。


「御屋形様はお人が悪うござる」


「人が悪いのは俺だけか？　重蔵。その方も楽しんでいよう。それに一色式部少輔藤長、あれも楽しんでいような」


「真に。御屋形様は良い味方を得られました。一色式部少輔藤長殿、一人で二人分、いや三人分の働きをしております」


「やはり重蔵は人が悪い。俺なら煽られる一色宮内少輔昭辰、三淵大和守藤英を憐れむところだ。いや一番憐れなのは左馬頭様か」


そこまで言って口を押さえた。笑い声が出そうだ。宿直は眠らされてはいるが用心しなければ……。


一色式部少輔藤長、丹後一色家の分家筋の男だ。名前の藤の名は足利義輝の最初の名前義藤よしふじから貰った。つまり将軍の側近としてはかなりの古参と言って良い。義輝に従って朽木にも亡命した。それなりの立場にあったと言って良い。だが義昭の代になって一色宮内少輔昭辰が現れるとその立場に陰りが出る。昭辰は丹後一色家の当主、一色左京大夫義道の弟だ。


義昭としては当然だが昭辰を、丹後一色家を重視した。何と言っても丹後は石高は小さいが京に近い。丹波の波多野と協力すれば朽木を抑える有力な戦力になる。兄の義道を侍所の頭人に任命し優遇した。そして昭辰の昭の字は義昭から貰った一字だ。昭辰は有頂天になった。そして何かにつけて一色式部少輔藤長を一段低く見る姿勢を露わにした。自分は本家の人間、藤長は分家筋、そういう事だ。


当然だが藤長は面白くない、そして昭辰を優遇する義昭にも不満を持った。コケにされてまで傀儡の将軍に仕えていられるか、そう思ったのだろう。藤長は朽木に通じた。藤長には義昭を煽る様に言ってある。重蔵が流した噂を義昭の耳に入れているのは藤長だ。そして藤長が義昭を煽ると昭辰も負けじと義昭を煽る。藤長には三淵に細川藤孝が怪しいとも吹き込ませている。その所為で三淵は弟とは違うと言わんばかりに強硬論者になったらしい。藤長からは三淵が反朽木発言をしばしば漏らすと報告が来ている。重蔵が藤長一人で三人分の働きをすると言ったのはそれを表している。良くやってくれるよ、義昭の周りには慎重論を説く人間も居るが強硬論に押されがちだ。


人が大勢集まればどうしても景気の良い話が幅を利かす。そしてトップの義昭が耳触りの良い話を聞きたがっている。慎重論など忌諱されるだけだ。しかし密書を出すところまでいくとは思わなかったな。俺も驚いたが密書を貰った諸大名も驚いただろう。織田、上杉の両家はわざわざ使者を寄越して義昭の頭の中は大丈夫なのかと訊いてきた程だ。


今は欲求不満が溜まっておかしくなっているが征夷大将軍になれば少しは落ち着くと思う。将軍宣下には参列しなくても良いが使者を送って祝って貰えれば有難いと答えた。勿論礼はたっぷりした。それぞれ砂糖と象牙、香木、澄み酒を持たせたからな。使者達はニコニコして帰って行った。


「それで、今宵の御命令は」


「将軍宣下の日取りが決まった。来年二月の二十五日だ」


「はっ、そのように承っております」


「紀伊と丹後に噂を流してくれ。畠山修理亮高政、一色左京大夫義道、京に行けば大恥をかかされるとな。何と言っても先の戦には参加しておらんし今回の将軍宣下にも関わっていない。面目が有るまい。それと領内は必ずしも安定していない、謀反、一揆が起きる可能性が有ると噂を流せ」


「……つまり一色左京大夫、畠山修理亮の両名には将軍宣下に参列させぬと」


「その通りだ」


声は出さないが重蔵が笑うのが分かった。何となくだが闇の中でも雰囲気は伝わってくる。


「管領と侍所頭人が参列せぬとなれば皆驚きましょうな」


「そうだな」


「左馬頭様は管領、侍所頭人から見放されたと」


「折角任じたのにな、甲斐の無い事よ」


「さぞかし恩知らずと御怒りになりましょう。しかし二人にとっては渡りに船でござりますな、参列して朽木討伐を直接命じられる事を望んでいるとも思えませぬ。これ幸いとばかりに使者に祝いの品を持たせて終わりでござりましょうな」


〝真、御屋形様は御人が悪い〟と重蔵が言った。ニヤニヤしてるんだろうな。


「重蔵、将軍宣下に参列する有力者の顔ぶれは如何なる？」


「御屋形様、前公方様、三好左京大夫様、松永弾正忠様、内藤備前守様、三好豊前守様、安宅摂津守様、三好日向守様……」


愕然としている事が声から分かった。


「分かったか、殆どが三好の係累だ。さて、左馬頭様はそれを見て如何思うかな？」


「……」


「畠山、一色が頼りにならぬとなれば必ずや三好を一つにして朽木と噛み合わせようとするだろう」


「上手く行きましょうか？」


「行くまい、必ず揉める。だが左馬頭様は上手く行くと考える。義助様が将軍職を返上した以上、三好豊前守、安宅摂津守、三好日向守は好ましくない者達だが利用出来る存在になった。必ずや密書が届く、朽木を討てとな。混乱するだろう、一つになるどころか戦になりかねん。そして平島公方家も不快に思う筈だ。その全てが左馬頭様の失政となる」


俺が作った平和を義昭が壊す。それも俺を斃たおそうとしてだ。しかも手段が酷い、自分の兄を殺した者達と手を組もうと言うのだからな。節操が無いと盛大に罵ってやろう。それと一色を潰そう、理由は将軍宣下に参列しなかった事、或いは侍所頭人でありながら将軍宣下で何の役にも立たなかった事を逆恨みして朽木領の若狭を狙った、そんなところだな。多少苦しいが構わん。悪いのは一色で朽木は受けて立っただけだという事にする。領内が治まっていないと聞いた。内通者を用意させよう。


一色を潰せば畠山、波多野は震え上がる筈だ。如何出るかな、服従か敵対か。多分敵対だろう、優先順位は当然だが丹波だな。若狭、丹後、摂津の三方面から攻める形で一気に押し込む。こっちは準備に時間がかかるかもしれない。焦らずに行こうか。丹波、丹後を獲れば義昭は発狂するだろう。その日が待ち遠しいものだ。
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「今年もそろそろ暮れますな、朝晩の冷え込みが大分きつくなりました」


ぽつんと天王寺屋さんが呟いた。背を屈かがめ気味にして焙じ茶を啜っている。少し寒いのだろうか。


「火鉢に炭を足しましょうか？」


「いやいや、それには及びません。こうして熱い茶を頂くのが一番」


そう言うとまた一口茶を啜った。


「納屋さん、大膳大夫様は今年も琉球に船を出しましたな」


「ええ」


「九州が騒がしくなってきたようです」


「大友、龍造寺、毛利の事ですか？」


「いえ、島津と伊東の事」


「島津と伊東……」


天王寺屋さんが頷いた。島津と伊東？　そう言えば……。


「確か今年の初夏のころでしたかな、日向の伊東が島津領に攻め込んで派手に負けたとは聞いています」


「かなりの負け戦だったようです、重臣達の多くが討ち死にしているとか。伊東は立ち直れますまい」


相変わらず天王寺屋さんは背を屈め俯きながら話す。遠くから見れば愚痴でも零こぼしているように見えるだろう。


「それほどまでに酷いのですか」


「はい、今直ぐという事は無いでしょうが……」


島津が日向に進出すればその先は豊後。なるほど、少々騒がしくなりますな。


「その御話、どちらで？」


「大膳大夫様より伺いました。納屋さんにも伝えておこうと思いまして」


「それは、有難うございます」


軽く一礼すると天王寺屋さんも僅かに頷いた。


「島津が大きくなれば琉球と島津の関係も難しくなるだろうと、あのお方が御顔を顰めておいででした」


「それはそれは」


あの大膳大夫様が顔を顰めた？　思わず笑い声が出た、天王寺屋さんも笑っている。多少は良い気味という想いも有る。胸のつかえがすっと降りた様な気がした。


「こうなると土佐が重要になりますな、天王寺屋さん」


「そうなります、大膳大夫様が島津を牽制し琉球に力を伸ばすには是非にも土佐が必要です」


「土佐一条家に肩入れし長宗我部を排除しようとするのはそのためでしたか」


「そのようですな、私は阿波を狙わせるのかと思いましたが……」


「私もです」


二人で顔を見合わせると苦笑いを浮かべた。如何もあのお方には意表を突かれる。また胸につかえが……。


「大友、龍造寺、島津、毛利、土佐一条に長宗我部、大変ですな、天王寺屋さん」


「大変です、そこに琉球と朽木が絡みます」


「畿内でも大きな騒乱が起きそうです。左馬頭様が大分大膳大夫様に不満を御持ちだとか」


天王寺屋さんと顔を見合わせた。天王寺屋さんがニコニコとしている。


「大膳大夫様も大変ですな」


「真に、どうなる事か」


「お手並み拝見ですな、納屋さん」


「はい、拝見いたしましょう」


天王寺屋さんがクスクスと笑う。私は声を上げて笑った。胸のつかえが下りた様な気がした。
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ポォ～ンと大きな音が部屋に響いた。


「今一度」


小夜の声が冷たく響く。萎えそうになる心を励まして背筋を伸ばす。大丈夫だ、お前は出来る！　右肩に乗せた小鼓こつづみをもう一度打った。小鼓を打ち終えた直後に速やかに左手を緩める。調緒しらべおが緩められたことでまたポォ～ンと大きな音が部屋に響いた。小夜は無表情、雪乃は懸命に笑いを堪え、綾ママは溜息を吐いた。三人三様だが如何見ても酷い出来らしい。


「では次はチの音を」


「分かった」


チの音はカンという小さな音が出る。こいつは薬指一本で打ち左手で調緒を握る。集中集中、コンという硬い音が出た。悪くないような気がする、恐る恐る三人を見ると……、論外だな。溜息が出そうになったが耐えた。


「御屋形様」


「何だ、雪乃」


「真に皆様の前で小鼓を打たれるのですか？」


「左馬頭様からそういう御要望が有ればな」


「御辞退なされては？」


雪乃の言葉に二人が頷いた。


「左馬頭様、いや新しい公方様のたっての御求めとなれば断っては失礼であろう。下手でも良いのだ、下手でも公方様の求めに応じた、その事が大事なのだ。あちらも俺が小鼓の名手などとはこれっぽっちも思っておるまい。笑いはしても怒りはせぬ」


「そうは申されてもこれでは……」


雪乃がホッと息を吐いた。小夜、綾ママが頷いている。我が家の女共には男を励ますというしおらしさは無いらしい。これでも傷付いているんだぞ。


義昭の将軍宣下の日程が決まった。やらなければならない事は沢山ある。基本的には政所の伊勢と協力しながら準備をしている。先ず本国寺で将軍宣下を受ける、つまり勅使を迎えるわけだから本国寺の修繕を行っている。当然だが畳は全部新品に換えた。こいつは伊勢が手配し朽木が銭を出した。二月の上旬には終わるだろう。


そして、阿波から来る一行の行路と休息場所の確保、それから警護体制の確立。これは朽木の担当だ。そして参列する大名や祝い客への引き出物の用意、これも朽木の担当になる。ケチる様な事はしない、盛大にやる。そうする事が朽木が新将軍に尽くしているという証になるし、同時に朽木の財力を周囲に示す事になるからだ。無駄遣いというのは金を使う事ではない、見返りの期待出来ない金遣いを言うのだ。


そうして準備を進めているところに伊勢から連絡が有った。将軍宣下後に能興行を行うのが足利家の慣例なのでその準備を宜しくと。要するにこっちの費用も忘れないでねという事だ。全然問題無い、そう答えようとして気付いた。能って何番やるのかって。確認したら十三番だった。史実と同じなので可笑しかった。そして俺が小鼓の練習をしているのも能興行のためだ。


史実における信長と義昭の不和はこの能興行に始まるという説も有る。先ず信長に長過ぎると五番に削られた十三番の能だが必ずしも長いというわけでは無いらしい。能の演目数は時代によって変化する。この時代だと十七番というのも有る。演目にも信長は注文を付けている。義昭は弓ゆみ八幡やわたを脇能に選んだ。脇能というのは最初に演じる能の事だが信長はこいつを高砂たかさごに変えさせている。削るだけじゃなく演目まで変えさせているわけだ。それは何故か？


こっちの世界に来て改めて確認したんだが実は弓八幡は足利家にとっては重要な意味を持っている。この弓八幡は源氏の氏神、石清水八幡宮いわしみずはちまんぐうを讃えたものだ。そして何時頃からかは分からないが足利家の嫡流が征夷大将軍に任じられると宣下御祝いのために必ず演じられるようになったらしい。要するに弓八幡を演じる事で自分は源氏の嫡流であり武家の棟梁なのだ、将軍なのだと周囲に宣言する事になる。だから将軍はこの能興行を必ず行う。


となると、長過ぎると削り、弓八幡を高砂に変えさせた信長の真意は自分の力で将軍になった訳でもないのに能興行なんてふざけるな、俺の前で将軍面するな、そんなところかもしれない。或いは未だ天下は治まっていないんだから浮かれるんじゃないと一喝したつもりだったのか。だが義昭にとっては将軍宣下後に能興行を行いながら弓八幡を演じられないとなると面目丸潰れだ。義昭は大名は将軍のために働くのが当然と思っている男だ。信長という男は如何いう男なのかと疑問に思った筈だ。


その事が能興行において義昭が信長に鼓を打ってくれという要求になる。あれを座興と受け取ってはいけない。あれは義昭から信長への打診なのだ。将軍の要求を受け入れるか、拒否するか。能興行に参列している諸大名の前で信長を試したのだと思う。信長はこれを拒否、義昭は諸大名の前でまた面目を失した。信長は如何思ったのだろう？　拒否する事で自分の方が力は上なのだと周囲に見せつけ義昭を抑えるつもりだったのか。或いは自分が試されていると気付かなかったのか。その後に起きる本国寺の変、二条城の建築を考えると信長は一生懸命義昭に尽くしている。どうも気付かなかったんじゃないかと思う。


だが、この事で義昭は信長を完全に危険視する。そして信長包囲網を作り上げ信長と戦う事になる。義昭が京を追われた後、波多野、一色等の大名が反織田に転じる。はっきり言って馬鹿だと思う。だが彼らには義昭への同情と信長への不信が有ったんじゃないかと思っている。あそこまでコケにされれば誰だって牙を剥く。自分が悪いのに将軍を京から追い払った、信用出来ないと……。


「小夜、もう一度チの音だ」


「まだ続けるのですか？」


「そうだ、続ける」


赤っ恥を掻こうが将軍の求めに応じて小鼓を打つ。朽木は足利への忠義の家だと諸大名の前で表明する良い機会だ。そしてその朽木を討とうとする義昭は信用出来ない最低の公方様という事になる。


背筋を伸ばして調緒を握る。薬指一本で打つ！　コンという音がして溜息が三つ聞こえた。天下への道のりは遠そうだ……。







不本意極まる事態
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ドンドンドンドン、廊下を複数の人間が歩く音がした。ドンドンドンドン、徐々に近づいてくる。そして大広間に主、朽木大膳大夫基綱様が入ってこられた。付き従うのは蒲生下野守、明智十兵衛、進藤山城守、目賀田次郎左衛門尉、田沢又兵衛、沼田上野之助、真田源五郎、倅せがれの平井弥太郎……、そして近習、小姓が数人。平伏して迎えた。


「御久しゅうございまする、この芥川山城に御屋形様をお迎え出来ましたる事、真に嬉しく思いまする」


上段に坐った御屋形様がにこやかに頷かれた。


「舅殿も元気そうで何より。此度は世話になる。宜しく頼む」


「はっ」


「あと五日ほどで阿波から前さきの公方様御一行が堺に御到着なされる。それまでこの城に留まらせて貰う」


「はっ、そのように承っておりまする」


「小夜から宜しく伝えてくれと言われた。竹若丸、松千代、亀千代、皆元気だ。まあその辺りは後程弥太郎から話を聞いてくれ」


「はっ、御配慮忝く、心より御礼申し上げまする」


礼を言うと御屋形様が柔らかい笑みを浮かべながら頷いた。


少しの間雑談をすると御屋形様が近習、小姓達を下がらせた。そして上段の間から降りてくると皆に車座に座るようにと言って腰を下ろした。皆が御屋形様を囲むように座る。遠慮や逡巡は無い、御屋形様はそのような事で時を潰すのを酷く嫌がる所がおありだ。短気でせっかちと言われる事が有るのはその所為もあろう。


「ここに来る前に京に立ち寄ってきた。左馬頭様は酷く御機嫌斜めで有られた。困った事よ」


「それは一体如何なる訳でございましょう。将軍宣下も間近なれば左馬頭様は御慶びでは有りませぬので？」


御屋形様を含め皆の表情が暗い、どうやら拙い問題が起きているらしい。進藤山城守殿が〝加賀守殿〟と口を開いた


「その将軍宣下が問題になっているのだ」


「それは如何いう事かな、山城守殿」


山城守殿がホウッと息を吐いた。


「参列者が殆ど居らぬ。皆、使者を寄越して終わりだ。このままでは参列者は御屋形様と此度御迎えする阿波からの御一行様ぐらいという事になる。後は幕臣という事になろう」


思わず皆の顔を見回した。予想外の事が起きているらしい。倅の弥太郎も深刻そうな表情をしている。


「能見物も同様だな、折角の十三番も見物人が少なくては興醒めであろう。弓八幡も誰も観る者が居なくてはな。左馬頭様の御機嫌が悪いのも無理はない」


「なんと、真にございまするか？」


問い掛けると御屋形様が頷かれた。


「三好左京大夫、松永弾正忠、内藤備前守からは阿波の一行と席を同じくすれば問題が起きかねぬ。将軍宣下の目出度い日を台無しにしたくないと文が届いた。当日は使者が祝いの品を持って来る事になっている」


「……御屋形様、左京大夫様は左馬頭様の義理とはいえ弟君ですが」


「そうだな、だが参列せぬ。管領の畠山、侍所頭人の一色も参列せぬ。織田、上杉、神保、椎名、筒井、波多野、赤井、別所、小寺、宇野、赤松、山名、三村、浦上、毛利……。皆使者を送る事で終わりだ」


思わず溜息が出た。とんでもない事になっている。


「理由は遠国である事、或いは領内が治まらぬ事、他国と緊張状態にある事を訴えているが幕府政所の書状には俺の副状を付けたからな、成り上がりの若造がと反発したかもしれぬ。左馬頭様が俺に対して頼り無しと思われても仕方が無いな」


他人事のような口調だが事態は深刻と言って良い。


「或いは御屋形様と左馬頭様の争いに巻き込まれたくない、そういう事では有りませぬか？　左馬頭様が御屋形様に大層な不満を持っているという風聞が摂津にまで届いております」


私の言葉に御屋形様が頷かれ〝下野守、例の件を〟と言われた。


「加賀守殿、先日某の所に三雲対馬守殿が密かに訪ねてきた」


「密かに？」


下野守殿が〝如何にも〟と言って頷いた。


「弾正忠様から命じられたらしい。左馬頭様より朽木討伐の密書が届いた事、三好左京大夫様を守るためには左馬頭様と左京大夫様を会わせぬ様にするしかない事を理解して欲しいとの事であった」


思わず溜息が出た。左馬頭様の不興をかっても争いに巻き込まれるよりはましという事か。諸大名は状況を厳しく受け止めているらしい。


「左馬頭様と会う事は出来ぬ、だが欠席して俺の顔を潰すのも拙い。そして使者を朽木に出して弁明していると周囲に知られるのも拙い、だから対馬守を密かにこちらに寄越した。そんなところだな」


また他人事の様な口調だ。興奮されるよりはましではあるが……。


「御屋形様、参列を断ってきた諸大名は左馬頭様より朽木討伐の密書を受け取ったと見て宜しいのでしょうか？」


「見て良い。かなり手広くばら撒いた事は分かっている。大名だけではなく家臣にも送ったらしい。貰った方もさぞかし困惑しただろう。左馬頭様が不機嫌な理由の一つにまともに返事を返してくる大名が居ないからというのも有る。だが家臣にまで密書を送られてはな、良い気持ちはするまい」


左馬頭様の身辺近くに御屋形様に通じる者が居るらしい。左馬頭様の動向は御屋形様に筒抜けか。相変らずの手抜かりの無さよ。


「しかし播磨の別所、小寺、赤松に密書が回ったとすると……」


御屋形様が首を横に振った。


「摂津に攻めて来るだけの度胸が有るなら自ら京に来る。そして左馬頭様と会って恩賞の話をする。危ない橋を渡るのだ、俺ならそうする」


「では、心配は要らぬとお考えですか？」


御屋形様が頷かれた。


「誰が先陣を切るか、窺っているのだ。情勢次第で動く、そんなところだろう。自らの意志で動く程の度胸は無い。油断は出来ぬがな」


なるほど、皆危ない橋は渡りたくないか。朽木は恐れられている。


「しかし困った、予定がかなり狂った」


皆が訝しげな表情をした。


「俺は今回の将軍宣下に参列した大名達に朽木の富を見せつけるつもりだったのだ。連中の戦意を挫くじくためにな。そして畠山、一色を謀略で参列させず左馬頭様を孤立させるつもりだった」


「……」


「丹後から丹波を獲り京を囲む。西を攻める前に畿内を固めようと思ったのだがな。そのために準備したのだが、殆どが無駄になった……、上手くいかんな」


御屋形様が太い息を吐いた。西を攻める前に畿内を固めるか。やはり御屋形様は天下を狙っておいでだ。皆も驚いた様な表情はしていない。朽木は天下を目指す、皆がそう思っているのだろう。おそらくは左馬頭様も……。
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頭が痛いわ。何でこんな事になるのか……。簡単だよな、馬鹿が頭に血が上って朽木討伐の密使なんて出すからだ。それが無ければ皆が将軍宣下に参列しただろう。そして朽木の財力に感嘆と畏怖を感じた筈だ。畿内制覇のための第一歩になる筈だった。足利の忠臣を演じるために必死で小鼓も覚えた。皆には溜息を吐かれるレベルから眉を顰めるレベルにまで上達した。それなのに……、幾らなんでも将軍宣下前に討伐の密使は無いだろう。煽らせたのは俺だが、全てが無駄になった。


考えてみると義昭は俺の計画を潰す最善の手を打った訳だ。なんか凄い不本意だな。こっちが一生懸命やってるのに義昭が頭に血を上らせて勢いでやった事が全てをぶち壊すだなんて。この間の上洛戦の時もそうだった。こっちはもっと後と考えていたのに頭に血を上らせた馬鹿の所為で予定を大幅に変更させられた。相性が悪いんだな、出来るだけ近付かないようにしよう。そして必ずあの男から天下を奪う、そうじゃないと不安だ。嫌な予感がする。


「では播磨に向かわれますか？」


源五郎が問い掛けてきた。何人かが頷いている。そうだよな、播磨は別所、小寺、赤松が争っている。統一した勢力は無いのだ。朽木の力をもって各個に撃破して行けば播磨の領有はそれほど難しくなさそうに見える。多分史実の信長、秀吉もそう思ったのだろう。


「源五郎、播磨に出れば本願寺が必ず立ち上がるぞ、毛利もな」


「……」


皆が緊張した。だが表情には不審の色が有る。本願寺が立ち上がる、その理由が分からずにいるのだろう。現状では朽木と本願寺は自然休戦の状態にある。その本願寺が何故朽木が播磨に攻め入ると立ち上がるのか？


「皆は一向一揆と言えば本願寺、そして加賀の一向一揆を頭に思い浮かべるだろう。何と言っても加賀を制し、越前も今一歩の所まで行ったのだからな」


皆が頷いた。


「だがな、一向一揆は極めて銭儲けに熱心な連中だという事を忘れてはいかん。堅田、長島を思い出せ」


堅田は水軍の拠点であり琵琶湖の水運に大きな影響力を振るう存在だった。長島は木曽、揖斐いび、長良川の集合地点であり三川を利用した物流の一大集積所だった。そして長島は東海地方の物資を海を使って伊勢から雑賀、堺、石山に運ぶ海上輸送ルートの拠点でもあった。どちらも大きな利を生み出す所だ。一向一揆は経済活動に熱心な連中なのだ。


現状では朽木、上杉、織田、徳川によって京から東の一向一揆は根絶された。つまり石山本願寺は東日本から叩き出され利権を失ったわけだ。では西は如何なのか？　西日本の物流の大動脈と言えば何と言っても瀬戸内海と山陽道だ。この瀬戸内海、山陽道沿いに一向一揆の拠点が二つある。一つは安芸、もう一つが播磨だ。その事を指摘すると何人かが唸り声を上げた。


「播磨には英賀が有り一向一揆の拠点英賀御堂あがみどうが有る。英賀は海に面し川も夢前川、水尾川、菅生川が流れているから長島同様に物流の拠点なのだ。そして安芸は毛利の本拠地でもある。毛利と本願寺の繋がりは極めて強い。朽木が播磨に侵攻すれば必ず英賀は本願寺、毛利に救援を要請する。英賀は毛利と本願寺を繋ぐ重要な拠点だ。失う事は出来ぬ。失えば本願寺は孤立する事になる」


うーんという唸り声が車座の中から起きた。


史実では千五百七十年代前半が一向一揆の最盛期だと思う。越前を信長から奪い一向一揆はその強大さを天下に誇った。だが七十年代半ばには越前、長島を信長に奪われる。ここから一向一揆の勢いは退潮になる。そしてその苦境を救うためと言わんばかりに毛利が本願寺側に立って参戦する。第一次木津川口の戦いで九鬼が敗れるのはこの時期だ。


七十年代後半になると織田は石山本願寺を包囲しつつ播磨に侵攻する。この時期になると織田が優位に立ったかに見えるが毛利・本願寺は荒木、別所を寝返らせて反撃する。織田が鉄甲船を使って毛利水軍を破り大阪湾の制海権を握る事に成功するのがこの時期だ。ひっくり返されかけた戦局をなんとか押し留めた、そんな感じだ。ヒヤヒヤものだろう。そして八十年になると織田は播磨の攻略を終える。つまり本願寺は完全に孤立したわけだ。本願寺は織田に降伏し石山を明け渡す。


「では播磨攻めは危険と御屋形様は御考えですか？」


つらつら考えていると次郎左衛門尉が問い掛けてきた。


「楽な戦にはならんと考えている。多分その時には丹波、丹後も参戦するだろう。それにな、次郎左衛門尉。厄介なのは別所、小寺、赤松が今回の将軍宣下に使者を出す事だ。使者を出した相手を攻めれば左馬頭様が朽木を煩く責めるだろう、相手に大義名分を与える様なものだ、それは避けたい」


何人かが溜息を吐いた。面倒くさい、そう考えているのが分かる。皆うんざりした表情をしているからな。俺もウンザリだ。


「土佐一条家の問題も有る。毛利と事を構えれば土佐一条家は伊予と長宗我部の二つを相手にする事になる。勿論毛利も大友、土佐一条、朽木を相手にするのだから楽ではない。しかし戦線を広げ過ぎるのは得策とは言えぬ、どれも中途半端になる恐れが有る。となれば、やはりここは丹波、丹後を攻める事を優先すべきだろう」


「……」


益々ウンザリモードだ。


「案ずるな、手は有る」


皆が俺を見た。


「丹波国桑田郡に宇津右近大夫頼重という男が居る。聞いた事が有る者も居よう」


十兵衛を始め何人かが頷いた。


「禁裏御料所である小野庄、山国庄を三十年以上押領している男だ。朝廷の困窮の一因と言って良い。長年返還せよと朝廷は命じているが宇津は無視し続けている。宇津が強気なのは一つには畿内が混乱しているから、そしてもう一つは波多野と同盟を結んでいるからだ」


「では宇津右近大夫を討つのですな？」


「そうだ、十兵衛。そして波多野を討つ。そうなれば丹波のかなりの部分が朽木領になる。特に摂津、山城の北を守る形になる。これは大きい」


皆が頷いた。討伐は朝廷から勅を受ける形にしよう。足利では無く朽木に勅が下りる。ワンポイントアップだな。後で近衛に相談だ。


丹波の攻略後は丹後だ。そして土佐を安定させる。問題はそこだな、あまり手間取りたくない。……摂津が安定し丹波、丹後が朽木領なら外交方針を変えるべきだろう。今回阿波の三好がやってくる。阿波三好、土佐一条、朽木で協力関係を結ぶ。対象は毛利と長宗我部。その上で三好左京大夫、松永弾正忠、内藤備前守をこちらに付けるか中立の立場にする……。


如何だろう？　可能だろうか？　今回の将軍宣下を三好豊前守、安宅摂津守が如何捉えているかだな。阿波には討伐の密書は未だ送られていない。しかしこちらの状況は分かっているだろう。俺と義昭が決裂すると判断している筈だ。俺に付くか、義昭に付くか、それとも別の道を選ぶか……。打診してみるか、その前に目の前の連中に話してみよう。






永禄十六年（一五七三年）　二月中旬　　　和泉国大鳥郡堺町　　顕本寺　　三好長逸






「朽木大膳大夫様が御挨拶に見えられました」


小姓からの報せに皆が顔を見合わせた。上段に居られる大御所義助様、そして下段に居る豊前守殿、摂津守殿、そして儂と倅の久介。


「こちらへ御通しせよ」


「はっ」


一礼して小姓が立ち去った。


皆緊張している。


「日向守、その方は大膳大夫に会った事が有るそうだな」


「されば二十年も前の事になります。まだ向こうは童わらしの頃でした」


「ほう、童か」


義助様が頷いた。あの童が今では天下を動かす程の勢力を持っている。二十年という月日の長さが身に染みた。既に我が身は六十歳を超えた、あと何年生きられるのか……。


直垂ひたたれ姿の若い武士が現れた。下座に座り扇子を前に置く。平伏した。


「大御所様には初めて御意を得まする、朽木大膳大夫基綱にございまする」


「うむ」


「この度は大御所様の御決断にて畿内での争いが収まりましたる事、心より御礼申し上げまする」


「大膳大夫には随分と骨を折って貰った。礼を言わねばならんのはこちらの方である」


「過分な御言葉、畏れ入りまする」


大御所様が面おもてを上げるようにと言うと大膳大夫がゆっくりと顔を上げた。面影が有る。あれから二十年か……。


「大膳大夫は初対面であろう、三好豊前守、安宅摂津守だ。日向守とは旧知だそうな、随分と久し振りであろう」


大御所様が引き合わせると三人がそれぞれに名乗った。そして大膳大夫が儂に視線を向けた。


「日向守殿、御久しゅうござる。此度は随分と御力添えを頂いたとか、天王寺屋より聞いております。心から感謝致しまする」


「いや、こちらこそ礼を言わねばならぬ。大御所様だけでなく我らにも配慮して頂いた」


大膳大夫がゆるゆると首を振った。


「いえ、当然の事をしたまで。礼を言われる様な事では有りませぬ」


「隣に控えるは倅の久介にござる、以後は良しなに願いたい」


大膳大夫が久介と挨拶を交わすと視線を上座に向けた。


「畏れながら明日、京へ向けて出立致しまする。京での滞在中宿は大徳寺となります。そして二十五日には本国寺にて将軍宣下、翌二十六日には観能の宴に御参列を願いまする。二十七日に京を発ち堺へ戻る事となります。その間は朽木家の者が皆様方の警護に付きまする。御不自由をおかけするかもしれませぬが何卒御許し頂きたく、伏して御願い申し上げまする」


大膳大夫が深々と平伏した。







困惑（一）


永禄十六年（一五七三年）　二月下旬　　　山城国葛野郡　　大徳寺　　三好長逸






大徳寺は物々しい警備の兵で囲まれていた。堺から京までの道中も大膳大夫率いる一万の兵が護衛に付いた事を考えると大膳大夫はかなり我らに対する襲撃を警戒している。我らを襲う者、おそらく狙いは大御所様であろう。となれば襲撃者は左馬頭足利義昭とその周辺の者達の使嗾しそうによるものと見て良い。


大膳大夫は畿内を安定させ足利の血統を守ろうとしているが義昭にとって大御所様は脅威なのであろう。やはり大膳大夫と義昭は上手く行っていないらしい。この事が一体何を意味するのか……。大徳寺の一室で三好豊前守、安宅摂津守、儂、久介、そして大膳大夫の五人で話をする事になった。今後の畿内の動向、特に朽木家の動きを見極めなくてはならぬ。そして三好家の進むべき道を選ばねば……。


「明日の将軍宣下の参列者、我らだけと聞いたが」


豊前守殿が問うと大膳大夫が頷いた。


「幕府権威の失墜と嘆くべきか、それとも副書を出した某の力量不足と恥じ入るべきか、少々迷っております」


室内に笑いがさざ波のように起きた。落ち着いた口調だ。力量不足と嘆く声ではない。


「近隣諸国に妙な密書が出回っていると聞いたが？」


「摂津守殿には御存知でしたか、さてはそちら様にも届きましたか」


「いや、未だ届いては居らぬ。では大膳大夫殿は御存知か？」


「如何にも存じておりまする。いずれはそちら様にも届きましょう」


「……」


四人で顔を見合わせた。大膳大夫は落ち着いている。密書の内容が朽木討伐である事を確認すると大膳大夫は苦笑を浮かべながら頷いた。


「せめて将軍宣下までは自制なされると思ったのですが、予想以上に堪え性の無い御方の様です。御蔭で近隣の諸大名が皆、将軍宣下への参列を取りやめてしまいました。詰まらぬ争い事に巻き込まれるのを怖れたのでござりましょう。その事がまた御不満のようですがそれを某にぶつけられても……」


大膳大夫が軽やかに笑い声を上げた。落ち着いているのではない、義昭の事など歯牙にもかけていないようだ。


「如何なされるおつもりかな？」


問い掛けると大膳大夫が微かに笑みを浮かべた。


「某も武家でありますれば降り懸かる火の粉は打ち払うまで、と考えております」


「相手はしつこい、簡単には諦めぬと思うが」


「分かっております。足利家の御家芸ですからな。京の都以外は全てが朽木領、そういう事も有るかと覚悟しております」


部屋がシンと静まった。身動ぎするのも躊躇われるほどに。


「随分と大胆な事を口にされる」


「……」


豊前守殿の言葉に大膳大夫は無言だ。


「……天下を狙われるお積りかな？」


「はい」


あっさりと認めた。だが益々室内の気が重くなった。大膳大夫が微かに笑みを浮かべた。


「足利の天下では世は治まりませぬ。そうではありませぬか？」


「……」


「足利は自らの足で天下を踏み締められぬ程に弱体化しました。そしてその事を認めても受け入れる事が出来ぬ。だから強い力を得た大名を周辺の大名を使って弱体化させようとする。何の事は無い、武家の棟梁であり天下を守るべき立場にある将軍が世を乱している。戦乱が続くのはその所為です」


「お主もその公方様の呼びかけに応えた一人であろう」


幾分非難が混じったかもしれぬ。だが大膳大夫は表情を変える事無く続けた。


「否定はしませぬよ、日向守殿。身勝手と思われても良い。だが朽木はもう引き返せぬところまで来てしまった。立ち止まる事を許されぬのです。朽木は天下を目指す、そうせざるを得ませぬ。その事は皆様方が一番良くお分かりの筈では有りませぬか」


「……」


「かつて聚光院様が同じ立場に立たれましたな。三好を押さえ付けようとする勢力を打ち払い引き返せぬところまで進んでしまった。そして天下を目指された。将軍の実権を奪い幕府を掌握する事で天下の覇権を掌中に収めた。あと十年、聚光院様に生が有れば三好家の力で天下が静まったかもしれませぬ。そうなれば誰もが三好の天下を認めたでしょう。……惜しい事です」


大膳大夫が首を横に振った。豊前守殿、摂津守殿は無言で大膳大夫を見守っている。


「聚光院様が失敗し、某が挑む。某が失敗すればまた誰かが天下を目指すのでしょう。そして何時かは誰かが天下を握り足利の世が終わる」


「足利の世が終わる……」


久介が呟くと豊前守殿、摂津守殿が微かに頷いた。確かに、聚光院様にあと十年の御命が有れば天下は三好家の物になったやも知れぬ……。


「三好家は如何なされます？」


「と申されると？」


「朽木に付くか、足利に付くかです。或いは平島公方家を担いで今一度天下に名乗りを上げるという手も有る。いずれ選択を迫られる事になりましょう」


「……」


豊前守殿、摂津守殿、儂、久介、四人で顔を見合わせた。いずれではない、その時は近い筈だ。


「某は将軍宣下の後、丹波、丹後を攻め獲る所存。その後は播磨へと兵を進めるつもりです。そして本願寺、毛利と戦う事になる」


「……」


「いずれ、遠くない時期に如何なる選択をされたのか、伺う事になりましょう」


「……」


大膳大夫が微かに笑みを浮かべていた。






永禄十六年（一五七三年）　三月上旬　　　山城国葛野郡　　近衛前久邸　　朽木基綱






「随分と寂しい将軍宣下だったらしいの、勅使を務めた三条西権大納言が驚いていたと聞いた」


近衛前久、笑う関白殿下が〝ほほほ〟と上機嫌な笑い声を上げた。義昭の事が心底嫌いだからな、ザマーミロと思っているんだろう。自業自得ではあるが義昭の事を可哀想な奴だ、とは思わん。俺も義昭の事が嫌いだしザマーミロと思っている。


「寂しいとは、……むしろ厳粛と言って良い式でございました」


また殿下が〝ほほほ〟と笑った。俺も笑った。厳粛としか言いようがない。何と言っても誰も喜んでいないんだから。幕臣達が苦虫を潰したような表情をしている中で義助を始めとする四国からの御一行様は時折妙な眼で義昭を見ていた。多分、憐れんでいたんだろう。そして内心では嗤わらっていたんだと思う。俺だって吹き出さないように表情を引き締めるのが大変だった。


「大御所様への御配慮、有難うございました」


「なんの、当然の事よ。主上も大御所への配慮は必要との御考えであられた。新公方を抑えるためにもの」


今度は笑わない。将軍宣下に先立って勅使から義助に帝の御言葉が伝えられた。まあ俺が殿下を通して頼んだんだけどね。


〝この度の将軍宣下が無理なく行われたのは大御所の決断によるもの。心からそれを嘉よみし給う〟


要するにだ、今回の将軍宣下には義助の決断が大きい役割を果たしたと帝は褒めている。そして暗に義昭に対してお前には何の功も無い、将軍になったからと言って好い気になるなと警告しているのだ。これを聞いた時の義助は感激して涙ぐんでいたし義昭は顔を顰めていた。


俺の狙いは義助を守るためだ。将軍になっていい気になった義昭とその周辺が義助を侮辱するような事が有ってはならない。義昭が恨まれるのは構わんが俺まで疎まれては困る。今はともかく将来的には平島公方家の力を借りる事が有るかもしれないのだ。義助に不満を持たせてはならない、そう思ったんだ。そして朝廷も似たような事を考えている。だから御言葉が有った。義昭は面子丸潰れだな。これだけ将軍になる人物の顔を潰しまくった将軍宣下は初めてだろう。もっとも義昭が顔を顰めたのはその時だけだ。あとは平静な表情をしていた。良く分からん。


「能興行も酷かったらしいの」


「はっ、酷い物でございました」


将軍宣下は酷い物だった、でも能興行はもっと酷かった。まあ参列者が少ないのは確かに惨めだし白けるよ。こういうのは大勢の人間が集まって盛り上がるからな。参列者は皆きまり悪げで能役者達は不満そうだった。やる気出ねえ、そんな感じだ。でもな、祝儀を出したのは俺だぞ、今後は大和猿楽は使わん。近江猿楽を使おう、地元の芸能保護にも繋がる。


「小鼓を打ったそうな」


「はっ、公方様より所望されましたゆえ」


殿下が〝ほほほ〟と笑う。そして妙な眼で俺を見た。


「災難であったのう」


「……」


俺としては出来は良かった方なんだよね。だからあんまり苦痛には感じていない。それに他に気になる事が有る。妙なんだな、義昭の反応が無いんだ。将軍宣下、能興行、一世一代の晴れ舞台を台無しにされたのに義昭の反応が無い。俺が下手な小鼓を打ってもごく平静な表情で淡々としていた。本当ならもっと不機嫌、或いは俺を蔑んでもおかしくは無いんだが……。


「宮中でももっぱらの評判じゃ。あれ程までに忠義を尽くしているのに満座で面目を潰されては大膳大夫も立つ瀬が有るまいとな」


「高が小鼓でございましょう、所詮は座興に過ぎませぬ」


チラッと殿下が俺を見た。


「密使の件は如何じゃ。あの件が発覚した時点で本来なら将軍宣下は取り止めになる筈であった。主上はそれを強く望まれたからの。だがそなたのたっての頼みで将軍宣下を行う事になったのだ。ま、この事を知るのは麿の他数人しかおらぬ。だが密書の事は皆も知っておる、口には出さぬがな。それにそなたが義昭を咎めぬ事を訝しんでおるぞ」


「……」


「皆が言うておるぞ。新公方は人の気持ちの分からぬ御方、人の上に立てる御器量では無いとな」


「……」


殿下の言う通りだ。本来なら義昭への将軍宣下など無かった。義昭は何故あの密書を将軍宣下前に出したのだろう。今一つ腑に落ちない。……あの小鼓は俺を試したのだろうな。足利に叛意を持っているのではないか？　或いは密書の事を知っているのではないかと。だから俺はそれに応えた。叛意など無い、何も知らないと。普通なら朽木に叛意は無い、或いは朽木は何も知らないと感じて多少は安心しても良い筈だ。だが、そんな様子は見せなかった。平静な表情で俺を見ていただけだ。義昭は何を考えた？


「二条も人を見る目が無いと散々よ」


……関白殿下はライバルの評価が下がって上機嫌だ。まあちょっと抑えて、抑えて。


「困った噂が流れましたな」


「噂かな？」


殿下が〝おーっほほほほ〟と頭を仰のけ反ぞらして笑い声を上げた。新バージョンだ！　殿下は超絶御機嫌モードに突入したらしい。


「得をしたの、大膳大夫」


「……」


「平島公方家、三好豊前守、安宅摂津守とも関係が改善出来た。なかなか親しげであったと聞いた」


「目出度い御席でございます。不機嫌な様子は見せられませぬ」


それが分からない馬鹿もいる。幕臣共は露骨に不機嫌そうにしやがった。だが義昭はそうじゃない。どうも引っ掛かる。


「新公方の取り巻きは面白くなさそうであったとか。宮中では大御所が今一度征夷大将軍に復するのではないかという声も有るらしい」


「……」


「新公方も首筋が寒かろう。そなたも意地が悪い」


殿下がじっと俺を見た。


「将軍に相応しからざる者を敢えて将軍に就け足利の権威を落とすか。悪よのう、大膳大夫。だがそこが良い、頼もしいぞ。おーっほほほほ」


「……」


また頭を仰け反らせた。抑えが利かない、全開フルスロットルだな。だが義助が復活するという噂は面白い。つまり俺には将軍の首を挿すげ替える実力が有ると周囲は見ているという事だ。義昭が知ったら如何思うか……。当然だが面白くないだろう。だが義昭からは反応が聞こえてこない、何故だ？　


〝大膳大夫よ〟と殿下が声を掛けてきた。先程までとは表情が違う、厳粛と言って良い表情だ。何か厄介事かもしれん。気が重かったが姿勢を正した。


「実はの、近々そなたに天下静謐せいひつの任を与えたいと帝の御内意がおじゃった」


「！」


思わず息を呑んだ。そんな俺を見て殿下が頷く。


「先に言ったが密使の件が発覚した時、主上は酷く御怒りになられての、天下を混乱させるとは将軍の器に非ず、将軍宣下を取り止めるべきだと御気持ちを漏らされた。将軍宣下を取り止めれば天下は更に混乱する、そなたのたっての頼みで将軍宣下を行う事になったが主上は義昭には天下静謐の任は務まらぬと御考えになったようじゃ」


「……」


「それでの、つい先日の事だがそなたに天下静謐の任を与えたいと……」


「真でございますか？」


「真じゃ」


……溜息が出た。


天下静謐の任、要するに天下を静かに落ち着かせる任務だ。建前としては帝の命を受けて逆賊を退治し、全国にわたる平穏な社会状況を作り出す事をいう。まあ天下泰平だな。本音で言えば自分の判断で敵を「朝敵」と認定し討伐出来るという事になる。本来は征夷大将軍が持つ任務なのだが征夷大将軍以外の人物にそれを与える等という事は先ず有り得ない。まあこの場合は将軍代理の資格を得るという事になるのだろう。史実では信長がそれを与えられたのではないかと言われているがはっきりとはしない。それが俺に？　いや天下を目指しているのは事実だが……。


「宜しいのでございますか？　混乱しかねませんぞ」


〝ほほほほほほ〟と殿下が笑った。


「どのみち義昭はそなたを眼の仇にしよう、違うかな？」


「……かもしれませぬ」


「ならば大義名分が有った方が良かろう」


その通りだな。天下を目指すなら義昭との抗争は必至だ。ならば天下静謐の大義名分は絶対に要る。最後は義昭を天下静謐を乱す者として追放する事になる。


「某は構いませぬが朝廷はそれで宜しいのでございますか？」


公家は力が無い、それだけに争いの元になりそうな事は避けたがる筈だが……。


「帝の御内意は麿と二条、頭弁が承った。二条も反対はしなかった。そなたは足利の争いを収めたのだ。将に天下静謐の実であろう。今名を与える事で皆にそれを知らしめる事が必要ではおじゃらぬかな」


つまり二条も義昭を見限ったか。義昭が実権を取り戻す事は無いと見ている。何と言うか段々後戻り出来無くなってくるな。一本道を進むだけか。史実の天下人もそんな想いをしたのかもしれない。


「分かりました。有り難くお受け致しまする。天下静謐の任、身命を賭して仕りますと言上頂ければ幸いにございまする」


殿下が〝うむ〟と言って頷いた。


「ところで、宇津の件でございますが」


「うむ、その事よ。先ず天下静謐の任をそなたに与え永仁様の親王宣下、竹田宮家創設の後、討伐の勅を出す事になろう。……東宮様が大分永仁様の処遇を案じておいでだ。粗略には出来ぬと周囲に漏らしているとか」


「有り難い御言葉でございます。飛鳥井の親族達も喜びましょう」


殿下がウンウンという様に頷いた。


「儀同三司ぎどうさんし殿の御具合は如何かな、大分御悪いと聞いているが」


「祖父ももう八十を越えました故……」


「左様か……」


殿下が表情を曇らせた。儀同三司は准大臣の唐名だ。祖父の飛鳥井雅綱まさつなは去年の暮頃から体調を崩して寝込む日が多い。色々と精の付く物を送ってはいるが……。


「赤井には麿の方から大膳大夫に味方するようにと伝えておく。心配は要らぬ」


「宜しくお願い致しまする。後程某からも文を送ると御伝えください」


「うむ、承知した」


丹波で注意しなければならないのは宇津、波多野、赤井、川勝だ。宇津は波多野、川勝と同盟を結んでいる。そして赤井は近衛と縁戚関係にある。ここで朽木が宇津を討伐し朝廷の困窮を救い、そこに赤井が協力すれば、それはそのまま朽木と近衛の功績にもなる。宮中における朽木、近衛の存在感は更に重みを増すだろう……。


「そなたに勅が下されれば新公方は更に屈辱に塗まみれようの」


「……」


「だが主上も足利には幻滅しておいでだ。朝廷を護れぬ様では幕府の実は無いからの」


乱世なのだ、弱者である事は罪でしかない。まして将軍が弱者であってはならない。庇護者が庇護を受けるなど本末転倒でしかない。足利幕府は滅びるべきなのだ。
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部屋に入ると主君、波多野左衛門大夫さえもんだゆう秀治ひではるは腕組みをして座っていた。膝の前には大き目の竹筒が有った。中身は水だろう。周囲に人は居ない、主は眼を閉じて小首を傾げていた。眉間に皺が有る、何かを悩んでいる。


「美作守にございます、お呼びと伺いましたが？」


近付いて声を掛けると主が眼を開けて腕組みを解いた。


「朽木に勅命が下される。宇津右近大夫頼重を討ち、禁裏御料所を取り戻せとな」


「真でございますか？」


主が頷いた。　


「赤井から報せが届いた。赤井は関白殿下、朽木から報せを受けたとの事だ」


「……左様でございますか」


赤井悪右衛門の室は関白殿下の妹、その縁で味方に付けと言ってきたのだろう。それにしても朽木に勅命が下されるとは……。朝廷は幕府よりも朽木を頼りにしている。公方様は傀儡か。分かっていた事では有ったが改めて実感した。


「赤井は波多野と行動を共にすると言ってきた」


主の顔を見た。眉間の皺は消えていない。未だ悩んでおられる。


「如何なされます？　宇津を切り捨てまするか？」


眉間の皺が一層深くなった。宇津を切り捨てる事に抵抗を感じている……。


「たとえ切り捨てたとしても殿を咎める者は居りますまい。宇津が禁裏御料所を押領していたのは事実にございます」


主が私をじっと見た。


「美作守は右近大夫を切り捨てろと申すか？」


「そうではございませぬ。切り捨てても殿を咎める者は居ないと申し上げております」


主が眼を逸らした。


「その方の申す通り、右近大夫は禁裏御料所を押領していた。だが波多野はその宇津や川勝と同盟する事でこの丹波で勢力を保ってきた。三好をこの丹波から追い出したのも丹波の国人衆が一つに纏まったからだ。赤井が報せを寄越したのもそれが有るからであろう。今宇津を切り捨てれば二度と丹波の国人衆が纏まる事は有るまい。波多野は信を失う」


「殿」


声を掛けると主が首を横に振った。


「その方の言いたい事は分かる。宇津に与すれば波多野は滅びかねぬ、そう言うのであろう」


「波多野だけでは有りませぬ。他も滅びましょう」


赤井は波多野に問い掛けている。滅びを覚悟して一つに纏まって戦うか、それとも家を保つ事を優先するか。状況はそれほどまでに厳しい。主が私に視線を当てた。


「勝てぬか？　美作守。丹後の一色、本願寺の協力が有れば何とかならぬか？」


「一色と本願寺でございますか？」


主が頷いた。


「丹波は大軍を動かし易い土地では無い。丹波の国人衆が一つに纏まれば、そこに一色と本願寺の協力が有れば勝てずとも朽木を追い返す事は出来ぬか？」


主が縋る様な眼をしていた。胸が痛んだ。


「勝てなければ何度でも朽木は来ますぞ。つまりは負けるという事にござる。そして滅ぶ」


「……」


「殿は朽木に頭は下げられませぬか？」


主が身体を強張らせた。


「……それを聞くか」


「……聞かねばなりませぬ。生死の瀬戸際にござる。お答え下され」


互いに視線を逸らす事無く見詰め合った。逸らす事は出来ぬ。逸らせば答えを聞く事は出来まい。


「……儂は、あの男を、受け入れられぬ！」


一言一言、絞り出す様な口調だった。


「あの男はこの世の全てを支配したいのだ！　あの男の領内では神仏までもがあの男の家臣だ。あの男の許しが無ければ神を信じる事も仏を敬う事も出来ぬ！　越前での遣り様を見ろ、何万という門徒が殺された！　比叡山ひえいざんは焼き討ちされた！　あの男は日ノ本一の増長者よ！」 


堰を切った様に話し始めた。


「公方様を傀儡にした遣り様を見れば分かろう。勿論、公方様に非が無いとは言わぬ。だがの、あれでは生殺しではないか！　三好などよりもずっと惨むごく残酷よ。実権を奪い名誉を奪いひたすら無力さと惨めさだけを味あわせておる。三好は公方様を飾りにしたがあの男は公方様を飾りどころか嘲笑の対象にしているだけだ！」


吐き捨てた。







    
  
  




「六角左京大夫の事もそうだ。何故殺さぬ。何故殺してやらぬ。六角家の当主として殺してやるのがせめてもの情けであろう。それを追放など……。今では領地も無く付き従う人も無く本願寺の厄介者よ。細川家に生まれ六角家を継いだ者が惨めに流離さすらっている。この城を訪ねて来た時は眼を疑ったわ。何故あそこまで貶めなくてはならぬのだ？　あの男は自分に敵対した者を許せぬのだ。服従を求め、それを拒否した者は殺すか、それでなければ徹底的に嬲なぶり貶おとしめる。それがあの男のやり方だ！」


「将軍宣下の前に公方様より朽木討伐の密書が届いた。あの時は公方様は何を考えているのかと思った。だが今なら、あれは正しかったのだと思う。あの男は公方様の上に、幕府の上に立とうとしているのだ。あの男の力で将軍になってはいけなかったのだ。それはあの男に力を与えるだけだった……」


主が肩を喘がせている。竹筒の水を喉を鳴らして飲んだ。飲み終ると大きく息を吐いた。


「もっともあの男を認め讃える者も居る。あの男の領民や商人だ。関を廃し税を安くし百姓を兵として使わぬ。交易により国を富ませ銭で兵を雇う。新しいやり方だな。あの男は良い領主であり主君なのだろう。儂には出来ぬ事だ。儂は悪い領主だな。愚かで古いやり方しか出来ぬ悪い領主だ」


主が自嘲している。否定出来ぬ、朽木は我らとは違う。だからこそ一万石に満たぬ小領主が天下第一等の大名になったのだろう。あれが新しい時代を切り開く力なのだ、やり方なのだと言われれば頷かざるを得ぬ。


「だが儂はあの男に仕える事は出来ぬ。あの男を主君と認める事は出来ぬのだ。……美作守、儂は狭量きょうりょうか？」


縋る様な声で問い掛けてきた。眼は不安げに儂を見ている。


狭量だと言うべきなのだろう。波多野家を潰すな、家臣達を無駄死にさせるなと言うべきなのだろう。多分主もそれを何処かで望み、何処かで懼れている。儂が言えば主は朽木に降ると言うに違いない。そして朽木に頭を下げるだろう。だがその時、主は自分の心を殺しているに違いない。そして、儂はそんな主に間近に接し支えて行く事になる……。


「狡いですぞ、某に答えを求めるとは。それは殿御自身が出すべきものにござる」


「……」


「狭量、とは思いませぬ。人が人として生きて行くには譲れぬ物がございます」


「……美作守」


主の眼に涙が浮かんでいた。


「なれど某も諦めませぬ。これからも殿の御考えを変えるべく説得を続けまする」


狡いのは儂かもしれぬ。殿の心を殺すのを恐れ逃げた。殿が涙を流している。そして〝済まぬ〟と言った。何のための謝罪だろう。意地を通す事への謝罪か、それとも儂が殿の心を殺さなかった事への謝意か……。


分からぬな、いや分かる必要もないか。波多野は滅ぶだろう、波多野だけでは無い、宇津も赤井も川勝も滅ぶに違いない。丹波は朽木の分国となり主の言う通り領民はその統治を喜ぶのだろう。我らの事は時勢に逆らった愚かな男達と伝えて行く。それだけ分かっていれば十分よ……。
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「御屋形様」


闇の中、声をかけると〝重蔵か〟と答えが返ってきた。微かに太刀を鞘に納める音がして身体を起こされた。常の事ではある、だが些細な事にも油断をせぬ主君の心が嬉しかった。許しを得て傍に寄ろうとした時だった。御屋形様が訝しげな声を上げられた。


「重蔵、誰か居るのか？」


「はっ、倅小兵衛を同道しておりまする。お分かりになりますので？」


御屋形様が微かに含み笑いを漏らされた。


「見えぬがな、重蔵の様子がいつもと違うと感じる事は出来る。何と言うか、気が重いのだ。もしかすると小兵衛の視線を感じたのかもしれん」


「それは……、畏れ入りまする」


正直驚きが有った。小兵衛も驚いている。御屋形様の勘働きは我等忍びといえども侮れるものではない。


「久しいな、小兵衛。顔が見えぬのが残念だ。元気であったか？」


「はっ」


「今宵は如何した、何か報せが有ったか？」


「いえ、父から某に同道せよと」


「ほう、父親から仕事を学ぶか。羨ましいぞ、重蔵。俺の所はあと十年、いや十五年はかかろう。それまでは俺が踏ん張らねばならん」


「……」


声に寂しそうな響きが有った。御屋形様は二十年以上を当主として過ごされた。普通なら隠居されて跡継ぎを育てつつ家の采配を採られてもおかしくは無い。だが、そうなるまでには御屋形様の申される通り、あと十年はかかろう。御屋形様は未だ二十代半ば、これからが人生の盛りではある。だが多少御疲れなのかもしれぬ。


「愚痴を零していても仕方が無いな、報告を」


「はっ、先ず丹波の事でございますが」


御屋形様が〝うむ〟と頷かれた。


「宇津は川勝、波多野、赤井、一色と頻りに連絡を取り合っております。戦支度を大急ぎで進めているところを見ると朝廷から討伐の命を受けた朽木が攻めてくると知ったようで」


御屋形様が〝そうか〟と呟かれた。


「戦支度は宇津だけではありませぬ、川勝、波多野、赤井、一色、そのいずれもが行っております。朽木に対し未だ勅命は下されておりませぬ。今の朝廷は永仁様の親王宣下一色の筈。宇津は何処からその情報を得たのか、不思議でございます」


御屋形様が含み笑いを漏らされた。


「俺が報せた、赤井悪右衛門を使ってな」


〝御屋形様〟と小兵衛が呟いた。


「何時までも隠す事は出来ん。それよりも赤井から情報を得れば宇津、波多野、川勝は赤井は自分達の味方だと思うだろう」


「では赤井は？」


御屋形様がもう一度含み笑いを漏らされた。


「関白殿下を通してこちらの味方になると言っている。もっとも赤井悪右衛門は波多野とも縁戚関係にある。悪右衛門が誰の味方をするかは悪右衛門だけが知る事だな」


悪右衛門が裏切る可能性も想定済みか。小兵衛が身体を強張らせている。やれやれ、未だ腹の据え方は足りぬか。


「赤井悪右衛門、御屋形様との約定を反故ほごにしましょうか？」


「分からぬな、小兵衛。丹波は京の北方にあり西国への入り口に当たる摂津、播磨を押さえる位置にある。幕府は丹波の守護には代々細川氏を充ててきた。それ程の要地だ」


御屋形様の申される通りだ。丹波は京に近く京の政争に巻き込まれやすい。


「三好修理大夫殿が畿内を押さえると直ぐに内藤備前守を使って丹波を攻め獲らせた。京を押さえるには丹波が必要と三好長慶も見たのだろう。だが丹波は必ずしも治め易い国では無い。国人衆が反旗を翻し備前守は丹波を追われた。三好の手を払い除けたのだ、朽木も追い返そうと考えてもおかしくは無い」


「御屋形様、以前長島を攻める前に御報せ致しましたが……」


「六角左京大夫の事か、重蔵」


「はっ」


「俺もそれを気にかけている。長島を救うために丹波の国人衆を纏めようとした、それに失敗した、そう思っていたのだがな。長島の陥落、上洛は必至、いずれは丹波に兵を入れると見て顕如が左京大夫を使って根回しをしたのかもしれん。となると赤井が俺に付くと考えるのは楽観が過ぎるだろうな」


御屋形様が軽く笑い声を上げた。







困惑（二）
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三月下旬とは言え夜は少し冷えるな。襟元を掻き合わせた。


「重蔵、本願寺と播磨の動きに注意を払ってくれ。丹波の動きの裏に顕如が居るのなら本願寺と播磨に動きが出る筈だ」


「はっ」


顕如が大人しいのは内部がごたついているのも有るだろうが俺が丹波に攻め入るのを待っているからかもしれん。その時に摂津で挙兵し播磨から援軍を呼ぶ……。


大混乱になるのは間違いないな。舅殿も大変だろう。摂津に兵を増強する必要が有る、最低でも三万は要るな。それと本願寺のごたつきを助長させよう、黙って見ている手はない。本願寺との争いは長期に亘るだろう、今直ぐ効果は出なくてもいずれは効果が出る筈だ。重蔵に命じると既に取り掛かっていると答えが有った。小兵衛もそれに関わるらしい。責任重大だな、小兵衛。


史実では光秀の丹波攻略も手古摺った。余程に覚悟を決めなければならん。兵力も十分に用意する必要が有るだろう。摂津、そして若狭に兵を増強してから京から丹波に攻め込む。周山街道から東丹波を攻略して宇津を叩く。波多野、赤井、川勝がどの時点で動くか……。情報の収集を迅速に行う必要が有るな。波多野の忍びか、以前厄介だと言っていたな。


「重蔵、小兵衛、丹後の国人衆に調略をかけろ。それと丹波攻めでは波多野、赤井、川勝の動きを迅速に知る必要が有る、頼むぞ。だが波多野の忍びには気を付けろ。決して無理はするなよ」


「はっ」


まあ無理はするなと言っても無理をしなければ敵の動きは探れんと言う事も有る。多少は気を付けてくれれば良しとしよう。


「公方様の動きは如何か？」


重蔵の含み笑いが聞こえた。


「相変わらずでございますな、頻りに諸大名に文を送っております」


「そうか、変わりは無いか」


俺の感じ過ぎかな。だが気になる。


「側室のさこの方が懐妊されたそうにございます」


「……こちらには報せが無いな」


「未だ表には出しておりませぬ。いずれ報せが届きましょう」


「生まれるのは秋頃か」


「おそらくは」


女か、女……。男ではなく女の目線か。


「……公方様の周辺に人を入れられるか？　出来れば女が良い」


闇の中で身動ぎする気配がした。親子で顔でも見合わせたか。


「一色様では足りませぬか？　最近では細川様からも文が届くと伺っておりますが」


藤孝の文か、踏ん切りの悪い文だ。両天秤をかけている、そんな感じの文だ。完全にこちらに付いたわけじゃないな。それが藤孝流の処世術なのだろう、両天秤をかけ少しずつ有利な方に傾いていく。裏切るのは最後の最後だ。史実では足利から織田、織田から豊臣、豊臣から徳川、派手ではないが少しずつ足場を固めて大きくなっている。


「公方様だがな、どうもおかしい」


「と申されますと？」


「将軍宣下、能興行、どちらも不本意な物なのに不機嫌そうな表情を見せん。下手な小鼓を打っても反応が無い。興醒めと不機嫌になるか下手な奴と蔑むかと思ったんだが……。ただ黙って俺を見ていた、俺をな。あれが何だったのか……」


〝御屋形様〟と重蔵の声が聞こえた。心配そうな響きが有る。顔は見えないが照れ臭かった。


「堺に行くまでは不機嫌だったのだがな、堺から戻ってみれば変わっていた。俺が幕府を倒そうとしていると気付いたのかもしれん。或いはそこまでの確信は持たずともおかしいと感じたか……」


「……」


闇の中で身動ぎする気配がした。


「自分を盛り立てるように見せているが、結果は足利の権威を貶めている。密書の件に気付いていないとも思えないが、何も言わずに足利の忠臣を演じている。公方様が不審に思っても不思議はない。違うかな、重蔵、小兵衛」


「確かに左様でございますな」


「有り得ると思いまする」


細川も三好も幕府内での勢威の伸張を目指した。だが朽木からはそれらしい動きは見えない。家格の上昇にも関心を示さない。おかしいと思えばそこから何故と疑問を持つのは当然だ。義昭のあの目は俺を量っていたのだと思う。俺が何者か、何を考えているのかと量っていた。


「失敗だったな、小鼓は断った方が良かったかもしれん。その方が疑われずに済んだような気がする。少し良い子になり過ぎたか」


昔から良い子ほど裏に回れば碌でもない事をしている。俺もそれか。


「御屋形様は公方様の御心の内を知りたいと御考えで？」


「そうだ、公方様の動きは一色と細川で十分に分かる。だが心の内となるとな、男よりも女の方が探り易いかもしれん」


また空気が動くのを感じた。重蔵と小兵衛が闇の中で声も無く話し合っている。


「なるほど。……分かりました、人を送り込むのは難しいかと思います。向こうも身元は念入りに調べる筈。公方様の御側にいる女中達の中からこちらに引き込む事を試みましょう」


「頼む」


小兵衛が〝そろそろ宿直とのいが〟と言った。時間だ、重蔵と小兵衛が音も無く去って行った。


義昭という男が分からん。将軍になりたいだけの馬鹿、猜疑心の強い嫌な男だと思ったがそれだけではないのかもしれない。将軍宣下前に密書を回したのは何故だろう。あれが表沙汰になれば将軍宣下は取り止めになった筈だ。何故危ない橋を渡るのだ？　煽られたからだと思ったがそれだけではないとしたら？


朽木の影響力を量ったのだとしたら如何だろう？　その答えが参列者無し。予想以上に影響力が大きいと知って不機嫌になった。そして俺の動きに不審を感じ俺を量っている……。しかし俺が密書の件を表沙汰にして義昭を責めたら如何するつもりだった？……簡単だな、詫び状、誓紙を出して終わりか。信長もその手で何度もやられている。


義昭はかまってチャンか。悪い事をして怒って貰って安心する。詫び状を出して許して貰って嬉しくなる。手紙を出しまくるのも自分をかまって欲しいという欲求か。となると俺は義昭を無視したから嫌われているって事かな。いかん、思考がおかしくなっている。寝よう、疲れた。


もう直ぐ天下静謐の任が与えられる。また騒ぐだろうな、うんざりだ。






永禄十六年（一五七三年）　三月下旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　細川藤孝






「馬鹿な！　天下静謐の任を大膳大夫に与えるとはどういう事か！」


「朝廷は何を考えている！　公方様が居られるのに！」


「大膳大夫も大膳大夫だ。何故辞退せぬ！」


一色宮内少輔殿、上野中務少輔殿、松田豊前守殿が声を荒げた。公方様は無言だ。だが口元に力が有る。明らかに憤懣が有る。


無理も無い。今日、大膳大夫様に朝廷から天下静謐の任を与えるとの綸旨りんじが下された。天下静謐の任は征夷大将軍に付随する権利、それを大膳大夫様に与えるという事は明らかに公方様への不信任だ。朝廷は公方様を許していない、信用してもいない。そして公方様に代わる存在として大膳大夫様を選んだという事だろう。大膳大夫様が幕府の中に入ろうとしない事を考えれば幕府の形骸化は進む一方だ。朝廷は公方様だけでなく幕府そのものに見切りを付けたのかもしれぬ……。


兄を見た。眼を伏せ気味にして考え込んでいる。何を考えているのか……。


「辞退させるべきだ！」


摂津中務大輔殿が語気強く言うと何人かが〝そうだ〟、〝その通りだ〟と同意した。


「伊予守殿！　兵部大輔殿！　左近大夫将監殿！　何故何も言わぬ！　これを認めると言うのか？」


真木島玄蕃頭殿が大舘伊予守殿、私、諏訪左近大夫将監殿の名を呼んだ。どうやら親朽木派と認定されたらしい。


「辞退させるべきと言うが、どうやって大膳大夫様に辞退させるのですかな」


左近大夫将監殿が問うと皆が口籠った。辞退など無理なのだ。力の無い幕府が大膳大夫様に何を強要出来るのか。禁裏修理も将軍宣下も大膳大夫様の力に頼ったのだ。文句を言える立場ではあるまい。


「しかし、このままでは幕府の面目が……」


上野中務少輔殿が反駁はんばくしたが、伊予守殿が〝中務少輔殿〟と止めた。　


「大膳大夫様がこの話を知らなかったとも思われるか。某にはそうは思えぬ。おそらく事前に知っていたであろう。その上で受けたと見るべきだ。大膳大夫様が要請した可能性も有る。我々が辞退せよと言ったところで大膳大夫様が受け入れるとは思えぬ」


先程までいきり立っていた者達が静かになった。口惜しげに唇を噛み締めている者も居る。


「では如何なされる？　このままでは幕府は……」


宮内少輔殿が唇を噛み締めた。


「大膳大夫様の天下静謐の任を認めそれに協力する形を取るしかありませぬ。そうする事で幕府の権威を守るのです。そして大膳大夫様の天下静謐の任は幕府も認めたものであり幕府と大膳大夫様が協力して天下静謐を目指しているという形を取るのです」


〝馬鹿な〟、〝そんな事は〟と声が上がった。


「兵部大輔は認めよと申すか」


公方様の問い掛けに座が静まった。声が硬い。


「畏れながら申し上げまする。大膳大夫様に辞退させる事は不可能かと思います。されば積極的に認めるしかありませぬ。それに大膳大夫様は征夷大将軍に任じられ、幕府を開くように命じられたわけではございませぬ。天下静謐の任は大膳大夫様一代限りのもの。大膳大夫様を天下静謐のために利用すると考えればよろしゅうございます。天下静謐の実が上がればそれは幕府の権威上昇にも繋がりましょう」


「……」


皆、チラッチラッと公方様を見ている。公方様は無言だ。ただ口元の硬さは変わらない。御不満が有る。しかし他にどのような手が有ると言うのか。積極的に認め協力し、利用するしかないではないか。敵対すれば危険だろう。公方様は天下静謐の妨げとなる存在として排除されかねない。それは幕府の終焉にもつながりかねない。


〝失礼いたします〟と声が上がった。部屋の入口に小姓が控えている。


「何用か」


玄蕃頭殿が苛立たしげに問うと小姓が怯えた表情をした。


「伊勢伊勢守様が公方様に拝謁を願っております」


皆が顔を見合わせた。伊勢守殿が此処に来た……。伊予守殿が〝御通しせよ〟と答えると小姓がそそくさと去った。


伊勢守殿が入ってきて公方様に挨拶をした。公方様は無言だ。不快感を表している。もっとも伊勢守殿は気にした様子を見せなかった。


「公方様にお伝えしなければならない事が有り、伊勢守罷まかり越しました」


「……天下静謐の件か」


「いえ、左様ではございませぬ」


皆が顔を見合わせた。天下静謐の件では無い？


「先程武家伝奏、勧修寺権中納言様より報せが届きました。近々大膳大夫様に勅命が発せられるとの事にございます」


勅命？　皆がまた顔を見合わせた。


「勅命とはどういう事だ？　予は何も聞いておらぬぞ」


声が硬い。だが勅命？


「それ故、今御伝えしております」


「……」


「長年に亘り禁裏御料所である小野庄、山国庄を押領している宇津右近大夫頼重を討伐せよとの事にございます」


「予に何の相談も無しに決めるか！」


「……」


伊勢守殿は無言で控えている。公方様の不快気な様子にも表情は変わらない。


「伊勢守殿、公方様に御答えなされよ、無礼でありましょう」


玄蕃頭殿が押し殺した声で促した。


「はて、この伊勢守に御下問が有りましたかな？」


「……」


玄蕃頭殿が伊勢守殿を睨んだ。伊勢守殿は相手にしない。


「伊勢守、答えよ」


公方様の言葉に伊勢守殿が一礼した。


「御下問なればお答え致しまする。大膳大夫様は朝廷より天下静謐の任を与えられました。されば天下の安寧を乱す者に対して討伐の勅命が出る事は何ら不思議では有りませぬ」


そうか、天下静謐の任はこの勅命と結び付いているのか。


朝廷は怒っているのだ。眼と鼻の先で禁裏御料所を押領する宇津を三十年以上討伐出来ず放置している幕府の無力さに怒っている。まして近年は将軍争いを続けるだけだった。何のための幕府かと不満が有っただろう。そして朝廷の衰微は幕府に責任が有るとも見ているのだ。だから幕府では無く大膳大夫様に天下静謐の任を与えた。畿内を制し足利の混乱を収めた大膳大夫様に朝廷を守らせようとしている……。


伊勢守殿が下がった。皆無言だ。バシッと強い音がした。上座におられる義昭様の手に圧し折られた扇子が有った。小刻みに身体が震えている。


「朝廷も大膳大夫も予を何処まで虚仮こけにすれば気が済むのだ」


押し殺した声、またバシッと強い音がした。今度は膝を叩いた。扇子は足元に転がっている。


「天下静謐の任は征夷大将軍に付属する任務であろう。それを大膳大夫に与えるとは、予を征夷大将軍として認めぬという事か！　勅命まで与えるとは……」


皆、声が無い。天下静謐の任は大膳大夫様一代の物とはならぬかもしれない……。






永禄十六年（一五七三年）　四月上旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　朽木基綱






視線が痛い。両脇に控えた幕臣達の多くが俺を睨んでいる。俺は君達にお給料払っているオーナーなんだけど。そういう事は考えないんだろうな。二、三人ほど俺と視線を合わせない奴が居る。睨んでないから敵意は無いんだろう。もっとも皆の手前仲良くは出来ないというわけだ。それにしても室町第って居心地が良くない。さっさと用件を済ませて帰ろう。


そう思うんだけどな、義昭の奴、俺を三十分近く待たせている。畠山と同じだ。俺を待たせる事で優越感を味わおうという事らしい。他に優越感を味わう術が無いんだろう。そして三十分、幕臣達が俺を睨んでいる。多分、睨んでいろと命じられたのだろう。居心地の悪い思いをさせてやれという事だな。俺の事を歓迎していないという意思表示だ。


なんか腹立つな。いや、気持ちは分かるよ。顔を潰されたとか思っているんだろう。でもな、俺は命の恩人で義昭を将軍にした男だぞ。それにだ、悪いのはそっちだろう。馬鹿な事ばかりするから朝廷から嫌われたんだ。……連れてきた一万の兵で室町第を囲んだ方が良かったかな。次からはそうしよう、馬鹿共に俺を怒らせる事が危険だという事を常に認識させなければならん。


義昭が現れたから畏まって迎えた。声が掛からない、嫌がらせだな。


「面を上げよ」


顔を上げた、不機嫌そうな義昭の顔が有る。


「大膳大夫にございまする。公方様におかれましてはご機嫌麗しく、御尊顔ごそんがんを拝はいし奉たてまつり恐悦至極きょうえつしごくに存じ上げたてまつりまする」


義昭が顔を顰めた。あのなあ、社交辞令だろ。一々顔を顰めるなよ。


「大膳大夫様、公方様には御不快であられます」


上野中務少輔だった。思いっきり首を傾げてやった。


「御不快？　はて、将軍宣下も終わり無事十五代様になられたというのに御不快？　良く分かりませぬな。何かの間違いでは？」


中務少輔は顔を真っ赤にしている。義昭もだ。嬉しさが込み上げて来たらしい。


「大膳大夫様、公方様が御不快なのは、天下静謐の任を、大膳大夫様が、受けられたからにございます！」


今度は真木島玄蕃頭だった。切り口上で言うなよ、喧嘩売ってるのか？　こいつも顔が真っ赤だ。


「妙な事を言われる。某が天下静謐の任を受けたのは公方様の御力になるためにござる。それを御不快とは……」


「御不快は当然でございましょう！」


そういきり立つなよ。余裕の無い男は嫌われるぞ。


「玄蕃頭殿、良くお聞きなされ。この基綱、公方様の御為に上洛戦を行い三好を打ち破り京へと御迎え致した。三好が公方様を襲った時にはその御命を守り三好を四国へと追い返した。そして禁裏修理を行い大御所様との和睦を纏め公方様を第十五代様へと押し上げ申した。公方様の御為に誰よりも努めてきたつもりでござる。違いますかな？」


「それは……」


益々顔が赤くなった。義昭は身体が小刻みに震えている。他の連中は口惜しそうに唇を噛み締めている。不愉快か？　俺も不愉快だ。お前らが恩知らずだから恩着せがましく言わなければならん。


「御異存有る方が居られるなら遠慮は要りませぬ。違うと申されよ、某の働きなど取るに足りぬと、認められぬと」


「……」


「お分かり頂けたようだな。ならば某が天下静謐の任を受けたのは公方様の御力になるためだという事も分かる筈」


「……」


口惜しそうだ。だがな、乱世なんだ。力が無い、弱いという事は自慢にはならない。〝公方様〟と義昭に呼びかけた。無言だ、感じ悪いわ。


「此度、某に長年に亘り禁裏御料所である小野庄、山国庄を押領している宇津右近大夫頼重を討伐せよとの勅命が下されまする」


「……」


「勅命が下されれば日を置かずして丹波に攻め込む所存。山城国を多数の兵が通る事になりますが勅命を果たす為なれば御理解頂きとうございまする」


深々と頭を下げた。すっと立ち上がる気配がした。


「予を畏れぬ増長者め」


小声だけどはっきりと聞こえた。俺以外の者にも聞こえただろう。顔を上げると義昭と眼が合った。負けられない！　睨み付けた。すっと義昭が視線を外して立ち去った。


ようやく終わった。取り敢えず義昭の了承を得たという形を作った。今回は勅命だが次は俺の判断で兵を動かす。俺の敵は朝敵なのだ。






永禄十六年（一五七三年）　四月中旬　　　安芸国山県郡新庄村　　日野山城　　小早川隆景






「珍しいではないか、この城に来るとは」


日野山城を訪ねると兄、吉川きっかわ駿河守するがのかみ元春もとはるが笑顔で迎えてくれた。


「難儀しました。この城は堅固で守りには強い城では有りますが、客を迎えるには不向きな城ですな」


兄が声を上げて笑った。


「来る早々に我が居城を貶けなすか」


「貶してはおりませぬ、愚痴にござる」


今度は二人で笑った。


二人だけで話したいと言うと兄の部屋に通された。小姓が茶を運んできた。去るのを待ってから口を開いた。


「吉田郡山城に文が来ているそうです」


兄が右の眉を上げた。


「公方様からか？　また朽木を討てか」


「それも有りますが本願寺からも来ています。こちらは援けよと」


今度は息を吐いた。


「同じ事であろう。では仏護寺の唯順が来たな」


兄が一口茶を飲んだ。


「顕如殿から尻を叩かれたようですな。右衛門督に本願寺を見殺しにするのかと激しく迫ったとか。顕如殿は大分危機感を抱いているようです」


「さもあろう、天下静謐の任が朽木に与えられた。勅命も下された。朽木の狙いは丹波だ。丹波が朽木領となれば山城から摂津が安定する。本願寺攻めを躊躇う理由は無くなる」


私が頷くと兄も頷いた。公方様から文が来るのもそうなれば傀儡化が一層進むと見ているからだろう。朽木は着実に勢威を高めつつある。


「それに阿波の大御所様と公方様の和睦により朽木と三好が和を結びました。朽木の水軍が和泉灘に入りましょう。そうなれば本願寺は保ちませぬ」


「長島のようになるか」


「はい。それを防ぐには……」


兄が顔を顰めた。


「毛利の水軍が要ると言うのであろうが……」


「無理です、毛利にその余裕は有りませぬ。右衛門督も無理だと答えました」


能島のしま村上水軍の村上むらかみ掃部頭かもんのかみ武吉たけよしが毛利を離れ大友に付いた。掃部頭が敵対した以上、毛利には和泉灘まで出せる戦力はない。何とか残りの水軍を使って掃部頭を抑え込んでいるのがやっとの状況なのだ。


「何時片付く？」


「掃部頭ですか？」


兄が頷いた。


「大友が当てにならぬと理解し始めたようです。迷っているようですな」


「フン、伊予で戦が起きなかったからな」


「はい」


伊予の西園寺と土佐の一条の戦、あれは大友が西園寺を唆した物だった。狙いは二つ。一つは一条を毛利と大友の戦に巻き込む事。一条を使って朽木を対毛利戦に引き摺り込むつもりだったのだろう。もう一つの狙いは伊予方面に毛利の戦力を集め掃部頭への締め付けを緩める事だ。掃部頭が自由に動ける様になれば瀬戸内で大友が優位に立てると思ったのだ。掃部頭も期待しただろう。それだけに失望は大きかった筈だ。


「年内は難しいかもしれませぬが来年には毛利に戻って来るかと思います」


「来年か」


兄が難しい顔をしている。理由は分かる。来年戻って来ても直ぐには使えまい。先ずは楽な戦で勝つ、それによって紐帯ちゅうたいを固めねば……。朽木相手の戦となれば簡単にはいかぬ。それに和泉灘での戦となれば地の利も無い。掃部頭も嫌がるだろう。肝心な事を話さねばならぬ。一口茶を飲んだ。


「坊主が、朽木と戦う準備をすべきだと言っております」


「それは聞いた」


「唯順では有りませぬ、恵瓊えけいです」


「……」


兄が無言で私を見ている。恵瓊の事を兄は好んではいない。だが恵瓊が無能だと否定してもいない。


「恵瓊は朽木が天下静謐の任を朝廷から委ねられた事を重視しております。足利と違って朽木には力が有る。朽木がその気になれば近隣諸国を攻め獲りにかかるのではないかと。朝廷もそれを望んでいるのではないかと」


「つまり、こちらにその気が無くても向こうからやって来るという事か」


「はい。伊予の件では協力しました。しかしそれは互いに事情が有っての事、毛利と朽木の友好には繋がらぬと」


「……」


「そして、朽木と戦うのであれば毛利の勢力を播磨まで伸ばす必要が有ると主張しております」


兄が眼を剥いた。


「毛利の威が確実に届くのは備中までだ。播磨までとなれば備前、美作を越えて勢力を伸ばすという事になるぞ」


「確かにそうなります。しかし兄上、本願寺、英賀を見捨てる事が出来ましょうか？」


「……」


兄が苦しげな表情を見せた。安芸は一向門徒の力が強い。必ず本願寺、英賀を見捨てるなと主張するだろう。それを無視すれば安芸で一揆が起きかねない。その事は兄も分かっている。


「朽木が西へと進むのであれば必ず毛利とぶつかる。待ち受けて戦うという事は大きくなった朽木と戦うという事。それよりは東へと勢力を伸ばし本願寺と協力する。そして大きくなる前の朽木と戦った方が良い、それが恵瓊の考えです」


兄が息を吐いた。　


「一理あるのは認める。だがな、左衛門佐さえもんのすけ。毛利は天下を望まず、それが亡き父上の遺言であった。東へ進み朽木と戦うとなれば否応なく天下取りの戦に巻き込まれる事になるぞ」


「……そうなるやもしれませぬ」


口中が苦い。


「それに領民や国人衆にも無理をさせる事になろう。当然だが銭も要る。朽木を追い払っても毛利は腰骨が折れる程に疲弊しているかもしれぬ」


その通りだ。それを考えれば戦わぬという選択肢も有る……。


「恵瓊もそれは理解しております」


兄が眉を上げた。訝しんでいる。


「如何いう事だ？」


「恵瓊と話しました。恵瓊が案じているのは右衛門督なのです」


「……」


「和戦どちらにしても一日も早く毛利の方針を決めるべきだと。それが決まらねば毛利は動けぬ。最悪の場合毛利は何の準備もなく朽木の大軍を迎える事になる。その時になって和を望んでも厳しい条件を突き付けられるだろうと」


兄が大きく息を吐いた。


「伊予で優柔不断な姿を見せたからか」


「はい。恵瓊が戦うべきだと主張するのも右衛門督に決断を迫っての事。戦を避けると右衛門督が決断すれば、毛利家中がそれで纏まれば恵瓊はそのために動きましょう。恵瓊が懼れるのは決断を先延ばしされる事です」


兄が俯いている。父が亡くなって二年、右衛門督の当主としての力量を家臣達まで不安視している。


「厳しいものよ。和戦いずれを選ぼうとも右衛門督にとっては地獄であろう」


兄らしくない、弱々しい声だった。だがその言葉に偽りはない。和を選べば安芸で一揆が起きる可能性が有る。その時は大友が如何動くか。毛利は内と外で危機に晒されるだろう。戦を選べば毛利は朽木と戦う事になる。その場合は滅ぶ事も覚悟しなければなるまい。


「右衛門督はどちらを選ぶ」


「……戦でしょう。和を選べば内を纏めねばなりませぬ。右衛門督にそれが出来ると思いますか？」


「……難しかろうな」


兄が首を横に振った。力量に不安のある当主にとって内を纏める事は戦以上に難しい。


「某は宇喜多を調略しようと考えています」


「宇喜多を？」


兄が眉を上げた。予想外で有ったらしい。


「宇喜多を浦上から自立させ毛利に服属させるのです。それによって備前、美作まで毛利の勢力を伸ばす」


「信用出来るのか？　それに三村を如何する。宇喜多と三村は不倶戴天ふぐたいてんの仲、三村が受け入れまい」


「その時は三村を潰しましょう。そして英賀の門徒衆と組んで宇喜多を前後から牽制します」


兄がじっと私を見た。


「本心を言え、左衛門佐。三村が邪魔か？」


低い声だ。兄は私の心を読んでいる。怯むものを感じたが押し殺した。


「朽木と戦うとなれば邪魔です。三村に有るのは反宇喜多の感情だけでしょう。それを利用されれば簡単に毛利を裏切りかねませぬ。朽木と組んで宇喜多を潰す。その後は先鋒となって毛利を攻める。十分に有り得ましょう」


兄が唸り声を上げた。


「宇喜多は如何する。あれは三村以上に信用出来まい」


「だからこそ三村を潰し備中を毛利の物にする必要が有るのです。宇喜多には十分な警告になる筈です」


「宇喜多がそれを無視すれば？」


「潰します」


兄がじっと私を見ている。〝ホウッ〟と息を吐いた。


「中国者の律儀と言うが、裏切るのではなく裏切らせて潰すか、怖いものよ」


「已むを得ませぬ。毛利を守るためです」


右衛門督が頼りにならぬ以上、私が手を汚さねばならぬ。毛利を潰す事は出来ぬのだ。
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外から見ても大きかったが内なかに入っても大きい。八幡城の大広間には朽木家の主だった武将、国人衆が揃っていた。随分と朽木も大きくなった。そう思っていると〝五郎衛門殿〟と儂を呼ぶ声がした。懐かしい声だ、声の方を見ると上座の方に新次郎殿が居た、懐かしい顔だ。傍に寄って隣に腰を下ろした。


「久しいな、五郎衛門殿」


「真に久しい。大分京では活躍したではないか、羨ましい」


「何の、坂本は京に近い、その所為よ。坂本に居たのが五郎衛門殿なら儂より大きな働きをしたのではないかの」


「さあて、どうかの」


二人で顔を見合わせて笑った。


「随分と集まっているが？」


儂が問うと新次郎殿が頷いた。


「朽木家が勅命を受けた。初めての事だ御屋形様の眼中に足利は無い。御屋形様は天下を睨んでおられる。失敗は出来ぬ」


「やはりそうか」


新次郎殿が頷いた。御屋形様に天下静謐の任が与えられた。朝廷も御屋形様の天下を望んでいるという事だろう。


「それに土佐一条家の事も有る」


「土佐か、上手く行っていないと聞いている」


新次郎殿が顔を顰めた。


「その通りだ。将軍宣下に大名達が集まらなかった。その所為で少将様は朽木の力は大した事が無いと思っておられるらしい。御屋形様は何度か伊勢で話し合う事を望まれたが少将様は拒否されたままだ」


「なるほど、確かに失敗は出来んな」


ここで勅命を果たす事で土佐一条家に朽木の力を印象付けようという事か。考えていると御屋形様が姿を現した。皆が平伏して迎える中、御屋形様が上段に向かう。足音が早い、足早に向かうところは少しも変わらぬ。上段に座ると直ぐに〝面を上げよ〟と声がかかった。これも変わらぬ。


「知っての通り朝廷から勅が下った。永く禁裏御料である小野庄、山国庄を不当に押領する宇津右近大夫頼重を討ち旧に戻せとの事だ。上野之助、頼む」


沼田上野之助が一礼すると話し始めた。


「宇津右近大夫を討つ事は朽木の総力を上げれば難しい事では有りませぬ。しかし宇津には同盟を結んでいる者達が居ります。波多野左衛門大夫、川勝かわかつ大膳亮だいぜんのすけ継氏つぐうじ。この者達が如何動くかは分かりませぬ。また丹波には赤井悪右衛門が居ります。悪右衛門は朽木に御味方すると言ってきましたが波多野と縁戚関係にあります。状況次第では敵になる事も有り得ましょう」


「沼田殿、つまり丹波一国が敵になる、そういう事かな？」


伊勢の国人千種三郎ちぐささぶろう左衛門尉さえもんのじょうが問うと上野之助が頷いた。


「その可能性は十分に有ると軍略方では考えております。御屋形様も同じお考えです」


皆が御屋形様に視線を向けると御屋形様が〝続けよ〟と上野之助を促した。


「それと丹後、播磨、本願寺で些か訝しい動きが有ります。丹後の一色は宇津、波多野、川勝、赤井と頻りに連絡を取り合い戦支度を整えております。また播磨においては小寺、別所、赤松が戦支度を進め、本願寺も戦支度を進めておりまする。この者共、我らが丹波に攻め込めば兵を起こし我らに敵対するものと思われまする」


大広間が静まり返った。


「大戦おおいくさになるの」


ポツンと誰かが呟くと皆が頷いた。


「大戦にしてはならん」


上段から御屋形様の声がした。


「戦は丹波、丹後だけで行う様にする。摂津には三万の兵を置く事にする。田沢小十郎、日置左門、守山作兵衛、真田源太郎、真田徳次郎。摂津に赴き平井加賀守と共に本願寺、播磨の者達を牽制せよ」


「はっ」


名を呼ばれた者達が頭を下げた。御屋形様が頷かれ〝本願寺には決して油断するな〟と仰せられた。御屋形様はかなり本願寺を気にしておいでだ。左門め、失敗しなければ良いが……。


「鯰江備前守」


「はっ」


「敦賀に置いた満介、小次郎を高浜に戻す、兵も一緒にな。その他に三千ほどそちらに送る。俺が丹波に攻め込んだ時点で丹後に攻め込め」


大広間がざわめいた。


「畏れながら丹波ではございませぬので？　若狭から堀越峠を使って丹波に攻め込めば宇津は南北から攻め込まれる事になりまする。忽ち崩れましょう」


御屋形様が首を横に振った。


「伯父御、その時は一色が若狭に攻め込みかねん。その上で堀越峠を渡る伯父御の後ろを突けば大敗北を喫する事になる」


彼方此方で唸り声が起きた。


「しかし丹後の一色は幕府侍所頭人、これを攻めれば必ずや幕府から御咎めが有りましょう。宜しいのでございますか？」


新庄刑部左衛門が不安そうな声を出すと御屋形様が〝構わぬ〟と言い放った。皆が顔を見合わせた。御屋形様は本気だ。


「当家が勅を受け宇津討伐を行うのは一色も承知の事。我らを助けると言うなら挨拶が有るのが当然であろう。挨拶も無しに戦支度をすると言うならこれは敵対と判断せざるを得ぬ。侍所頭人がこの程度の事を知らぬ筈もない。それに、俺は天下静謐の任を受けたのだ。たとえ幕府が何を言おうと理はこちらに有る」


皆が頷いた。御屋形様は遠慮、躊躇いを捨てた。天下を目指して走り出したのだ。我等も走らなければならぬ。


「但し、攻め込むのは伊佐津川までとする。そこで一色、波多野、赤井の動きを探れ。波多野、赤井が一色に加勢した時は無理をせずに防御に徹せよ。波多野、赤井の加勢が無い時は我が命を待て。場合によっては兵を分け丹波に攻め入る事も考えている」


なるほど、一色を抑えつつ丹波に睨みを効かせようという事か。これなら丹波の者達は丹後の鯰江が気になってどうしても動きが鈍くなろう。


「さて宇津攻めだが此度は越前衆、加賀衆、能登衆にも戦って貰う。五郎衛門、越前守、宮部善祥坊みやべぜんしょうぼう、旗頭としてそれぞれに兵を纏めよ」


「はっ」


どよめきが起きた。これまで御屋形様は北陸の国人衆を畿内の戦に使う事は余りなかった。此度は朽木の総力を挙げるという事か……。将に天下獲りよ。朽木谷八千石の小領主が天下を目指して走り始めた。御隠居様が生きておられればどれ程御喜びになられたか……。御隠居様、四年、四年早うござった……。


「新次郎」


「はっ」


「その方には坂本にて京に睨みを効かせよ。坂本には小泉宗三郎、市河孫三郎を送る」


「はっ、承りました」


新次郎殿が頭を下げた。京への睨み、もはや京を守ると言葉を飾る事も無くなった。御屋形様は公方様を敵だと皆に言っている。


「進藤山城守、後藤壱岐守いきのかみ」


「はっ」


「両名はこの城に入り留守居を務めよ。竹若丸の傅役もりやく、竹中半兵衛、山口新太郎と共に留守を頼む」


「はっ」


「ここまでで何か有るか、遠慮はいらぬぞ、思う事を述べよ」


御屋形様が大広間を見回した。意見は無い。


「出陣は五月二十五日、その二日前までにこの八幡城に集まれ、以上である」


皆が平伏した。
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「兵部大輔殿」


所用が有って昼過ぎに室町第へ出仕すると諏方左近大夫将監殿が呼びかけてきた。少し表情が暗い。


「少し御話したい事がござる。暫時ざんじ御時間を頂けませぬかな」


「構いませぬが先ずは公方様に御挨拶を」


「いや、出来ればその前に御願いしたい。兵部大輔殿にとってもその方が宜しいかと存ずる」


はて、何か有る。そう言えば少し屋敷内が騒がしい。


「……分かりました」


「忝い、ではこちらへ」


左近大夫将監殿が案内したのは左近大夫将監殿に与えられている部屋では無かった。滅多に人の近寄らぬ奥まった所にある小部屋だ。四人も人が入れば狭苦しく感じる、そんな部屋だった。やはり何か有る。


「して、御話とは？」


「厄介な事になり申した。今度の宇津の討伐でござるが……」


語尾を濁した。表情が渋い。


「問題でも？」


左近大夫将監殿が頷いた。


「何人か公家が従軍するとの事にござる」


「公家？」


「日野左少弁、広橋右少弁、烏丸右中弁、正親町三条おおぎまちさんじょう右少将、飛鳥井左中将、高倉宰相……」


思わず息を飲んだ。


「左近大夫将監殿、それは真でございますか？」


「真にござる。先程伊勢殿がそのように。もっとも伊勢殿も勧修寺権中納言様よりそのように報せを受けたと言うだけでござった」


「なんと……」


「今手分けして事実確認をしている所にござる」


「それで？」


左近大夫将監殿の表情が暗い。


「従軍は事実でござった。厄介なのは大膳大夫様より要請が有ったのかと思いましたが、そういうわけではないらしいという事。どうも公家達が自発的に従軍を決めたようにござる」


思わず溜息を吐いた。


「確かに厄介な事になりましたな、左近大夫将監殿」


左近大夫将監殿が頷いた。


「厄介な事になりました。飛鳥井は朽木家の縁者なれば分からぬでもない。しかし日野、広橋、烏丸、正親町三条、高倉、そして従軍を伝えてきた勧修寺。飛鳥井を含めていずれも昵近衆じっきんしゅうにござる」


「名を連ねていないのは上冷泉かみれいぜい家だけですか」


左近大夫将監殿が首を横に振った。


「あそこは今当主が幼いですからな、勧修寺も従軍しませんが頭弁まで従軍しては帝の御傍が手薄になります」


「左近大夫将監殿は昵近衆の総意だと御考えかな？」


左近大夫将監殿が顔を顰めた。


「それ以外にはござるまい」


「確かに」


従軍する日野家、広橋家、烏丸家、正親町三条家、飛鳥井家、高倉家、従軍を伝えてきた勧修寺家、そして上冷泉家は昵近衆と呼ばれる家柄だ。将軍家と密接な関係を持つ公家衆で朝廷に出仕すると同時に幕府にも出仕していた。将軍の親征時には鎧直垂の姿で従軍した。いわば将軍に扈従こしょうする公家だ。特に日野家はここ近年は近衛家に譲ったとはいえ代々将軍家に正室を出した家柄だったのに……。


「将軍家が混乱しましたからな。その所為で昵近衆との繋がりも薄くなり申した」


「確かに」


かつて昵近衆は将軍の傍近くに居た。だが足利家が将軍を巡って分裂した時には昵近衆は京に在って動かなかった。どちらかに就く事を避けた事も有るだろうが幕府の権威が落ちた事も理由に有るだろう。


特に義昭様が上洛されてからは昵近衆は全く義昭様に近寄ろうとしない。将軍になられてからもだ。その事も義昭様の御不満の一つ。その昵近衆が大膳大夫様の宇津討伐に従軍する……。


「左近大夫将監殿、高倉宰相は阿波の大御所様に近い方でした。義昭様の力が増しては高倉家の為にならぬ、そう思っての事でしょう。しかし日野左少弁、広橋右少弁、烏丸右中弁は帝の傍近くで仕える方々です。それが従軍するという事は……」


問い掛けると左近大夫将監殿が沈痛な表情で頷いた。


「気になりますか、兵部大輔殿」


「ええ、気になります」


「某もそれが気になります。おそらくは帝の御許しも得ているのでしょうな。天下静謐の任の事も考えれば如何見てもそうなる」


左近大夫将監殿の沈痛な表情が益々酷いものになった。帝は公方様を見離したのだろう。いや帝だけではない、足利家と最も繋がりの強い昵近衆も見離した。


「伊勢殿の話によれば勧修寺権中納言様は今回の宇津討伐は天下静謐の第一歩であり禁裏御料所回復の為でもある。公家からも従軍が有るのは当然の事だと言ったとか」


「……左様ですか」


帝の傍近くに仕える公家が出陣する事で大膳大夫様を後押ししているのだ。多くの者が今回の勅命を大膳大夫様が朝廷に強請ねだったものと見ているだろう。だが公家達が従軍する事で大膳大夫様を朝廷も支持しているのだと証明する事になる。


「公方様は何と？」


「落涙されておられました。無念であると……」


「……」


「無理もござらぬ。これまで三好が専横を振るったとは言っても天下静謐の任等委ねられた事はござらぬ。昵近衆が従った事も無い。これでは将軍と言っても権力どころか権威も権限も無い」


その通りだ。誰もが公方様を無視している。だが幕府に力が無い以上已むを得ない。力の有る大名が幕府を重んじてくれれば良い。だがそうでなければ幕府は飾りにもならないのだ。


「大膳大夫様を討てとの御言葉は有りませんでしたか？」


左近大夫将監殿が頷かれた。


「公方様よりも上野殿、槙島殿達がそれを声高に言い募り申した。なれどこの状況でどれだけの大名が公方様の檄げきに従うか……。皆は上杉と織田を味方に付けると言っておりましたが上杉は関東、織田は東海で戦をしております。公方様の書状を貰っても朽木と敵対するとは思えませぬ」


左近大夫将監殿の言う通りだ。


上杉も織田も朽木と友好関係を維持する事で関東、東海に勢力を伸ばしてきたのだ。公方様の檄に答えるという事は関東、東海への進出を止め朽木領を攻め獲る事で勢力を伸ばすという事になる。簡単に出来る事ではない。その時には朽木は関東、東海の勢力と手を結んで上杉、織田を挟撃しようとするだろう。下手をすると上杉、織田の方が攻め獲られかねない。それに……。


「左近大夫将監殿は公方様が将軍宣下前に諸大名に『朽木を討て』と密書を出した事を御存知かな？」


左近大夫将監殿がじっと私を見た。そして息を吐いた。


「やはり左様でござったか。将軍宣下の折、諸大名の参列が無い事を不思議に思っておりましたが……、何時それを？」


「大御所おおごしょ様との和睦の前に兄から聞きました。何処からも返事は無かったと聞いております」


あの時も無かった。三好とも関係を改善した今、公方様の呼びかけに応える大名が居るとも思えぬ。


「その事、大膳大夫様は？」


「さあ、知らぬとも思えませぬが……」


八門、伊賀を配下に持つ大膳大夫様が知らない筈はない。だが大膳大夫様よりその事に対する不快感が表明された事は無い。応える大名はいないと無視しているのだろう。


「兵部大輔殿、朝廷がそれを怒っているという事は有りませぬか？」


「朝廷が？」


思わず問い返した。左近大夫将監殿が頷く。


「さればこそ天下静謐の任を大膳大夫様に御預けなされた」


「まさか……、いや、となれば今回の従軍は……」


左近大夫将監殿が暗い目で私を見ている。


「左様、朝廷と大膳大夫様の繋がりは強い。朝廷は公方様の上洛により大膳大夫様が幕府内にて実力者になる事を望んだのだと思います。それが朝廷の安泰に繋がると見たのでござろう。だが幕府内に大膳大夫様の居場所は無かった。そして公方様は強引な政をなされた。朝廷は失望した事でござろう……」


「しかし大膳大夫様は戻ってきた。それも公方様の実権を奪う形で」


「朝廷にとっては望ましい形でござった。だが公方様にとっては当然ではあるが許せる事では無かった。だから諸大名に密書を送った」


「朝廷はそれを知り公方様を忌諱した……」


左近大夫将監殿が頷いた。


だから天下静謐の任が大膳大夫様に預けられたのか……。単純に公方様に対する不信では無いのだ。足利は常に畿内で力を振るう大名を抑えようとして来た。それが足利の権威を守る事だったからだ。京を離れ地方の大名を頼り邪魔な大名の勢力を削って来た。


だが朝廷からはその事が如何見えたか……。畿内を徒に混乱させたと見えたのではないだろうか。地方の大名を頼り京を離れるのも無責任と見ただろう。おまけに足利は二つに分かれて畿内で争い続けた。強い憤懣が有った事は想像に難くない。大膳大夫様はその争いを収め畿内から戦を無くした。朝廷にとっては頼りになる庇護者が現れたと見えた筈だ。だが公方様にはそれが許せなかった。大膳大夫様を討とうとした。


いい加減にしろと思ったのだ。何時まで自分勝手な理由で戦を起こすのか、朝廷を困窮させるのかと。そのような者に将軍の資格は無いと。だから天下静謐の任が大膳大夫様に預けられた。今回の公家達の従軍も帝の御許しを得たのではない。帝の意思が其処に有ったと見るべきだ。朝廷はもう足利を、幕府を見離したのだ……。


「厄介な事になりましたな、左近大夫将監殿」


「厄介な事になりました」


二人で顔を見合わせた。左近大夫将監殿の顔色が優れない。幕府という船は沈みかけている。その船に乗っている人間は如何すれば良いのか……。






永禄十六年（一五七三年）　五月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木小夜






『年の矢の早くも過ぐる光陰惜しみても帰らぬはもとの水。流はよも尽きじ絶えせぬぞ手向なりける。いざいざ水を汲まうよ。いざいざ水を汲まうよ』


能舞台では女達が歌い舞い始めた。脇能の賀茂、賀茂神社の縁起を表現した能で皆に好まれている演目の一つ。見物席では御屋形様、大方様、子供達、雪乃殿、辰殿、篠殿、私。そして蒲生下野守殿、竹若丸の傅役、竹中半兵衛殿、山口新太郎殿が並んでそれを見ていた。







    
  
  




「一体如何いう事でしょう？　京より戻られてから能舞台を造られたかと思えば端午の節句に能興行とは」


御屋形様に問い掛けるとチラとこちらを見て能舞台に視線を戻された。


「倅共の端午の節句を祝ってやりたくなった、それだけだ」


「まあ、それでは竹姫と鶴姫が可哀想ではありませぬか。弥五郎殿」


「御安心を、母上。これからは節句には能興行を催そうと思っております。来年三月の上巳じょうしの節句にも当然ですが能興行を催します。その時は辰、篠も綺麗に着飾ると良い。今から衣装を誂あつらえておくのだな」


辰殿、篠殿が嬉しそうに〝はい〟と答えた。


「御屋形様は能がお好きになられたのですか？」


雪乃殿が笑いながら問うと御屋形様が〝違う〟とお答えになった。


「ですが良く小鼓を打っておられます」


「考え事をしていて混乱した時に小鼓を打つ。打っている内に心が静まって来る事に気付いた。小鼓も役に立つ、中々上達はしないがな」


「そのような事は……」


私の言葉に御屋形様が首を横に振った。


「領主は小鼓が下手でも舞が下手でも良いのだ。だが、そういう事を生業なりわいにする者達を庇護する事を忘れてはならぬ。俺はこれまで産物の保護、育成に力を入れてきた。これからはこういう物にも援助をしなければ……」


大方様、雪乃殿と顔を見合わせてしまった。御屋形様は最近大分御悩みになられているらしい。でも小鼓の腕前は以前に比べれば格段に上達している。もう少し自信を持たれても良いのだけれど……。


「それに近江は大和と並んで猿楽の盛んな国だ。だが領主が無関心では張り合いが無かろう。だからこうして呼んでいる。もっとも日吉大社ひよしたいしゃを焼いた所為で山階、下坂、日吉の上三座は断って来たが……」


大方様が〝まあ〟と声を上げられた。日吉大社も延暦寺えんりゃくじも幾度となく再建の許しを願い出ている。でも御屋形様はそれを御許しにはならない。この事では誰も口添えしない。一度大方様が願い出た者に口添えしようとされたが御屋形様は〝口出し無用〟とにべも無く断っている。


「人日と七夕は敏満寺座みまじざ、上巳と重陽ちょうようは大森座、端午たんごは酒人座。酒人座だけ年に一度になる、十一月に特別に能興行を催して酒人座に舞わせよう。俺が戦でいない時は竹若丸の名で興行をさせる。但し演目数は五番までだ」


「宜しいのでございますか、御屋形様が戦の最中に能興行など」


「構わぬ、戦の勝ち負けは能とは関係ない」


御屋形様の御言葉に蒲生殿がクスッと笑うのが分かった。


「次は七夕の節句でございますね。楽しみでございます、御屋形様も御一緒に見物出来ましょうか？」


雪乃殿が問うと御屋形様が首を横に振られた。


「難しかろうな、一月で終わる様な戦にはならん。重陽の節句までには戻って来られると思う。……いや、或いは年を越えるかもしれんな」


思わず雪乃殿と顔を見合わせた。今度の戦いは宇津という丹波の国人領主を討つ、それほど難しくはない筈……。別に何か有るのだろうか。







困惑（三）


永禄十六年（一五七三年）　五月上旬　　　伊勢国度会わたらい郡大湊村　　真田幸隆ゆきたか






「父上、これは」


「なんとも華やかな船だな、源次郎」


源次郎信昌が〝はい〟と頷いた。我ら親子の前には琉球からの船が停泊している。華やかに飾り立てた船だ。船の舳へさきには青雀、黄龍を描いて有った。


「昨年はこの船は来なかったと記憶しております。如何いう事でしょうか？」


「琉球王が亡くなられた。新王が即位したのだろうが王は何やら困った事が有る様だな」


「困った事？」


訝しげな表情だ。まだまだ頼り無いな。


「そう、困った事だ。そしてその困った事を御屋形様なら解決出来ると考えているようだ。だからこの飾り立てた船を送って来たのだろう。こちらが喜ぶようにな」







    
  
  




源次郎が〝なるほど〟と頷いた。尊敬の眼で儂を見ている。少しこそばゆかった。


船の方から河原右京介が小走りに走って来た。眼の前で膝を着く。


「如何であった」


「はっ、琉球王の使節船との事です。名は紋船あやふねというのだとか。由来は船に記されている紋が琉球王家の紋だからだそうです」


「間違いないのか？」


「船には通訳もおります。間違いありませぬ」


右京介が意気込んでいる。未だ若い、元服が済んだばかりだ。儂にもこんな時が有ったな。


「では使者を運んできた琉球王の正式な船なのだな？」


「はい、使者は御屋形様への拝謁を求めております」


源次郎が〝父上〟と声を弾ませている。儂の推理が当たった事で興奮している様だ。悪くない。


「御屋形様は今月の二十五日には出陣なされる。御屋形様への拝謁を望むのであれば八幡城へ急がねばならん」


「御屋形様への進物も有るようですが」


「それは後でも良かろう。使者と通訳だけで先行した方が良い。そう伝えて参れ」


「はっ」


右京介が畏まると船に向かって走り出した。






永禄十六年（一五七三年）　五月中旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






暦の間に入ると皆が頭を下げた。蒲生下野守、真田弾正、雨森弥兵衛、進藤山城守、目賀田次郎左衛門尉、守山弥兵衛、田沢又兵衛、荒川平九郎、明智十兵衛、竹中半兵衛、沼田上野之助、黒野重蔵。席に座って頭を上げる様に言うと皆が顔を上げた。皆、知りたそうな表情をしている。


「如何でございましたか？」


先陣を切ったのは荒川平九郎だった。


「うむ、まあそれほど大した話ではないな」


「しかし人払いを願うとは穏やかでは有りませぬ」


田沢又兵衛が首を傾げている。何人かが頷いた。


「琉球にとっては大事という事だろう。それに余り体裁の良い話では無いからな」


皆が顔を見合わせた。


「弾正は紋船を見たな？」


「はい」


「如何見た？」


「されば、華やかに飾り立てた儀礼用の船と見ました」


「その通りだ。それが問題になっている」


皆が訝しげな表情をした。


問題は島津氏の家督継承が絡んでいる。永禄十三年、今から三年前の事なのだが島津陸奥守貴久たかひさから島津修理大夫義久よしひさへと家督が継承された。正確にはそれより数年前に家督を譲られたらしいが貴久が義久を後見する形で二頭政治が続いたらしい。だが永禄十三年に正式に義久が家督を継承した。


義久は琉球に代替わりを伝えた。伝えた理由は代替わりしたのだから義久に対して紋船を派遣しろという事だった。先代の貴久の時にも琉球は紋船を派遣している。琉球が義久を重視している、島津の当主は琉球から敬意を払われる存在なのだと眼に見える形で示すには紋船の派遣が最適だった。


だが琉球王尚元しょうげんが急死する。琉球は義久の要求を検討するどころではなくなった。尚元の葬式、新王尚永しょうえいの即位、そして明に対して王の代替わりの報告と冊封使さくふうしの派遣の要請が最優先で行われた。一段落して義久の要求を検討する段階になって琉球側は困惑した。


「はて、何故でしょう？」


田沢又兵衛が首を傾げている。


「それはな、又兵衛。紋船は儀礼用の船では有るが島津の代替わりに派遣するものではないという認識が琉球側に有ったからだ。さらに言えば陸奥守に対して派遣した紋船も家督継承に対して派遣したとは思っていなかったらしい」


皆、困惑している。納得してはいないな。


「元々紋船は将軍が交代した時、琉球から幕府への使節派遣に用いていた船の様だ」


益々困惑だ。


「今もそのように？」


「さあ、如何であろう。幕府も混乱していたからな」


俺が半兵衛に答えると皆が顔を見合わせた。義昭が知ったら騒ぐと思ったのだろうな。俺もそれだけは避けたいわ。義昭あいつは煩いし僻みっぽいしウンザリする。


「島津の要請に対して琉球は偶々たまたま先代の陸奥守の時に紋船を派遣したがそれは特別であり先例にはならない。紋船の派遣は出来ないと答えた」


「……」


「当然だが島津は反発した。そして琉球側に紋船の派遣を強く求めた。修理大夫の面子がかかっている。圧力は相当な物だったろう。琉球側もそれを無視は出来なくなった。倭寇の取り締まりには島津の力が必要だ。それに島津は薩摩を統一し大隅も切り獲りつつある。日向の伊東氏と敵対しているが勢いは島津に有るようだ。南九州で勢いを強める島津と敵対しては交易にも差し障りが出る。それは琉球にとって望ましい事では無い」


皆が頷いている。朽木家って不思議だよな。当主の俺が交易の話をして家臣達が頷いている。他の家もそうなのかな？


「では琉球は紋船を島津に派遣しましたので？」


「派遣したぞ、平九郎。だが琉球にとっては無理矢理呑まされたようなものだ。当然不快感は有る。その不快感が朽木への紋船の派遣に繋がった。琉球は島津にお前だけが交渉相手ではないと行動で示したのだ。あまり無理を言うと朽木に靡なびくぞ、とな」


皆が笑い声を上げた。まあ琉球にしてみれば何かと煩い島津よりも朽木の方が付き合い易い相手では有るだろう。


「琉球は島津の横暴を俺に訴えた。それは俺に対しての忠告でも有るのだろう。島津の様にならないでくれとな」


また笑い声が上がった。


琉球側の要求はもう一つ有る。明からの冊封使の件だ。悪い事に明でも代替わりが有った。昨年の事だが隆慶帝りゅうけいていが死んで新しい皇帝が即位した。その所為で冊封使の派遣は遅れそうらしい。まあもどかしい事だろうがこれは已むを得ない。琉球も心配はしていない。琉球が心配しているのは冊封使というのは新国王の冊封だけじゃなく琉球での滞在中は交易も許される存在だという事だ。


琉球としては冊封使を満足させるだけの交易船を呼び寄せなければならない。琉球側の要求は冊封使が来る時は商船を多く派遣してくれという事だった。まあ朽木は干し椎茸、昆布、日本刀と明が喜ぶ産物を持って来るからな。是非にも来て欲しい所だろう。こちらとしても望むところだ、断る事は無い。


琉球もその辺りは理解している。琉球の不安は朽木に対しての物じゃない、島津に対するものだ。琉球は島津を信用していない。商船の派遣を取引材料にして圧力をかけられては堪らないと思っているらしい。朽木が商船を多く派遣すれば島津は商船の派遣をカードとして使う事は出来ない。琉球にとって朽木は島津の横暴を抑える大事なカードになりつつある。


となると当然だが、島津にとって朽木は目障りな存在だろう。今は直接利害が対立する事は無い。しかし島津はこれから勢力を拡大させる。その勢いは九州を席捲するのだ。となればいずれはぶつかるだろう。朽木と島津の対決は天下統一だけじゃなくて琉球との交易まで含めた物になるかもしれない。






永禄十六年（一五七三年）　六月上旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　細川藤孝






室町第の御所は彼方此方で声高に、時に密やかに話し合う人の姿で満ちていた。朽木勢が丹波の宇津を討伐するために山城国から丹波国へと侵攻した。帝から勅命を受けた以上当然の事ではある。だが、それと時を同じくして若狭に居た朽木勢の別働隊が丹後へ攻め込んだと幕府に報告が入った。丹後は侍所頭人である一色左京大夫様の領地、その事が幕府を混乱させている。そしてここでも一人、いや二人混乱している……。


「大膳大夫め、とうとう欲心を露わにしおった。あの男は丹波、丹後を攻め獲るつもりだ」


「落ち着いてください、兄上。真に朽木勢は丹後に攻め入ったのですか？」


私が問うと兄、三淵大和守が頷いた。兄の目は血走っている。


「間違いない、左京大夫様から宮内少輔殿へ文が届いたそうだ。使者は朽木勢を避け丹後から丹波の西を通ってこちらに来たため遅くなったらしい」


「丹後の朽木勢を指揮しているのは鯰江という男だ。大膳大夫の伯母が嫁いでいるらしいな。一万ほどの兵を率いているらしい」


「一万……」


別働隊に一万の兵を率いさせるとは……、改めて朽木は大きいと思った。


「それで戦況は如何なのです、兄上」


兄の顔が歪んだ。


「分からぬ。だが左京大夫様が率いる兵は精々三千から四千が限度であろう、良く有るまいな……」


語尾が弱い。兄は戦況が良くないと見ている。私も同感だ。まして今は農繁期、百姓を戦場に連れて行くのは簡単ではない。四千は難しいだろう、三千なら三倍以上の敵を相手にする事になる。


「しかし良く分かりませぬ。朽木と一色はそれほどまでに険悪だったでしょうか。仲が良好とは思っていませんでしたがいきなり攻め込むとは……」


「……」


「意味も無く攻め込んだとも思えませぬ。まさかとは思いますが公方様が此度の討伐の不意を突けと？　それを悟られた……」


兄の顔を窺うと兄が一瞬私を見てから首を横に振った。


「いや、それは無い。少なくとも私の知る限り無いと思う。公方様が今頭を悩ませているのは改元の事だ。公方様は何もしておられぬと思う」


確証はない。兄は自分自身を納得させようとしているようだ。


「では宮内少輔殿が勝手に動いたという事は有りませぬか」


「……それは分からぬ。だが先程宮内少輔殿と話した限りではそのような事は無さそうだと思ったが……」


兄の声には力が無い、断言出来ずにいる……。


「となると例の密書が原因とは考えられませぬか？」


「……」


兄が顔を曇らせた。


「大膳大夫様はあの密書の存在を知ったのでしょう。誰も将軍宣下に参列しないのですからな、訝しんで調べたとしてもおかしくは有りませぬ」


あの将軍宣下は公方様だけではない、大膳大夫様の顔も潰す事になった。管領も侍所頭人も参列しない将軍宣下、不審に思い、調べたのに違いない。


「かもしれぬな。或いは宇津は波多野、川勝と同盟を結んでいる。左京大夫様もそれに加わったのかもしれぬ。昔から丹波、丹後は繋がりが深い」


「なるほど、有りそうな事です。となれば大膳大夫様は宇津攻めを行えば左京大夫様が兵を起こすと見て先に攻め込んだという事になりましょう。大膳大夫様を責める事は出来ませぬ」


「……」


兄が顔を顰めた。単純に大膳大夫様の欲心とばかりは言えぬ、その事が不愉快だと見える。


足音が聞こえた、上野中務少輔殿が急ぎ足で近付いて来るところだった。


「大和守殿、兵部大輔殿」


「如何なされました、中務少輔殿」


「急ぎ公方様の御前へ。伊勢守殿が公方様へ拝謁を望まれた」


兄と顔を見合わせた。おそらく今回の一件と関わりが有る筈。物も言わずに公方様の御前に向かった。


公方様の御前には既に皆が揃っていた。遅れた事を詫びて席に着くと直ぐに伊勢伊勢守殿が御前に通された。


「伊勢守、大膳大夫に頼まれて参ったか」


「はっ」


「良かろう、大膳大夫に代わって申し開きをしてみよ」


伊勢守殿が目元に笑みを浮かべた。


「はてさて、某、申し開きのために参ったのではございませぬ。そこに居る一色宮内少輔殿の身柄を預かりに参ったのでございます」


座がざわめいた。


「どういう事だ！　何故某が囚われの身にならねばならぬ！」


宮内少輔殿が顔を朱に染めて怒鳴り声を上げた。伊勢守殿の笑みが更に大きくなった。


「そう興奮なされるな、宮内少輔殿。囚われの身では無い、この伊勢守が一時預かると申しておる、不自由はさせぬ。……公方様、この儀、御許し頂きとうございまする」


伊勢守殿が宮内少輔殿を宥めると公方様に一礼して許しを請うた。


「宮内少輔を預かると申すは大膳大夫からの依頼か」


「はっ、一色宮内少輔殿にいささか不審有り、暫時御預かり願いたいとの事でございました。公方様に御許しを得て欲しいと」


宮内少輔殿が〝不審とは何か！〟と叫んだが伊勢守殿は黙殺した。


「伊勢守、申し開きはせぬと」


「それにつきましては某、何も伺ってはおりませぬ」


平然としている。公方様が唇を噛み締められた。


「伊勢守殿、どういう事かな。申し開きはせぬ、不審とは何かも申されぬ。それで宮内少輔殿を預かるとは乱暴でござろう」


「その通りだ、公方様を愚弄するにも程が有る」


「伊勢守殿、黙っていては分からぬ。お答え頂きたい」


皆が口々に伊勢守殿に迫ったが伊勢守殿は全く取り合う様子を見せなかった。公方様がそれを見て苛立ちを見せた。


「一色左京大夫は侍所頭人であり宮内少輔は我が家臣である。左京大夫を攻めながら申し開きもせず宮内少輔を捕らえると申すか、伊勢守」


伊勢守殿が軽く一礼した。


「宮内少輔殿を捕らえると申してはおりませぬ。暫時預かると申し上げております。不審が晴れればまた公方様の御側にてお仕え致しましょう」


「……」


公方様が立ち上がった。奥へ戻られるつもりだ。何も決めずに戻る、不快の意。皆が満足そうな表情を見せた。その時だった。


「畏れながら申し上げまする」


低い伊勢守殿の声が公方様の動きを制した。


「一色左京大夫様は侍所頭人では有りまするが、将軍宣下に参列せず公方様の御顔を潰した慮外者、大膳大夫様は三好を討ち払い公方様をお守りし将軍職へ御就けした功臣。いずれに重きを置かれまするや？　お答え頂きとうございまする」


公方様が見下ろす、伊勢守殿は正面を見たまま視線を動かさない。先程までざわついていた座が静まった。宮内少輔殿は顔を強張らせている。


「……大膳大夫である」


「ははっ、では一色宮内少輔殿、某が御預かり致しまする」


伊勢守殿が深々と平伏すると公方様がその姿を忌々しげに見た。


「……好きに致せ」


公方様が顔を背けると足早に奥に向かう、伊勢守殿が頭を上げたのは公方様が立ち去った後だった。能面のような顔だった。






永禄十六年（一五七三年）　六月上旬　　　丹波国桑田郡下宇津村　　朽木基綱






宇津右近大夫頼重の拠点は丹波国桑田郡宇津庄に有る。おそらく名字である宇津というのは地名から取ったのだろう。右近大夫の居城は宇津城だ。宇津に有る八幡神社の背後の山に築かれている城でそれなりに整った城だ。この城から約半里、即ち二キロぐらい離れた所に宇津嶽山城うつたけやまじょうという城が有る。


宇津嶽山城は規模は小さいが宇津城よりも高い位置にある山頂に築かれた山城だ。要するに宇津嶽山城は宇津城の支城なのだ。宇津城を攻めようと思えば先ず宇津嶽山城を何とかしなければならない。宇津嶽山城を放置すれば宇津城の攻撃中に後背を脅かされる事になる。しかしそれは宇津嶽山城を攻める時も同じだ。やはり宇津城への抑えは要る。この二つの城は連携し合って互いを守る様にという意思の下に造られたのだと思う。


「重蔵、宇津右近大夫の行方は」


「分かりませぬ、川勝の元には行っていないようですが……」


重蔵が面目無さげな表情をしている。


「となると波多野か」


「おそらくは。或いは赤井という事も有りましょう」


周囲には蒲生下野守、明智十兵衛、日置五郎衛門、井口越前守が居る。朽木家でも錚々たる顔ぶれだが皆一様に渋い表情だ。


何で逃げるかねえ。まあ三万も丹波にブッ込んだら逃げるか。でも逃げるくらいなら降伏しろよって言いたい。小野庄、山国庄を朝廷に返還します、以後は朽木に仕えます、だから命は助けてねって言って俺に降伏すれば良いだろう。朝廷だって小野庄、山国庄が戻ってくれば煩い事は言わないさ。逃げるって事は見つかったら殺されても文句は言えないって事だ。捲土重来けんどちょうらいを期しているのかもしれないが余り賢い手とは思えない。


「如何なされますか、御屋形様」


訊くなよ、十兵衛。俺も困っているんだ。一応小野庄、山国庄は取り戻したから勅命は果たしたんだけど……。同行した公家達も興味津々と言った感じで俺を見ている。日野、広橋、烏丸、正親町三条、飛鳥井、高倉。昵近衆、正式には武家昵近公家衆と呼ばれるらしいが将軍に仕え、戦の時は戦場にも同行していたらしい。要するに朝廷内の将軍の親衛隊だ。それが俺の出陣に同行している。最初に出陣したいと聞かされた時は耳を疑ったわ。断ろうと思ったけど関白殿下に止められた。天下静謐の任にある以上、将軍の代理なんだから連れて行けって。まあそれで分かった。これは昵近衆の意志では無くて朝廷の意志なんだって。要するに義昭に対しての不信任、いや絶縁状だな。朝廷はかなり怒っている。


鎧が重そうで可哀想だ。兵も連れているんだよ、十人とか二十人とか。経費が大変だろう。出陣の同行は今回だけで十分だわ。戻ったら謝礼金を渡さないと。


飛鳥井家からは従兄弟の左近衛中将飛鳥井雅敦が出陣しているが、昔俺が伯父を脅した所為でこれまで殆ど交流は無かった。これからは宜しくお願いします、なんて言ってたな。まあこれからは文でも書く様にしよう。今回同行してくれた公家衆にも謝礼金の他に文も書こう。


「重蔵、波多野、川勝、赤井に動きは有るか？」


「今のところは目立った動きは無いようでございます」


「宇津右近大夫は切り捨てられたのかな？」


俺が問うと皆が困惑した様な表情を見せた。


そうだよなあ、丹波は激しく抵抗すると見たんだ。それだけの実績も有る。だから三万もの兵を用意したんだけど……。


「しかし波多野、川勝、赤井、いずれも挨拶には参りませぬ」


下野守の言葉に皆が頷いた。そうなんだ、普通なら使者が来て平定御見事とかおめでとうとか言って来る筈なんだけど……。それが無い以上、こちらに対して好意的とは思えない。その所為で丹波の身代の小さな国人衆にも動きは無い。


「宇津の行方が分からんのでは手の打ちようがないな」


俺の言葉に皆が頷いた。宇津を誰かが匿かくまっているなら身柄引き渡しを要求し戦闘に持ち込む事も可能だ。だが分からんのではどうしようもない。


「重蔵、宇津の行方を追え。それと波多野、川勝、赤井の動きも追うのだ」


「はっ」


「我らは此処で暫くの間滞在する。如何するかは重蔵の報告を得てからにしよう」


川勝大膳亮継氏が朽木の陣を訊ねて来たのはそれから二日後の事だった。平服だ、僅かな供だけと来たから敵意は無いというつもりなのだろう。皆が居並ぶ中、戦勝を祝い服属したいと言ってくれたが気分はすっきりしない。本当に勝ったのかね、俺は。未だに宇津の行方は分からんのだが。


大体川勝は宇津の同盟者なのだ。此処に来たのも様子見とも考えられる。大膳亮は彦治郎秀氏という息子を連れて来ている。人質に出すつもりかな、だが朽木が人質を取らない事は周辺諸国の大名、国人衆なら知っている事だ。それを知った上で連れて来たのなら芝居ともとれる。油断は出来ない。


「祝ってくれるのは嬉しい、朽木に服属したいというのもな。だが、その方は宇津と同盟を結んでいたと聞いた。此処に来たのも城が落ちてから二日後だ。素直には喜べんな」


「御不審はごもっともにございます。丹波には御屋形様が攻め入られるまで大きく分けて四つの勢力がございました。波多野、赤井、宇津、そして川勝。このうち波多野、宇津、川勝は同盟を結んでおりました」


落ち着いた風情だ。大膳亮は慌ててはいない。


「しかし宇津討伐の勅命が御屋形様に下された事でそこに赤井が加わったのでございます」


皆が顔を見合わせた。予想はしないでもなかったが、関白殿下、笑ってる場合じゃないよ。ほほほ。


「赤井が同盟に加わった理由は何であろう。こちらには関白殿下を通して味方すると言ってきたのだが」


五郎衛門が問うと大膳亮が丹波を余所者よそものが支配するのが赤井には我慢出来ないのだと答えた。何だよ、それ、皆も呆れた様な顔をしている。


「某の領地は若狭に近く御屋形様と敵対すれば忽ち若狭から兵が押し寄せて来る事は分かっております。とても敵いませぬ。御味方したいと思ったのですが、それを表に出せば宇津、赤井、波多野に攻め潰されてしまいましょう。使者を出す事も出来ませなんだ。宇津が逃亡し若狭の朽木軍が丹後に攻め込んだ事で赤井も動けなくなった。それを確認してから参りましたので遅くなったのでございます。他意はございませぬ」


なるほど、筋は通るな。朽木の武将達にも頷いている人間がいる。


「赤井が朽木を裏切ったという証拠が有るか？」


「ございます、これに」


大膳亮が懐から幾つかの書状をだした。真田源五郎が受け取り、俺の前に持ってきた。一つ一つ開いて内容なかを確かめる。なるほど……。


「大膳亮、大手柄だな」


俺が褒めると大膳亮が〝有難うございまする〟と頭を下げた。皆の視線が俺の手元に集まった。


「宇津、波多野、赤井、川勝、そして一色が協力して朽木に対抗すると書いて有る。一色は若狭から朽木勢が丹波に侵攻した時は背後を突くと約している」


俺の言葉に座がどよめいた。公家達も興奮している。朝廷にも波多野、赤井、一色が宇津に加担した朝敵だと広まるだろう。下野守が書状を見たいと言って来たから渡した。多分書状は一周するだろうな。川勝が此方の味方に付いたのも先程の申し開きとは違うかもしれない。鯰江の伯父が若狭から丹後に攻め込んだからだ。一色は頼りにならない、宇津の次は自分だと思った。だからさっさと寝返ったわけだ。


「大膳亮、この約だが公方様の口添えが有ったのか？」


ざわついていた座が静まった。皆大膳亮を注視している。


「いえ、そのような事は有りませぬ」


「では六角左京大夫、本願寺か？」


「いいえ」


大膳亮は訝しげな表情だ。つまり自発的に協力体制を結んだという事か。重蔵、下野守、皆妙な顔をしている。おそらくは俺もだろうな。


「しかし播磨でも戦支度をしている者達が居る。その方達と連絡を取り合っているのではないか？」


「某は存じませぬ。播磨となりますと或いは波多野が絡んだかもしれませぬが……」


首を傾げて自信無さげだ。倅の彦治郎も似た様な表情だから嘘では無さそうだ。波多野か、川勝は播磨とは遠い、関わりは無いのかもしれない。


「将軍宣下の前に朽木を討てと書状は来なかったか？」


「波多野には来たそうでございますが某には……」


大膳亮が首を振った。多少面白くなさそうな表情が有る。これも大膳亮を脱落させた原因かもしれない。


「では今回の約には関係ないのか？」


「はい、そう思いまする。書状での遣り取りにもそのような事は一度も書かれておりませぬ」


拙いな、義昭が主導した、本願寺が裏に居たというなら良い。自発的という事は連中には反朽木感情が有るという事になる。一色は名門意識、赤井、波多野宇津、川勝は郷土愛、排他主義だろう。これが丹波、丹後だけの問題なのか、それとも他も同様なのか……。


何かで読んだな。この時代は急激な勢力拡張は殆ど無いって。史実の武田は二十万石程の甲斐一国から百万石を越える勢力になった。それでも三十年ぐらいかけての事だ。三十年かけて信濃の大部分、駿河、遠江の一部、三河の一部、上野の一部を攻め獲った。平均すれば一年に三万石程度の増加だ。ゆっくり大きくなったと言える。上杉も似た様なものだろう。


だが織田は違った。桶狭間の後、五～六年で美濃を獲り京へ上る。たちまち勢力を拡大した。だが、その事が周囲の反発を生んだのかもしれない。織田の急激な勢力拡張を受け入れるだけの時間が周囲には無かったし信長も与えなかった。そして信長との間に激しい軋轢を生んだ。ならば朽木は如何だろう？　朽木は織田以上に反発を受けているのかもしれない……。それにしても播磨、本願寺は何故戦支度をした？　丹波の件と無関係とすると何が理由だ？　こっちを義昭が煽ったのか？　分からん、嫌な予感がする。何処かがおかしい。


「大膳亮、右近大夫の行方は分かるか？」


「いえ、分かりませぬ。おそらくは波多野を頼ったとは思いまするが……」


語尾が弱い、自信の有る答えではないのだろう。だが俺も波多野だと思う。波多野なら播磨から中国方面に逃げる事が出来る。しかし波多野か、全てが波多野に行くな。問題は波多野と本願寺、波多野と義昭の繋がりが見えない事だ。本当に無いのか……。


「如何なさいますか、御屋形様。赤井の裏切りが明白になりましたが……」


五郎衛門が問い掛けてきた。皆の視線が集まる。視線が痛い。しかし如何したものか……。俺としては赤井の裏切りが発覚するのは最後の最後、場合によっては波多野との戦闘中と思っていた。だから已むを得ず討った、そういう形になる、したいと思っていた。それならば近衛にも言い訳出来ると思っていたんだがこれでは無理だな。


「勅命は果たした。一旦丹波攻略は打ち切り丹後攻略に専念しよう。関白殿下にも赤井の件を伝えねばならん。丹後攻略後、丹波攻略を再開する。その時には丹後からも丹波に攻め込ませる。そうなれば波多野、赤井それぞれに敵を抱える事になるから簡単には協力出来まい。如何思うか？」


俺が皆に問うと皆が頷いた。まあ大胆さは無いが堅実ではある。比較的受け入れ易い案だろう。丹後は陸と海の二方向から攻略出来る。それに国も小さいから割合早く片が付くはずだ。


宇津城には日根野ひねの備前守びぜんのかみ弘就ひろなり、宇津嶽山城には日根野弥次右衛門盛就もりなりを入れる事にした。宇津城に四千、宇津嶽山城に千。この二人、兄弟だ。元は美濃一色氏に仕えていたが、一色氏が滅んだ後に伊勢長島に逃れた。そして朽木の長島攻略後に降伏して朽木に仕えている。暫くはこの二人は丹波で孤立した状況になる。兄弟ならではのコンビネーションで乗り切って貰おう。だが二人にはただ城を守るのではなく常に波多野に圧力をかけろと命じた。それが出来るだけの力量は有ると思っている。


大膳亮が彦治郎秀氏を俺の所に差し出してきた。人質は要らんと言ったのだが俺の所で鍛えてくれ、丹波の山の中で小さく育つより朽木家の中で大きく育てて欲しいと言う。波多野、宇津達と同盟していた事をかなり気にしている様だ。断っては却って酷だろう。という事で受け入れる事にした。奉行衆の下にでも付けてみるか。







警告
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「山国庄、小野庄を取り戻された事、真に目出度く、伊勢守、心よりお喜び申し上げる。帝も御喜びでありましょう」


父が頭を下げたのでそれに倣った。大膳大夫様が〝いやいや〟と首を横に振られた。


「そのように伊勢守殿に褒められては恥ずかしゅうござる。禁裏御料は取り戻しましたが宇津右近大夫には逃げられ申した。何処に逃げたのやら」


ゆったりと話す姿からは余り悔しさは感じられない。禍根かこんにはならないと見ているようだ。


勅命を果たし、朽木軍が丹波から帰還した。そして大膳大夫様は朝廷への報告を済ませ、ここにいる。成果は宇津の討伐と川勝氏の服属、それだけ。少々拍子抜けのようなところも有る。丹波を制圧するのだろうと見ていたのは私だけではあるまい。幕府内部でも同じような声が上がっていたのだ。特に公方様の側近からは非難の声が大きかった。丹波を獲られれば京は北を押さえられることになる。だが川勝の服属だけで帰還した事で幕府内部でも大膳大夫様を非難する声は収まりつつある。


「大膳大夫様はこれを機に丹波一国を掌中に収めるつもりかと思いましたが」


「某もそう考えていましたが赤井が裏切り申した」


「赤井が……」


大膳大夫様が頷いた。なるほど、赤井は大膳大夫様に御味方すると約束していた。だが、それが偽りだと分かったので切り上げたという事か。父も大膳大夫様も焙じ茶を口に運びながら寛いでいる。しかし話の内容は……。


「関白殿下の御縁でこちらに味方すると言っていましたが……」


「心変わりしたのですな」


大膳大夫様が〝そのようです〟と頷いた。


「……赤井に嫁いだ関白殿下の妹姫は後添えだそうですな。悪右衛門の最初の妻は波多野から出ている。悪右衛門の嫡男はその波多野から来た妻が生んだそうです。今回の裏切りにはその辺りも関係しているのでしょう。内で親子喧嘩で分裂するよりはと思ったのかもしれない」


「なるほど」


父がウンウンと頷いている。


「そこに一色も絡んだ？」


「波多野、川勝、宇津の同盟に赤井、一色が加わって朽木に対抗する事を考えていたらしい」


「川勝が服属したようですが？」


「若狭から丹後へと攻め込みましたので、戦っても敗けると判断したのでしょう。それが無ければ川勝も手強く戦った筈」


父が〝なるほど〟と頷いた。なるほど、丹後攻めにはそのような意味も有ったか。


「公方様の手が？」


父が声を潜めて訊ねると大膳大夫様が困惑した様な表情を見せた。


「いや、それがどうも違うらしい。或いは本願寺の手が回ったかと思いましたがそれも違う。どうやら自発的に同盟を結んだようですな。この大膳大夫、余程に嫌われているようです」


大膳大夫様が苦笑を浮かべた。父も口元が緩んでいる。


「宮内少輔に問うてみましょう。公方様が絡んでいるなら間違いなく何か知っている筈」


「そうですな、よろしくお願いします。……伊勢守殿、公方様のご様子は？」


大膳大夫様が訊ねると父が微かに苦笑を浮かべた。


「改元の事に集中しておいでです」


「なるほど、将軍宣下の次は改元ですか、費用は？」


「御自身で用意なされるようです」


「傀儡ではないと？」


「そのようですな。それを示さなければ諸大名に書状を出しても反応が鈍いと考えられたようです」


二人が顔を見合わせて小さく笑った。


「公方様にお伝えください、銭が必要ならいつでも御相談に乗ると」


「必ずお伝え致しましょう」


二人が声を合わせて笑った。如何して笑えるのか、そんな事をすれば公方様の御機嫌を損ねるだけだろう。


「この後は？」


「関白殿下に赤井の件をお伝えし丹後攻めに専念する所存。丹波攻めはその後に。一見迂遠に見えますが山城、丹後、両方から攻めた方が早く終わるのではないかと」


「そうですな。……朝廷から官位の御沙汰が有りました。勅命を果たした以上、辞退は許されぬと思いますが」


父の言葉に大膳大夫様が頷いた。


「出来ますればその儀は丹後攻めの後に」


「なるほど」


「関白殿下にもその事はお話ししようと考えています」


「心得ました。その方向で進めさせて頂きます」


丹後の一色を下した後に昇進する。公方様の口を封じる、そういう事か。


「此度は室町第には出仕されぬのですな」


「そう考えております。出仕は丹後の制圧後に」


大膳大夫様の言葉に父が頷いた。


「それが宜しいでしょう。今出仕しては何かと煩わしい。某の方から公方様には説明しておきましょう」


「忝い」


大膳大夫様が頭を下げた。


「御身辺、御気を付け頂きたい」


「……」


「何かと良からぬ話を聞きますのでな。今大膳大夫様に何か有ってはようやく落ち着いた畿内がまた乱れる事になる」


「……御忠告、しかと胆に銘じましょう。御心入れ、忝のうござる」


大膳大夫様がまた頭を下げた。それを見て父が〝大膳大夫様〟と声をかけた。幾分声が硬い。


「一つ御約束頂きたい」


「何でござろう」


「足利の血を酷むごく扱って下さいますな」


「……伊勢守殿。足利の血、と申されますか」


「如何にも。平島公方家に対する御扱いを見れば間違いは無いとは思いまする。されど人は変わるもの。御約束頂きたい。伊勢守、たっての願いでござる」


大膳大夫様が大きく頷いた。


「確しかと御約束致しますぞ、伊勢守殿」


父が深々と頭を下げた。私もそれに遅れる事無く頭を下げた。これが父なりの、いや幕府政所執事である伊勢家の、足利家への最後の御奉公なのだと思った。
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「では島津修理大夫は薩摩、大隅、日向の守護に任じられる事を望んでいるというのか？」


公方様の御下問に真木島玄蕃頭殿が〝左様にございまする〟と答えた。


「使者の名は喜入きいれ三郎四郎季久すえひさ、喜入とは名乗っておりますが元は島津の姓を名乗っていたそうにございます。主の命で姓を喜入に変えたとか。四年前から島津家で家老になったと聞きました。今は別室にて待たせておりまする」


ほう、島津の一族で重臣という事か。


九州の薩摩から使者が来た。良い事よ。上段の間の公方様も満足そうに頷いておられる。九州の南端から公方様へ挨拶に来る者が居る。嬉しいのだろう。御いたわしい事だ、本来なら天下の者共は皆が公方様の御威光に平伏ひれふさねばならぬのに……。それもこれもあの増長者が居るからだ！


「皆、如何思うか？」


公方様が皆に御下問を発した。


「薩摩、大隅、日向の守護か。確か父親の陸奥守殿も薩摩、大隅、日向の守護に任じられていた筈、問題は有りますまい」


松田豊前守殿が皆を見回しながら言った。


「しかし修理大夫殿は将軍宣下に使者を寄越しませんでしたな。そのような者に守護職を安易に許してよろしいのかな」


三淵大和守殿が異議を唱えると玄蕃頭殿が〝いや、それには訳が有り申す〟と言った。


「三郎四郎の言によれば島津修理大夫殿は使者を送っても歓迎される事は無いと悲観していたのだとか。三州守護も任じられる事は有るまいと諦めていたそうにござる」


妙な話だ。皆が顔を見合わせた。


「それは如何いう意味かな、玄蕃頭殿」


摂津中務大輔殿が問うと〝朽木が絡んでおる〟と玄蕃頭殿が答えた。公方様の御顔が厳しい物になった。


「玄蕃頭、それは如何いう事か？　何故あの増長者が絡む」


「されば、琉球にございます」


〝琉球〟と幾つかの声が上がった。はて、琉球？　そう言えば朽木が船を出していると聞いた覚えが有る。それが絡んでいるのだろうか？　その事を問うと玄蕃頭殿がその通りだと肯定した。


「使者の言によれば島津と琉球は交易、倭寇対策で互いに協力し合い緊密な関係を築いて来たのだとか。しかしその関係が朽木が琉球に船を出し始めた事で危うい物になって来たらしい」


「危ういとは？」


問うと玄蕃頭殿が顔を不機嫌そうに歪めた。


「朽木が銭欲しさのために強引に割り込んできた。その所為で九州の商船が割を食う事になったと」


銭儲けの事ばかり考えおる。何とも卑しい事よ！


「島津は勿論だが琉球も朽木の扱いには苦慮しているらしい。朽木は蝦夷地の産物を扱う。琉球が朽木を優遇せねば船は出さぬと脅している様だ。琉球は何とか朽木を宥めようとしている」


「何とも卑しい事よ！」


私が吐き捨てると何人かが頷いた。大館伊予守殿、細川兵部大輔殿、諏方左近大夫将監殿は頷かぬ。何故朽木に媚びる！　我らは幕臣であろう！


「将軍宣下の折、使者を出さなかったのも朽木が傍に居ては島津の使者など石ころの様に扱われるだろうと思ったからのようだ。当然だが島津の権威を高めるような三州守護も認められぬだろうと」


「それで使者を出さなかったと言われるのか、玄蕃頭殿」


「そのようだな、中務大輔殿」


「忠義面して裏では銭儲けに励むか！　銭の亡者が！」


摂津中務大輔殿が〝フン〟と鼻を鳴らした。政所執事解任の件では満座で恥をかかされた。今では皆が分かっている。あれは公方様を傀儡にするために中務大輔殿を貶めたのだと。当然だが中務大輔殿の怒りは大きい。


「だが最近の朽木のやり様を見て公方様が朽木を信任しているとは思えず使者を派遣する事に決めたらしい」


なるほど、九州は遠い。京で何が起きているか良く分からぬようだ。となれば、もっと積極的に使者を出すべきであろう。さすれば公方様に忠義を尽くす者達が必ず居る筈。それらの力を纏めれば必ずやあの増長者を倒す事が出来る！　その第一歩が島津だ。


「公方様、ここは島津修理大夫殿の三州守護を認めるべきかと思いまする。朽木の専横を許す事は出来ませぬ」


進言すると公方様が〝うむ〟と頷かれた。


「お待ち下さい」


大館伊予守殿だった。朽木贔屓の伊予守殿か……。公方様も不愉快そうな表情をされている。


「一方の申し様だけで決めるべきではございませぬ。それに日向には伊東三位いとうさんみ入道にゅうどう殿が居ります。それを無視して日向の守護職を修理大夫殿に与えれば入道殿は公方様を恨みますぞ。また三位入道殿がそれを認める筈も無し、島津との間で戦となりましょう」


「……」


「守護を認めるのであれば薩摩、大隅の二州にすべきかと思いまする」


公方様が困惑されている。確かに一理あるが島津を後押ししていると示すためには三州守護が良い。


「島津家は代々三州守護に任じられてきた家。今二州だけを認めれば島津が公方様を恨みましょう。三州守護を認めるべきかと思いまする」


「某も中務少輔殿に同意します。島津家は先代陸奥守殿が三州守護を許されました。修理大夫がその後を継ぐのは何らおかしい事では有りませぬ」


米田壱岐守殿が私を支持した。皆も頷いている。そうだ、父親の跡を継ぐのだ、何らおかしい事では無い。


「その通りだな。島津修理大夫に三州守護を許そう。使者を此処へ、予自らそれを告げよう」


公方様の言葉に玄蕃頭殿が席を立った。伊予守殿、兵部大輔殿、左近大夫将監殿は無表情に控えている。面白くないらしいな。暫くして玄蕃頭殿が島津の使者を連れてきた。


「御尊顔を拝し奉り恐悦至極にございまする。島津修理大夫義久が家臣、喜入三郎四郎季久にございまする」


「うむ、大儀である」


四十を少し越えたくらいかと見える島津家の家臣が挨拶をすると公方様が満足そうに頷かれた。


「公方様、島津修理大夫殿は薩摩、大隅、日向の守護に任じられる事を望んでいるとの事にございます。そうであったな？」


玄蕃頭殿が問い掛けると島津家の使者が〝はっ〟と畏まった。


「島津家は源頼朝公より薩摩、大隅、日向の守護に任じられた家にございます。それ以後代々島津家の当主は三州の守護に任じられて参りました。それは先代陸奥守も同様にございます。主、修理大夫は改めて公方様より三州守護に任じられる事を望んでおりまする」


ほう、玄蕃頭殿が知恵を付けたか。


「良かろう。島津修理大夫を薩摩、大隅、日向の守護に任じる。以後も幕府に忠節を尽くせと修理大夫に伝えよ」


「はっ、必ずや伝えまする」


喜入三郎四郎が頭を下げた。


「琉球との交易、予から大膳大夫に注意しておこう。余り増長するなとな」


「はっ、有難き幸せ。修理大夫が此処に居らぬのが残念にございまする。居れば涙を流して喜び忠義を尽くす事を誓いましたものを……」


「うむ、頼むぞ」


公方様が満足そうに頷かれた。
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「そろそろですかな？」


「そうだと良いのだが」


「しかしこれ以上の抗戦は不可能であろう」


「その通り、徒に滅びるだけでしかない、意味が無いわ」


五郎衛門、下野守等の武将達が少し離れたところで話している。皆表情は穏やかだ。確かに不安要素は無い。


朽木勢四万が丹後を制圧していた。一色左京大夫義道が領内の統治に失敗していた事も有って殆どの国人領主は朽木に寝返った。特に小倉播磨守、河島越前守、桜井豊前守、三富豊前守等の海賊衆は先を争って寝返ってくれた。抵抗しているのは一色一族とそれに従うごく一部の一色家譜代の家臣達だけだ。左京大夫が建部山城、弟の義清が吉原城、息子の義定が弓木城で抵抗しているが大勢は決したと言って良い。


運が良かった。川勝がこちらの味方になった事で赤井を牽制してくれるし波多野は日根野兄弟が牽制しているから丹波からの援軍は無い。それに但馬の山名が一色の味方をするかと思ったんだが赤井が山名の領地を奪った所為で赤井、山名の関係は険悪な状態にある。その事が山名に一色側に立つ事を躊躇させた。此処で一色に協力しては赤井が山名領を奪った事を認める事になりかねないと判断したようだ。


残念だったな、波多野、赤井、宇津、川勝、一色の同盟は何の役にも立たなかった。どうせなら赤井が占領した山名領を返還させて山名も加えるべきだったな。失敗すれば滅びるんだ、腹を括るべきだったのに括り切れなかった。何処か中途半端だ。まあこっちも手は打った。いずれ赤井を攻略する、その時は赤井が奪った山名領は存分にされよと提案した。山名は楽に領地を奪還出来ると判断したのだろう。一色家から何度か援助を請う使者が出たようだが山名が動く気配は無い。


一色左京大夫が籠っている建部山城は朽木の本隊三万の兵に囲まれている。建部山城は舞鶴湾の西側、伊佐津川の西にある城だ。一色氏の丹後支配の拠点は平時には八田守護所、戦時にはこの建部山城になる。建部山西支城、建部山東支城という二つの支城を持つ中々堅固な城だが既に二つの支城は降伏した。力攻めでも落とせるが無理をする事は無い。何度か使者を出して降伏を促している。


条件は北畠の時と殆ど同じになる。一色一族の助命。それと朽木家に仕える事、所領は五千石。悪い条件じゃないと思うんだが問題は何処で領地を与えるかだ。一色左京大夫は丹後で所領が欲しいと言っている。こいつらって北畠もそうだけど馬鹿なのかな？　危険だって判断されると思わないのだろうか？　近江で五千石与える、それが俺の返事だ。


宇津の行方は未だわからない。波多野にも居なければ赤井にも逃げ込んだ形跡は無い。播磨、本願寺に逃げたわけでもないようだ。城から逃げたのは良いが何処かで人知れず死んだという事も有るのかもしれない。重蔵には宇津捜索を打ち切ってよいと命じた。面目無さげだったな、だが八門にはほかにもやる事が有るのだ。何処かで割り切りは必要だろう。


月が変われば元号が変わる。新しい元号は元亀げんきだ。なんか聞いた事が有る元号だよな。義昭は諸国の諸大名に元号が変わると文を送っている。もっとも俺には文は来ない。但し朝廷からは俺に義昭が元号を変えたがっているが構わないかと問い合わせが来たから、構わないと答えておいた。朝廷にとっては大事な収入源だ、反対はしない。


改元の費用は紀伊の畠山が用立てるようだ。京の都では丹後の一色が俺に攻められているのは侍所頭人にも拘らず将軍宣下に参列しなかったからだという噂が流れているらしい。次は管領の畠山だと。畠山もそれを知ったのだろうな。俺に攻め込まれる口実を与えないために義昭の改元に積極的に協力している様だ。頑張れよ、畠山高政。


伊勢伊勢守が妙な事を言った。身辺に注意しろと。誰かが俺を殺そうとしているらしい。それも戦では無く暗殺だ。伊勢守の耳に入ったという事は幕府内部の人間だろう。義昭、その周辺。朽木は後継者が幼い、俺が死ねば間違いなく勢力は縮小する。可能性は有るな。何処に依頼したかな？　簡単ではない筈だ。信頼が出来る事、これは腕だけじゃなく口が堅い事も要求される、そして必ずし遂げる実行力。


そういう相手を見つけてもそこからがまた難しい。そこにどうやって話を持ち込むかという問題が有る。いきなり飛び込みで話を持って行っても警戒されて断られるだけだ。場合によっては殺されるだろう。どうしても伝手つてが要る。となると頼み先は畿内だろう。伊賀、甲賀、雑賀、根来ねごろ……。伊賀は無いだろう、甲賀？　可能性は有るな。例えば杉谷善住坊すぎたにぜんじゅぼう……。甲賀は松永に付いている。義昭が何処まで甲賀と親しくなったか……。雑賀、根来、こいつらは畠山が絡めば幾らでも有りそうだ。本願寺経由で頼む事も出来るだろう。


或いは幕臣を使うか。こっちの方が可能性は高いかもしれない。三好長慶も命を狙われている。伊勢守が室町第に行かない方が良いと言ったのもその所為かもしれない。今後は室町第に行く時は護衛を付けよう。朽木家には新当流しんとうりゅうの使い手が沢山いる。それと脇差は少し長めの奴にした方が良いな。鎖帷子くさりかたびらも身に着けよう。


伊勢守が足利の血を酷く扱うなと言ったのもその所為だな。誰だって命を狙われれば頭に来るからな。怒らないでねという事だろう。安心して良いぞ、伊勢守。殺しはしないよ。でも生きている事の方が屈辱という事も有る。それについては責任は負えんな。心の問題は本人が解決するべきものだろう。


「御屋形様」


「うむ、如何した、下野守」


「城から使者が」


「そうか」


どうやら終わったかな。左京大夫と会見しなければならんだろう。この場は拙いな、左京大夫にとっては朽木軍の中に入るのは屈辱だ。近くに寺か神社が有ったかな？　


会見場は近くにある神社で行うことになった。一色左京大夫義道は鎧は着けていない。鎧直垂という鎧の下に付ける直垂姿だ。袖細で袖口と袴はかまの裾口に括くくり緒が通してある。そして頭には引立烏帽子ひきたてえぼし。戦国武将らしい格好だが表情は如何にも無念そうな顔をしている。ついでに言うと結構太っている。メタボだな。朽木の家臣では五郎衛門、下野守の二人が同席した。


「一色左京大夫殿、お主の降伏を受け入れる。以後は朽木の臣下として生きられよ。宜しいな？」


「はっ、寛大なるご処分、有難うございまする」


口惜しそうな顔で有難うと言われてもね。まあこれは社交辞令だ。気にしないでおこう。


「近江で五千石を与える」


「……領地は丹後で頂けまいか。禄は二千石で良い」


なんでこいつらって元々の領地に拘るんだろう。俺が危険だと考えると思わないんだろうか？　いや武士ってそういうものなのかな？　領地を得るために命を賭ける。得た領地を何とか守ろうとする。江戸時代になれば彼方此方転封させられて鉢植大名になるんだけど……。


「一色左京大夫、北畠の様に滅びたいか？」


「儂はお主に逆らったりはせぬ」


怒ったような口調で答えた。


「残念だがそれを判断するのはお主では無い、俺だ」


「……」


「お主の何気ない言動がお主の命を縮める事になる。お主にその気は無くても俺が謀反の意志有りと判断すればお主は死ぬ事になるのだ。一色氏は丹後ではそれなりに根を張って来た。お主を担ごうとする人間が出るかもしれぬ。その場合もやはり死ぬ事になる。それでは何のために降伏したのか分かるまい」


「……」


左京大夫が顔を伏せた。


「今一度言う。近江で五千石だ」


「……有難うございまする」


左京大夫が頭を下げた。納得したのか、納得しようとしているのか……。


「お主の弟、宮内少輔は今回の一件に無関係だった。以後も公方様の傍近くで御仕えする事になる」


「忝い」　


溜息が出そうだ。


「喜ぶな。お主の生きる道はより厳しくなったのだ。間違っても宮内少輔と密書の遣り取りなどするなよ、北畠のようになるぞ。お主も宮内少輔も死ぬ」


左京大夫の顔が引き攣つった。今度は本当に溜息が出た。こいつ、何も考えていない。俺なら弟の宮内少輔を俺に仕えさせるがな。或いはこれまで通り義昭の傍において義昭をスパイさせる。


「忠告はした。無視すれば容赦はせぬ。宮内少輔に伝えておくことだな。兄を死なせたくなければ近付くなと」


「はっ」


左京大夫が畏まった。生き延びられるかな、この男。余程に用心しなければならんのだが。心許ないわ。


「左京大夫、聞きたい事が有る。正直に答えてくれ。たとえどのような答えを聞こうと咎めはせぬ。良いな？」


「承知した。なんなりと」


「何故宇津や波多野と組んだ。宇津は朝敵だぞ。お主は侍所の頭人であろう」


左京大夫が顔を伏せた。暫くして顔を上げた。


「上手く言えぬが……、例えて言えば臭いだ。宇津は俺と同じ臭いがした」


同じ臭い？　何だそれは？　ふざけているのか？　五郎衛門と下野守を見た。二人とも難しい顔をしている。やはり分からないのか？


「一色左京大夫、同じ臭いとは何だ？」


「……武士の臭いよ。俺は武士だ。宇津も武士だ、朝敵かもしれんがな。だから理解出来る。だがお主は武士か？」


答えられなかった。朽木大膳大夫基綱は武士だ。それは間違いない。だが一色左京大夫の言っている事はそういう意味じゃない。武士か、一色左京大夫の言う武士とは何だろう？


「良く分からぬな。もう少し言え」


一色左京大夫が微かに笑った。


「分からぬか？　分かるまいな。何故ならお主は武士ではないからだ。お主からは武士の臭いがせぬ」


「……」


「宇津は禁裏御料所を押領した。俺にも出来るな。俺は領民達から税を搾り取った。宇津にも出来るだろう。だが俺には叡山を焼く事は出来ぬ。一向門徒の根切りも出来ぬ。宇津にも出来んだろう」


「……」


考えながら言っている。表情からすると俺が残虐だと責めているわけでは無い様だ。


「責めているのではないぞ」


「分かっている。続けろ」


「うむ。叡山を焼いたから北近江はお主の物になった。根切りを行ったから越前、加賀がお主の物になった。お主のやった事は正しいのだろう。だからお主は大きくなった。だが俺には出来ぬし宇津にも出来ぬ。それが正しいと分かっていてもな。だから大きくなれなかったのだと思う」


「……」


正しいと分かっていたわけじゃない。史実で信長がやった事だから抵抗が無かっただけだ。


「武士とは人だ。どれほど荒ぶって力を振るおうと人なのだ。禁裏御料所を押領し寺領を押領しようと何処かで神を畏れ仏を敬っている。死ぬ時には地獄に堕ちるのではないかとこれまでの所業を後悔しながら死ぬだろう」


「……」


「大膳大夫よ、お主は神を畏れているか？　仏を敬っているか？　叡山を焼いた事、根切りを行った事を後悔しているか？」


一色左京大夫がじっと俺を見詰めた。


「お主の言いたい事は分かった。面白い話だ。だが答える必要を認めぬな」


「恐いのか？　自分が人ではない事を認めるのが」


五郎衛門と下野守が左京大夫を咎めたが手を上げて止めさせた。


「恐い？　俺は自分が人だと思っている。だがその方が俺を如何思うかはその方の自由だ。心の内で俺を嫌おうが罵ろうが如何でも良い。俺に背かぬのであればな」


「……」


一色左京大夫の眼が泳いだ。


「長生きするのだな。そして俺の生きざまを見続けろ。そうすれば俺が何を目指したか、何を望んだかが分かるだろう。その時もう一度俺が何者なのかを考える事だ。人なのか、人でないのか、人でないなら何なのか」


「……」


「退屈せずに済みそうだな、羨ましいぞ」


敢えて笑みを浮かべてやった。


現代人の俺には信仰心なんて無い。そう、一色左京大夫の言う通りだ。神仏なんて信じていないし死後の事なんて考えても仕方が無いと思っている。だが死を恐れていないわけじゃない。死にたくないから必死にあがいてここまで来たのだ。そして引き返せなくなった。それだけだ。
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「朝敵宇津右近大夫に与くみした一色左京大夫は下しました。この後は同じく宇津に与した波多野左衛門大夫、赤井悪右衛門を討伐する事になりまする」


誰も反応しない。上段に居る義昭はむっつり黙っているし幕臣達も黙り込んでいる。当然だな、俺は南蛮鎧を着けた甲冑姿だし室町第の直ぐ傍には朽木勢一万が待機している。こいつらに会う時は武を誇示しよう。そうじゃないと直ぐ勘違いするからな。


唯一反応が有るのが一色宮内少輔だ。こっちを喰い付きそうな眼で見ている。まあ丹後の国主の弟からただの幕臣になったからな。義昭から見れば利用価値は大幅に下がった。当然だが扱いも以前に比べれば変わっただろう。本人は義昭に頻りに丹後の回復を願っているらしいが馬鹿じゃないのと言いたい。戦国乱世なんだ、丹後が欲しければ自分で切り取れ。それだけの力を付けろ。それもしないで義昭に丹後は自分の物ですなんて言っても義昭だって相手にしないだろう。却って評価を下げるだけだ。


「それでは某はこれにて」


〝失礼します〟と言おうとした時だった。義昭が〝大膳大夫〟と声を掛けてきた。吃驚びっくりした、義昭が俺に声を掛けて引き止める？　聞き間違いかと思ったが義昭の顔を見て納得した。嫌な笑みを浮かべている、悪意の塊だな。何か言いたい事が有るらしいが碌な事じゃないだろう。


「何でございましょう？」


「九州から島津修理大夫の使者が参った」


「……左様でございますか」


ちょっと嫌な物を感じた。九州にも将軍の権威を認める者が居ると自慢しているだけなら良いんだが……。


「修理大夫が薩摩、大隅、日向の守護職への補任を願ってきたのでな、それを許した」


「……」


良いのかね、それ。島津は未だ大隅を攻め獲った訳じゃないだろうし日向には伊東が居るぞ。まあいずれ伊東は島津に攻め滅ぼされるから間違いではないが……。


「不満か、大膳大夫。守護の任命は将軍の専権事項であろう。それに島津は代々三州守護に任じられてきた家ぞ」


ニヤニヤして嫌な感じだ。守護の任命か、俺には出来ない事だから優越感でも感じているらしい。それに島津は朽木のような成り上がりとは違うとでも言いたいのだろう。笑わせるよ、島津が代々三州守護？　勝手にそう言っているだけだろう。鎌倉時代に大隅と日向は取り上げられた筈だぞ。


「修理大夫の使者が申しておった。島津と琉球は特別な関係に有る。だが近年大膳大夫が琉球に船を出し島津と琉球の関係を阻害していると。いかぬなあ、大膳大夫よ。銭欲しさに島津と琉球を困らせるとは」


義昭が嗤うと幕臣達も嗤った。


なるほどな、島津は余程に俺が邪魔らしい。義昭に盛大に俺の悪口を言ったのだろう。義昭が島津に守護職を許したのは俺と敵対関係に有ると見たからか。そんな事で守護を決めるなよ、日向の伊東は反義昭になると決まったぞ。俺も笑ってやった。義昭達が唖然としている。ちょっとだけスカッとした。


「おかしな話でございますな。某の元には琉球より島津の横暴を訴える使者が参っておりますぞ」


「予が嘘を吐いていると申すか！」


興奮するなよ。否定されると将軍の権威に傷が付くとでも思っているんだろうな。だったら喋らなければ良いのに。


「そうは申しておりませぬ。島津の言う事が真実とは限らぬと申しております。勿論、某が嘘を吐いている可能性、琉球が嘘を吐いている可能性もございましょう。公方様には軽々に事を判断せずしっかりと真実を見極めた上で対処して頂きとうございます。それこそが公方様の権威を高める事になりましょう」


義昭が口惜しそうな顔をした。島津から話を聞いて俺を凹ませる事が出来ると思ったのだろう。残念だな。


「先程銭欲しさと愚弄なされましたな」


「……」


「公方様も御傍の方々も御笑いになられた」


義昭も幕臣達もバツの悪そうな顔をしている。


「どうやらお分かりでは無い様だ。朽木の銭によって誰よりも恩恵を受けているのは足利将軍家ですぞ」


不満そうな顔だ。こいつらって本当に恩知らずだわ。


「先々代の義輝公を京へ戻したのは某が用意した銭でございました。違いましたかな、上野中務少輔殿」


中務少輔が顔を真っ赤にして口籠っている。こいつは反朽木の急先鋒だからな。朽木の功績を認める事は出来ないらしい。


「真木島玄蕃頭殿、義輝公は何度も六角、朝倉、一色に上洛を命じましたが応えた大名が居りましたか？」


こいつも顔を真っ赤にして答えない。


「御両所とも御答えが無い。はて、あれは永禄の初めの事でしたな。お忘れになるとは呆けられましたかな？」


あらあら今度は身体が震えている。義昭に視線を向けた。顔が強張っている。リラックスしろよ、笑顔で〝公方様〟と声を掛けた。


「公方様は一乗院に居られました故御存じないのでございましょう。後で御傍の方々に良くお聞きになられませ。覚えている方も居られる筈、きっと公方様の御為になりましょう。それでは某は失礼させて頂きまする」


口惜しそうな連中の顔を良く見てから席を立った。


この世の中、銭が全てじゃない、だが銭で片付く問題も有るのだ。ならば積極的に銭を用いるべきだろう。お前達は銭を稼ぐ事を嗤うよりも銭が無い事を嘆くべきなのだ。そして銭で何が出来るかを考えろ。そうなれば少しは現実が見えてくる。今のお前達は現実から目を背けているだけだ。
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「父上」


「父上」


娘達が燥ぎながら御屋形様に纏わり付くと御屋形様が嬉しそうに笑い声を上げながら二人をそれぞれ膝に乗せました。こうして二人の娘をあやしていると御屋形様は十ヵ国を領し近隣から畏れられる御方には見えません。娘に甘い子煩悩な普通の父親です。







    
  
  




御屋形様はこの八月に丹後からお戻りになられると正四位下しょうしいげ左近衛権さこのえごん少将しょうしょうに叙任されました。従四位下から正四位下への昇進、越階です。朝廷は余程に山国庄、小野庄が戻って来た事が嬉しかったのでしょう。御屋形様もこれで少しは朝廷の困窮も改善されるだろうと仰られています。大方様のお話では目々典侍様、権典侍様だけでなく大典侍様、阿茶局様からも感謝の文が届いたようです。


御屋形様への叙任は別な意味も有りそうです。この八月は元号が永禄から元亀にと変わりました。公方様がそれを望まれたそうです。朝廷も新しい公方様の代になったという事で改元を断りませんでした。ですが公方様と朝廷の関係は決して良くありません。朝廷は公方様が少しも朝廷に奉仕しないと不満をお持ちだそうです。


大方様のお話では改元後に御屋形様の叙任が為されたのはその所為だとか。この叙任で御屋形様は公方様よりも位階は上になったのですから信じて良いお話だと思います。京では公方様が今回の丹後遠征から昇進までの事に大分不満をお持ちだと噂になっているそうです。


公方様は御屋形様が丹後に攻め込んだ事をかなり御怒りになったと聞いています。ですが伊勢伊勢守様より丹後の一色左京大夫様が宇津、波多野、赤井、川勝と同盟を結び御屋形様と戦おうとしていたと説明を受けて何も言えなくなったとか。そして丹後制圧後、同盟者の残りである波多野、赤井の討伐を御屋形様が宣言した時も何も言わずに沈黙していたと聞いています。足利家と朽木家の関係は日増しに険悪になっていくようです。御屋形様が天下を目指す以上仕方が無い事でも有ります。


「今月の末にはまた出陣されると伺いましたが？」


「うむ、出来れば今年中に丹波攻略の目処を付けたい。宇津が滅び川勝がこちらに服した。そして丹後が制圧された事で丹波の国人衆の中から朽木に味方をすると申し入れてくる者が出始めた。今が攻め時であろう。今月末に攻め込めば秋の取り入れは自由に出来ぬ。それに百姓を徴集するのも容易ではない筈だ」


「父上、またいっちゃうの」


「いっちゃうの」


娘達が御屋形様を見上げて寂しそうに尋ねると御屋形様が〝直ぐに帰って来るからな〟と仰られて二人の頭を撫でられました。


「赤井悪右衛門は関白殿下の妹姫を妻に迎えていると聞きました。攻めても宜しいのですか？」


「赤井は関白殿下の妹姫を離縁したそうだ。妹姫は娘を連れて関白殿下の元に戻った」


「まあ」


「妹姫は帰りたくないと泣いて嫌がったそうだ」


「……切ない御話でございますね」


御屋形様が〝そうだな〟と頷かれました。


「悪右衛門も返したくは無かったであろう。だが自分の元に置いては城を枕に討死となりかねぬ。関白殿下の元に返せば赤井の血を引く娘が生き残る事になる。殿下の養女にすれば幾らでも嫁ぎ先は有ろう。そう考えたのだと思う。悪右衛門は討ち死にを覚悟したのだ、何故俺に降らぬのか。やりきれぬ話だ」


「そうでございますね」


御屋形様は遣る瀬無さそうな御顔をしておいでです。世評では御屋形様を厳しい方と見る向きもありますが本当はそうでは有りません。御屋形様は御優しい方です。


「乱世というものは生き辛い事だ。男だけではない、女も振り回される」


「……私は御屋形様の御側でお仕え出来て幸せでございます」


御屋形様が〝そうか〟と仰られて笑みを浮かべられました。本当の気持ちです。乱世という事を感じぬほどに幸せです。


「竹と鶴を嫁に出すまでにはあと十年と言ったところだろう。それまでに乱世が終わっていればとは思うが難しいだろうな」


御屋形様が二人の頭を撫でられます。竹が御屋形様を見上げました。


「竹は何処かに行くのでございますか？　行きたくありませぬ」


「鶴も」


「そうか、二人とも行きたくないか」


「はい」


「困ったものよ、これでは行き遅れになってしまう」


御屋形様が声を上げて御笑いになりました。本当に困ったもの、でも何時までもこんな日が続けば……。
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室町第から屋敷に戻ると家臣の三宅治兵衛が客が来ていると言った。


「客？　何者か？」


「坊主です、瑶甫ようほ恵瓊と名乗りました。安芸から来たと。もう一刻程は待っておりましょう」


安芸？　では毛利の使僧か。


「何故使いを寄越さぬ！　急ぎの用かもしれぬではないか！」


叱責すると治兵衛が不満そうな表情を見せた。


「某も殿に御戻り頂きましょうと言ったのですがそれには及ばぬと申されまして……」


言い訳する治兵衛を置き去りにして客間へと向かった。


「御免」


声を掛けて戸を開けるとそこには大きな頭をした坊主が居た。手に持っていた茶碗を置くとこちらを見て軽く頭を下げた。部屋の中に入り正対した。


「お待たせいたした。上野中務少輔にござる」


「愚僧は瑶甫恵瓊と申しまする。毛利家に仕えておりまする」


やはり毛利か……。〝これを〟と言って恵瓊が懐から書状を出した。受け取って内なかを改めると毛利右衛門督からの書状だった。御相談の儀有り、委細は恵瓊よりと書いて有る。内容を書かないのは表には出したくない、内密の話という事か。


「遠路御疲れでござろう。気の利かぬ家臣で申し訳ない、随分と待たせてしまった」


恵瓊が軽く笑った。


「止めたのは愚僧にござれば気にしてはおりませぬ」


〝しかし〟と言うと恵瓊が首をゆらゆらと横に振った。


「公方様御側近の中務少輔様が慌てて屋敷に戻ったとなれば明日には近江に報せが届いておりましょう」


近江？　朽木か。


「……この屋敷が朽木の手の者に見張られていると？」


また恵瓊が首をゆらゆらと横に振った。


「ご案じなされますな、見張りは居ないようです。……なればこそ室町第は危うい」


「……」


朽木の忍びは居ないらしい。代わりに毛利の忍びがこの屋敷を囲んでいるという事か。なるほど、室町第を押さえれば公方様、幕臣達の動きはほぼ把握出来る。目の前の坊主は此処に来た事を朽木に知られたくないと考えている。その理由は……。


〝失礼します〟と声が有って戸が開いた。治兵衛が茶を持って来た。恵瓊の前に有った茶碗を下げ新しい茶碗を置く。私の前にも茶碗を置いた。そして一礼して下がった。


「お気遣い頂いたようですな、忝い。して、この屋敷を訪ねられた目的は」


茶を一口飲んで訊ねると恵瓊もゆっくりと茶を飲んだ。


「毛利右衛門督は公方様の御役に立ちたいと考えております」


「ほう、……それはどのようにでござるかな？」


恵瓊がこちらをジッと見た。


「公方様は朽木大膳大夫様、いや左近衛権少将様でしたな。あの御方の勢いを抑えたいと御考えでは有りませぬかな？」


「……如何にも」


「右衛門督もそのように考えております」


これまで何度か毛利には使者を送った。良い返事は来なかった。ここに来て役に立ちたいとは如何いう事か……。


「毛利家は伊予では朽木家と協力していたと思ったが」


「如何にも、それが毛利家の為にござれば」


「では公方様の御役に立ちたいと言うのは」


「それが毛利家の為になると判断したという事にございます」


「……」


無言でいると恵瓊がつるりと頭を撫で〝中務少輔様〟と声を掛けてきた。


「どんな大名も自分の利と公方様の希望が重なった時だけ公方様に協力する。重ならねば無視する。違いましたかな？」


「……いや、違わぬ」


口惜しいがそれが事実だ。だがその事実は正しい事実ではない。いずれは正さねばならぬ。


「では毛利の利とは？」


「朽木家は丹後を制し丹波の制圧も間近。余り西に出られては困るという事にございます」


「……いずれは毛利とぶつかると？」


恵瓊が頷いた。


「既に摂津は本願寺を残すのみ、朽木の眼は西に向かいましょう。それに左近衛権少将様は未だ御若い」


「……」


「天下静謐の任、西へ進む大義名分としては十分とは思われませぬかな？」


なるほど、丹後、丹波、摂津か。毛利は朽木が畿内に留まらず西に出ると見たのだ。いずれはぶつかると判断した。


「ならば公方様より近隣の大名に使者を出し朽木を討てと命じよう。毛利が起つとなれば……」


「ハハハハハハ」


恵瓊が笑い出した。無礼な！


「何が可笑しい！」


「いや、懲りぬものだと思いましてな」


「無礼であろう！」


怒鳴りつけたが恵瓊がまた笑った。無礼な……、身体が震える程の怒りを感じた。


「御怒りになられましたか」


「当たり前であろう！」


恵瓊がまた頭をつるりと撫でた。この男の癖か、癇かんに障さわるわ！


「永禄十年の事を思い出しましてな」


「……永禄十年」


恵瓊が〝左様〟と言って頷いた。


「あの折は織田、一色、朽木、六角を纏めて上洛させる。そして三好を打倒する。そうでしたなあ」


恵瓊が此方を揶揄するように見ている。


「なれど一色、六角が裏切り本願寺も敵対した。あっという間に四散しました」


「……戦は勝ったのだ。あそこで朽木が今一歩踏み込んでいれば……」


そう、あの時もう一歩踏み込んでいれば上洛は適った。朽木も今の様に大きくは無かった……。


「無理ですな」


「……」


恵瓊はもう笑ってはいない。醒めた視線でこちらを見ていた。


「越前に一向一揆の大軍が攻め込んでおりました。家臣の危機を放置するような大将には誰も付いていきませぬ。朽木勢が兵を返したのは当然の事です。中務少輔様、貴方様もそれはお分かりでしょう」


「……」


認めざるを得ぬ。どれほど私が非難しても擁護する者が居た。理由も同じだった。公方様の御威光で越前を返させると言っても無理だと言われた。実際そうだろうと思う。どんな大名も自分の利と公方様の希望が重なった時だけ公方様に協力する。目の前の坊主が言った事だがそれは本願寺も同じだろう。


「先程勝ったと申されましたな。しかし愚僧に言わせればあれほど無様な負け戦は有りませぬな」


「負け戦と申すか」


恵瓊が〝如何にも〟と頷いた。


「三好にとって負けとは京を失う事でありましょう。だから三好は六角、一色を寝返らせ本願寺を越前に攻め込ませた。たとえ戦で負けても京に敵が踏み込めないようにした。つまり絶対に負けない戦をしたとは思われませぬか？」


「……」


その通りだと思ったが認める事は出来なかった。目の前で茶を飲んでいる癇に障る坊主を喜ばせたくなかった。


「左近衛権少将様はあの戦で大名の連合などという物が全く当てにならぬのだとお分かりになった。あのお方が能登を獲り伊勢を制したのはそれが理由でしょう。自らが大きくならねば三好には勝てぬと思われたのです。公方様はそれがお気に召さぬようですが……」


「……」


恵瓊がまた揶揄するような笑みを浮かべた。不愉快な……。


「毛利も同様にございます。大きくならねば朽木には勝てませぬ。最低でも播磨辺りまで勢力を伸ばさなければ……」


「……」


播磨、大きくか、朽木の次は毛利か……。恵瓊が〝フフフ〟と含み笑いを漏らした。


「御心配には及びませぬ。毛利は天下に野心は有りませぬからな。三好や朽木とは違います」


この男、私の心を読んだか……。


「公方様に何を望む」


恵瓊がジッと私を見た。


「時を稼いで頂ければと」


「時か」


恵瓊が頷いた。


「毛利が東へ勢力を伸ばすには時が足りませぬ」


「……」


播磨まで勢力を伸ばしたいと言っていた。朽木は摂津まで勢力を伸ばしている。確かに厳しい。


「三好左京大夫様、松永弾正様、内藤備前守様、畠山修理亮様……」


「兵を挙げさせろと？」


恵瓊が首を横に振った。


「いえいえ、絆を深めて頂きたい」


「……」


「それだけで左近衛権少将様は抑えの兵を置かねばなりませぬ。違いましょうか？」


「なるほど、あの男の足を引っ張れと申すか」


それなら難しくはない。いずれは兵を挙げさせる事も毛利が此方の味方に付いたとなれば不可能ではない筈だ。特に毛利の勢いが東に伸びれば……。
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「毛利が左様な事を申してきましたか」


公方様が〝うむ〟と頷かれた。


「朽木は近江、越前、加賀、能登、伊勢、伊賀、山城、摂津、丹後、丹波の一部を制しておる。その石高は三百万石を超えよう。毛利が山陽山陰で威を振るうと言っても力負けする。播磨まで勢力を伸ばしたいというのは本気だという事であろうな。それだけ朽木を懼れている」


山城と言う時に微かに顔を顰められた。足利の直轄地である山城にまで朽木が勢力を伸ばしている。その事が不愉快なのだろう。


「ようやく毛利が動き出しましたか」


「そうだな」


声が弾んでいる。久々に良い報せだ、御心が晴れたと見える。


「中務少輔殿は？」


「口止めした。不満そうであったな、誰かに喋りたくて堪らぬらしい」


思わず失笑した。公方様も笑っておられる。


「悪い男ではないのだがな。今一つ信用出来ぬ」


「忠義の心は厚いと思いまするが？」


公方様が眼で笑った。


「心は堅固だが口と頭は軽かろう。まあ誰かに喋る前に予の所に来た事は認めても良い」


「左様ですな」


上野中務少輔、今一つ信を置けぬ。感情的になり過ぎるのだ。朽木に対する批判も幕府の為にならぬからでは無く中務少輔個人の不快感からだろう。


「毛利は予に右馬頭への推挙を願うそうだ」


「なるほど、毛利と組むというなら推挙をし拒否するなら推挙をせぬという事でしょうか」


公方様が〝うむ〟と頷かれた。


「右衛門督の考えなのか、それともその坊主の考えなのかは分からぬが回りくどい事を考えるものよ」


「それが毛利の癖という事も有り得ましょう」


「なるほどな、癖か。となると戦よりも謀はかりごとを好むか」


「かもしれませぬ」


亡くなった陸奥守殿は調略に辣腕らつわんを振るった御方であった。陸奥守殿亡き後もそれは変わらぬのかもしれない。


「しかしな、朽木を倒す為とはいえ毛利を大きくせねばならぬとは……」


公方様が顔を顰められた。


「已むを得ませぬ。今は朽木の勢力を弱める事を第一に考えなければ……」


公方様が〝そうだな〟と頷かれた。もっとも渋面は変わらない。朽木は大き過ぎるのだ。かつての三好よりも大きい。それに財力も有る。これを倒す、或いは縮小させるのは容易な事ではない。


「朽木と毛利に潰し合いをさせ、その後に両方潰すという手も有るか……」


「上杉でございますか？」


公方様が頷かれた。


「上杉が乗りましょうか？　朽木とは固く結びついておりますが」


公方様が〝乗る〟と断言された。


「上杉は関東管領の家なのだ。幕府が有ってこその関東管領、特別な家として認められるのだ。その事は分かっていよう」


「……」


「それに朽木は野心を露わにした。京で我が物顔に振舞う朽木を快くは思うまい。その辺りを突けば……。まあそれは上杉だけではないが……」


「なるほど、織田でございますか」


公方様が頷かれた。


「今は北条、武田、今川が居る。兵を京に向けるのは難しかろう。だがその後は……」


公方様が扇子で口元を隠しながら〝フフフ〟と低く含み笑いを漏らされた。


「宜しいのでございますか？　織田はともかく上杉が大きくなりすぎますぞ？」


上杉の勢力は関東から東海、北陸、畿内にまで及ぶ事になる。朽木を超えるだろう。公方様が〝案ずるな〟と御笑いになられた。


「言ったであろう、幕府が有ってこその関東管領と」


「……」


「それにあの男には跡取りが居ない。いずれは揉めるだろう。その時に介入し幕府の意に沿う人間を当主にすれば良い。まあ、混乱して割れても良いがな」


なるほど、上杉には隙が有るか……。


「上杉、織田を動かすためにも文は送り続けなければならぬ。朽木の非道を訴え続ける事が肝要よ。何時かはそれが上洛の為の大義名分になる。……上杉、織田、毛利、それに島津。使える駒は沢山たんと有る」


「御意。……左京大夫様達は如何なさいます」


毛利からは三好左京大夫、松永弾正、内藤備前守、畠山修理亮との結束を固めて欲しいと有ったが……。


「心配は要らぬ。左京大夫は予に逆らえぬのだ。将軍殺しの汚名を雪そそいでやったのだからな」


「……しかし」


「分かっておる。動きが鈍いと言うのであろう。いずれな、予の思うままに動かして見せるわ」


また公方様が〝フフフ〟と低く含み笑いを漏らされた。


「朽木もな、副将軍を受けていれば、予の将軍宣下の為に汗を流せば多少の領地の広さは認めてやったのだ。それを受けぬどころか天下静謐の任を受けるとは……。あ奴の心底ははっきりと分かった。あれは忠義者では無いわ、足利に仇なすものよ。いずれは天下を簒奪さんだつする意思有りと見た」


「某も左様に思いまする」


公方様がジッと私を見た。


「潰さねばならぬ」


「潰さねばなりませぬ」


公方様が頷く、私も頷く事で答えた。
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「これを麿にくれると？」


「はい」


〝ほう〟と嬉しそうな声を殿下が発した。息子の明丸君も眼を輝かせて南蛮鎧を見ている。珍しい物だし綺麗だからな。それにこの時代では合羽かっぱと呼ばれるマント付きだ。表は黒、裏地は赤、馬に乗って走ればマントが翻る。恰好良いだろう。


「鎧を着けた事は何度かおじゃるが南蛮鎧は初めてでおじゃるの」


「少し重いかもしれませぬが堅牢さでは他の追随を許しませぬ」


「左様か」


「馬も用意致しました。後程御覧くださいませ」


「ほう、馬もか」


声は嬉しそうだが眼は笑っていない。


「麿に戦をせよと申すのかな？」


殿下が笑いながら訊ねて来た。鎧を運んできた小姓達に下がる様に命じ殿下にも人払いを頼んだ。殿下に付いて来た家人達が明丸君を連れて下がる。殿下と二人だけになった。もう笑ってはいない。


「間もなく三好勢が京へ攻め込みまする」


殿下が頷いた。驚いていない、想定済みという事だろう。三好は何度も四国から畿内へと攻め込んでいるからな。


「そなたがおらぬからのう。摂津でおじゃるかな？」


「はい」


頷くと殿下が〝ほほほほほほ〟と笑った。


「あそこは厄介な国でおじゃってな、和田では抑えが効くまい」


その通りだ。和田では抑えられない。あの連中は俺と三好を比べて俺が有利だと判断したから義昭側に付いたのだ。俺が義昭から離れれば当然だが三好に寝返るだろう。


「坂本に三千の兵を送りました。事が起きれば京へと動きます」


「義昭を救うためかな？」


表情が無い。不愉快なんだろう。そうか、義昭が死ねば俺と三好の仲裁をしようと考えたのかもしれないな。二条も後ろ盾を失うから京に戻り易い。殿下にとっては俺が義昭を助けるのは不愉快よりも不本意なのかもしれない。義昭以外なら誰でも良いとか考えそうだ。


「兵を率いる宮川新次郎には無理をするなと命じております」


「……無理をするな……」


〝ほほほほほほ〟と殿下が笑った。俺を可笑しそうに見ている。


「味わい深い言葉でおじゃるの」


思わず失笑した。いや本当は死んでも構わないと言ったんだけどね、でもそれは秘するが花だろう。


「こちらも兵を率いて京へと進みます」


「麿の役割は？」


殿下が面白そうに俺を見ている。


「三千の兵を率いて頂きます。その三千の兵で内裏の警備をと考えております」


「ほう、麿に帝を護れと申すか」


「はい」


〝ほほほほほほ〟と殿下が笑った。


「それは武家の、公方の役割でおじゃるの」


「左様でございますな。ですが京に公方様は居られませぬ。それに某は山城から摂津へと三好を追わなければなりませぬ」


「義昭には頼まぬのか？」


「三好に討たれているやもしれませぬ。当てには出来ませぬ」


「そうでおじゃるの」


少し嬉しそうだ。


「御力添え頂けましょうか？」


殿下がじっと俺を見ている。約束だよね、協力するって言ったじゃない。


「……麿が帝を護りそなたが三好を討つか。それは義昭が為すべき役目でおじゃるの」


「……」


「そなたも意地が悪い。義昭を晒し者にするか。もっとも生きておじゃればでは有るが……」


そうだ、生きていれば義昭の地位が低下し俺の地位が上昇する。天下を獲るためにはえげつなくてもやらざるを得ない。俺に天下を獲れと嗾けしかけたのは殿下なんだ。非難は酷いぞ。


「良いぞ、麿としても京に戻り復権するのは望む所でおじゃる。このまま二条めにやられっぱなしでいるのも業腹よ」


「有難うございまする」


殿下がぐいっと覗き込むように俺の顔を見た。


「政変でおじゃるの」


「……はい」


政変か、確かにそうだな。これが成功すれば京を支配するのは俺、朝廷の第一人者は殿下になる。三好側のクーデターを潰して同時に義昭、二条体制を潰す。朽木政権の誕生への第一歩だ。歴史家達は永禄の政変とか名付けるだろう。


「麿の屋敷でおじゃるが……」


「分かっております。心無い者達に打ち壊されてしまいましたからな。某が新たな屋敷を用意致しましょう」


殿下が嬉しそうに頷いた。朽木、近衛の親密さを表す事にもなる。屋敷の一つぐらい安い物だ。そう言えば前の屋敷が火事になった時も金を出したな。天下獲りには金が掛かる。これからも金を稼がないと。


「では馬を見に行くとしよう」


「はい、栗毛の逞しい馬でございます。南蛮鎧の重さなど何程の事もございますまい」


「ほう、乗るのが楽しみでおじゃるの」


殿下が〝ほほほほほほ 〟と笑った。本当に楽しみだよ、その日が来るのがな。






永禄十五年（一五七二年）　三月中旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　平安京内裏　　勧修寺晴豊






「殿下、その御姿は……」


問い掛けると関白近衛前久様は〝ほほほほほほ〟と笑い声を上げられた。


「似合うかな、頭弁とうのべんよ」


「それは……」


答えようがない。公家らしからぬ逞しい身体を持つ殿下には確かに似合う。だが公家が宮中に甲冑を纏った姿で参内するなど、ましてそれが廟堂の第一人者である関白殿下であるなど如何答えれば良いのか……。それに身に着けている甲冑は白く輝いている。おそらくは南蛮鎧と呼ばれるものであろう。


「帝の下に参る」


「その御姿では……」


思わず抗弁すると殿下が厳しい眼で私を見た。身が竦すくむ。


「宮中の外では戦が起きておじゃる。麿は大膳大夫より帝を御守りして欲しい。間違っても不埒者共が内裏に入り込む様な事が無いようにして欲しいと頼まれた。その為に三千の兵を預かっておる。帝を御守りするためには麿自ら先頭に立って戦う覚悟じゃ。帝に取り次げ！」


「はっ、只今」


慌てて帝の下に走った。何人かとすれ違ったが言葉を交わす余裕も無かった。


帝に関白殿下が参内した事を告げると〝近衛が参ったか〟と嬉しそうに仰られた。そして直ぐにガシャガシャと音が近付いて来た。甲冑姿だとお伝えする暇もなかった。姿を現した殿下を見て帝が眼を瞠るのが分かった。


「久しいの、近衛」


帝が声を掛けると殿下が畏まった。


「畏れ入りまする、只今戻りましてございます」


「珍しい格好をしておるな、近衛」


帝が御笑いになられると殿下も御笑いになられた。


「御存知かと思いますが洛中にて戦が起きておじゃります。麿は朽木大膳大夫より帝を御守りして欲しい。間違っても不埒者共が内裏に入り込む様な事が無いようにして欲しいと頼まれ三千の兵を預かっておじゃります。どうか、御心を御安らかに願いまする」


殿下の言葉に帝が満足そうに頷かれた。


「心強い事よ。頼むぞ、近衛」


「はっ」






永禄十五年（一五七二年）　四月下旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　細川藤孝






「朽木大膳大夫様がお見えになりました」


小姓の報せに部屋の空気が一気に重苦しくなった。皆、顔を動かす事無く眼だけを見合わせているが言葉を発する者は居ない。上座に居られる義昭様も顔を強張らせたまま無言だ。


少ししてガシャ、ガシャという音が聞こえ始めた。徐々に音が近付いて来る。鎧を着けているのだろう。おそらくは南蛮鎧、関白殿下と同じ物の筈だ。部屋の入口に現れた。やはり南蛮鎧と合羽を纏っている。兜は無かった。そして左手に太刀。部屋を一瞥すると〝失礼仕る〟と一声発して中に入って来た。


初めてざわめきが起きた。大膳大夫様の後ろから入って来た人物が居る。伊勢伊勢守……。大膳大夫様が座るとその後ろに控えた。


「宮川新次郎より大凡おおよその事は聞いております。御無事で何よりでございました」


「……」


ざわついた空気がまた固まった。本来なら義昭様から労いの言葉が有ってしかるべきでは有る。だが義昭様は顔を強張らせたままだ。皆も居心地が悪そうにしている。


「大膳大夫様、御配慮、真に有難うございました。心より御礼申し上げまする。義昭様も大膳大夫様の御働きには感謝しておりまする」


私が答えると大膳大夫様が笑みを浮かべられた。義昭様の御身体が小刻みに震えているのが分かった。御気持ちは分かる。今この京で義昭様程屈辱を噛み締めておられる御方は居ない筈だ。だが義昭様の御命が有るのは大膳大夫様の御蔭である事は事実なのだ。それを無視する事は出来ない。


三好勢に襲われた。もう少しで命を落とす所だった。大膳大夫様の援軍が無ければ間違いなくそうなっていた。だが義昭様の屈辱は大膳大夫様に助けられた事ではない。大膳大夫様は三千の兵を関白殿下に預けられ宮中の警護を依頼された。本来なら義昭様が為されるべき役目だった。その所為で義昭様は室町第で為す術も無く震えていた臆病者。武家の棟梁にあるまじき醜態と笑われている。そこには朝廷を守れずして征夷大将軍を望むなど烏滸おこがましいという嘲笑が有る。


「和田殿の事は真に残念でございました。三好に加担しました摂津の池田、伊丹、入江、能勢等の国人衆は某の手で討伐致しました。これからは某が摂津に兵を置き義昭様を御守り致しまする」


穏やかな声だったが部屋はシンとした。誰も発言しない。摂津は大膳大夫様の分国となった。義昭様がもっとも望まなかった事が現実になった。山城国で防いでいた朽木の膨張が更に西に進むだろうと義昭様は見ている。


「此度の様な事態が起きるのも義昭様に将軍宣下が為されないからでございます。聞けば朝廷は禁裏修理をお望みとか。宜しゅうございます、某がその費用を用意致しましょう。さすれば朝廷も義昭様への将軍宣下を躊躇う事はございますまい」


皆が顔を見合わせた。大膳大夫様が禁裏修理の費用を出す。義昭様への将軍宣下が現実味を帯びたと喜べばよいのか、それとも大膳大夫様の影響力が強まると危惧すべきなのか……。義昭様の身体の震えが止まった。但し、表情は強張ったままだ。その表情でじっと大膳大夫様を見ている。大膳大夫様が笑みを浮かべられた。


「御遠慮為さいますな。禁裏修理は義昭様への奉仕であり朝廷への奉仕。そして天下静謐への第一歩、朽木にとっては真に名誉な事にございます」


大膳大夫様は穏やかに微笑んでいる。本心からだろうか？


「それと義助様と和睦を致しましょう」


〝なんと！〟、〝それは〟と声が上がった。しかし大膳大夫様は動じない。


「将軍宣下が進まぬ一因に義助様の存在が有ります。和を結べば朝廷も安心するというもの。そしてこの五畿内で、京で戦が起きる事も無くなります。幕府の権威、義昭様の権威も一段と上がるというものでは有りませぬか？」


義昭様の権威……。それを踏み躙られたのは大膳大夫様御自身の筈……。


「しかし平島公方家は義輝様を弑した者達にございますぞ。その者達と和睦など出来る事ではござらぬ」


上野中務少輔殿が顔を朱に染めて異を唱えた。頷く者が居る。大膳大夫様が中務少輔殿に視線を向けた。


「誤解があるようですな、中務少輔殿。永禄の変と呼ばれる騒動に平島公方家は関わっておりませぬぞ」


「それは……」


中務少輔殿が口籠った。確かにあの騒動に平島公方家は関わっていない。


「勿論、その後三好豊前守殿達に担がれ将軍を目指した事については罪が無いとは申しませぬ。それ故将軍職を返上して頂く。そして義昭様に将軍宣下をと申しているのです。過ちを正し有るべき姿に戻す。おかしな事ではございますまい」


皆無言だ。チラッチラッと義昭様に視線を向ける。口元に力が入っている。明らかに不満に思っている。


「それに平島公方家は義昭様にとって最も近しい御親族にござる。足利氏の興隆の為にも争うよりも和を結び親睦を図り絆を強めるべきでは有りませぬかな？」


「しかし」


「納得出来ませぬか、玄蕃頭殿。永禄の変で指揮を執ったのは三好左京大夫殿でしたな。しかし今では心を入れ替え義昭様に御仕えし御信任を受け義弟にもなっておられる。左京大夫殿を許し、平島公方家を許さぬとはおかしな話では有りませぬか？」


反論しようとした真木島玄蕃頭が唇を噛み締め俯いている。正論だ、言い返せぬ。だが大膳大夫様とて分かっておられよう。平島公方家は足利の一門だから、自分に最も近しい親族だからこそ許せぬと義昭様は御考えなのだ。何時自分の地位を窺うかもしれぬと懼れている。


「御理解頂けたようだ。では某が交渉に当たりましょう。宜しいですな」


皆無言だ。何も言えずにいる。


「それと摂津中務大輔殿、御手前には政所執事を辞めて頂く」


「何を申される！　そのような事を言う資格は……」


「喧やかましい！」


大膳大夫様が一喝された。大膳大夫様に睨み付けられて中務大輔殿は蒼白になっている。


「未だ分からぬか、この空うつけが！　その頭は飾りか！　此度三好勢が押し寄せたのは洛中に於いて義昭様よりも義助様を望む声が有ったからだ。義昭様の政を皆が嫌ったからよ。政所執事として義昭様を御支えしなければならぬその方は何をしていた！」


「そ、某は義昭様の御指図通りに……」


「慮外者りょがいもの！　言うに事欠いて義昭様に罪を擦り付けるか！」


叱責されて中務大輔殿が〝決して左様な事は〟と抗弁しながら皆を見回した。助けを求めているのだろうが誰も応えない。応えれば叱責はその者にも飛ぶだろう。


「義昭様の判断に非が有るのなら御諫めするのがその方の役目であろう。それを唯々諾々いいだくだくと受け入れるとは……。それなら子供でも務まるわ！　恥を知れ！」


怒鳴り付けられて〝お許しを〟と言いながら平伏した。見るに堪えぬ……。大膳大夫様が義昭様に向き直った。


「将軍宣下を速やかに行うためにもこれまでの政を改める必要がございます。見ての通り、中務大輔殿は政所執事の任にあらず。これを罷免しこれまでの下知を白紙に戻さねばなりませぬ」


「……」


義昭様の御顔が蒼白になっている。これまでの政を否定された屈辱からだろう。


「次の政所執事には伊勢殿が良かろうと思い同道致しました。伊勢殿は長らく政所執事を務めております。朝廷も伊勢殿ならば安心致しましょう。義昭様への将軍宣下にも不安を抱かぬ筈、何卒お聞き届けを願いまする」


大膳大夫様が頭を下げた。義昭様が皆に視線を向けた。……答えられぬ。義昭様が望む答えは拒絶であろう。だが、その時には大膳大夫様が如何動くか……。そうなれば将軍宣下は……。皆同じ気持ちなのだろう、無言で座っている。義昭様の御顔に失望の色が現れた。


「……分かった。中務大輔を政所執事から免じ伊勢守を新たに政所執事とする」


「有り難き幸せ。伊勢殿、義昭様へ御礼を」


伊勢守殿が〝はっ〟と畏まった。


「御信任頂き真に有難うございまする。義昭様の将軍宣下を速やかに実現するべく懸命に務めまする」


「うむ、頼む」


義昭様の声が硬い。これでは義輝様の頃と同じだ。義昭様は何も出来なくなる……。大膳大夫様が我等をみた。笑みを浮かべている。


「さて、これまでの政を白紙に戻すとなると皆様お困りでしょうな」


「……」


「無茶な所領の押領が皆様にこれまでの献身に応えたいという義昭様の想いから出た事だという事は分かっております。公武の融和のため、義昭様の将軍宣下の為には愚策では有りますが義昭様の御気持ちを思えば無視する事も出来ませぬ」


何を御考えなのか。大膳大夫様の笑みは消えない。


「皆様へは某から禄を進ぜましょう。一人千五百貫程をと考えております」


皆が顔を見合わせた。千五百貫……。


「義昭様、これから禄を与えたいと思う幕臣が居ましたら遠慮なく御下命ください。某から禄を与えます」


義昭様の顔が強張った。


禄を貰えばどうしても大膳大夫様への配慮が生じる。そして大膳大夫様から禄を貰いたいと考える幕臣も出るだろう。だが義昭様は出来るだけ大膳大夫様と幕臣達の関わりを断ちたいと考えている筈だ。当然だが義昭様から大膳大夫様への御下命は無い。となれば幕臣達の中には義昭様を恨む者も現れよう。


大膳大夫様が微笑む、義昭様が小刻みに震えている。このままでは済まない、たとえ義助様との間に和睦が結ばれても新たな対立が生じるに違いない……。
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父の部屋を訪ねると父は文机で文を書いていた。父の斜め後ろに座った。


「ただ今近江より戻りました」


声を掛けてもこちらを見ない。


「御苦労でおじゃったな。如何でおじゃった」


「昨年末の献上品について帝が御喜びになっている事を伝えました。いずれは報いたいと御考えになっていますと伝えますと無用に願いたいと」


父がフンと鼻を鳴らした。不機嫌な時の父の癖だ。


「厄介な相手よ」


「と申されますと？」


父が首を回しジロリと私を睨んだ。


「大膳大夫は官位を貰って喜ぶ阿呆共とは違うという事よ。可愛げが無いわ」


「なるほど、では将軍宣下を望む義昭殿は可愛げが有ると」


父が大きく舌打ちをした。音が大きい程に不満、憤りが大きい。余程に憤懣が有るな。首を戻し文を書き始めた。


「阿呆、あれの何処に可愛げがおじゃる。力を振り回すだけの馬鹿ではないか。ま、扱いは難しくはおじゃらぬな。ちょっと煽おだてて親身になってやれば直ぐに尻尾を振ろう。図体のデカい犬と一緒よ、二条を見ればそれが分かる。もっとも適当な時期に切り捨てねばの、道連れで沈みかけぬという危うさはおじゃろう。二条も上手く逃げられれば良いが」


父が低く笑った。嘲笑だろう。


「長くは保ちませぬか？」


問い掛けると嗤うのを止めた。


「保たぬ。あれは権力の恐ろしさを知らぬ。使い方もそれを求める事の危うさも。兄弟揃って終わりは良くあるまい」


兄弟揃って……。義輝公同様いずれは義昭殿も横死を遂げるという事か……。


「義昭の事は良い。厄介なのは大膳大夫でおじゃろう」


父が筆を置きこちらを向いた。


「可愛げがおじゃりませぬか？」


「おじゃるか？」


「おじゃりませぬ」


答えると父が頷いた。


大膳大夫は官位を欲しがらない。彼の朝廷への奉仕は二十年近くになる。これまで何度か官位を勧めたが受けたのは一度だけ、今の大膳大夫を受けた時だけだった。これを如何考えれば良いのか……。他の大名達とは何処かが違うと思わざるを得ない。そしてその大名達は朽木に滅ぼされつつあるのだ。浅井、朝倉、畠山、六角、北畠……。


「朝廷にとって官位を受けぬ者ほど厄介な者は無い。朝廷の権威が通用せぬのだからの」


「しかし朝廷を無視しているわけでは有りませぬ」


父が顔を顰めた。


「だから厄介なのではおじゃらぬか。向こうが無視するならこちらも無視すればよい。無視はせぬ、だが権威が通用せぬ。これが一番始末が悪い。朝廷は無力でおじゃろう。官位を受けぬのが義昭を憚ってというのなら良いのだが……」


父が沈痛な表情をしている。


「帝は大膳大夫を信任なさっておられます。東宮様の事もおじゃりますれば……」


「そうよの、帝の御為に働いた。その辺りは可愛げは有る。もっとも今の義昭の苦衷くちゅうはそれが原因でもある。あの男、何処まで考えていたか……。あの時には上洛は見えていた筈だが……」


父が首を傾げた。


義助殿への将軍宣下、必ずしも望ましい事では無かった。三好と朽木が睨み合う中で一方に加担するのは危険だった。だが三好の圧力は強く父は将軍宣下に動かざるを得なかった。大膳大夫があそこで動けばそれを理由に将軍宣下は取り止めになった筈。父は必ず大膳大夫が動くと見ていたが……。父が大きく息を吐いた。


「喉が渇いたの」


「茶を淹れましょう」


「そうしてくれるか」


席を立って茶を淹れに向かった。公家は貧しい。茶も自分で淹れなければならぬ。焙じ茶を淹れ父の元に戻った。茶碗をそれぞれの前に置く。父が一口茶を飲んだ。


「義昭殿は大膳大夫に京に攻め込めと命じたときいておじゃります」


「大膳大夫はそれを断った。簡単に将軍に成れるものではない、義昭には苦労して貰おうと言ったとか。他人事の様であったとも聞く。実際苦労しておじゃるし大膳大夫は一切義昭の将軍宣下には関わろうとせぬ」


父も意表を突かれた。大膳大夫が義助殿の将軍宣下を認めた時、〝馬鹿な〟と呟いた程だ。


「あの男は将軍や幕府などという物には関心が無いのかもしれぬ……」


語尾が弱い。


「義昭殿の上洛には協力しました」


「狙いは三好の追い落としとも取れる」


そうなのかもしれない。だがそうなると……。


「大膳大夫の狙いは大きくなる事ではおじゃりませぬか？」


父が私を睨んだが直ぐ眼を逸らした。気に入らない事を言った、だが否定は出来ない。そう思っている時の父の癖だ。多分父も私と同じ事を考えているのだろう。


「何の為に大きくなる？」


父がまた私を見ている。何の為に？　何の為だろう？　義昭殿の為ではないとすれば幕府の為でもない……。


「答えられぬか。……では次は何処を狙う？」


質問を変えた。つまり父にも分からぬという事か。それとも口には出し辛いという事か。


「そうでおじゃりますな、……摂津、丹波と言ったところでおじゃりましょう」


舌打ちをした。音が大きい。


「阿呆！　山城が抜けておる」


「しかし山城は、……そういう事でおじゃりますか……」


父が頷いた。


「可能でおじゃりましょうか？　山城は足利の直轄領、それを朽木の物にするなど……」


父が首を横に振った。


「……山城は足利の直轄領でおじゃったが山城を支配していたのは三好でおじゃった。公方が京を逃げ出しても殺されても何の問題もおじゃらなかった。違うか？」


「いえ、違いませぬ」


確かに京を支配していたのは三好一族であった。では大膳大夫は第二の三好修理大夫になろうとしているのだろうか？


「摂津に進むにしろ丹波を攻めるにしろ山城を得なければなるまい。義昭が大膳大夫に良い感情を持っておらぬとなれば尚更じゃ」


「……」


「山城を得るためには義昭を傀儡にしなければならぬ。幕府には大膳大夫の居場所はない。一体どうやって義昭から力を奪うのか……」


父が俯いてぼそぼそと呟く。こういう時は私の言葉を必要とはしていない。父は自問自答している。それを追えば父の考えは大凡分かる。


「大膳大夫は将軍宣下にも禁裏修理にも関わろうとせぬ。義昭を支えようとはしておじゃらぬ。今のままでは義昭は弱いままじゃが……。それで良いのか？　公家達の中には義助を望む声も有る。義助ももう直ぐ戻って来る……」


「戻って来る？」


思わず声が出てしまった。父が顔を上げ私を見ている。恥ずかしさに顔が火照った。


「申し訳おじゃりませぬ。義助様が戻られると聞きましたので……」


「そうか、声に出していたか」


「はい」


父が苦笑いを浮かべた。


「高倉から文が届いた。もうじき京に戻れるとな」


「真で？」


父が頷いた。阿波に落ち延びた高倉宰相、水無瀬宰相からは時折報せが来る。もっとも内容については分からない。父は文を読むと直ぐに燃やしてしまう。


「摂津の池田、伊丹、入江、能勢が三好に付いた。守護面づらする和田に反発したらしい」


やはり……。摂津守護の和田は身代も小さく武名も決して高くない。和田を不安視する人間は多かった。義昭の周辺でも摂津には大膳大夫を入れるべきという意見が有ったが、義昭がそれを拒否して和田を入れたと聞く。そこを突かれたか……。


「堺も積極的に力を貸すようでおじゃるの。武器弾薬、兵糧、船……。自治を奪われる事を大分懼れておじゃる」


「なるほど、堺の代官……」


父が頷いた。


「伊勢では大湊、山田、宇治等が自治を廃止された。堺が懼れるのも無理は無い。義昭はみすみす堺を敵に回した。愚かな事よ」


確かに愚かだ。堺は義昭を敵だと見た。となれば義助殿に加担するのは明白。大膳大夫が恩賞を受け取らぬため已むを得ず許したのだろうが、義助殿にとっては堺は強力な味方となった。


「義昭殿はどうなりましょう？」


「殺されるか、追われるか……。そうか、そういう事か……」


父が二度、三度と頷いた。


「大膳大夫め、義昭は餌か」


「餌？」


問い返すと父が頷いた。


「三好を釣り上げる餌よ。大膳大夫が京に居れば如何でおじゃった？　当然だが義昭の暴挙を抑えたでおじゃろう。将軍宣下も無事に進み公家達も義助の帰還を望まなかった筈。だが現実には大膳大夫は居らぬ、そして義昭は公家達に嫌われ義助を望む声が有る。三好も義助もうまうまと誘い出された……」


「では大膳大夫の狙いは……」


父がジロリと私を見た。


「三好を叩き、山城を制圧する事でおじゃろう」


「義昭殿は？」


「逃げれば己の力では山城を守る事も出来ぬという事になる。たとえ大膳大夫の力で戻っても皆が重視するのは大膳大夫であって義昭ではない。晒し者に近かろう」


「殺されれば？」


「三好と義助を追うだけよ。後は空家となった山城を自分の物にすれば良い」


「何と……」


唖然としていると父が低い声で笑い出した。


「大膳大夫は無欲な足利の忠臣か、良くも仮面を被ったものでおじゃるの。怖いものよ」


「……父上の考え過ぎでは？」


声が掠れていた。慌てて茶を一口飲んだ。


「なら良いがの。当たっていれば大膳大夫は足利も幕府も道具としか見ておじゃらぬ大悪人という事になる」


「……」


大悪人。常人に非ずとは思っていたが……。


「怖いのう、怖い。なるほど、朝廷に近付くのもそれが理由か。足利の権威では無く朝廷の権威を使うか。向かう所は……」


父が私を見た。そしてまた低い声で笑い出した。


「頭弁よ、大膳大夫とはどのような男であった？」


どのような男……。大膳大夫を思い出した。特徴の無い男……。


「外見はごく普通の男でおじゃりましたな。穏やかで荒々しい所はおじゃりませぬし叡山を焼き、根切りをするような男には見えませぬ」


「ふむ、内なかは？」


「さて……、落ち着いておじゃりました。井家庄の事も自分が掛け合っても無駄だろう、むきになって拒絶しかねぬと」


父が〝ほう〟と声を上げた。


「普通なら自分に任せろと言うところでおじゃろう。そして義昭に対して影響力が有る事を示そうとする。そして味方を募る。それをせぬか。……やはり見離しておじゃるな。相手にしておらぬ」


同感だ。今なら分かる。大膳大夫は義昭を見離している。


「代わりに自分が二百貫援助しようと……」


父が眼を剥いた。


「勧修寺を飼おうとするか！」


吐き捨てるような口調だ。勧修寺家は代々帝の御側で仕えてきた。帝の近臣であるという自負が有る。それを傷つけられたのであろう。


「代価は？」


「時々話し相手になってくれれば良いと。気の利いた事は言えぬと答えるとそれでも構わぬと」


父が〝フン〟と鼻を鳴らした。


「それと父上の蟄居は今少しそのままにした方が良かろうと」


「そう言ったか」


「はい、義昭殿の事を火事に例えておじゃりました。未だ火の勢いが強過ぎると」


父が頷いた。不満そうではない、父も未だ早いと思っていたのかもしれない。


「火事か、……燃え尽きるのを待つのか、それとも水を掛けて消すのか。……今少しと言ったか、三好の上洛を知っているのだとすれば……」


「阿波に知らせますか？」


問い掛けると父が首を横に振った。


「どちらが勝っても良い。どちらが勝っても義昭は終わりでおじゃろう」


父の予想が正しければそうなる。


「大膳大夫か、厄介な男でおじゃるの」


「はい」


茶を一口飲んだ。温くなった茶が喉を潤してくれた。
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「随分と人が多いの」


「室町第の方は人が居らぬそうです」


「大した勢威でおじゃるの」


父が〝ふん〟と鼻を鳴らした。本国寺の前は大勢の人で溢れている。公家、武家、商人。誰もが阿波の三好よりも朽木の方が実力が上だと認めた。そして室町第に人が居ないという事は皆が義昭を傀儡だと認めたという事であろう。山城は足利の直轄領だが支配者は足利では無い。朽木大膳大夫だ。


三好勢の反攻は失敗した。摂津の国人衆を味方にし守護である和田弾正忠を討ち室町第を囲んだ。もう少しで義昭を殺せた。だが朽木勢による援軍がそれを阻んだ。朽木勢の本隊が到着すると三好勢は阿波に撤退、それを追った朽木勢は摂津を平定した。三好に味方した摂津の国人衆、池田、伊丹、入江、能勢は滅ぶか逃げた。堺は矢銭を一万貫払った。そして朽木の支配を受け入れた。終わってみれば朽木の勢力は山城から摂津へと大きく伸びた。


京の政も変わった。政所執事の摂津中務大輔が罷免された。代わって政所執事の地位に就いたのは前政所執事、伊勢伊勢守だった。更に摂津中務大輔の下で為された政所の命令、訴訟の判決は全て白紙撤回された。大膳大夫がそれを強く望んだ。義助が京に攻め込んだのも政が乱れ隙が有ると見られたからだと言われれば義昭も受け入れざるを得なかった。義昭の権威は失墜した。此処にいる人はそれを理解して新たな支配者へ挨拶に来たのだ。そう、私達親子も……。


私達の順番が来て部屋に通されると、そこには大膳大夫の他に関白近衛様の姿が有った。二人で並んで座っている。なるほど近衛、朽木による京の支配か。殿下は大膳大夫の武力を必要とし、大膳大夫は関白殿下の朝廷での影響力を必要としている。殿下を近江で預かったのもこれが理由か。そうか、ここに来る者には大膳大夫よりも身分が上の者が多い。内心では不満に思う者も多いだろう。だが関白殿下の前では皆が畏まらざるを得ない。殿下は自分の隣に大膳大夫を座らせる事で大膳大夫が京の第一人者である事を強調している。自分と同格の者だと示している。


「久しいな、権中納言。蟄居も解けた様で何よりでおじゃる」


関白殿下がにこやかに声を掛けてきた。


「有難うございまする。これも大膳大夫殿の御力によるもの。感謝しておじゃります」


父が頭を下げたので私も頭を下げた。


「某は何もしておりませぬ。全ては帝がお決めになった事、礼を言われても困ります。御無用に願いまする」


大膳大夫が少し困った様な表情で座っている。だが父の蟄居が解けたのは帝が蟄居を解きたいと内々に問い合わせた事に大膳大夫が同意したからだ。大膳大夫は公家社会では親三好派と呼ばれる父を警戒していないらしい。或いは帝からの依頼を拒絶する事は拙いと判断したか。


「井家庄の事も改めて勧修寺家の所領であるとの安堵状が幕府より出ましょう。宜しゅうございましたな」


父が礼を言おうとすると止められた。


「過ちが正されただけの事、御無用に願います」


「ですが蟄居中には色々と御配慮頂き……」


「いえ、配慮という程の物でも有りませぬ。お気遣いは無用にござる」


関白殿下が意味有り気な笑みを浮かべている。知っているのだろうか？　井家庄の二百貫の代わりにと送られたのが六百貫の銭だった。何かの間違いではないかと持ってきた者に二百貫の筈だがと問うと六百貫送る様に命じられたと答えた。朽木は銭が有る。その銭を惜しげも無く使う。飛鳥井が口にした禁裏修理は朽木が銭を出す事で行われる事になった。義昭が出来なかった禁裏修理を大膳大夫が行う。実施されれば義昭の権威は益々下がるだろう。


「実は公方様と義昭様の和睦をと考えております。何時までも身内の争いをすべきでは有りませぬからな。義助様には将軍職を返上して頂き義昭様に将軍になって頂く。勿論義助様にはそれなりの待遇をと考えております」


「……」


「御力添え願えましょうか？」


大膳大夫がにこやかに訊ねて来た。


「我らに出来る事がございましょうか？」


「特別な事は望みませぬ。これまで通りにして頂ければ十分でございます」


これまで通り？　父が訝しんでいる。


「和睦を成すにはお互いに相手を信頼せねばなりませぬ。こちらが向こうを謀たばかるつもりは無いと理解して頂かなければ……。それには正確な情報が必要です」


大膳大夫の言葉に関白殿下が〝そうでおじゃるのう〟と相槌を打つ。父の顔が強張った。大膳大夫は父が高倉宰相、水無瀬宰相と連絡を取り合っている事を知っている。関白殿下も知っている。


「それに将軍職の争いが続く限り京で戦が起きましょう。京が戦乱で荒れれば朝廷にも影響が及びます。帝も御悲しみになる。それは避けねばなりませぬ」


「大膳大夫の申す通りでおじゃるの。そうは思わぬか、権中納言、頭弁」


父と二人で〝その通りでおじゃります〟と答えた。大膳大夫と関白殿下が満足そうに頷いた……。帝の御為と言われては反対出来ない。蟄居を解く事に反対しなかったのもこの為か……。


和睦か、足利の争いを大膳大夫が収める。そして将軍職を義助から義昭へと替える。つまり大膳大夫には足利の争いを止める力が有り将軍を替える力が有るという事。足利よりも上の存在だと証明しようとしている……。そして我ら親子はそれに協力しなければならない。






天下か、天下を狙う男が目の前に居る……。







    
  
  




    
  
  






あとがき






お久しぶりです、イスラーフィールです。


この度、「淡海乃海 水面が揺れる時～三英傑に嫌われた不運な男、朽木基綱の逆襲～五」を御手にとって頂き有難うございます。






気が付けば第五巻の刊行になっていました。自分でもちょっと驚いています。そして大変嬉しいです。これも偏ひとえに皆様の御蔭です。御支援有難うございます、心から感謝です。


巻数が伸びるにつれて追加部分が増えていましたが今回も大分追加しました。五巻の第一話、禁裏修理は丸々一話追加になったくらいです。主に公家、朝廷、義昭、幕臣の部分の追加が多かったと思います。要するにＷＥＢ版ではその部分を端折っていたのですね。今更ながらですが手を抜いていたなと反省しています。


第五巻では基綱が自ら天下を目指す姿が描かれています。これまでは義昭対義助の将軍争いでしたが其処に基綱が新たな天下人を目指して割り込んでくるのです。これは足利の天下というそれまでの秩序を壊す事になるのですから当然ですが軋轢あつれきが発生します。義昭対義助の他に基綱対義昭、基綱対義助という対立軸が発生するのです。この三つの対立軸を中心に朝廷、公家、本願寺、大名、商人がそれぞれの思惑をもって絡んでいく。和戦の選択だけでは無く生き方の選択を迫られる事になります。厳しいです、選択を誤れば命を失うことにもなるのですから。


今回もイラストを担当して下さったのは碧風羽様です。素敵なイラスト、本当に有難うございました。そしてＴＯブックスの皆様、色々と御配慮有難うございました。編集担当の新城様、今回も大変お世話になりました。私事で色々と御迷惑をおかけしましたが皆様のおかげで無事にこの本を出版する事が出来ました。心から御礼を申し上げます。


最後にこの本を手に取って読んで下さった方に心から感謝を。


第六巻でまたお会い出来る事を楽しみにしています。






二〇一九年三月　イスラーフィール
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部屋には父がポツンと坐っていた。私が部屋に入った事に気付いていないとも思えぬ。だが父は身動ぎもせずに座っていた。


「お呼びでおじゃりますか？」


声を掛けると父が軽く息を吐いた。


「呼んだ。話が有る、座りなさい」


対面に坐る。父が私を見た。顔に表情が無かった。嫌な予感がした。


「大膳大夫だいぜんだゆうが勅命を受け宇津右近うつうこん大夫を討伐する」


「はい、今月の下旬に兵を動かすと聞いておじゃります」


「うむ、そなたはそれに従軍せよ」


「は？」


思わず問い返すと父が厳しい目で私を見た。


「兵を率いて従軍せよと命じておる」


口調がきついと感じた。苛立ちが有る。


「……宜しいのでおじゃりますか？」


問い返すと父が〝良い〟と言って頷いた。


「日野左少弁、広橋右少弁、烏丸右中弁、正親町三条右少将、高倉宰相も従軍する」


「！」


なんと！　それは……。


「勧修寺と上冷泉は？」


「頭弁とうのべんまで帝の御傍を離れては帝もお困りであろう。上冷泉は幼い」


「宜しいのでおじゃりますな？」


「諄くどい」


父が不愉快そうに眉を顰めながら言った。


「大事な事でおじゃります。御不快かとは思いますが重ねて問わねばなりませぬ。飛鳥井だけなら朽木の縁者という言い訳も出来ましょう。しかし日野、広橋、烏丸、正親町三条、高倉が加われば室町は間違いなく憤懣を示しますぞ。まして日野、広橋、烏丸は弁官を務めておじゃります。そこに帝の御許しが有ると見るのは必定。朝廷と幕府の関係は悪化しましょう」


朝廷と幕府の関係が悪化する。何よりも朝廷が、幕府が避けてきた事だ。それを朝廷が引き起こす事になる。もう一度〝宜しいのでおじゃりますな〟と念を押すと父が大きく息を吐いた。だが答えは無い。


「大膳大夫からそのような依頼が？」


問い掛けると父が首を横に振った。


「そうではおじゃらぬ、大膳大夫は何も知るまい」


「では？　関白殿下でおじゃりますか？」


父が私を見た。そしてフッと笑った。何を笑うのか、殿下は公方と犬猿の仲だ。京を追われた屈辱を忘れず公方の面目を潰そうというなら止めるべきだ。唯々諾々と従って朝廷と幕府の関係を悪化させるべきではない。


「今日、武家伝奏に帝のお召が有った。勧修寺権大納言殿、三条西権大納言殿と共に帝の御前に侍はべると御言葉が有った。宇津討伐は禁裏御料の回復の為のもの、公家が只手を拱いていて良いのかと」


「それは……」


「以前は武家に従って戦場に出た事も有る筈だが、とな」


なんと……。帝が……。関白殿下ではない……。息が止まる程の驚きが有った。


飛鳥井、勧修寺、正親町三条、日野、広橋、烏丸、正親町三条、高倉は帝に仕える廷臣であるが同時に昵近衆として公方にも仕えた。公方が戦場に出る時はそれに従った。帝の仰せられた事はそれを指している。そしてその言葉を受け取ったのは父と勧修寺権大納言殿、三条西権大納言殿……。飛鳥井家と勧修寺家は昵近衆の家、三条西家は昵近衆である正親町三条家の分家、要するに早急に討伐軍に従軍せよと命じたに等しい。弁官である日野、広橋、烏丸にも同様の御言葉が有っただろう。


「禁裏御料回復の為でおじゃりますか」


「……」


「名分は立ちましょう。しかし、諄いようでは有りますが宜しいのでおじゃりますな。足利を捨てるという事になりますぞ。皆がそれに気付きます」


「そういう事になるな」


平静な表情だった。念押しするまでの事も無いか。父はそれを受け入れている。


足利に不満が無いとは言わぬ。武家の棟梁とうりょうと言いながらも弱く頼りない存在だった。朝廷の衰微も世の混乱も足利の弱さに原因が有る。それを腹立たしく思う事も有る。だが二百年以上、朝廷と足利は協力してきた。それが葬り去られようとしている……。


「足利の弱さを許せなくなったという事でおじゃりますか」


父が首を振りながら〝そうではない〟と言った。


「公方など弱くても良いのよ、幕府が強ければな」


「……幕府が強ければ？」


妙な事を言う。父が〝分からぬか〟と言って含み笑いを漏らした。


「強い大名が幕府の中に入って政を執れば良い。さすれば幕府の力は強大な物になる。鎌倉の幕府がそうであった。征夷大将軍は飾り、実権は執権の北条氏が握っておじゃった。そうであろう？」


「なるほど、確かに」


父が満足そうに頷いた。


「許せぬのは足利の弱さではない、身勝手さよ」


父がじっと強い視線で私を見た。


「幕府というのはな、器なのじゃ。動かす者の器量次第で強くもなれば弱くもなる。幕府の権力を強め権威を上げようとするなら強い大名を内に入れ政を任せればよい」


「……三好でございますか？」


父が頷く。


「伊勢伊勢守が三好と組んだのもそれが理由でおじゃろうな。幕府を守り幕府の権威を守るためにはそれが最善と見極めたのじゃ」


「……」


「だがここ近年、足利は幕府を自らが動かそうとした。幕府を自由に動かす事で将軍の、足利の力を強め権威を上げようとした。……逆よの、当然だが無理が生じた。将軍が何度も京を離れる事になった。だから幕府の力は弱まり世の中が混乱した……。身の程を知らぬという事よの」


「身勝手とはその事でおじゃりますか……」


父が頷いた。


将軍親政を目指す、当然の事とも思えるが父の言う事が誤りとも思えぬ。確かに世に混乱しか齎さぬなら親政など無用な物だろう。その事は朝廷が一番良く分かっている。朝廷には実権はない、飾りでしかないのだ。


「此度こたびもそうでおじゃるの。大膳大夫を幕府に入れなかった。いや敵視した。そして伊勢をも排除した」


「これ以上身勝手は許さぬと？」


父が〝そうではない〟と首を横に振った。


「三好の反攻を防いだ後なら大膳大夫が幕府内に居場所を確保するのは難しくなかった筈だ。だが大膳大夫は幕府の中に入ろうとはしなかった」


「……」


「これまでは公方から敵視されても大名は幕府の中に入って政を執ろうとした。将軍は否定しても幕府の権威を否定はしなかった。必要としたのじゃ」


三好の事か。三好は永禄の変の後も阿波あわの大御所を担いで幕府の中に居続けた。


「だが大膳大夫は幕府の外に居る。幕府の権威を必要としておらぬのじゃ。この意味が分かるか？」


父がジッと私を見ている。気圧けおされる様な視線だ。


「……大膳大夫が幕府を見捨てたという事でおじゃりますか？」


父が〝そういう事でおじゃるの〟と頷いた。


「或いは幕府の権威など役に立たぬと見離したか……。伊勢も当てが外れたの。幕府は武家の府であり公方は武家の棟梁である。だが最大の力を持つ大名が幕府を、公方を見捨てたのじゃ、その権威を認めておらぬのじゃ。そして大膳大夫は未だ若い、これから更に大きくなるでおじゃろう。朝廷は幕府か、大膳大夫かを選ばねばならぬという事になる」


「なんと……」


思わず声が漏れた。


「考え過ぎでは有りませぬか？　ただの不仲では？　朽木は足利に忠義の家でおじゃりますぞ」


「真にそう思うか？」


父が〝ふふふ〟と私を蔑さげすむように嗤わらった。


「禁裏修理きんりしゅうりは阿波の大御所の将軍職解任を防ぐこの父の策でおじゃった。だが大膳大夫はその策に乗って禁裏修理を行った。阿波の大御所と公方の和睦も成し遂げた。幕府に出来ぬ事を行う。公方だけではない、幕府の権威も地に落ちる一方よ。それでも朽木は忠義の家かの？」


「……」


答えられない。確かに大膳大夫によって畿内には平穏が戻り将軍職を巡る争いも終結した。しかしその事で幕府の権威が上がったかと言えばそうではない。大膳大夫は公方から実権を全て取り上げた。そして室町第への出仕をしない。公方を全く無視している。父の言う通りだ。幕府の無力さは以前よりも増している。そして力を誇示しているのは大膳大夫。ただの不仲とは言えない……。


「帝は大膳大夫が幕府を見捨てたと御考えなのでおじゃりますな」


問い掛けると父が首を横に振った。


「帝の御言葉は従軍の事だけであった。後はこの父と勧修寺権大納言殿、三条西権大納言殿が考えた事じゃ」


「……」


「だが帝が天下静謐てんかせいひつの任を大膳大夫に与えたのもそれ故でおじゃろう。大膳大夫に新たな武家の棟梁として振舞え、朝廷の庇護者になれとの御内意というのが武家伝奏の見解じゃ」


「いずれは幕府を開けと？」


「そういう事でおじゃろうの」


足利が没落し朽木が興おこるという事か。かつては平氏が没落しそれに代わって源氏が興った。そして鎌倉の北条氏が滅び足利氏が天下を獲った。それと同じ事が起ころうとしている。平氏も北条氏も滅んだ。足利氏は一体どうなるのか……。


「皮肉な事でおじゃるの。足利の意向に沿って綾を朽木に嫁がせた。まさかその事がこのような事態を生もうとは……」


父が〝ふふふ〟と低く笑った。私が生まれる前の事だ、三十年程も前の事になるだろう。だが父には昨日の事の様に思えるのかもしれない。


「御祖父おじい様は何と？」


「父上はもっともな事であると仰せだ」


「……」


「そして飛鳥井の為にも良いと御考えになっている」


祖父、飛鳥井准大臣雅綱まさつなは老齢から体調を崩しがちだ。だがこの家の最大の実力者は祖父だ。祖父も賛成している。


「飛鳥井の為でおじゃりますか。これを機に大膳大夫と親しくなれという事でおじゃりますな」


「そういう事でおじゃろうの」


やれやれだな。余り武張った事は得意ではないのだが……。
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朽木軍がこちらに向かってきた。


「三万か、流石に多いな」


「兄上、摂津にも三万程兵が居る」


左少弁日野輝資と右少弁広橋兼勝の会話に皆が頷いた。この二人、兄弟だけに顔立ちも似ていれば声も似ている。兄上という呼びかけが無ければどちらが何を言ったかは分からなかっただろう。


左少弁日野輝資、少弁広橋兼勝の他に右中弁烏丸光宣、右近衛少将正親町三条公仲、参議高倉永相、そして私左近衛中将飛鳥井雅敦が山科で朽木軍を出迎えている。我等の総勢は百五十、朽木の大軍に比べれば微々たるものだ。そして練度も低い、戦の役には立たないだろう。所詮は飾りだ。


朽木勢が我等を認めて動きを止めた。我等は本隊の後ろに付く事になった。信頼しているという事か、或いは何が有っても我等を守るという事か。気を遣ってくれているようだ。合流直後に大膳大夫に会う事になった。


「軍中、行軍中なれば煩うるさい礼儀はお許し願いたい。御助勢、忝かたじけのうござる」


「いや、我等恥ずかしいような小勢にて」


高倉宰相の言う通りだ。立ち話だがその方が却って気楽では有る。大膳大夫が首を横に振った。南蛮鎧に陽の光が当たってキラキラと輝いた。


「皆様方の奥向きが決して潤沢でない事は分かっておりまする。その中での御助勢、改めて御礼申し上げる」


大膳大夫が僅かに頭を下げた。皆が満足そうな表情をしている。兵を出した甲斐が有ったと思っているのだろう。


「それに皆様方の御助勢で今回の勅命に一層の箔が付くというものでござろう。この御好意、大膳大夫決して忘れませぬぞ」


大膳大夫が上機嫌に笑い声を上げた。皆も声を揃えて笑った。公家の事を良く理解している。その利用価値もだ。我らが参加する事で今回の宇津討伐は大膳大夫が強請った物では無く朝廷も望んでいる事なのだという証明になる。皆の笑い声にも安堵感が有った。この男なら我等を上手く使うと思ったに違いない。


「直ぐに片付きましょうか？」


問い掛けると大膳大夫が〝さて〟と言った。


「丹波の国人衆の動きがはっきりしませぬ。どうも宇津に味方するのではないかと思います。それに丹後の一色左京大夫が兵を集めております」


皆が顔を見合わせた。


「宇津に味方すると？」


正親町三条右近衛少将が問うと大膳大夫が頷いた。


「おそらくは。丹波、丹後は一つに纏まったと見るべきでござろう」


「宇津は朝敵でおじゃりますぞ」


「乱世にござる。何が有ってもおかしくは有りませぬ」


皆が不安そうにしている。勅命が無視される、有ってはならない事が起きようとしている。


「まさか、公方が」


「控えよ」


日野左少弁、広橋右少弁の遣り取りに皆の顔が強張った。公方が今回の勅命を不快に思っているのは間違いない。邪魔をしようと一色を動かした可能性は有る。丹波の国人衆を纏めたのも一色、いや公方かもしれない。皆がそれを考えている筈だ。


「如何なされます？」


高倉宰相が問うと大膳大夫が笑みを浮かべた。


「こちらが丹波に攻め込むのと同時に若狭より一万の朽木勢が丹後に攻め込みまする」


〝なんと〟、〝それは〟と声が上がった。


「宜しいのでおじゃりますか？　一色左京大夫は……」


烏丸右中弁が言葉を濁した。多分侍所頭人と言おうとしたのだろう。一色を攻めるという事は幕府との敵対になりかねない。公方が一色を動かしたのだとすれば大膳大夫が幕府との敵対は避けるだろうと見て強気に出ているのだ。攻めれば当然だが幕府と衝突する事になる。


「構いませぬ」


シンとした。皆が大膳大夫を見ている。


「某が勅命を受け宇津討伐を行うのは一色も承知の事。我らを助けると言うなら挨拶が有るのが当然でござろう。挨拶も無しに戦支度をすると言うならこれは敵対と判断せざるを得ませぬ。侍所頭人がこの程度の事を知らぬ筈も無し。もし知らぬというなら左様な愚物を侍所頭人に抜擢した公方様に非が有るというものでござろう。例え幕府が何を言おうと理はこちらにござる。違いましょうか？」


空気が強張った。


大膳大夫が笑みを浮かべてこちらを見ている。自分を支持するか、幕府を支持するかを問うている。朝廷が大膳大夫の背を押した。大膳大夫はそれに応えた。そして改めて確認しているのだ。自分は幕府と戦う覚悟が有る。朝廷は如何なのかと、背を押すだけでなく共に戦えるのかと。胸を締め付けられるような感じがした。


「真に、その通りかと思いまする」


私が答えると皆が口々に同意した。大膳大夫が満足げに頷いた。


「では、宇津の討伐に向かいましょう」


大膳大夫が背を向けて兵の中に入って行く。我等も兵の元に急いだ。誰かが〝はしゃか〟と呟いた。


〝はしゃか〟が〝覇者か〟だと気付いたのは騎乗して暫く経ってからの事だった。覇者か、確かにその通りだと思った。朽木大膳大夫基綱、新たな覇者が誕生した。
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